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農業祭は，全国民の農林漁業に対する認織を深め，農林漁業者の技術改普

及び経営発展の意欲の高場を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天泉杯が御下!拐になる ζ ととなった機会 H::. ，従来の新穀感謝祭を

発展的に拡充して始められたものである。

乙の農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の日在中心として，天皇杯J受与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を農林省と日本農林漁業振興会が各万両の

協力を得て開催ーしてきており，昭和49年度は，その13問認を迎えたのである。

第13田農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 284件で，それら

行事において農林大田賞を受賞したものは 483点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，閤芸，斎藤，蜜糸，林産及び

水渡部門)ごとに天皇杯が，さらに ζ れに準ずるものとしての日本農林漁業

振興会会長賞が12名(団体を含む)に授与された。

農業祭において表彰された ζれら受賞者の優れた業韻ζ そは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経常

に関係する各万面の方々に大いに稗益する ζ とと忠い，引き続きこ ζ にとり

まとめて印脳に付した次第である。

終りに，本書の編集Iζ御協力巻いただいた執筆者及び編集協力者各位に対

し深甚の謝意、を表する。

昭和50年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

出iwj 稲作体系的技術

受賞者 山船越水稲協業生産組合
(代表者佐藤繁行)

城県志If l 郡山鳥台i!I]船趨'γ111 の前36)

盤整受賞者の略歴

111船越えKfìÍÍ協業"I~時組合は，開城県山市台町の東端にあり， {j l巾市の北方

約35km，イII If守市へ50分，指~r!Jへ30分のìffi勤閣にある。 flll北平野のほぼY1r礼

大崎耕 L といわれる水稲"1 月;力の内 L、地域の南端にあたる。 I L!均{it国の地r><: は，

同から南を傑!な70m f'r!J交の旧安 l乙

第 1 回 受賞者所{tê士山|略|刈
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かこまれ，北から東はl~r:}~>>jj1 11 iC沿

って，その堤防にかこまれ，その

なかに;]<f[ I を主とする耕地と集終

がある。総m.w数69，うち出家は

54Jîで，そのうち 23]Î は'frl常的賃

労働を主とする2fi 2 FIT波業出家で

ある。 出家l)-Î 汽り耕地Iftifßi は1.

35hαで，その95% は水 fn である o

;]<間協業生時組合は，乙のうち

の 13刊でつくられている。

この組合は昭和140年 3 月に 11

} Î で発足し ， 23.4hαの水稲耕作

からはじめられた。協業組合は



山船越水稲協業
生産組合のメン

381 1 っ立 lこだ脳された出来日占造改 í:l:i'jf:!t(こよって;s< 111 の|メ.:II f! i 幣]111 を I1 1心とする

1..地)，~71il:~開jfi ， トラクター，ライスセンターの導入， :L:t、瓜/jlli ， i交の導入金 11'(j 主

ω契機として，これらの脳l没金利!りした今後のfJl(lj ，を， 541 I の出家主Ilfì t1が

徹氏(t'~な ;~~L論をくりかえすなかから，比'1町内.!'\: l 、111:I \;ω人述{こよって 1 ， Iij まっ

たものであり， 1 1:1山ぷ幣常備を }I~ とした… Æの大!I~rJ機械化による/ぷ郁の完全

行 }J杭F\'l':k: njO) (if'fi \'(と，大!川店長加を制[み介せて長i>{f">:!t(I'，)(こ近代化して

� J くこと J ぞ|… 1 とした。

こうしたん I(IJのなかで， 38{1:1立には!日くも協業部lfTが充足し，仏lj 人")'j

倒を 11 1心 lこ出切jが開始された。 ;1<flﾌ'� li/;%!:' I~作品Hfìlま，稲作で行 }J された労働 }J

(山合判 ，~，iÌ Ú: 子)令長前車11介で抜倒できあことをイJ}J I工夫:えとして成\'(.し， I~~ 

f存内で j店主化の/Jfl'ljへ分解していく J~~~ ネ":γÎIこ対しでもその作:t，料引'喜子受，il

することによって粁昨的な'点〉ι寄りえながら，キIlfì!'1 らの HRIノI:NM~の拡大を

はかつてきている o 101Jーの充足以来，年Il{~[ l! i部(は 161 i まで j;;刊行して， 19{1 ー

に 13J i (こ減るという到きがあったが，それらはすべて稲作を組{~Iこ安，iI して

花木の杭計{こ進んだり， ~ff業{こ転じたり， iffi77のため長ßf，j %1lfìIこ転じた行で

ある。したがって/則前例作1(1ぼi は40{1:の 23.411αから 19{1:には45. 3halこ拡大し

ている。和lfìftはこのhゐ 1(1jを「東北山業の将米/iI{IJ 寄与を先取りしつのJR

引をノJ\す」ものとi' IÜ している。

なお，この担トJIは「ノド間の li1;菜料?:;'で稲作の構造を転換する」もの

として， 46{1:/史に':VJ I1 イ旨受している。
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関組合成立の背景

1I1船越水稲協業生産組合が成立し，展開してきた背景としては，水稲単作

士山市における兼業化の進行，個別経営規模拡大の困難というー椴的条件があ

る乙とはいうまでもないが， n':ìJ去の契機となった農業構造改背=事業に対しで

も， J二からの指導に対する対応としてではなく，積械的に自ら進んで事業を

受け入れ，それを利用した姿勢が明らかであり，そのような意識のよって来

た背設のあることが考えられる。いわば，協業経常が成立する前史ともいう

べきもののなかに，その際困をみることができる。

乙の組合の特色を瑚解するためには，乙の ζ とに若干ふれておかねばなら

ない。それは主として込水、とのたたかいである。すなわち，地区の北から

東にかけて，地区をかこむようにして流れる|鳴瀬111 は， 300年もの昔から，

乙の地ほの人々を水害で、痛めつけてきた。イI[ I"ÉJ緒は明併のころから，この辺

一市の治水と間j田 l乙力を入れ， f可 i片!となく工事を繰りかえしたと伝えられる。

山船越の南5 km程のと ζ ろにあった!日弁沼を出坊で[J耳み， 1 ， 850加にも及ぶ

子新をするなどの大工事もなされたが， ~;tg;の水害は治まらず，昭和 l乙入っ

てからも 2 年に 1 皮は被害を受けている。 111船越は前記のように聞から南を

百:[凌にか乙まれているので， 1\鳥瀬)11 の提!坊を潰してあふれた水は， 1壬稜にさ

えぎられて集落と耕地を洪水 l乙浸すことになる。

大正12年 l乙国営の治水工事が行われるまで， 1\鳥瀬)11 の堤防決壊， m脱会は続

いた。国営工事で堤防の決壊による水害はなくなったが，別の被害があらわ

れる乙ととなった。堤防と圧援で周聞をかこまれた地誌は，傑かに上流にあ

たる東北の附だけが開いている乙ととなったので，今度は内部の水をはくこ

とができず，依然として内水による浸水，冠水が続くこととなった。乙の状

況は，昭和25年 l乙集落耕地の中央を通る竹谷江用排水路の末端， I[号瀬川への

出仁11乙 250馬力の排水機を設置することでようやく終止符をうった。しかし，

反面iで，乙の水路は水位が低く，水路の末端l乙位霞するこの地区では，需の

少い年 l乙は県警を受ける乙とが多かった。
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33年 l乙奈って竹谷口: 1:地改良院は地[5<:内 l乙揚水機場を設け， U':?:.管とパイ

プラインでかんがいすることができるようにし，どうやら，長い水とのたた

かいを終ることができた。こうしてようやくぷ稲作安定への最低の条件が繁

ったのであるが，このような苦闘の聞に，集携の出家は大、11:が隣村の地主に

属する小作12になっていた。水とのたたかい，小作J~~ としての条件は人々に

れらを i出荷Jする組織化を教えたのであろうか。この集訴には r1j くから生誌と

生前にわたる共同的，集問的組織活動のあとがみられる。それは務政H寺代すで

に山船越では「有益社J と称する社巾があったことからはじまる。おそらく

水防，共助の組織であったろうと思われる。明治20年，有益tl:は L]\船越(1涛

りの集溶)の「前難t[lI;j~干 I:J と合併して f船1倒的苦rW:J をつくった。 )1!J:業共

消的な店勤をしたと伝えられる。

また，大11IO{VIζは 1I1船越の全出家でg~llJ発動機共同利!日組合が作られて

いる。戦後は2Hr二に，いち早く 24Fiで化組合が組織され， m閉機 1 ï勺

からはじめて，組合はのIIY~ こく調製作業，制附作業ぞ行いながら，組合は以

外の作業をも賃ふうけした。投手i屯化組合の出動を通じて外出家は， 卜.地や71<

の条件の{、FI還が，作業進!立，能率， '-t~ i2Y'Z~ ti!~ およひ守illl ，，[1などのχ となってあら

われること会実感として休仰するにいたった。前記したような民業間造改 j号

事業による基盤怒備の必î\!'VI:の認識と杭倒的取り組みは，乙のような経過の

なかから IJ:. まれたといえる。協業終Jj汚の惜想，その検討も， ~þl心になってìffi

めたのは民事iG化組合のメンバーであった。

|窃業終日'は現:(r:，この集掠のなJジn と生7[1;'の f全般にわたって(削除作業のr先

胞から前|町出動にいたるまで)中核的，いうならば，なくてはならない組織

になっている。もちろん協業経常幸f幼児と参加をめぐって，内部で賃両論が

あった乙とは舵かであろうが，新しい組織日ー勤を展開する内発力は，こうし

た前史のなかで脱成されてきた意識の 1 つの発現であるとみることができる。

関受賞者の経営概況

乙の組合は機械脳設利用による水稲作完全協業経常であるが，組合の述常

11 



には，;J<.稲作と養鶏，その

他を組合せた復合として

民家lifiý~J をあげるように

第2国組合lえの変選( 0 }JrI入交{会 x 再jÊ ，jj~) 

I:火されている。

(1)組合員

組合民は現イド13r iであ

るが，発足以の粁過は

前 2[ヌ!にみる illl りで， 11

，i は当初以米の組合刊で

ある。加|入，脱退は 1'1111

であるが，大きな変動は

ない。この組合は 1 r 

1 人の参加を条件とし，

48-55才頃になって後継

者が成人 l乙達すれば交際

することにしている。こ

のとりきめによってうど詳

したものが 31うある。 No

14は前l14 したように花木

日。

10 

け 1 I 31 

日2 I 26 

I 13 I 38 

I 14 I 28 

変 選
111 

:/t 

2. 76 

2. 56 

2.42 

2.40 

2.38 

2. 26 

2.17 

1. 92 

1. 89 

1.71 

1. 38 

1. 31 

1. 27 

1. 43 

1. 30 均へ

を中心とする Wi)日Ij経jヰへの!l~fJ討をめざして肉líÆ~ し， 15 は機械操作肢体j (協業

で習熟した)をもって波業化していった。

また 16は後継者がすでに液業に従事していたので，、1/11:が長]r~協業 l乙転じ

たまま交苔を出さなかった。乙れらの組合員は水l1îはすべて協業組合に委託

して離脱しており ， ~1:/f，Â'規模には;;以携を及ぼしていない。現。:のところ，組合

はの I，'\]では， {むの終']=;_-tJj"式 l乙安定 j売業を求めて離脱することは，組合の粁?:?

t見出拡大につながるものとして，なしろ紬迎し，離脱についての資金的，技

術的堕i立j をする JJ法をとり，ベH組合伐としてい毛。すなわち，離脱者がその

後の経済を確なするための後見役を十分 lこつとめているとみられる。

12 -



?ではがオペレーターとしてのJ支能をもっているので，ノ?の段i符では多少の

減少はJR支えがないとみえる。協業で、の機械J栄作技術をすではにt"'1熟させるよ

う，研修会ち:への参JJII も前倒的であるが，その場介lこも，例えばNo.1 5のよう

にして友克就業へ蹴Ij5~ していくこと会汚点{こ入れているといっている。これ

らのことには，将米の心ií'J との関係で問題舎もつことでもあろうが，ともか

く m{l:の段!特では!上むをえない/jzr~ ともみられる。 H'ì誌のj主計組織は制lfT1え

のもとにMIJ知什k と 9 つ(栽i九労務，機械， JftlÍ，没，町村，町長ーハウス，佐

保i!， j立外， ,lC},,*, U工務・会，1 !-)の係およびli}if!Jfをおいて，さらに木111 の民|、JI

地以臼1] 1ζ3 つの作業111 をおいて行われる。 1 人が必ず l 役は受けもち，その

作業と料i品の I記録 l乙，'11了-をもっ 1 人 11党の L引了イ本mリを厳1'0に守っている。

以 1: は 11:品IlftLlについてのことであり，キIlfTのiili貯はすべて l 正和 l介はでu

われるのであるが，組合には，この他l乙前述の離Il)~者を合めて単純合員がい

る。組合との，，'\]1こ 1/]<稲負契約三u をうどわして終討委託をしている者であ

り，その数は， .i)UiJ 7J~i となっている。

(2) 経営規模

491， 1'1立の杭焼防は， l' 1 {ノド 111 26. 43ha 

終日受，jllfl 19.00ha 

!~ 45.43hα 

となっている。

1' 1 作 111 は和台はのm作ノ']<1 fIの令部から転作111 として主主主'f!を f J っている 2hα

を i添いたものである。品川介[1出家のが!々についてみればI'jÍj均的 21><1のように，

最大2. 76hα，故小は1. 27hα とぷはあるが，ともかく平均としては受北111 を;1

めて 1 }i 、 1/1 り 3.5hα となり，必ずしも人ー規院とはいえな L 、。しかし，む'ï 11< 

でノjミすように，料瞬間は徐々にではあるが拡大してきたことがうかがえる。

1'1 作 1I1 での規模拡大は符坊にのぞめないとみなければなら伝いので，今後は

経常受認による規開拡大l乙1iJ"lci を托さねばならな L 、。民都内の/1< 111 は全部で

77hαといわれているので，おそらくその希引は火われまい。組合では， WiJえ
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ば，後述する受託料(地代)について

も，その点を考慮をして現在の水準を

定めていると思われる。

(3) 生産(作業)部門

ζの組合が水稲生産の協業経常であ

る乙とは，すでに述べたところである

が，組合の運営は，育苗，ライスセン

タ一， トラクターをそれぞれ独\Lの部

門として経理する方式をとっている。

作業の運営は統一してなされるが，そ

れぞれの部門が協業内部に対して稼動

した場合も，作業請負，賃作業などで

外部作業lζ稼動した場合も，それらを

第 1 表水稲作経営規模(加)

年次 自作地 受託地 計

市4
40 23.4 4.1 27.5 

41 24. 7 4.6 29.3 

42 31. 9 5.3 37.2 

43 30.6 5. 5 36. 1 

44 30.6 5.5 36. 1 

45 30.6 7.7 38.3 

46 30.6 10.8 41. 4 

47 31. 9 9.9 41. 8 

48 31. 9 13. 1 45. 0 

49 26.4 19.0 45.4 

含めて，それぞれの部門の収支を明らかにする{士紐みをとっている。乙の方

法は，機械施設の稼動効率や経済性を明らかにし財務計画をたてていくうえ

で必要な万法であり，いわゆるドンブリ勘定になって協業経営の経営経済を

把握しにくくなるのを防いでいるといえる。

さらに協業経営は，育苗施設を利用してキュウリの抑制栽培をとり入れ約

30万円(昭46年)の売上げをえている。また転作間を利用した養鯉も組合の事

業になっているが，乙れは必ずしも所期の成果をあげていない。しかし養鯉

部門がもっ重要な意味は，機械化水稲作に適しない谷間の根回の転換利用で

ある乙と，組合員家族の労働力のうち高令者の就労 l乙適していることであり，

総合して結局は水稲協業の安定発展に寄与する乙とになる。

施設機械を利用した作業受託の内容を49年についてみれば，水稲育萌i35hα，

耕うん・代かき 10hα，凶構35hα，などとなっているが，最近の状況は第 2 表

のようであり協業としては作業受託よりも経営受託を志向している。

(4) 機械施設

49年現在の機械および施設の主要なものを表示すれば第 3 表の通りである。
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第 2表 /Jく稲作業の受託状況 (h日)

(鰍\ き H l1j'( 防除 刈 lfx: !日4ζ く

川1 目H 日29 | 
トー

2. 7 51. 7 

3. 5 49.5 49. 5 48.4 1.5 1.7 

3.3 4.6 37.5 33. 5 47.4 つ“つ“ つ“.にυ 

48 6.2 2.8 38. 5 34.4 46.8 3.3 3.0 

第3表機械施設の慨~ (fI!i 49年)

f'TI 類数!;i 規 1特 {Jijj タ"ヨた

トラクター 2 合 45PS 3z9d勾hl2}12階事業年で業111 HK}滋[民家総合 l乙導入，
助。位協に引きつぐ

1 セ 40'rV!笠階4%8事年補業助で、40石セットを出家事11合 lと
ライスセンター.

ット
100t� 導資入， 。 42lE礼j::協没業 l乙引きつぎド!己

金で 乾燥機

113 お1 機 7 合 2 条 hl'f 6 t-� 
4 1 tt 46作自己資金

育庁1 センター tm i トンネノfレ大Y51Fjqlリ , 00 8 fW IOn1前H什 247 84 06 ffzlαf 手ラjZF 人

大原l ダスター lt� 45"f導入

コンノf イン 3 t� 4 条刈 48年導入後FJI組織育成資金

フ ツ ク l 合 2 t 45\=1::導入 1'1 己資金

ブロードキャスター 1 台 46{手導入 門己資金

トレーラー 2t� 42{手導入 (j 己資金

ゅ:刈 機 4 台 背負式 1' 1 己資金

共同作業場 1 隙 43{1三悠築 1'1 己資金

39作民業構造改持事業による経常近代化施設を 1[1船越出家組合(集誌の全出

家45(i) から協業組合 l乙 t引継いだものぞはじめとして， 46{刊乙は育泊施設と

in航機を導入し， 48'rf コンパインの導入によって7l<TìIl作の機械化に必，~な機

械，施設は一応織った。これらのうち，かなりのものがれ日資金で導入され

ている ζ とに注目しなければならな L、。協業の積倒的な志欲のあらわれであ

ろう。

(5) 稲作技術の成果

乙の組合がとってきた稲作技術の変化は機械施設の導入経過からもおおよ

そ読みとることができるように，機械化による省力栽l日によって稲作腕績の

15 



拡大を進めようとするものであるが，乙の組合の場合l乙，より市型なことは，

省力化と同時に“うまい米"として名丙のあるササニシキで良質・多収を実

現していることである。これはよ自力維持，削除，水管却など P:Ii~到な注意を

払って，手抜きを行わず，“米っくりのプロ"となることを目標に努力を続け

られているあらわれである。

21"1 4 表はその結果ともいうべき水稲生院水準の変化の状況で、ある。宮城県

の水稲10a '1/1 り平均収最水準はおおよそ500kgを下廻る程度といわれている

ので，まず協業組合の収読の高さを矢I1 る乙とができ，附iliの出家 l乙くらべて

毎年大体30kg{立は多いといわれている。 10α 当り生産裂は施設費の明大，資

材価格の出i騰ぞ反映して年々明加してきている。収量の噌加はあるが，やは

り 1 kg'当り生産費も年々微増の傾向にある。しかし， 10α 当り投下労働時間j

は明らかに減少して48年では 6 人となり， 50時間f[1ぜまで符力化ができてき

ている。 Jill買については第 5 表のように，保有米(組合員， i'(i，組合員の)を

第4表 生産水殺の {rll ぴ (10α 一切り)

投下労働(人) 万三
(注)生産費には受託耕作地地代を含まない。

第 5 苦笑 叛売7fとの等級別割合(%)

応二?
( 

2 等 3 等 4 等 5 等 販売法 (ω

寸府 41 45 , 0 49.4 5.6 1, 855 
ト一一一一一一一 •-

43 38.8 54. 6 6.6 2, 685 
トー ト一一一 一一 ←一

44 64.3 35. 2 0.5 2, 999 

45 5.8 78.9 14.6 O. 7 3, 010 
ト一一一一一一一 •-

46 10.4 80.2 9.4 3, 100 
トー 十一

:干二47 5.6 89.2 5. 2 3, 080 
ト一一一一斗ー

48 6. 9 79.4 13. 7 11 3, 417 
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除く!悦74米 lこ iii める 3 等以上のいわゆると日等級~(比ネが々!日iまって85-

90%以 1-- ぞ fíj めるに預っている。これらは，ほとんど全日がn 1:流通米とし

て市場l乙H\i出るのであるが，それはともかく ， J品開J広大をしながら， bfl収，

'tì }J, IIIWI1(;j~ f与を促していることは、V-Úlli で、きる。

:6) 経営成果

この協業経?:?が，いくつかの料開を別にした í'iI\[Hj をもっていることは前に

述べたが， :1:控を切魚剣糾I1中I!では Eま主だそれf'科利l1日}d! の 1成j点主:県l科ミはなくし， また 7背守守'ì百i泊1Y2刊|店\[門H円j は経1伐fi'に乙よつて

j討出干町iの F巾i戸fη叩{自作似悩I!出凶11似!i をを?きめる F段支附 lに乙あり ， 49Wの完封iでは 1 :rfi 、行りパラ fiiで 343_5PJ.

ヒモ市で402_ 5F!] となっている。宵iFiの緑化ノ\ウスを平IjJfJ した [~~lf~のl収入は，

仔11げ'iO)'J 1 きードげに託子りしている。 Ul!なだ1\IHj としてのトラクター， ライス

センターにはそれぞれ独似の決t1ーが何年りわれており，稲作協業ではもちろ

ÆtJ:tíl:が IHí'riになされている。乙の組合は拠出資の何立組合であるというこ

ともあって， )1ちょに通りの貸借対照表とか， KJ益itl-t7V:i:ーはないが，それらの作

第 6表 l:'8UfII'lIj 日1] 1ζみた収支(千11))

ﾎ11) fllJ 'rf 次 IjY 人 j < X: 'J I flj fl在
11{1
44 27 , 937 10, 345 17 , 592 

陥i'F 協栄
15 30 , 301 10, 340 19 , 965 

46 29 , 388 10, 624 18, 764 

48 40 , 713 13, 567 27 , 176 

15 594 516 78 

トラクター 46 613 493 120 

[';1)111] 47 769 494 275 

48 1, 075 754 321 

'!5 1, 490 735 755 

ライス 46 1, 074 1, 050 24 

センター 47 888 600 288 

48 1, 313 902 411 

45 30 , 021 11 , 596 18 , 425 

16 31 , 988 12, 167 19, 821 

48 43 , 131 15 , 223 27 , 908 
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成 l乙必要な諸計数は全部整っている。

2f~ 6 表は 3 書店内の収支状況ぞかかげたものであるが，どの部門でも利益

が順調にfill びている。そして 3 部門合計の利疏は， 48年度で2 ， 800万円となっ

ている。これは，いわば協業経常としての所得ということになり，これから組

合員と準組合員への配分がなされている。それは組合員に対しては 1'1作間の

地代と協業経営による利益の配ヨという ζ とであり，準組合員については受

託地の併地料(委託料)という ζ とになろう。なお，ここで、注意を盟する乙

とは， トラクターとライスセンタ一部門との支出にはそれらの部門に就:業し

た組合員に支払われた労賃は合まれていない乙とである。それはすべて稲作

協業の支出に合まれている。

稲作協業の収支内容については後でやや詳しく述べるとして，まずトラク

タ一部門についていえば， 48年の収入のご主嬰なものは耕記・代掻料であって，

組合員分 5 万円，員外分14万円である。また支出では減価償却費32万円，燃

料費，修理授のそれぞれ19万円が主なものである。ライスセンターでは，組

合員分の調製乾燥料97万円が収入の大部分を占め，支出では減価償却費39万

円，品l製機購入19万円が]ミなものとなっている。このほか， トラクタ一部門

には27.5万丹ライスセンターには28.8万円の47年度からの繰越金があり，

いずれも q叉入のかなりの部分を占めている。すなわち l出j部門での収支余剰j金

は，そのまま，その部門で繰り越されて積みカーてられ独立性が保たれている。

さて，稲作協業の収支内容についてみよう。抗 7 表は収入の内i引であるが，

これにはとくに説明の必盟はない。転作費励金までを合めて，ドi作 111，受託

l引を通しての収入額は10α 当り 97 ， 5221JJ と算定されている。次l乙第 8 表で支

出の内訳がみられる。総支出舶の30% は組合員労務質で，組合員が稲作， ト

ラクタ一作業，ライスセンター，育筒および益最IIIなどに就業した賃金であり，

1 日当りし 800円で支払ったものである。次 l乙多額を占めるのはトラック，

コンパインなどの減価償却費，出 3 位はライスセンター， トラクター，育泊

施設など，内部施I没の利用資であって賃借費として計とされているものであ

る。償却授と賃{!?到の合討は全支出の33% を占め，労務 3 ~を(賄い， I臨時版
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第 7表木稲!必業1[文人!付 1沢( 48{1:I立)

11 て往 復i % 摘

米販売 35 86.0 総l0tl分 ， rV\キ1l1'ì U分ぞ冷む3.417.5(よ

保 {f 米 4, 973 12.2 ;)53 " 

)l'r 米 173 0.4 4, 320kg 

やF ( fJ1 :n5 0.9 2, 204 kg 

転fノFi君 fJj)J \Í} 169 O. ;; 

人制97 ， ;;221[J ) 

第8表 ;}<間協業の支 LI \f付沢( 48 'ri :1支)

1"! I1 IKi % f必 w 
一一一』 1寸可ト

fiIT !?! 327 2.4 

1]巴 M 833 6. 1 

¥"1 十寸 361 2. 7 

汁~ 汚IJ 1 ‘ 032 7.6 

防 535 4.0 

機械的去J t'i 2, 310 17.0 コンバイン， トラソク，その他

1芸 flj! 373 2.7 I i'I動 i札機械

小加只'l'( 143 1.1 }早〔刈機ほか

4LFT4 さ lt"t' 2, 118 15.7 ライスセンター， トラケヲー， 74717! など

)'� 品1\ 168 1.2 
([付日 1\ 支払 L 、)

lt自 L 、 99 O. 7 作業[I\J 食(小ひ手る)

'); 務 574 4. 2 I~JI~f中ifi い 324人( f)i.frlli 1, 200-2, 000 1 'J) 

品n i'ì tl労務 ýl( 4 , 073 30.0 2 ， 262.5人 (tji.frlli 1, 800[TJ) 

公，i県，手lJ í 355 261 悦併入金利息
かず~; J'ff! 122 。 .9 会，;義 t'1 , ,=H 1j} 'l'i ， 慰労 ý'(([llhr'(，稲刈)

特i 13 0.1 

Nlj 131 1.0 

13, 567 100.0 

い，組介氏労務)にほぼv口敏している。間作10 a \1/， りの'um~lmJ は32 ， 000円

と伴/1\される。収入と支/1\の内作'を以上のようにおいてm: /Lj された剥益(rYr

- 19 



í'J) がさきの::rï 6 去のようになるのである。

したがって，さらに支出利 [1 1乙前述の地代 -flf地料の支払制を導入して，

収入と ;~::rJ I きすることによってはじめて稲作協業終日'の純担誌が閉店される

ことになる。そのような決算の仕fJは，この純計では{ J われていないで，

制11と'ì tll乙対しては， 1(10α:1/1 り平均収入lítl9 7 ， 52211J-10α 、竹り平均'h/H'{

IfJ 32 , 000[1]) x 担iJ tllllfli杭」加が支払われ，取組合wζは 1(10α 叶り、Ji.J::勾 4立入

制97 ， 5221IJ X 見)x 受，ìlllll(l川J~ J の舶が支払われている。この|限りでは!日話会

は利益配分的であって 10α 叶り 65 ， 5221 リとなり，後者は山地利であって 10α

汁り 48 ， 7611'J となる。 48年岐における受託地借地料の')ミ|祭の支払総舶は766

万5 ， 710川となっているが，乙れを前 8 去の支IJ\lítW'1 こ JJII針。すれば，支出の

総加は2 ， 123万 3 千円となり，協業の利益は 1 ， 951万円となる。さらに組合Ll

l乙支払われた利益配分10α 汁り 65 ， 522円についても，ペ{剤l合はと li可制の地代

I\i\分がAまれているものと仮定(このみ/Jーは， 1由業組合が組ArJからもペ|て 111

を的地しているものとする乙とであって，必ずしも，)ミ態をあらわさないが)

すれば，その地代行1\分総制は1 ， 292万 !'l となり，協業の純利益は6597]円とな

る。

ところで協業給j:?の経済成果は，さらにおii引として組合はがどのような所

仰をうるかということにある。準組合t:lの場合には l~íJ述のように受iiéJJ<川 10

α 、竹り 48 ， 761fT] (48{j:)の的地料(、1λ均10α 、 [l り *!l収益の '1ベ分)を受け取る

ことで済むのであるが， 11:組合はについては~} 9 去のような配分がなされて

いる。すなわち，まず作r の 1'1 作川によれI しては，協業~iT:Ttの全水111 の、n勾111'(

としてt7LH された収益者rJ①と，受託!}く 1I1 からの収益額④(全水11I の平均収益

から支払山地料を J(;う|いた残額)，協業への就業労賃②(内部の作業も外部住

外作業への就労も中i.Úlfi 1 日汁り 1 ， 800円でプール !tl'~){ される)および:i!i:魚'11 行1\

111] の収入③が配分され， 48年の例によれば，平均 1 (iペり配分担は 186万円

となっている。組合L41254fの所付としては，乙のほかに長潟協業からの収入

(']J賃収入不均 1 jî 、I!j り 91万円，平iJ 1t在配、行なし)があり，さらに大部分の出

家では 1 ri 1 vJi伎の繁殖とドをもっているので，それからの校入が若ド加わる

- 20-



第 9表 Ml介日出家の配分lijíi~J ( 18"f/立)

(なおf j'. の削主主には;.K 111のわらを使い，その取脱杷は IJib業の稲作 l乙使IlJ され

ている)。

1I{1，f1147作皮の出林約出家経済調f;tでは，東北地域の2.0ha以 1'. J;J，J，t'史(;.KIf! 

2.04hal乙灼1 および樹I~~I地50α 科!庄がJJIIわる)の場合の店主主!何日は197万円と

なっており，これR.IU稼・被Wi'1 JI又入34万 IJj がか11 わってIiJ処分所内が形成され

ている。 111船越;1て稲協業民家の場合は平均] Ii，vj り ;.K11 I (1'1 作 111) 1(lj T1lf が

2.03加となるので， :+'，隊ぎをしないでも一般の所t};.K ritlこ述しているとみて

よし、。

盤受賞者の特色

山船越J.KHRI窃業fl:陀組合は若し、続'F\'者によってj主?:?されている*卜JIである

が，それは若い人達だけの発位!や考えJJーによってやられているということで

はない。:集部における1'1 11照的な出家の発組とえjì.とがわ j 1 人制でずれ、人i主に

よる料?:?を作りあげてきたものである。その志味で，この組合の特色は東北

出村の現実から浮きあがったものではなく， 11前作設業者の l つの FI 標的なりI!

JJ~'~でもあろう。

(1)耕地整備と技術体系化

技術の体系化は}民業構造改汚事業の践倒的な受け入れによる法除摂拙から

はじまるが，昭和38年という i時点で，それまでの10α 医11日i を 30 a 1?<)lJí とし，

他集落(…L として!嫌疑の FE船越)の人たちの入作;J\ITI を 2 ヵ i州立にまとめ，

111船嵯の出家の1I1 を集中化する交換分合ぞまず行った。

つ
〆ω



これらの事業は 111船越54パの全部が関係出家であったが，賛;骨子lilij論を説{~J

しながらとりまとめる中心的役'í1fIJ(ま，現子iゴの協業の人達がになっていた。 こ

れはその後の技術展開に有効に機能しており，市:史:な特色である。 省)J稲作

の基礎がこの持l乙作られたのである。次いで同じく民業構造改汗事業で導入

され， 山船越民家組合が， そのili'Pt に則慨をきたしていたトラクターとライ

スセンターを42年 l乙，] I き継いでill，[;~'することによって，協業組合は， その後

の稲作技術の体系化を具体的に進める乙ととなり抗 3 去に示したような機械，

脳設の導入によって48q~(乙は一応の機械化一賞作業ができるようになった。

稲作技術の大胆は次のようになっている。

(',MiJ! 

②育苗

③本HI

ササニシキに統一

敵前ひも f古，橋間 :Ü250 9 /1 箱

f:壌改良資材10α 切り，カル90kg，情リン 60kg

全 j(，)il: わら施ITJ (コンパイン使!日前は唯肥10α 汽り約 1 t 施用)

耕起 4 月上旬ー ロータリー， m深15cm

施肥:基肥，苦 j~.1流加支804弓10α 当り 40kg

追肥， 7 月 25 日頃NK化!点 6 弓 10α 河り 6 kg 

l\;f蛍 5 月 1 日 -5 月 23 日

111<<1白 5 月 3 日一 25 日， i吋'~ f) 25株 (28X 14cm) 

路軍: IFl航前MO粒剤， f1HiI'i後サタン S粒剤， 6 月下旬MCP粒

剤

6 月上旬

ー 7 月上旬同法rr海水，早舶のものから 6 月 25日から約 l 週

間前[1'(後約 2 週間i 浅7.l<.，ノk管珂:機関JTJ7Jくによる権7.l<.，

問中ドし

防除:大別世道ダスター使用，イモチ病l乙責点をおき，紋本~î病，

ウンカ， ヨコバイの同時i削除を合めて 4 O'fl

これらのうち， とくに主要な点を補足すれば，地力維持を葉視しながら，

従来行ってきた堆肥作りの労働を省くため，生わらの全 rl1i施用を進めている

ことである。 乙のため，全水1 1]の Ili'iきょ排水を n力(1昭46年朝日民業賞でえ

- 22 -



ほ場はI強力維持を重視している

た 'l'Yく訟を資として)で』包jj-していること，栽fll'[;l討!!:1. を ifJj めて収 :IUí\'r(保 lこつ

とめ，そのための機械操作をとくに研修していること ， J}<'!ì'ì;II i! は 3 つの栽附

( ITI の集|、1I地)ごとに引)1/1者をきめて，稲の生育 l乙応じた '!j 門i'(ì'lI fl の徹

底舎はかり，その際I c::.Jr可 illの協業以外の HI についても|山尽をしていること，

そして問除は協業の作業と lil]fl寺 lζ地区全体の防除を i品業主110の作業として引

き受けていること，などである。すなわち地問全{本の陥1ノn支出の/(IJ 1'.，ある

いはそのための引 1 ，の'')J働負fl[ もしながら，技術を通してのj白 1><: における|窃

業組合のNL[;~:tづ、けを保っていく配鼠をおこたっていな L 、。

(2) 紐合の運営と収益配分

キII什の組織や!オ 'lisの注目'についてはすでに述べたが， きわめて特徴的なこ

とは，これらの注'はが{nJの規約 ιι款もなしになされていることにある o "f 

31111の総会と 61111 の役民会で注目'をはかつているがぺ巾(f供H和和l合 tはl との!山/A内1リ]lに乙 fρ/水k 

稲'Îふ泊:主r消iJ丹i1j仇f与契;辺4滋卒約句詐」 がある lほまか 'l;J切Jの!成点丈化されたi取以りきめはな L

いてt組llf介't tはiは“叩11ゴ甘!じ集}溶惇 lにこ{山j主:み I'î くから託業を JtIこしてきた II':HI~(乙文 I\'l~ に

よる取りきめはいらなし\，といい，また“お l々 1宇い lにζf侍ぴ日!謬2芽i'l号ぞP あわせていては，

議1晶ポ論Hの 1: で

そのまま1比i主:"つi訊款t訊汝kでで司ある"といつている。 71:い lこ識りつくした集搭のなかでは，

前近代的にみえて，実は ζ れはもっとも.ì[[代的，人間的な組織化のルールで

あるのかもしれな L、。それはまた，集務の I'îl 、府!史的背 :;fの故で、もあろう。

111J じ:汚え JJ ~:h~ ，J.'iJ としてMl介do)所得配分がなされている。配分加の、|λIな

q
J
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221 第 3 図 dく稲協業手川・労賃の配分(昭和48年度)
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1. 1. 3 1. 4 1. 5 1. 6 1. 7 1. 8 1. 9 2.0 2.1 2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 

1' 1 作fTI(協業J;M供) Ifl凬li 
hα 

的な実際については卒業計成栄の引で紹介したが， n作Irlの利益出分と受託川

利益の配分との関係にきわめて珍らし l 'fJll~がとられており，もっとも明ら

かな特色といえる。出 3[火i は 48年!立について各組合日 l乙配分された):.史ーなも

のを，組合目それぞれの!とi作IT1 l iI l 践との関係で整即してみたものである。み

るì.ffiり， 1' 1 作 111収益は慣の大きいもの科大きい配分を受けている。前述の

ように10α 叶り平均額 l乙作組合の líli積をかけて配分するからぺ然のことであ

る。しかし，その他の配分明日を合算していくと， n作I Tl llli積回岐による受

取り組のは，かなり縮小している乙とがわかる。それは，受託f占の配分に

よって操作されているのである。

この|文!でもわかるように，受託誌の配分は1' 1作 1111(11磁の小さい組合は l乙多

く，大きい組合員には，より少く配分されている。受託によって生ずる利益

は， ':1 作 1 1I 1(]附H乙道比例して配分する，というよりも，受託川の lílif1をそのも

のを1' 1 作Illlíl市引ζ逝比例して組合はに配分するという考えfJである。さらに

組合はの説明するところによれば 1 (i 1 人 11日j で、あるから n作1IIIílÎ慣の大小

にかかわらず，作品n合日の労働は同様であり， líl旧H乙対するうj'働負担は 1'1作

[11の少い者 f'j!大きい乙とになるので， ζ の分を flll う d古 111ミで，受託誌の配分を

このように J考えているという ζ とである。所í~パ片手化のjj法といっている。
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これを完全なものにするためには，受，ìI料'FWI をさらに拡大していかねばな

らな L、。ここにこの赤u台の l つのfJ rr' ij がある。

(3) むらと組合との関係

1[1船越は541 Îの出家からと主る ui端であるが，そのうち 211 Îが長f(jl品業制 lfì

を組織し，さらにそのうちの131 Îが水陥協業組合巻末H織している。また，乙

のU~誌に属する水11177加のうち 45加は協3誌の終日'となっている。さらに lìU述

のように，ペ)<11斤D!Jや|山!な作業はほとんど協業の作業の '1' で如、1/，されているし，

作業受1正，ライスセンター， ff11口ruu支の平IJ川など， 111船越提訴の店業は協業

を [1'1'主として動いているとみるのが雨、円である。

したがって，協業組合のtT続は集、都民家全:'il\ にとっても必't:!な条件になり

つつあり，組合L~外の出家は'1;心して yJIJ途の就労を求めることができるわけ

である。また，告し、経常者が集部内にとどまっていることは，消 i的， !.判的な

ど村部'Jj市のN続にとっても強し、~(Î りとなっている。|窃業組合とは外出家と

の!日11ζ しっかりと共存山係が成 J人しているとみることができ，これは|あ業の

発出にとっても iF't:!な盟素である。

また，この総11守の'だ績は集結を担えて li，J辺の J~(業 lこ多くの ~j~~W~ を及ぼして

いる。町内には，その後 9 つの i品業経IF\' ， 集 IJI的生j;主組織が'1: まれているが，

それらに対して組合は研修やl持 flllí としての役;i誌をにないながら，前倒的 l乙 J友会

助する盗勢舎もっており， HI 7iの交流をはかつている。そのような出動を通

じて，さらに (1 らの経討についての改持点をは11\し発脳の資をうることをお

ζ たっていない。

関これからの展望

免Ji!. 1Oi 1.: ~椛て， 1お業主Ilfìはいま 1 つの転機を迎えている。創lfìl li' 14 も

このことを 1'1 党して検;討し間以している。 初代の車llfìWζがわって参加|しだ

す口、組合はは“協業でやる以外 lこは民業のやり万を矢11 らな L\，と， "う人法で

ある。であってみれば，{IijよりもおlfìLlの所仰の明大と平方ご化のfJl r'，j をより

一Ivl.iíßめていくことが必i}1!である。そのためには受正規，g~をさらに拡大する
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乙と，それにif耐えうる技術的対策を進める乙とが大切である。集落内にはま

まだ30加料!立の協業外水111 があるとはいえ，それらは，排水施設を設けなけ

ればトラクタ一作業lζ適しないものが多く，それは早急には期待できなし、

となれば受託1I1 はさらに遠出!離になることもありうるわけで，技術体系には

ー!?'jの行)J化，作業Wjr!J のおよ r!J がまijおされよう。

この観点から組合では49"llJ，{ t乙 i戸|ササミノワを 10ha;試作し， [13. 1十1 J1主~rfù!，開

の組合せの検討に入っている。ササミノワの収 iii:は，ササニシキにくらべて

10α ぺり約半依は多かったといっている。またトヨニシキを入れることも考

えているという。また，実質的，内延的な経常規模の拡大のHll; として表作

l乙大変ぞ導入することも検討しているが，そのためには防水のよい;J<JH での

拡大が条1'1"-となる。受託I11の拡大，表作の導入lこも限界があるとすれば，冬

WW'd は t如、JI として機械繰作のj支出を 'f:かして位外作業を，1M!.!. うことも JJ法で

あり，このHWはすで、 l乙試みられて好却をえている riJiもあって，このため組

合はは機械の研修に熱心である。

また -Jj ， 受託1I1 の (1"I:l也料は収 iitの 50% を支払っており，この制は大体こ

のよ出/jの従ユ|ぐからの忙{習的なIWl ともいわれるが，組合で、は45%f'í![立にij 1 き下

げて'1:lm~!i 0)山11(1; t ζ対処しなければ利益のかく保 lこ支仰をきたすと見るひき

もある。しかし，これはまた受託I(IÎ出拡大の世話と対 Jにすることにもなる。

乙のように，これからの民IJIJ(乙対して II\J lli1点、は少くないが，“この辺よりほ

かにむはない，この辺守ゆく"としながらも，その盗勢は砧倒的で研究i ドJ で、

あって， I,' \J iill点の大部分はすでに組合此の間でid渦され，検討されているの

で， IUJ るい凶引がWHS される。
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水稲協業 f苦年』を振りかえって

山船越水稲協業生産組合

(代表者佐藤繁行)

'I;UhQ0，~の人;崎桃1:を l~jFHこ例える

と剤11 くなった:1 \11 が， fμ主の 111船'Æ

である。/?から {j~/1<. i こ f泌まされ続け

たw村なftf1与であり，以4くから '1:，店

会守るためのi'.li 1i}!必の強さがまた必

りでもあった。

戦後ìfv1<. I:'Fが完了しIlj可が綜li

き始めた 111所ij践の l'j'fl けさを倣ったの

がg!J: MjJjf廷である。 11日1 場者宅(JNi につい

てはW{{はないが，大"i'J機1)点，脳"生

さらに新しし明引将入については，

付fillflÍr治大いに議lihが 111)1](&し，この

jlMf'r!でJ虫色'lWI: 奇 11:，かし， /1<.稲十主主主[;

の主主?:?路線がfi'{r[\'，。された。/1<. 11111日f JJ/~ 

終Wi と IJH f して 3 }J ;þJ のJI"híHをfn[、 J[

地が動き:1\ l:dこが， f][1!IlI i の!氏il!'fの 111]

!切でもあり， '~{Ij けづく人も多く 20~

riの参加にとどまった。 lilìjlJ)jが大き

くなり，人;1!?i機械胞"立が導入される

lI!ý}，'、L で， 共[， 村IJIIJ を l~リんする人， Iあ

;業主Ilf'ìによる手IJIIJ を:与える人， {l,'íl )JIJ 

機械の手IJ川で参加をお f1iする人，保

持午内では IIJ びこの“rñLÌ命でもちきりに

なった。

しかし， HrI)と g 人を主主的う;({O) }J 

27 

に参加させた，私i主はー人で/1<.稲川

1 1リを f!i，わざるを何なくなった。そ

こで五1，J.主がIj l心となって協業経'Ft に

断み切った。 1fl\終内外から多くの 11 1

{J/S のパ i もあったが，参JJII (í-のiJι立は

1 ，1;1 く， 40{1ーからスター卜した。終Nli

11'(後は h保 jijの条n もわるく，大Jli'，J機

械と出まみれの "H 、であり， 30加の

f Ilftl'[ Iζ500 人からの以IIJ を必 r}JSとし，

労働}JWtlこ /l\:労し付。かされてきた。

後、rのメIJlfx ， ':似tA調製は』包z没化され

ていたが前、|その行 )J1ヒが制球であり，

iI'(jffilことり制lんだこともあった。 hJI1i

"生tfl't'í， +J器械川村i を7 ・ 11 1.く泌烈した

のも，この解決策にほかならなかっ

た。 i窃業ill'F~'，地域内出家への|お)J ，

fぐしかったう日しかった JL{[: を払〈りか

えると，良くここまで耐え政いてき

たと感J!!l:I::である。

夜、j主と1)))き安見守ってくれたう'GY!'t

と i対係機関招待行の助，'，によって，

反 I'， H小を受けたものと汚え， I'{I:II 

のノげ|ーも多くの問題をかかえている

が組合 l~一致協)J して， II}JI~~Nの {I:

lこしたいと J41います。



日本農林漁業振興会長賞受賞

rH ill" H~ 畑作経営

民事組合法人

受賞者 共力第一生産組合
(代主者熊行/I{i) 
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盤受賞者の略歴

1)主力的~lj~l;と組合j のある ì'í"" )!i IIlJ は，北海道知|作の中心地f!?である十勝

、P!lfのほば if'央部にあって，平野の 11" 心地，!日イぶ I打とはトIBÍ川をへだてて北側

l乙隣接している。 十勝のけ 1う処方[51ま|付時的気象条 1'1・で， {1~夏の故山気1Mは35
0

C

第 1 図受11者の rYr (1今地 をノJ~すことがあるば I('Î，冬季の最低は

j
N
A
寸
i
i
i
i

30
0

C におよぶことがあって，積雪が少な

いため L壊凍結は地ド50cm íÌ立後に達し，

このため主n起始めは 4 月 20~25 日になる。

初U~~ ì は 9 月ド旬， 1%Æ<1ìは 5 月下旬で力lfl<lì

JVJlmは約 130 日，}主耕j出 (5 ~ 9 月)の

もりnl;iU立は 2 ， 400
0

C I日îi& ， [5符 /Jて :IE は品!'.1 55

Ommである。訓地の大部分は卜!路JZ，間

前111 ，雌阿寒日などの噴Il\iζIJI~ぐするわu

枚もの火山吹町?からなっており日~ if\源

より速いため，和IIr\l11で風間lを受けやす

く， 叶立に'l:ìì7UJ はほい特徴がある。

日':1!: IIIJは，東側 l乙広がるオルシナイ
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共力第一生産組合のメンバー

日陵地を除くと，おおむね、|え1IJ.なと ζ ろで， ì'1IJiJl I ，とII~~ Jl I ，然別川などの

作MIII がH/J内岳民流している。門医111 と t沖~tlll にはさまれた流域 l乙一部次川

がみられる(;.K川本10%) f'l!J立の刷作地I~ f~;であり，昭和 148{ドの出家Ji数1， 4

57í îの大、ドが i二 Ji~:;住民家(リよ;業77% ，出 UlJ1 i交:主17.5% )で， そのうち制作

'1/日が55.7% ， 111作 l~fJ: I~;j; カ'1 5% ， I口I1問先知制11げr竹作Iド;涼品粁で?予~J; カがf江10.7% ， 11幣~野終f治f詰?t21!ゲf

なつている。対11作ケ'l;Sの 1 J i ちたり耕地規模は14.3加である。

IJtJJ抗一生総合J は，日記fIIJllî出より尚北約25km ， �'Ji I:':j 300m の山lL?

にあって， IfJif? イ!} (こ防!;ul林で、|メ::/l lij された広大な対111也が整然と U;がっている。

I-.'['} は ìirJ. 'VI:火山灰 i 。で、透;l<nが:&~く，店業経常には，決して出まれた条n と

はいえないところである。

1')路管内での協業経常は， 1;~*法Jl~政のI;.fì まったlIi~fn36年以降， 22の組織

ができたが，対II作業の協;主将悦としては，本組合がはじめてである。技術

に詳しく前倒的な熊行制1757長と，終II I! (CIVJかるく j出mな úJAí交の村 Lfll'l: さ

んとのとり介わせが側めてよく，乙の 2 人を 14 1心 l叶ltJ lJ父 fJの結束は強li1il なも

のがある。協業経科は，とくにひづかしいといわれているが，熊谷組作長は

f側々人あるいはや11 了。の \'r場になってのIIf1l札忍、附，努)J ， 刑政などを法踏

として，つねにz訴し介いによる II\Jj坦の解決」をはかり， I料1Ij!を lijJ椛にして，

i店ilfな 11父誌を絶対終保する J ことに労め，人と経済の IlflÎ Î(tiから料常のJ針信吾

川|めている。また，部搭共有の大刷機械利)IJ についても，進んで IIl:， ìfí をし，

その舵Jffi )j となっており， IHJや位協の日動 lこも協)j し，地域の均II作振興のた

め .，，'，t}J している。
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第 2 図 ほ場配-WJ~似i
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この結果， HlHIJ48年!主集HIの ?~15で日本間業賞を受賞した。

関受賞者の経営概況

「共)J第一生産組合j は，昭和38'ry 6 月に民事組合法人として発足した完

全協業経常で，昭和48'rf現布の参加!戸数は 4 , 9 名(リ~ 5 :?ノí) の構成で、あ

る。、111 初，熊谷11日さんと村 1--和生さんの 211ng;で発足したが，翌39'r!".熊D さ

んの1JJの三 i二紘占さんと村j二さんの弟の正光さんが結隔を機l乙組合に加入し

て 4 Iニ î8 人 l乙附加し，その後47{fから熊行さんの長男が力11わってJJUuζ発

展した。

*~/]ヰ L地 líli績は 161加，うち耕地 150ha， 他は古地，防風林，原野などで

ある。発足、~Il寺の糾士山は50ha， 42~44il斗乙遊休地，肉住民地を取得して 100hα

l乙速し，その後45年 125hα， 46年 135hα， 47 'rド 145加と II~~次拡大して， 49年

の作付けから 150加となったものである。耕地の大、1/: はm 21><11乙示したよう

に (1市から， 3 kmX 2 kmの範1mにまとまっており，この地区にある 12 カ所の

完封地は，ほとんど10~15加( 1 カ所が 5 加)の大きさであり，市街地 l乙隣接

する 2.7hαのみは約25kmの距離にある。協業経営所有機械ならびに共同利!日

機械をノJ~せば第 1 表のとおりであり，機械の整備状況は極めて充実している。
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メー. 
組合員と勢揃いしたトラクター

経営の分析関受費財の特色と技術，

機械化と省力化の徹底で，労f動生産性の向上をはかる)
 

1
 

(
 

その機械関係

t~J[]が必:外と少なく，純白収支告さほどJE.iúするがí!-!~になっていない。それ

は， ~~y..'E~;規模， fl:~)~i院が大lI~r~向性能機械のj並il F.隊働 1(1何II と均衡しており，

第 1 :表 出業機械の所 ff および干1j)1J状 iý~ (I!{HII49{1 二 lOJJ刻 (U

完全な機械化で、大刷機械を数多く導入している'，IiIJ{TI こ，① 

1 f�/17! i 

/10 
/10 

1 /17 (y.) 
1/40 (か)

Jt !JiJ 手IJ JI J f幾械

トラクタ 76 P S 
プランタ スヲンヘイ

〆 ※ 4 条カッティ

ンゲL 、もJl J

コンパイン 刈 IIJ3.35m
か※メ1J 1 1J 4.27m

n..Gi 1 )協;，ri: k~/Eý を 4! i として
IYr の! r 数.(i> l</J~ した 0

2 )※じIJ 49{I'将人
3) ( )内購入H与のüjll制'1 1 ;'リ介

ダ
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第 2 表 作付状況

!作物 "1'1ズ Hパ 47 I!{:! 48 1111 -19 

ha % h日 % h日 % 
lま:lê ，、しょ 50.0 (34.5) 54.0 (39.1) 40.0 (26.7) 

て 人 コ手Jf#< 15. 0 (10.3) 20.0 (14.5) 15.0 (10. 0) 
友一 20.0 (13.8) 18.0 (13.1) 30.0 (20.0) 

そ lま 50.0 (34.5) 46.0 (33.3) 62. 0 (41. 3) 
そ Uコ {[jJ, 10.0 ( 6.9) 3. 0 ( 2.0) 
ノ1 、1 145.0 ( 1(0) 138.0 ( 1(0) 150.0 ( 1(0) 

第 3 凶作付|ヌI (l![j48) 

巨ill n 1ぷ Jトム

仁ゴそ :t 

cコ仁川'，，\IJ'{_

また， "1 力で、機械の修理や大改造ので、きる技術と i没舗を備え，機械費負担の

牒減と効果的利用 l乙対する配慮が十分に行きとどいているためである。

② 昭和39年の大冷'I11 において， ~:j時ロ作61% ，ばれいしょ 35% ，その拍

4% と豆作l乙偏東していた経常が大打撃を受けた。それを契機として，冷害

lζ強い根菜類のばれいしょ，てん菜 l乙比mを移し，地方維持の/fIîから小麦を

導入し，その前作にそばを組み合わせて，てん菜ーばれいしょーそば一小麦

という機械化に適合した輪作体系を創出した。叙穫作業の競合がなく，完全

機械化の可能な“そば"の導入は，秋揺小麦の作付拡大のための前提として

つ
ω



ファーティライザーに石灰を積込 ファーティライザーによる石灰撒布
んでいる光景

到1 {~J\のものである。 ::fi 2 去にみられるように48年の作付構成は，ばれいしょ

39% ，てん菜14% ，小麦13% ，そば33% であるが，今後大以の輪作への車11み

人れを，j Iïrllj している。そのためにダイレクト・カット JJ式によるコンパイン

担陸の実!践を進めており，川和，裂ij~ による引火を軒減しうる見透しを {~J た。

③ このような撤!氏した行}J化，機械化迫ぷの IJ足取は，鰐先的な労働生!京

nの [(IJ 1'. となって叫われている。 crí3 去にみられるように， 48{ j:I立 (47{1:1~)

の Iだ績を!-1m 、li.J勾と比'1佼すれば， 10 a 、 1/，り q又泣ではさしたる去はないが，

労働 1 11寺 Il'd判 fこり収 rD~ で、は ， 1まれいしょ1. 2 ( 1. 7) {)'L てん菜2. 4 ( 3. 2 ) {)'L 

小去5.3( 5. 1) {九そば6.0(8.2){汗の，:':j;]< i'(í，にある。

④ ff，å人うj'働は，ばれいしょ橋間，ばれいしょ・てん荒の収穫における機

械のおIllJJJ作業およびてん菜の!r'\J IJ 1 .除市の F作業に嫁{動ずればよく，いちじ

るしく i隠滅された。この余裕をtty，可の光'だに[r'ij けているが，さらに乙れを発

展させて市街地 l乙'セ泌をfI!f(似し，“Jill勤t215" への移行を着々と準備している。

畑作完全協業経何では，廷は出場で，冬はけj(.h地でという民主と生出の分断t

が IIJ能といえる。

(2) 適正収益の確保

熊芥車II合長 (1 身が flJXX経常持続の砲、決は，構成liの和と適正収益の絶対

{結保」と指摘するように，公務U，Wみの給 !j.{イ\系にもとずく給料と J.:E: l由貿fff

料による 1 i� \1/， り配分所{~J (出家所何)は， ~14 去にみられるように，侍"f
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かなり高いdく準を Mlj特している。たとえば， 48年度の lriヨり配分fiJr仰は，

これに河期協業利益金 6 ， 888千円を分;j~J配当したと仮』点す平均 2 ， 575千円，

合計 4 ， 297千円になる。また j~地やfI3機具の購入，施設整捕などのれば，

ために借入れた借入金の現在残高は約28 ， 000千円に達するが，現在までの協

業利益積合:金で、完済で、きる状態にあり，安定した健全続'常といえる。

乙乙の収益配分は，出資配当や従事分量配分といった万法によらず，地万

公務員 l乙準じた年令給を“給与"として配分している。ただし，婦人はでき

るだけ農作業から解放して生吊両の充実に向けるえifÈ!ーのもとに，補助労働力

として月 5 万円の定額制としている。

一日ー



第 4 表 J11佐川tÎ~'( と}史家 IYrgj， r)í.(心下 p~

I伃l¥ (1111 巧

4兄 入

;:291: 物収入 27 , 195 30 , 711 I 32 , 636 
} 、1J2 占ハAI3 し よ 12 , 250 12 , 500 12 司 19;3

l 人 ノ会T与、 11, 163 5, 480 7 司 859

る~こζ ;), 000 3, 240 2, 94 ,1 
てザ {ま 7, 200 7, 800 8, 055 
そ の f也 582 1, 69/1 1, 285 
的日 正 Ij J~~ {;{物 1, ,101 2, 420 
lìíjWJI':'~lild~')，ιL 2, 981 3, 179 
¥¥it I1児 人 3, 679 I 2, 000 2, 976 I じ必1、IJ仏配汁|

私利n:，}，fi> 1帆 i
/、

30, 874 37 , 096 111 , 211 I した11 

主
ソ j'S 160 250 196 
JJ~ がl 4, 687 7, 023 7, 303 
1t Ji止" イ、 1, 238 1, 172 
fiIT lYii 1, 325 3, 400 4, 885 
的 n; "11" 'N 174 

常4 ド|
1, 654 1, 600 

106 

持'ø 1, 380 
修 J1i! 347 600 1, 001 

1"f ※ 2, 000 3, 500 1, 710 I ※w限定(，，'(
hφJh I FJi 6, 509 7, 887 9, 422 
減I!lIi 償却1 ~'( 2, 172 3, 000 2, 521 
支払手IJ 以 1, 065 1, 467 1, 420 
fll .ji必公 ri梨 2, 892 400 496 
組合竹 flf! ~~ 677 961 
1'. J出 n {!'j' t'f 1, 285 1, 841 1, 750 
符i 303 
f1K 3 26 , 488 31, 319 34 , 323 

、'/， WJ 利疏1z 4, 386 5, 777 6, 888 

出家 IYr I~J 
熊 n- 1I{1 2, 190 2, 890 3, 2110 
村 1: 1'11 11: 2, 760 2, 860 2, 940 
111 i ‘紘;

" 
2, 040 2, 090 2, 150 

1';]' 卜ー If: )'C; 1, 640 1, 880 1, 970 
ノi 、l 8, G30 9, 720 lO , 300 
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襲撃普及性と今後の発展方向

I:JUj~~一生rm組合」の最近の動きをみると，

① 庁長IWJj )j の煩雑さを避けるため， 49{fëからカッテイングプランタを導

入し，ばれいしょの用いも切りを機械化したため!山lJ0j)jが完全に排除され

るようになった。

② 民地の拡大が益々出難となってきたので，機械化迎合引:を前提とした

lì4.N:lflí積、1111こり収益の大きいものが選択されるようになり，作 13選れに変む

のきざしがみられるようになった。

この場fT “そば"は他の農産物細lî絡が 130~ 185% に l'界するなかで低下

し，従来比較的経済作物として枕許づけられていたが，相対的有利VI:が低く

なったため減反するとみられる。 “てん菜"はú日i絡の上昇率が 130% と最も

低く，現状では15 ， 000円/t 程度であれば作らなくなることが予想される。

“小麦"は奨励金を合めると l二昇率が 185% と最もよく，地)]維}!jの|面から

も将米は作付けが伸びる見込みである。しかしそばが減少すれば，小麦の前

作 l乙問題が残る。 “ばれいしょ"は従来令部でん粉原料lfJであったが， 48年

は約30% を食11111力 11 日 IJ とした。食品)Jlu:nJ は地元 l乙加.1:場ができた乙とにも

よるが，将来は 7 3 の ;111]合で食品力IjU lJ f乙比m;が移る見込みであり，それ

に伴って川Nì も紅丸から 12林 l;j会など|十!いもへと変るとみられる。 “大以"

はコンパイン収穫の実現によって，そばの減少に代って作付される見込みで

ある。乙のような乙とから将来の作付構成の日棋は，

J 食JIll力I.[LJIJ70%
i ばれし、しょ 70% I I ¥ld../t L-¥.i . V d...1 V/O I でん原lfJ 30 % 

桜菜額 1 / 3 ~ 
1 てん菜 30% 

小友 1/3

そばト大山Î 1/3 (不整形・過縦士山知iはそば) としている。

③ 構成はが 4 戸 9 人から 49年 l乙 3P7 人 l乙減少したが， ζ れはかねてよ

り他店 1-. のよfUrl1 から脱退の意向があった人が， [-供の小学校への入ザ'を機 l乙
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転職したためである。しかし現布の作業体系において，組作三業組織として最

も人民を多く盟するのは，てん葉収穫時のタッパー・レーキ 1 人，デイガ l

人， 手 [1' (し 3 人， トラック 2 人の計 7 人とばれいしょ収穫H寺のポテトハーベス

タ 2fìのそれぞれにつき，オペレータ 1 人 ， J望日IJ 1 人，拾しリ人の 3 X 2 

6 人に， トラック・フロントローダ l 人の ;;1- 7 人であり 7 人になっても制

作業編成 L:は支附となっていない。

また，婦人':m動，以JlJ労働 l乙増JJIIはみられず，労働力の減少による影持は

みられない。畑作締結'における協業経科の忠義は，大111機械化体系 l乙組合し

た生時巾仰に経常規模を拡大し，必~lBZ少阪の保有)]働)j-を!ifr1保することに

よって，大規模化のメリットをプßfljíするところにあるといえる。従って協業

の規模は参加!戸数ではなく，耕地の大きさと保有労働)jの数が市出される。

そのなl味では 1 パ 2 人の減少は現状では入、I11 り経'jヰ;l fI i慌の拡大と 1 r � 

~(/l り所得の明大を捌くあ!il;fミとなっても経常 1--の文部はないものと JLlわれる。

なお，今後脱退による減少はないと，Uわれ，協業が解散するときは， i号ru~

する H寺であり， 111。代が交得するまでは持続するであろう。

乙のように「共)]第一λt~í**↓i合j は， 150加の大規模紳Jj守において，大)I~~!機

械による一段作業体系を維なし，徹底した手作業排除で行)j化を進め，きわ

めて li.':j l 、労働生院内の成県をあげている。とくに，独仰の[ì!Jl~~ 1:犬をもって，

大)\I~の向性能機械を完全に使いこなし，児色の輪作体系と朴11日って，徹底し

た省力化のメリットを追求していることは他に強例をみない。また，独1' 1 の

L)亡をこらしたダイレクト・カット /J式による大いのコンパイン収穫が成功

すれば，北海道の大豆作展Iml乙大きな路稗をおよぼすものとして注目される。

また今まで省力化によって財人を段作業から解放して， '!j市 líriの充実をは

かつてきたが，さらにこれを発展させて僻地位業のハンデイ喜子解消するため

に，近い将来にはI!î{lj地 l乙{l:'さをかまえて，通勤段業をしようと具体的な計

!Iüj を 1ユっている。

制 l1苛は昭和38年 l乙 i没収されたが，対]jfj主将業のンピ全協業終日としては， 1-)路

地ばでははじめてのものであり，先駆者の役;I;IJ りそP果すとともに，そのiJ見栄
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は，今後の対II作粁?可のあり JJ をノjミす模範となるものであり，技術，粁?:?の持

及'VI:は r~':j l 、と I認めることができる。今後の克}員JJI r'lJ としては， 10t-:I'也 I(li積の拡

大は出打ちが予想されるので，純計w約化が革本「ド0Hlr'J]で、あるが，(D組合は

の柏祇関係とくに定休日を"没定し余簡をどう市川するか，②通勤民業の具体

的情包!をどう進めるか，各組織発展への後継者育成をどうするか，④作付Irlìl

の鉱大根備，地)J *íf~刊対策，ばれいしょ1和、も貯級施設の設置など常設条件

のより一I:~'Iの整備をどうするかなどが，今後の課題として残されている。乙

れらの課題が完全に解決され，知i作呼mの協業経?と?としてゆるがぬモデルを

ポされる乙とをJijlfS してやまなし、。

38 



労働報酬も公務員給与並み

共力第一生産組合

(代表者熊谷昭)

店、i主のJti)J 日1\訴は， t~!山 300m の

lfJifiにあって，1:1出は HJJ幻自 JJでは

-fiJ\t的にみられる，やせた火山!火打:

の IJí~ で， 12業経'i;"にはJよ(まれてお

らず， ;'1' 々向m江主:rÎがあいつぐ厳しい

Jwmです。しかし、ド{こ、1': JI! でづ i 、 ji.

l'.j20haとtJþJ山 rflifJ'llこは JよLまれていま

す。この州地を効本的lこ店Jl J するた

め従来の「市mと子刈j り」の J~~^;{とか

ら，大lI~r!機械の導入による tì)J化を

,i Iï r lJ i的 lこ進めるために， 1I{1和38;' ド 6

月 lこ Jl~!^jìお lfìit人として， :JUJ :.:r'i…一

'1:作品!l fì を I没。し ， ~SU~の鉱火と'1:

11[d11:の[，'IJI:.1こ努めてまいりました。

キHfìill仰のjたよは， ~1-'" こ「人の

手l iJであり， 出 :.1こ iilli 1 F.JI立主主の絶

対舵保」であると 7与えます。 39"1'の

Jfv't!? には「あの'1:11口組合はつぶれる

ぞ」とぷわれながらも，キIlr'Sはの 0IÍ1

L 、卜JI*hと協)J で切抜けてきました。

また q財産作業の'(ìJ) 化のため， k

Jr~rl コンパインによる i以降作主体係の

lifri\'にを IH行し，小t: -Hr:定~そばに

よる rlfí制ノ河本係により自作業のゾ己N幾

械化委H{t[ \'にすることができました。

このために制人のうJ仰jが干与しく rl!組員

されて， '1:日 r(Ij での光'たを|スi ること

につながり， \(IYri'.} も卜.F11 して， 45 

;'1' からは人'j(院?!\iJ ;1; による公務付恨

みの')J働 '~11酬を?支給するまでになり

ました。':1..! 1こ近い将オミは，11:'七会 I Ii

街地 lこ移して，通勤 ~IIJ能にす

るfJltrJIこ進んでおります。

しかし，これまでを 1X: '(ì しますと，

冷'(';.には >>ll;われて飢餓とのた、かい

てlJi ，主Jl fìn と家肢が…休となって努

)J~続けたがi!，j.!:が，今日の123主将?:?

を lifri 。ーすることができたものと jtLl い

ます。

ノト 11 1 1 の j5ZJí:を契機として，これか

らも イ内総 l í':Ì' [lのー汝トJI*8 を 1，，1 り，

近代的な大J!;~Ul~)~へのだJll1 1ζ 労力し，

地域プ官民のためで!かで|切るい出来の

{({ti \'(，を I1 指したいと与えております。
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日本農林漁業振興会長賞受賞 一一一

出品財茶(せん茶)

受賞者石田福夫

(~奇玉県入龍市大字上藤沢581 ) 

関受賞者の略産

入間市は，埼玉県の商部l乙位置し，首都圏40km以内の急激に都市化しつつ

ある畑作農業地帯で，市内の約四分のーは市信化区域となっている。北は飯

能市，西及び南は東京都青梅市，瑞穂町l乙，東は所沢市，狭Lμ山Ln二?初i

第 1 沼受賞者者「の所在1地:治白 冊市の中心心、信 lに乙は国道1羽6 号

40 -

線，同299号線が貫通し，

東方から北聞にかけて私鉄

間部池袋線が横断し，間を

国鉄八高線が縦斯している。

入間市の中J Cìイド目は茶で

あり，乙こで生産される茶

の量は県全体の 30% に達し

ており，名実ともに狭山

茶(埼玉県で生産される茶

は「茶IJj茶J と称される J

の中心をなしている。石凹

さんの住む藤沢地区は，こ



の入II\j Tjjの東南端にあり，狭山茶路上告の 1[1心にあるとともに都市北の波の激

しい地域である。

石川さんは， H日和 1M!うに藤沢等常小'下校山活不|ぞ \1'(ちに家業の12業

に従事， 20'rf 5 月応召，同 9 月終戦仁度目後，月び父とともに民業l乙専念，繭

*33ir余にわたり農業l乙専念して ζ られた。九日寺，乙の地域のj民業の基i;作は，

茶，主主査，麦等の混合であり，石 111 さんは，主主宣言，変の陵合税引であった。

石 111 さんは，入11jj市を中心とするナi 該士山域の!設業のあるべき姿として，茶の

導入を積極的l乙f目立i し， 28{r頃から杭?:?のー郊に茶をとり入れ，茶|議|造成を

年次計州lζより実施するとともに，その販売にあたっても， 114. f乙']:葉売りか

ら一歩前進して， f'j)J によって茶加 L施設を導入し， r自~1 [凶羽 iれ'1 製を

業純?科〉守?の基礎を俗 J点1 され，先i主として地域の範となられた功績は側めて大き

い。さらに33年父の死去後日i倒的 lこ椛???構改の転換を企凶し，茶を J剖予とす

る得業経???に完全に転換された。

また，都市ili交15地域におけるな地寄生かすとともに，既往の流通形態の改

を関りつつ， j民業純計の安定l何とを i文|るため，従来の問 り， {r[l貸売り

を漸次縮小し，消~.~者 l乙\1'(接販売する売元j式J を確立する等流通パター

ンの一大転換を i潟り，狭山茶!23業経?:?の特色ある今日の基礎を築かれた。と

同時に，販売の計Iflii化，商JIllの iu'â主管1m，保全にも意をmい茶冷歳時を n ら

設器し，その効!日を示しつつその将&fζ努められた。乙の功績の大きさは I汁

り仰ない。

石IH さんは ， Irf~t乙研究心と先取的な気質l乙岳{み，入間市内の先進的な他の

30余名の仲間の先頭lζ 立ち， 44年には， I茶業統究会j を組織化し，時てi玉

県特践の狭山茶の生産，加工，販売技術の改苦'fÍ:ùJ::(ζ 日夜研鎖努力するとと

もに f!1 ら実証し他の範となられた。石 ILI さんは， -iÍ!Î，温!!?篤実で，色'g:ffí~派

でもある乙とから他からの信頼も浮い。これは石 111 さんが若いうちから経'日'

の担い手として京貨を負わされ，かっ ζ れに応えた努力にもよるものであろ

う。なお，現庄は茶業研究会のほか，狭 ILi茶位協郎事，入I}\J市茶業協会1m事，

藤沢地庶民家組合長， f.則的和[1許宗敬会 tlt話人等地域社会の発展にもそのリー
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狭山茶産地の集団茶園

ダーとして貢献している。

翻受賞者の経営概況

石田さんの経Jr~' は，茶専業経?:?で、総経'):i;[rrî積180aのうち 150aが茶闘で，他

は粟10a， 1'1家用そさい畑等20aで、ある(第 1 去)。

第 l 表 終'Ff耕地の利JH状況

30' 

30 

30 

n家JIJ そさい知!

また茶閣の優良11Jl陪闘率は極めて高く 80% に達している。ちなみに埼玉県

における茶専業農家(加工施設を有する農家)の平均品極|到率は約50% ，

国平均では約30%である。

家肢は本人夫妻lζ母，子供 4 人の合計 7 人である。農業従事者は本人夫妻

と農業高校卒業後 2 年目であり後継者である長男の 3 人で，実労働換算 2.5

人程度である。

また労力雇用は 1 ， 2 番茶の描採と製茶作業の農繁期に行ない，製茶期の
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である。約25日間の 2 名の常摘保WJの延 200十;の臨時

Jl~業!日施設は，栽培， JJrrL，販売の名般にわたり効率化と資質の向 i二を法

本lζ考えている結果充実している(抗 2

第 2 表 }足立美JlJ建物

生l!物 1m 積 rrl

120 

60 

延 64. 8 

66 

16.5 

Aγ竜

丸J
、fl'.
江

327.3 

すなわち，農業JlJ建物は売万式1ë，ぶ12û しているため，荒茶加 rのみなら

ず， {JI二げ加工施設(再製加r:施設)を導入した茶力1[[場，更には製品のふ11

佐保すそを図るため茶冷蔵庫を設置している。

農業Jljの till.!J.良機具は茶閑!日栽詩情;汚!機械のほか，描J采生立さの運搬等管理

!日 1' 1 動 ij(，荒茶加[から仕上げ加工lζ来るまでの一連の機械施設寸℃を整備

している(抗 3 去)。

:#j Nli 

30KD;リ I ライン

一J:.:lli J立機JL

数
一
式
一
パ
一
台

一
一
一
一

.Lo、
[1 Jjj 

機械

機械

第3 表

問
刊
…
茶
…
製

方言

内 !
 

8 PS タクトラハン

ア 3PS 

3 

3 PS 

HlilllJ.c~ 

1 t fli トラック

フ

フ

メマ

次 l乙石!討さんの終日'成果必見ると，現千五の茶業主主計万式は1' 1 闘プラス

の1'1製という形態であり，仕上茶販売註2， 161kgのうち， nl 家小売iii:はその

75% を，~'i める 1 ， 621 kgで，残りの 25 %が間隔売りである(前 4 表)。
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近代的に繋備された茶加工

場で品質を吟昧する石田さん

第4 表茶生産>>..び加工の状況

ば分

15111Eiiuu 

々f葉 ttl二

合;ìI" 111II茶 fî1

kg 

参考①加工施設の稼動期的jは一悉茶17日 1m，二番茶 8 日間，訂 25日である。

②雇用労力は，加工時期l乙 1 日 2 人，延50人。

乙れを売上高でみると粗収入9， 238千円のうち，小売分は 82%強の 7， 618

千円で残りは 18%の 1 ， 620千円が問屋 l乙売られており， j白売万式の成果がう

かがわれる。

なお， 48年の経常収支は粗収入9， 238千円，経科:'lJf3， 730千円， z長引所得

5， 507千円(所得率60%) の優れた成果をおさめている(第 5 表)。
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第 5 表経17t収支隊要

襲撃受賞財の特邑

(1)農業経営の変せん

470.000 

227, 910 

161 , 264 
837, 000 
250, 000 
654, 400 
100, 000 

2, 002, 666 

500, 000 

3, 730, 576 

5, 507, 424 
(59.6% 

20年代の農業経JtJtは養護+変の複合経常であったが， 28'年頃から茶を導入

し 3 本柱の経常となり，さらに30年代l乙入り，茶を基幹とする単一専業農

家として自立経討を志向し，かっ優良茶生産のため， ITJl穂茶闘の造成l乙努め

てきたことを経常構造上の特色としてきた。さらに所得の向上を図るため r~1

閤，自製，売の茶生産者として全く新しい経常パターンを確立し，その守

備範聞を拡大してきたことである。すなわち，議園，普通焔から茶閣に転換

して 150aの Il71醸茶闘を造成し，そこから生産される生葉は，自ら処E思する
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加工施設を有し，かっ荒茶加工(第 1 次製品)の段附にとどまらず，従来の

製茶業分野でもある仕 j二加仁(第 2 次製品=完成荷[[11[) )まで r~1 ら行ない，し

かも都市化の著しい農業生産上の悪環境を克服しなおそれを積極的に利用し

て， jぼ銭消費者に販売するといういわば第 1 次及び第 2 次産業からが; 3 次産

業を時時に包含した一貫万式であり，今後の農業経常の一つの万向を先取す

る先駆的模範的茶業経何者であることを大きな特徴としている。その結果，

48年のおi召さんの茶の平均販売仰i格は， 1 kg"lたり 4 ， 330円であり，駕異的な

価格形成であり，所得であるといえよう。 ζ れには，一貫万式， [l'T売万式と

いう販売技術のほかに，石田さんの阜、組した優良茶生産l乙負う ζ とも大きい

乙とは勿論である。

(2) 品質

今回受賞の対象となった受賞財は埼玉県，入間市， (社)日本茶業中央会，

全国茶鴎工業協同組合連合会，会問茶生産['11休連合会等をもって構成する第

27位i全国お茶まつり協議会主催の「全国お茶まつり」の一環行事である第27

@)全国茶!日評会において，総出 jJ品市hT日r:

1 }活席』南即:引lに乙入賞，農林大凶立を受賞したものである。都m化の影響による労働

力の流出や生産環境の悪化の吋1で、品質が紙めて優秀であることを特徴として

し、る。

受賞財の審査得点は外観40点，香気 65点， *530点床65点，合計200点

(満点200点)であって，いかに優れているかが分ろう。要するに欠点が見

出し得なかったのである。その結果，出品茶の入札販売会において 1 kg~1た

り 91 ， 118内という最高師格で寵札販売されている。

石田さんが生産する茶は，単lζ本賞受賞財だけでなく全般に品質が極めて

優秀である ζ とは既に述べたとおりである。

石田さんが都m近郊という高地価の按られた土地面積から高い所得ーをあげ

るには，高級茶志向以外l乙なく， I量より質」との経常理念の下に細心の注

意が払われている。もとより晴好品でもある茶の品質は千差万別で、あるが，

その品質を左右する条件として①j二質，気象等の自然条件，②茶間管理方式，
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すばらしい生育を誇る

茶園で管理する石間さん

③生躍の摘J采から加…Lまでの葉管flll，④荒茶力11工技HJ，⑤ff:J二げ加工と火

入れ技術，⑥製Jillの貯蔵技術等があり，それに対応する技術と努力は向く評

価されるべきである。

(3) 技術

その技術であるが，石川さんは狭山茶のト地で、ある入fr"rJilJの茶業研究会

のメンバーとして日佼，茶の栽地及び加 r技術の研踏に努力しているが，う先t 

すず、 f作u産湾京:の悲l礎謹として 1優憂i良ミJ品11

とわお、り1) , 茶閥t椛吃，?;:可引i;訂:1耐(1川11 干慌j点'1l 50aが訓[ペ|ド1 ， やふぶ、きた 5臼5% ， さやまみどり 25% となってい

る。しかも樹令構成は石川さんの茶の導入11初出との I!hJ係から、行然、， Ý，iJ令制が

多く，老令樹が少な L 、 e しかし 10a吋たり収日i今はやぶきた 720kε，さやまみど

り 749kgと比較的自L 、。

茶附特別!については…1:肢のll: Jit?方を I向めること，製茶l'IIW!lの維持 lr'tJ .J'，を|ヌ|

るため，有機質肥料を主体とした肥料J丸niζ基ついて，かつまた， {f 411 1 1 の

合flll的施肥(森肥 3 月，穿出し肥 4 月 2 帯茶HíJ 6 月，秋肥 9 月)をuなっ

ている。 10a"/ltこり施)[J成分泌ー(1， 2:(寄茶合，1Iのr' 11~~1 '1え均葉収泣730kg)

は， N 66凶， P 30kε ， K30kgで、ある。これはi自民県における平均的hfi準施JTJ

fiJの 5 ';判明となっている。また，狭 1I1茶研究会でi'Iら研究し，作成した研究

会配合肥料ぞ施肥此11'の1'1:の 1 つとしている(抗 6 友)。
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第 6 表 10アールぎlたり茶留施肥最

(1) :1 \1弘茶悶施肥景(10アール当り)

施肥i時期 肥料名 施肥量 有機本

47. 5 燐硝安加盟 100kg % 

47. 7 狭山 I 号 300 70 

47. 8 オ決毛fこ 種 粕 300 100 

47.9-10 研究会配合 570 80 

47. 9 石 灰 200 

47. 48 
オく 日巴 iil" 1>)60 100 12 5拒否! 11'190 

48. 1 一7会K写 極 粕 300 100 

48. 2 狭山 1 号 300 70 

48. 3 研究会配合 630 70 

48.4 4 硫 宝定 80 

2, 930 70 

(2) 一般茶関施肥量(10アールヨり)

IHt寺i!i犯tlJ 肥料名 』制巴経 有機率

47. 6 狭山 1 号 75kg 70% 

47. 9 菜 種 *"1 300 100 

~10 研究会配合 150 70 

日の本 2 弓 150 
48. 3 

狭山 1 号 75 70 

48. 4 硫 安 60 

810 63 

I,x, ノ:í)¥ 
摘~

袋井;燐酸 JJII 'j! 

18kg l1kg l1kg 

36 18 18 

16.2 6 3 

22.3 23.8 23.2 31日 11乙分 Iflli

7.3 14.4 0.9 1i2:月ilJ中3 旬月中3 月台j

16.2 6 3 

36 18 18 

32.9 34.8 22.0 31"11こ分Iflli

16.8 

元1.寸132.0

成分以

笠井ミ 燐駿 JJII 'H 
機要

9 kg 4.5 kg 4.5 kg 

16.2 6.0 3.0 
1 21"11 1::íl"施

4.7 6.2 6. 1 

15.0 7.5 7.5 

9.0 4.5 4.5 

12.0 

65.9 28. 7 25.6 

なお，乙のほか附近の養豚経科'農家と契約して，毎年堆厩肥を導入し， 10 

a当たり約 2 t程度を施用して地力の培養に努めている乙とも特筆される。

病害虫防除については議期，早期防除に留意し，防除回数を i出力抑えかっ

効果をあげるように努めていることが特徴であり，茶の食品としての安全性

について万全を期している。主なる害虫はカンザワハダニ，ハマキ虫類， ミ

ドリヒメヨコバイ等を対象l乙 DDVP，ランネート，スミチオン，ハダニー

- 48-



ル，デービット，ヱルサン，ケルセン等を 61吋お!皮散布している。

次 l乙止!".葉原料の取扱いについては，加[:場の処理能力と茶t~~lの生育ステー

ジの進捗!交にi患を mいつつ ， tH・ jílij的な摘採を行なうとともに，買葉(契約的

栽鴎)についても I訓節 l乙努)J し，敢適の摘探条件をi袈ぴ、つつJJII こu乙向け，ま

た加ILf乙 :Úl，1.こっては外観よりも茶の本質である l床，評気の発揚l乙ii泣をお

いている。

さらに， r汁似íj的な出荷販売を行なうに当たり製品の保管については，茶冷

H攻防を投してJIll質保管に万にーの遺漏なきを期している乙とも経科コスト

的には大変であろうが，石川さんは必須の施設としてj即日しており，氏のjì~j

il�l
l (乙対するおI!心の注話、心と責任感の強さの一端がうかがわれる。

璽受賞者の技術，経営の分析友びその普友性と今後の発展方向

石 FEI さんの茶業経?:;'は者15市化のなかで，さらには民業が他陸業との所得格

来が大きくーなるなかで，いかにして農業としての発展方向を見出すかに苦慮

し，収続性が向いと j引をされる茶を選択し，かっ民業を煎なる一次産業とし

てとどめ i泣かず， ?f} 2 次， 2¥'1 3 次i怠業さえ包含する総計形態を求め，さらに

は f-_質茶を生;1在することによって単{v: ?I/，たりの生時性を高める乙とに努力し

てきた乙とに大きな特徴を見出す乙とが/1\ )1ぐる。

伝統産業としての「狭山茶業j が，茶業をめぐる内外からの厳しい諸影特

によって忠化する生存在環境のなかでいかにあるべきか，いわば乙れからの民

間のJJ向を模索しているときに，その万!向を示したという意味において大き

な意義がある。すなわち，これは石 11Iさん位;1人の経?:?改袴なり所得向上の成

果であったばかりでなく，石 IJI さん的な人々が沢 111生まれかっそれ等の人々

を Ff:1核として，連けい強化し，広域的な茶の生産と加工，荷と ItJ'i故， Ht凶i

的かっ的接的な供給により強陪な銘柄産地，集散;封ilが確立する ζ ととなろう。

そして消技者との出版結合は生産者にとっては，新しいイメージのそして責

任ある茶の生産を求められるとともに消費者に対して消費拡大のチャンスが

- 49 



えられる乙ととなろう。

現l乙，田さんの個々の経r~;~;技術を見ると特別に大きく変った点は少なし

ただ先克性と創意、工夫，そして先駆的な努力によって経常成果を勝ち得たと

いえよう。従ってそ乙には特殊な技術があるわけではなく茶業経?:?にかける

熱意と努力，とりわけ，茶業研究会のメンバーとして，組織;丙動を通じて研

究し，実践した ζ とにほかならない。従って ζ うしたよを同じくする者で構

成する研究会活動によって各会員の技術，経Ipi;水準は極めて向く，石田さん

に比べて決して遜色がない。その証拠l乙日i体賞ともいうべき陸地貨をこの地

域(入路市)が石田さんとともに第27181全国茶fill評会において受賞している

乙とをもって理解出来よう。乙の ζ とは，今後の石田さんのみならず茶業研

究会を持つ狭山茶業の強みで、もあろう。

今後，石田さんはさらに新品種を導入し規模拡大を|窺り，なかでも平生優e

良品開の導入によって，労働力の均等配分と早期出荷による所得向上に意点

を量くという。また生産の安定をWJするため，撤71<揃設を導入するとともに

販売面で、は個製茶の普及に伴ない I'J動包装機の導入等省力化lζ努めるとし、う。

石u=iさんには農業高校を卒業したと立派な長男(19才)がおり，石田さんの

子への薫陶もさることながら長男の内発的な怠Jιと持ち前の研究心から後継

者として設業に従事しており，今後，研究会のメンバーとして一層の先進的

技術の導入と新しい経?:?感覚の養成を期している。

今後ますます都市化する生康環境にあってより高境な集約的な生産を要求

される茶生誌を行なうことは極めて容易なことではない。石田さんの経?:?技

術はそれを克服し，都市近郊の茶業のあるべき姿を実証されたものとして深

く敬意を表したい。

しかし，わが国茶業はこれまで思議な需要に支えられて進展してきたもの

の，一万では茶の新植が急速に進み，輪入茶が増大する等供給過期が懸念さ

れるほか，経済成長の大幅な進展が期待されない今後の経済j情勢のなかでの

需要の拡大はこれまでのようには期待できないであろう。さらに茶生産の諸

条件，すなわち，労力不足，賃金，資材費の土界等環境悪化のなかで良質茶
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の生産とコストの低減を I当る必盟があり，このため存度集約化と'tì力合型H

化という相反するご而を追求しなければならないH寺WJであり，一関のliJf錨努

力を j明f与したい。
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高級茶の生産をめざして

石田植夫

昭和48{ドに行われた第271HI全国茶

jJî^!\X\ÿ.会の J~立茶の部において日本一を

獲得する乙とができ，これがはから

ずも農林漁業振興会長賞受賞の栄主主
に浴し，身 l乙余る光栄と感激にひた

っております。

私の茶業経営の始まりは，昭和30

年前後にさかのぼります。それまで

は，養蚕と麦作が主体の経常でした

が，父の死去に伴い，私が経'fkr主と

なって以来，経'E;構造の積板的な転

換を行い，逐次茶|殺を造成し，現在

では，茶守:業経営となっております。

茶は，他作物では例を見ないほど

11111質務差が大きく，一方， t~Tí~~につ

いては， 30年代までは下級茶の消費

も盛んでしたが，経済社会の発展に

1'1'-って，年々と級茶の消費が伸びて

おります。

私の経営の碁本的な考え万は，乙

うした需要の動向に対応して，あく

までも J!?i質本伎の上級茶生産 l乙徹す

ることにしています。首都|劉という

\L地条件を生かし，高級商品の仕上

茶l乙加仁して]1'(接消費者 l乙販売して

いるため消費者が「品質の良い，お

いしい茶を求めている」ことを[1'(接

机で感じることができ，また，上級

ヲ奈を生産し，かっ販売することが，

自らの経営を一層向上させることに

なっております。

乙のため，私の地域では，目的を

同じくする若手，中堅農家で「茶業
研究会J を組織し，高級茶生産のた
め，栽倍から製茶加工にわたって技

術の相瓦研鎖と経'常改議に日夜熱心

l乙取り組んでいます。 ζの協同研鍛

がお互いの終日'成果を高める乙とに

貢献しており，今回の私の受賞も，

こうした一連のグループ活動の成果

にほかなりません。全国茶品評会で

は，私たちのクツレープの成積は板め

て優秀であり，それぞれが紙一家の

差でよ位入賞を巣し，その結果，団

体賞ともいえる「陵地賞J t乙燃くな

ど，クーループの技術水準は高く評価

されました。その意味では，今回の

私の受賞は，ク'ループ全体 I乙与えら

れたものと思っております。

乙れからは，後継者として私と共

に働いている長59 (1 9歳)を乙の有

意義な組織に積極的l乙参加させ，新

しい近代的な茶業経営技術の習得と

開時 l乙，よき社会人，茶業人として

伸びてもらいたいと願っております。

- 52 -



~ 園芸部門

天皇杯受賞/山本二郎 ・ 54 

012=林省出業技術研究所経符 u山手IJ)日部総'r~~'第二科長/j者 {JID 

日本農林漁業振興会長賞受賞/佐藤 六 郎-…・…・……・…・・…… 69

(波林省農業技術研究所経常第三科長/鈴水 福松
農林省果樹試験場栽 171R店長/千葉 勉)

日本農林漁業振興会長賞受賞/下 回 英 こ………H ・ H ・.....・ H ・... 80 

(!友林省農業技術研究所伊沢一 I::i'lﾙ flj IIJ ÎÍ!í終'f~~~第二科長/南 。ID



自ま:"1:戸主、桂b
s三千司、 λ 異

洋らん(デンド口
出品財

ビューム)経営

受賞者山本二郎

(1判山県!ìfdlll f! i浜野220)

関洋らん観賞の大衆化と居際的農企業の創設

ILJ本二郎氏(昭和 3 年生れ)は「花の王と称されている洋らんのデンドロ

ビュームの苗，鉢物を生産し，その半ばを 13 カ国 l乙輸出する iw本テ守ンドロ

ビューム 1~~IJ の創設者である。乙こに，氏の技術と経営を紹介するにあたっ

第 l æJ受賞朽の所1'1:地

も勺

pv川p

54 

て，われわれは氏がい

かなる基本目標をもっ

て乙の事業に着手した

か?をまず記す必要が

ある。

すなわち，氏はわが

国民経済が窮乏のどん

底にあってその日その

日の食うものにすら汲

々としていた昭和20年

代前半において，既に

わが国経済もやがて復



青種Ff:J開花株

要望してゆくであろうし，経済復興の暁には，わが11;1民大衆もただ衣食陀にあ

くせく侍!こjiを働いて過すだけでなく，店にうるおいを求め，円を裂しむ

ようになるに栴i立ないと予見した。そして，そのような'+j円のうるおいのー

っとして美しい花を身辺にふんだんに飾って521 しむことを刷うであろうから，

，/t き陀業が今はま乙とに微々たるものであるが，大きな将来nをもっている

と{訴す許して，その発援に身を投ずる決心をした。

氏は，生時し供給しようとする花は，それが作1の内所得附11'>')の人々を対

象とするものではなく，一般大衆でも民って来しめるものでありたい，と版

い，そこにlJ棋をおいた。

そこでデンドロビュームが低制作であり，生育がヰ!く 1M本jJ:Jへの ~1;の収作

数が多いなど生産}~がかからず大衆化しやすいことに者[1したが，カトレヤ

などと比べて観設úIJîi[i'(が劣るので，その改良をぶした。そして4f六体の背Hl

親として優れていることに注目して，多くの交配宵聞を行ない，従来のもの

より格段に進んだ多くの新ií?d'去を f引点するとともに，分向路臨mの少 J伝ない交配車和制)[1合:守? 

せをi滋諜抜して ('り1勺》1主:f点l参!照!{悶{甘引1り) 突生fふ訂品I日d山M開，1宅ìTIの多くの}市?引訂i宇をを， !汗ト

さら lにこテデo ンドロピユ一ム 1開手ではj適由山fI川!パ川i口][附村難と巧汚占えられてい fたこ r~茶E頂u，供今l?7許iJj汗、J守，?f主益主 t法tと、j

の適}出1日!を I川リ能 lにこするための技術開発を成功させ ， J[: i':K を 1 カ'rrで一挙 lこ数万

株の小r'l'jiこ期航することにより ， iît:îUu' ，開株のJ:!?'!9ìI'l コストを l[lIj知的に'J [卜.げ

た。つまり，洋らん観賞を大衆化したのである。

氏の rUI*デンドロビューム [j;(IJ は|判i1 lrtJ内のわずか 2 ， 700 rrl のì!"léぷ経常
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であるが， r作品年，米国ハワイ州 l乙 5 加の分場を開設するにいたっており，

近くブラジル凶にも分場委設けて地球の南北両半球で栽明を行L 、 i挺花を周年

供給する ;Hj闘をもっており，着々実現に向いつつある。

園デンド口ビューム栽培に着手するまで

(1)山本氏の居住地

氏の闘は附山市の中心部，国道307J紛!から約 1 km東寄り， 1巴Jl I治いの浜野

地|又 l乙所在γ る。 !iij'七は閣に隣接している(前 1 1ヌ!参加)。この地 [5{から南 200

m のところに|五l道 2 日会線ノ〈イパスが定り，附山港， 1尚 1I1明治にもほど!!i い。

この地 1><ゐは最近まで都市近郊農村上出世lζ属していたが，うどJffiの {~iこ，忠ま

れているために市出地化がきわめて急速に進みつつあり，闘のすぐ近くにま

で七地 T場敷地がせまってきており，数勾二ならずしてこの浜野地l又は‘完全

に市街地化してしまうものと見込まれている。

この地 1>< は壌I-.~がi壌I-.のれ 11積水1111山市に属し，年平均気制15
0

C ， 'r j~:平均

|得 rrJ 泣 1 ， 100 mm，日照にも恵まれており，従来，米・麦・い草作農業が発達

していた。

(2)山本氏の生い立ち

氏は， lifHl1 3 ij'-，寺1. 5 hαの水1:11 を保有する米・変・い京作農家の次男

として作れたが，史家の民業を後継する必要がなかったので，昭和19年岡山

県川113商業学校を本業している。しかし，戦争によって長兄が戦死されたた

めに， 20{j:終戦とともに ， f;út乙生家の家業fこる農業 l乙従事し，厳父の経営を

ll)J けることとなった。

厳父はこの士山 Ix:において比較的大きな経営規模で米・変・い草作技業を営

んでおり， lilil5{の指導者的工場にもある ~fflJ~で，終戦[1'(後の金制その他生日

資材の窮之期の r!1で米・麦・い市作民業 lこ信念、をもって柏励されていた。し

たがって，後継者たる二郎氏にも米・去・い11作に大いに力を入れることに

WH、?された。しかし， 20代の若さで，かつては農業以外の職業に就くつもり

であった‘郎氏にとっては，伝統的な米・変・い作民業にはどうしても
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{rの拶を託することができなかった。

氏の関心はそ1/1 11与から lO{j: ， 2初O{作!ドi の将う末;主(の|い川I日同、;1比上氏己むぞ守史1:二 j治吊刊{にこおける;前/4計Jiλ:

化 lにこあつ fたこ O 伝統的な米・友. l 収1123業 lこもそれはそれなりの，む義・役'，I;IJの

あることはだうまでもないところではあるけれども，尚業学校の教育を受け

た氏が，史。の変化を見越した経の文、HL;(こ心を 1<<いたのも J)!IJljlからぬとこ

ろであった。

氏は就出後h"IJ もなくから同去に 1I艮を I(íj け，セロリ，ラディッシュ，マッシ

ュルームなどを次々と試作しでは失敗を繰返した。しかし，失敗を市ねなが

らも，氏の米・い市作123長からの1l~~liIJの拶は一[ílJ I こし lままず，

ì!主 11 1 も氏の研究の努力は続けられた。

で人め

盟主ーに!到する技術的);11織の乏しさもさることながら， ~Lfir物の djJ品売込み

の経験が特}!t~ 1こ近かったから，氏の!Î.よ(ノ1' 11111 1はほとんど、必物にはならなし厳

父の反対は強まるヅ〉で， }，'i]rm の ;J点検おの ll)J βすら ý:J にくい状態の 11 1 で令く

会人で、 1Ii'1 1!1問点していた。

やがて花!と移り，グラジオラスに…予をつけこれも失敗，けれども，それに

もこりず試みたスイセンの;践的において氏は位!外に大きな利保をつかみ，

このてÍ)でかねて I~I していた作らんの栽叫におすべく，カトレヤ，シンビ

ジューム，デンドロビュームの+米，それぞれ]株ずつを!出入し，ささやかな

がらカ。ラス i以来を設けて栽tjf を開始した。 11与i1:::.llí1 f:1127{f，しかし，これも厳

父の fl出こ触れて激怒を民い，民/I'\J は米・い市(ノrõの {I: 守[1 こ fij励して，わずかに

ガラス ìfi ，Lぷの限ji~ しをまぬがれた。

(3)~羊らんに着目した動機

前JCßのごときれ11J!:1から服。:した状態の 11 1 で、氏が粘り強く初Jぶをまげなかっ

たのは ， 1削11削l円{将伺F布和11ロ28針{ 1ド:涼潟ま私針[J川1

人 lにこ'1'芋科Eど守'dド円で守!し fた二到動~j機幾{にこついて氏{はまこう 'Î出f行i つている。 Iわがliイの続出が復興する

につれて IEI民の/在日様式，特 lこ {l開，火日誌の「下旬、{化が進むのぞ実感として

じ取っていたあるけ， rJ Lj ì Y' l!央 Ilrli~ 見て ， v中大先進i 刊の家々の窓やベランダ!こ

はふんだんに花が飴i られ，院には:tlW'!が伐i尽につくられているのに強く印象
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づけられ，わが国においても経済が寵興，発展すれば国民がこのように花を

しむ時代がきっと来るに違いないと思い，花き産業 l乙大きな将来性がある

ことを li'{r{{訴した j と。

そして，氏は花の中の Fたる洋らんに着目したのであるが，それはともか

く，花き産業の将来件を予見し，それにlîí'li信をもったが故にそこに初i容を立

てたこと，そしてそれも大衆消費というものに同時に着目している乙とが，

氏の氏たるゆえんで，こ乙 l乙商業学校i:l\身の農業経営者の特質があるのでは

なし、かということに注目したい。つまり， í経営とは新しい顧客の創i誌であ

る j といっている人があるが，氏の発想、は正にそれで，そういう発想はわが

悶の伝統的な農業の世界では出にくい発想である。

振返ってみると，確かに昭和27年といえば，わが国経済の復興はかなり進

んでおり，Íもはや戦後ではない j というような言葉もよく聞かされる時代に

なっていた。しかし，それにしても，当時のわが国経済のカヂ取りをしてい

た人々やその胤辺にいて情報に明るかった人々以外の一椴の人々，特lζ農村

人にとって，その当時において今日のわが国経済の成長ぶりぞ予見すること

はきわめて難しいことであった。当日寺氏の厳父にとっては米とい草作の増産

とその生産性の向|二を図ること以外には考えられなかったのはむしろ当然で

あって，二郎氏のごとき発i留にあえて共鳴を感じて米・い原作農業からの脱

却を|苅るべき fごと判斯する根拠はほとんどなかったはずである。

しかし，事実として山本二郎氏はそのような時代においてデンドロピュー

ムに着目し，さらにその生産事業 l乙着手する意忠決定をした。そこでわれわ

れが困るのは氏が洋らんに着目した動機はさきに氏が諮られたとおりのもの

であったと理解するとしても，残念ながら氏の事業家としての最初の意志決

定については説明できないことである。何となれば，その当時において，氏

がその後において行なった諸々の技術開発について，氏がさほど確たる成功

のめどをつけていたとは考えられなし、からである。

したがって，そこに氏の意志決定を迫ったものが何であったのかをよ自求す

るならば，それは， í もし成功した場合に期待できる大きな利得ないし満足j
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と 1 )，11JI)J:1 の 1nu明解に対する もしくはf支払:J とではなかったか?と憶測す

るのであるが， I創造 j という乙とが行なわれるときの推進力はおしなべて

そのようなものであるのだと刻切って考えてしまえば，氏の事業はl~百述の動

機と乙のような推進力(それに夫人の支持内1!JJを追加せねばなるまし、)とだ

けをi担解すれば事足りるのかも主11れない。

(4)デンドロピュームを選んだ理由

氏が洋らんの Ij:1のデンドロビューム揮を選んだ国出は-1…1(乙亘って氏の I~I

間!とした j平らん観賞の大衆化の可能性をこの聞が最も

とにあるが，少し詳しく説明すれば，氏の判斯では，

に内政していたこ

① カトレヤは花の形状からみれば最も袋与をであって比類すべきものがな

いが， 7 r. í使が知かくデコレーション用が主体で，生陸授も用死fi ・栽I討の

liTÜ出からみて引ドげの可能性が全く乏しく大衆性 l乙欠ける。

② (a)シンピジュームは取引が大型であるために純設単位前i閥均り収許可

能株数が少なし (b)また着花山i泣からみても観賞効率が低いj二 l乙， (c)7r. 
の色の開類 でなし、。

③ デンドロビュームはシンピジュームに較べ前，ìiJ(a), (b), (c) 3 点で優る

上 l乙，丈夫で花の日持ちがよい。したがって， ζ れがシンピジュームと

同じように知期大説明舶できるならば，白石くてrH 、1どを {Jt紛でき大衆化

できる riJ能性が一向 L 、。

デンドロピュームの膏種と増殖法の開発

氏はデンドロビューム 日すると，早速切花IIJ ，鉢物!日のそれぞれに I打

場評価のr~::^:j l ¥ Sfl fiTI を作り H\すことがお務と湾えr'II' ，N\改良 した。

対 11 :11デンドロビュームには約 100 慌の交配隔があったが， 21ff休日d'王が主

休であり， 4 {在休関の交配親としての挺禿性についてはまれられていなかっ

た。それまでの助に頼った交配で1ま援l~ ，'，r'，，fin の作1I:\，'f(がきわめて低い乙とか

ら，科学的出付のある交配技術会求めていた氏はIITHI134年，業界で関心のな

かった 4 {肉体品開が交配親として優秀である乙と，その大輪， Jよ弁， I亨弁 l乙
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日して交配を軍ね，前例にない朽!の高率で数多くの優良full障を作/1\ し，そ

の観賞制lî{院を著しく高めた。その数は現住までに 600 開に及んでいるが， 39 

if.，第18181 日本洋らん展ぷ会で最高賞の農林大f;i賞を受け， 44if，!世界作ら

ん大会(米国フロワダ州開催)で 3 点が高{立入賞して米国においてわが|司洋

らん業界の地位を向く評価させた。

fi百年，さらに英同王室岡芸協会の大展示会に出店" 2 が日本人として始

めて入賞し ，-fÈl'ii ， i世界のデンドロどューム最高桜戚者として認められるに

し \fこった。

なお，氏の作出した来Ir ， 'ii'，隠のr:!l R H S , A 0 S , J 0 S で、入賞したものは

41-49年の間に23点 l乙達しており実質的に tJt界の洋らん界をリードしている。

氏のデンドロビューム育研における業総としてはその外に，

①生育が早く，着花のよい切花JTj，鉢物m名匂JlJの経済品開を育成してい

る。

宰満i済栽i存では従来のさし木(菜伏せ)繁殖では能不が恐いので， fiTI f繁

殖)!J を育成している。(次代検定による交配組合せの検京を行ない，

分離の少ない組合せのみを lfill1開化した。)

以との 2 点が評価される。

氏は始め実生}請を大誌に生産して業界 l乙11Tの供給をしていたが，それでは

生れ出る花が多少異っており， <'，M!H・規格 l乙|問題があった。そこで，実生ffi

の fわから /1\てくる優良J1111限を短期的lこ哨刑するのが理想的なのであるが，株

分け， f市し立てによる明司1'[では 1 年 l乙10株科度ではなはだ能率が悲かった。

氏はフランスのモーレル問[.の菜頂間設による問先立法をデンドロビューム

lζ~却n しようとした。この培jìl'í法はシンビジュームについては実I1J化してい

たが，デンドロピュームでは困難とされていた。けれども氏はハワイ大~1:の

サガワ教授の処方による棋士山が有望なことを知り，添加物の開類，濃度，組

合せのちがう 47慌の的地を検索して， 1 {I:余の研究を経て，世界ではじめて

デンドロビュームに茎J頁用益による大量刑刑法を泊)1]することに成功した。

茎l克培設とはらん科fll'j物の事rr "!d'の先端を顕微鏡下で、1![~保l 的 l乙摘出し，フラ
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ム出荷!'!H朱の養成

母メリクロンで脊苗

スコ I)~の液体iff地!こ入れて機械(勺:!t1参!t(Üで反動させ，細胞分裂J5:>起させ

て，新しいが!休ぞ形成させる万法で， r~ ~:j ，立な技能岳民するが本の;本から

1 "1'聞に数万株の余く!日j…の )1ラ自宅をもった)?{[を作ることができる。

氏はこの方法により既に30"111，開について明舶を行い，中いものは既に鉢 1'.

げされており，その段附(にζいたつても u川l日I

の突!月問{日j 化を{椛前総:認でで、きたので， この結果lこより本"1:からすべて茎;倒的誌に切り

かえる予定にしている仁ljYL参照)。

以 j' のような技術開発は学術的にもきわめて内皮なもので，説明を IIHl 、て

いると大学か試験場の研究主における研究実績を!日'J l 、ているような鈴党にお

ちいるほどのものである。しかし，このような研究ないし技術開発吾氏はほ

とんど独や独)J で完成されたのであって， 4 {fH木の交配艇の特性究明， t白地

の IJJ1/Jの発IVJ (こしても文献による't/1十校舎もとにしで独)J で検点試験J5:> fj って

成功したものである。氏の技術開発について，これをノJ~唆し指導した学者と

して特定の人の名与をあげることができない。

ともあれ，氏の技指 1m発ならびに経'Pt({{t(\'r.を決定的なものにしたのは ， ~9i:. 

[JiIT.宅制芸協会て、の氏作 11\新品開の受賞で、あるが，わがJ!sl の一介のt~民がこ

のような 111 界的;J<?f/，で、の技術を開発したことは，わが[liIJ~と業界の将米lこ明る

い希担を '5 えるものである。
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輸出用株の箱詰め

関業界指導

氏は鋭いiJ寺代感覚，広い国際的椀野，徹底した研究心，絶えざる進取の気

軽L 設かな荷才を備えた事業家であり，独立独歩，周囲の無盟解を箪u乙解せ

ず単独でデンドロピ、ューム生産の道を切りひらいてきた人で、あるけれども，

きわめて温厚な人柄で度量も大きく，デンドロビューム生産 l乙志す人々

に対して氏の技術を全て公開しており，氏の指導を受けたものは既l乙40名に

る。

また，昭和29年には附 111県内 lζデンドロビューム生産に従事するものが15

名に及んだので，開 ill照デンドロビューム生産組合を結成し，氏がその初代

組合長となり， I苛業者の技術指導l乙当るとともに，販路の開桁に当り，さら

にその輸送方法の改善を研究し指導している ('1313参J~な)。

氏は昭和32年以降は他県を合な全国的なデンドロビューム連合組合を設立

して初代組合長を勤め，デンドロビューム生産を一つの花き産業として確立

することに貢献している。

また，度々記すように氏の技術・経常は世界的な水準に達しているため，

氏は求められて米国ロスアンゼ、ルス，ブラジノレ悶サンパウロ，アルゼ、ンチン

国ブ、エノスアイレスのらん協会または花き協会において講演をしており，沼
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1"':1においても，全国技業高校教員大会，岡山県内農業高校，農業者大学校に

おいて講演.議を依頼され，後継者の j守成 l乙尽力している。

関山本氏の経営概況

これまで氏の経営概況について全く触れなかったが，氏の経'討の:本体は騎

lζ克る高水準な技指開発にあるのであって，鴇通の農業経常というよりはー

揮の民間溺芸研究所のとときものであり，以下にその経営概況を記すけれど

も，その点について間意する必要があると忠われる。

(1)家按構成

家族は本人夫婦，子供 2 人と父 (97才)，兄嫁の 6 人で、ある。 農業謎事者は

本人夫婦と補助労組!として兄嫁が若+参加するのみである。?活組 4 人の外lζ

IiJf修生が常時 3 ~ 4 人いる。長男は大学農業料本学中，長よどは中学在学I二十1 。

ζ の外 l乙，国際的活動を行なうために通 i沢を

(2)土地・建物忍び農機異

耕地は畑36a (温室用地) ，他 l乙ハワイ島の標高 400 m のと ζ ろに 5 加の対Jl

を昭和48年取得している。建物は作業場(木造かわらぶき 2 階建， 21;皆は男

している。

子研修生宿舎) 50rrf と出窓(鉄骨ガラス議，潟水暖房式) 2, 700 rrf が{t聞に

隣接して配罷されている。

主な装置・機具としては，強制循還式i品水ボイラー 3 基，無繭培養装i設ク

ワンベンチ 1 基，オートグレーブ 1 ， 7l<平間転式振とう機 2 ，自動期定式ス

プワンクラーし常勤式噴鋭機 1 がある。

(3作物生産規模

日
tf らんデンドロビューム

(I;Z 
I5fJ 花株

2, 7刊O∞OrぱT首i 

(叩650rぱT託i 
1, 150rrl 

50, OOOrrl 

52, 700ぱ
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氏の園における作物生産の規模は日Ij表のとおりであるが， ζ の外l乙約60 a 

の稲作?営んでいる。しかし， ζ れは氏の厳父の所有する水田の経営をデン

ドロビューム関の常雇及び研修生の労力をもって氏が代行しているに過ぎず，

/1<田作十花き作の控合経常という意味合いは全くない。

また，氏の厳父の所有していた/1<出は以前 150 a であって， 90 a が宅地化

され，一部は売却されたが，一部にアパートが建設され，経営されている。

これは厳父及び長見(戦死)の妻の生活基礎となっているもので， 11/本二郎

氏の i/U本デ、ンドロピューム闘j の創設に当って，ぇJ<回の売却代金あるいは

アパート収入が資金的に利用されてはいない。 36 a の出家敷地は氏がテゃンド

ロビューム経営によってあげた収益をもって 11民次購入して現在;にいたってい

る。

(4)農業経営収支(氏の申告による)

(1)農業料収益(経営内部仕向けなし)

f'p 'r� 1'� 作物1'í

lζムピユ二日出)
|γ(111 

125 , 

9, 

90円

350jlJ 

800fTJ 

販売:金額

11 ， 250下 IlJ

6, 930 

7, 200 

380千円

19 , 

153 , 

(2) 農業経常費(経営内部からの受け入れなし)

~.~ 13 {jJ.二互γ;一点
農業医JlJ ~.~ I ι224千円 j 原JlJ&Lf研修生協臨!日 1 ， 400人
間 !?ifY1 木~.~ 1 4, 493 1 FlFJ及びf'lî (7 ， 200本)その他

肥 料 賀川 150 ハイポネックス，第一燐酸カワ ìlMi'1

設業薬剤賀川 455 1 j1\(/!f:開設薬品及ひ12薬他

材 料 ~t I 1, 504 I î本， /Jく苦，荷造材料，支H他

光熱動力 1~ 1 1, 554 1 /暖房燃料，電気料金他

川
釘

小!災以U，W入及び 40 ポンプ，モーター，ハサミ 他
4多 乱奇 ~'( 

建物維持修総費 310 ガ、ラス パテ修E里，主修盟，柄!修理! 他
化物，大股機共 3 , 785 ガ、ラス ボイラ一作業場他
it'l: 去H '!.'i: 
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[1 12 

19 作業者， 一千袋

66 近代化資金他

250 jili貸手数料他

ii主業被 m:z 1~ 

f"J. {点利子
H: 荷主主 1を

その他 2, 000 海外広告， 11守内外旅針 通信1~ 他

18 ， 840千円

(3) 民業純収益

経?立 1~*Il 収益

(ア) 1'('.らんデンドロビューム (対購入物H~.1~ 12, 550千 fl] I 
j仮売似lítl 25 , 380千 flj (イ) 支払食料及び料金等 o 
家計 fl:ri司け {llI ilítl 0 (ゥ) 支払生f!:rf波及~1~

JilUlJ労賃 4, 224 
支払小作料 0 

支払負債利子 66 

(エ)その他

�!- … 九 380千河 l 計

1~:: iJ 1 ffr j{} 6, 540千円

(5)効果指標(洋らん部門のみ)

(1)家族農業従事者 I 人当り農業所得

農業所得 (6 ， 540千円)

家族農業従事者数 ( 3 人)

(2) 家族農業労働 1 日当り農業所得

農業所得 (6 ， 540千円)

家按農業労働臼数 (730 日)

ロ 2 ， 180千円

8 ， 959円

2, 000 
18 ， 840下fI]

(3) 洋らん耕地10アール当り農業所得(ハワイ農場は購入間もないので

めていない)

農業純収益

洋らん耕地面積

(6 ， 540千円)
ヱヱ 1 ， 817千円

(36 a ) 
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(4) 洋らん耕地10 アール当り農業組収益(ハワイ農場は購入間もないの

で含めていない)

農業粗収益

洋らん耕地面積

(6)1昔入資金及び償還

(25 ， 380千円)

(36 a ) 
7 ， 050千円

氏の経営における総所得額は 6 ， 540 千円となっているが，氏の経営改善に

よる所得増加分の処分方法として以下の 5 項目があげられている。

1) 園内，盟外における洋らん部門の拡大資金充当(例えばノ\ワイ分場開

設)

2) 青少年留学研修資金充当

3) 海外代理店，海外調査，研究資金充当

4) 育関及び品謹改良研究資金充当

5) 家庭生活環境及び生活改善，並びに後継者養成資金充当(長男 大学

在学中)

すなわち，農業経営費の中のその地lζ梅外広告，国内外旅費，通信費が計

2 ， 000千円あげられているが，研究費l乙椙当するものはすべて所得の中から

支出されるので， 6 ， 540千円はそのまま家計仕向に廻される額ではない。し

かし，他方，粗収益の部は販売されたデンドロピュームの販売掘額だけをあ

げられており，未販売のデンドロピューム株の在庫概おろし評価は評価の仕

方がないので全くなされていない。

また，温室内には切花用品種の開花株も多いが，切花としては全く出荷し

ておらず，すべて品積改良の素材として使用するため，所得lζ加わって乙な

い。したがって乙の経営の収支は農場建設途上のものであって，乙の閣の収

益性の評価は未だ今日の段階で乙の数字をもってうんぬんする乙とは困難で

あるが，参考として掲げた。
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盤整おわりに

氏はその経常の今後の発援万仏!として U~I際的規野に立った賎業経常金総立

することを強く志向している。その意味でハワイ分場は京要で，乙乙はハワ

イ!誌の標高400m のデンドロビューム蕗士山栽出可能士山であるから，ここで無

力11組，すなわち石油事情に悦まされる乙とのない経常で実生前を大量栽前し，

その ~jこ1から選抜した優良品開を日本の本場において落田義法による大法増

殖を行ってその小出のtì'ft{llIiな供給を実現しようと計 i必i している。また， fI日平11

52{fを目標にブラジルに分場を設ける百十泌!のある ζ とは白iJ述のとおりである。

氏はわが国の乙、とく狭I%~で地価の著しく高L、ところでは， Y2:業の1十:絞}品段:

を多少拡大したぐらいでは到底世界的ぇ|て準の出来毎むことは凶器iである

と凡て，押らんのごとき悶際的な花について，世界の市場の 11'1 で勝負を挑ん

で乙れに成功したのであるが，その勝負手をデンドロビュームの11111開改良て、

張ったことは結果的に的を得た戦酪であった。

111本氏がぶされた国際的視野に立ったj主食業訓設の足跡、はTE しく農業にお

ける経常らしい経?許の 手本:であると言えよう。その意味で氏の経常は

い野心的な農業者たちに多くのものをぷ|慶する ζ とは間違いなし、。しかし，

それだけでなく，氏の経常はわが[1，1農業のゆくえぞ考えるものすべてに示唆

すると乙ろがあるはずである。経常は将来の新しい顧容を創造するものであ

るとすれば，それがどのような姿のものであり，それはし、かにして成立つも

のなのかを考えるとき，わが毘農業が世界lζ向って売t\:\ しうるものとしてど

んなものがありうるのか，われわれは民業についての発組の転換の手がかり

を得るのではあるまいか。
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国際的視野l乙立った農業経営

山本二郎

かねてから，私のい条で‘ありまし

た IEI際的視野にたった民業純計の司1

-IZi さが， ノト[[の貿易の ['[111化で k き

くクローズアップされ，今11 1 1 の約千千

あるよ~"， lf+受1lの一|刈となったこと

は，大きな内びであり感激のきわみ

であります。

IHj業γ:校λトーでι 長 l乙 (ilJの矢11識も 1m

かった弘が，家庭の :cJi'Wで J~~業を'j:?

むこととなり，米主とイぐ〔を1'.休に

よ1\1汗しました。その叩l寺は終戦11" 後

の Zb，総ての物r'lが不足し，特 lこ食

r:,(' Ji'tl'Jlま!肥料，白菜イ<hiによる '1:.JÍr;

低ドで似めてJ必かった。ゃいに食作

法Jこより米乏の!似ヶロ liri で‘はある~f'r!1l工

保護されていた。 {)f し院長業界の復興

と JU乙肥料，出;~の供給が目的ぷjにな

り出jif，'物の 'UiU'1ーが!なまれば，やが

て食r:l\ ~ji'fr'fも緩和されるであろうと

まlf え， Ij;~米去を決心した。

そして人々の'L市が'ム:Jとした 1沈 [ζ

求められるであろうと汚えられた花

に行けし， HI:cli:はト h"J: j'Cの iY必i

化された'!j訂作ょにの 11 1 1こ取入れられ

ると !G\tまれたn点jデ、ンドロビューム

にず(11 しました。 lrJ:初はリンゴifiの

68 

1'.1乙ガラスを 1Li り，一鉢の 17i から ix

iff を始め， IJtfI:て、は米 IfiI，欧州，南

米，オース卜ラワアの問ケ IYr I こ代.EI!!

1，';を W，: き，ハワイ l乙五ヘクタールの

J~~[~~l を経?冷して，デンドロビューム

界ではr'l: ii~ .J~'乙 11 1:界を\lilj析すること

が11\米ました。

始めた出;主主\.!7G 'XJのj正反対にあい，

資金なし ， iJU的、11織なし， Wtl/'的な

段助もとE しで，すそくィ、けJ能と jιわれ

ましたが，次のい条が'lí~ tこ私を支え

て只れました。それは，今後の民業

l乙必 ltiなものは，時代の打(，移をは約i

める j'C ~'!"~I: と， 1.ぶい品目fI乙 \'i， ちIItW

の市場は一つであり 11 1:界の 11 1 の川一:

助であるとパう p，包11富，そして 1; i. J認し

た続'山手腕が必裂であること。

今後の目標としてハワイの出場が

机辺(乙乗った|兇 lこは，ブラジル l乙大

規開な民場を1J1~ ， i止し，北、 I/..J，本のオフ

シーズン l乙，気候がば対である|有半

球から欧州，米1[(1 などに供給し，程、

の改良作H\ したデンドロビュームの

1lで， -{ド rþlll l: WIj'の家庭の行111ぷを

飾り，人々の'j ・ ~ril 乙 ìl\U l 、をりえたい

と Jすえています。



一一一一一一一日本農林漁業振興会長賞受

出品財果樹(モモとリンゴ)

受 佐藤 一一L.
ノ\

げ
札
口
戸

点
以

( tl-il ,ffb ~~Hn\島 IIT飯坂IIIJH去里子'ヂ志f11EFJ19)

関受賞者の略歴

受'b't::þí'の所 {U訟は1需品 djfY;!J;J~lIIJi品野字忠和1111 である。 ζ の場野地は福島

市街地より北;とilOkm，官fから東北のいで協のLj[として名高い飯坂IIIJI乙位iFf し，

llill泉社jからも科速くはない。湯野地ぽは地翌日的条件からみて，平坦部， 1I1 間

71刊にほぼ折〉ドされ，耕地はそのJ，!iJ .ill 5 地|ズ l乙分市する。 E目指ff的 l乙は福島駅か

ら取で20-30分，また福島!引と飯坂ìlüt泉との1m I乙は私電鉄が通っている。土

門ーは壊二Lないし砂壊 Lで，有効 L習は5Ocmf'l1 I立，年間降雨量は 1 ， 10Qnm前後で‘

第 1 [ヨ受賞者の所布地

w: 
It ii 
本 {Ifl
線rfì

ある。

協野地医は出くから果樹

(モモとリンゴ)産地とし

て矢I1 られていたが， f1R和20

{f汚 JI寺の産地規模は，わづ

かに12hαl乙逃ぎなかった。

日付手[1 25年間から規模拡大が

進められ，以後着実にrfr貯i

がlfq力11 し， 11自和30{P31hα ，

Ilf~frJ40{1::244hα となり， I>~tE ，

、ド i干

令
市m
a
M

(.1 't 
{~ i ヵ("*1，閥均

打iJI!J h時上品
フル ソパーラーj"'，u出
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尚野位協管内の産地規模は347加と本格的な果樹主原士山となっている。

受賞者はlJ~ ú:61J'，家族構成は本人犬丸!jのほか，長男夫婦，次リj犬 ~;d ，

リj および母，それに孫述の総数13人である。縫波状態は良好で，現有も，

家の長としても，場野地区の果樹栽培の地域リーダーとしても，阪めて)乙気

lこ日勤している。得意学科が数学であったというように，物事の判保Irが側め

て適{昨で，また，tI数的な根拠の 1: にたっていることが，その発展経過を語る

11 ふくりからもうかがえた。

受賞者は， J2業においても者IllfjLti円ム者 l乙劣らぬ所得の実現が l iJ能であると

のI能的のもとに，モモを主体にした85 a 前後の栄樹作経常から，現{Eのモモ

とつンコ守の約 8 加の複合終'討の脱税lζ烹るまで，主地域としては特本すべき

規模拡大を克明してきている。このWdim袋栽I??技術の持入将及や共選機の12

出J利!lJ (乙先駅的役;I;IJ を果すなど， i' l 心の経常改善のみならず，地試のi帯地形

成の発展に多くの (i献をしてきた。

すなわち，受賞者は併にそのすぐれた果樹(モモ)栽陪技術について，多

くの表彰を受けているだけでなく，協野江主協の IICI核リーダーとしてその発援

に存与してきた。 戦後初期の果樹研究会において，またiE果場の指導におい

て， Il;Y に 11 1心的存布となり推進)J となってきた。この間]，謝野良協11目別とな

り，さらに出品市の果樹振興会指導部副委只長を務めるなど卜J1体役伐として

の業務も架してきた。しかも，その果樹栽陪 l乙対する 111盛な研究心は少しも

劣えず，現ず，:も lé 1桃栽i汗の研究グループのリーダーとして店脱している。

このように技術の導入詳及については， i'lL..\の休験と研究結果による技術

を， 1'1 L..\粁付内 lζ閉じこめず，広く 1mlj'l. して JtI乙歩むM:ttl! で、あり，決して押

しつけ的な態度で!な illJl~家 l乙出することなく fJY1が r~':j l 、。また，家校内の後

継者iÿ(こ対しでも ， tたして 11"やかすのでなく，きびしい~iIIÎがあるが，それ

は l' 八、家父以的 ìlliJF~' によるものではな L \引が，1'Vflllî される。

震譲受繋者の経営概況

受賞者の明子r:の杭日'耕地は果樹 1i;\18 ‘ 03hα，水川21 a ，向通知15 a で，あわ
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結果樹令に遼したりンゴ園の一部 見事に整備された桃関

せてお.29加である。このうち， *fJn~illま!片山地の i&}町地 [X:lé 1. 73hα ， f，iHU山

から約70km離れたお…IX\0 i郎新地IIIJI こ 6.3hα とわかれていることが判記すべきこ

とであろう。新地I1IJのほは1I{1f1l日付:!こ u白山仰をし造成したもので，尉 {I

ほとんど;1(1J1(: [~il の~犬11Eである( 1) ンゴ340 a ，モモ 210 a ，スモそらo a ，クリ 50

a)。同野地|ズのほJJJjは村山地内 .ìllの県佐Ij 1~11 ( 1) ンゴ17 a ，そそ 61 a ，オウト

ウ 7 a )と， f!{叫 14Mr:!こ沿野民協栄間保守ij110 カ {r ，i 1�lllﾎ Iこもとずいて， Ht'J造改

として造成栽閉したumll~\1 (48hα) のうちに88 a (モモ)がある。こ

のほlJJJ は傑 r~;.}j約400m(これ守している。これられ~ 11情11立を虫色j:1i的にはると，ボ

if 1 ，将迫力I!のほかリンゴ357 a ，モモ 359 a ，オウトウ 7 a ，スモモ 50 a ，クワ

30 a であり，約70% が未成木であるが，現状はモモを H本にした栄枯j '.'/業出

家と見てよいであろう。

j践泣業1従逆司事i 宇名者í'岱はlはま受立守者殺のほか lにζ長!引j刀J)夫亡~，“Iリ仏i

家 I族3主:労{鋤動 j力j として lは立 iト-づう分}であり，後椴者についても心配はない。長引，次児

は t!Í. 1ζ労働力として経常に参加するのではなく，全体的な経常連常 lこも参IlhÎ

させ企業者能力の養成 l乙努めている。家政労働)];を本にした符1IJ1述JpJ; で，

t守刀的技術の保lfJと科 i まって!凶!日']~動刀にはほとんど頼らな L 、。 規t5Hì.L;大 l乙

{、j': う省力対策としては阿佐地問 IJl:Iの果樹 I~\I は泌野段協に委託し， n家労働力

は構造改善地|ズのそモほ場と，新地ほ場の符JlH i乙集中する万式をとっている。

新地ほ場は米!Jjz*が多いが，それなれこnf'li はm.\ll~ であり，現11: ， )了道 I!(

で 1 11寺 Iljj'[叶íJ後の通勤出業の JIラ撲をとっている。そこまでの道路は令て舗装



されているので，通勤は苦にならないが，新地ほ場l乙は作業合，収納舎，ス

プリンクラーの施設があり，繁忙期には宿泊できるようになっている。管理

作業に必要なトラクター，スプレーヤーなどの大農機呉は湯野，新地の両上也

氏にそれぞれ装備されているが， r:!=1 l fïl日1 を購入するなど，過剰投資にならな

いよう心出けている。

昭和48年度現在の経営成果を概算すると，販売現金収入はモモ 1 ， 002万円，

その他果船部門(リンゴ，オウトウ，スモモ) 223万円で計1 ， 225万円である。

一万，現金経費(出荷経授も合む)はモモ445万円，その地94万で，したがっ

て，それを主しつ Il 、た部門出のi現金収益はモモ 557万円，その他129万円とな

り，モモが基幹部門になっていることがわかる。農業所得は乙の部門現金収

誌の合計から，さらに229万円にも及ぶ向動車，農機呉維持修純費，償却費，

fty入金利子などの共通費およびI'J家用部111] (水稲・野菜など)の現金経費 4

万円を差;j Il 、て 453万円となる。これは現 tEの収穫果樹関面積10 a 当りで約25

万円，家1AJ足業従事者 l 人当り約75万 l:g ，家政農業労働 1 日当り約2 ， 700 IlJ 

の農業所得である。

関受賞財の特色

(1)栽培技術

受賞者の栽培技術の特色としては必ずしも自主rr しいものではないが，地道

な省力化への努力が主体となっており，いくつかの特徴をあげれば次のとお

りである。

①無袋栽培 モモについては無袋栽陪がまだ研究機関で、試験的 l乙行われて

いたにすぎない昭fll29年から，しかも全品障を対象として~!!~袋 l乙踏み切って

いる。無袋栽培の成訴を左手[する要素としては，特 l乙吸収性こん虫であるヤ

ガ類の問題が大きく，地域にもよるが，大久保以降の巾晩生Jill揮で、は，乙の

被害のために， #!~袋が雨空jf，となっている場合が多い。受賞者の無袋栽培が最

も i白保の (j桃にまで行うことができたのは，ヤガの発生が少ないという埠境

条件 l乙忠まれたことによるところも大きいと考えられる。リンコ。については
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まだ幼本:で車内定初ltJJであるが，やはりふじを主体とした;!!I;袋故情を，ilïllij して

し、る。リンゴでは品開 lこもよるが，(T袋県のほうがJ!!~袋県よりもIrllirX が ri:j く

これが熊袋化を 111 [む姉となっている。受賞者はlw; 袋寄与 II}能ならしめるため

には架'売の訂色がl'~ !!f となるような粒líli構成が必 '}J!であるとし，そのために

は栄長生以を抑えて校が街'1: しないようにし，内庁11Iこ光線が 1-分 lこ人るよう

にf 1: "1:てなければならないとして， ;!!~袋+~mの準備段|年?としての HUPi'nll!! に

配慮を払っている。

②受粉作業の省力化 受託行は地!、:0，~のナシで行っていた 'H例を参)5とし，

パレイショデンプンイ!?11YPI::剤として，これに摘らいしたつぼみを利!IJ して J%

取した花粉を似合し， ミスト機で散 fいするという行)J受粉をu っている。

③整枝せん定の改善 モモの車私N結J占ii;架Æ半粍~柱よ4L吋+校主の i長占さ j及皮ぴ光'jだJ皮立と県'jだミ川T目[との j没山央対H係系

は iJllh!口山l

が 1狩{守:干f川/ぺ位!;する t似似M傾t立:i引:ilÎれIÎ向fωIj lにζ符 i什|し，せん定技術などの改持によって光'だした知 III~H去

を先住させ， jIMIri の IÎIj 1-_ を 1;<1 っている。ま fニヂキ間作業の'(ìJJ 1ヒのために，間

IfJj を予jl えるように何~IJ益している。

④機械共選の基礎造り 受賞符(;1: 111.くから @*O)機械化の必公判。を子íWJ し

て， 1I{1手1135{1:1乙モモの選来機をかl人で購入し， 1" ら!日 IJ した経験と日1]，むによ

りメーカーに指がして改良会 lfi;ねた。この実績が， tf，j野山|窃における J 1，;空機

将入のきっかけとなったなl味において，そのl)J結は大きいものと t与えられる。

以上のほか受賞者は少 i fIi f1'f ではあるが，スモモ，ク') ，ネケタリンなどを

将人して果樹[~統計;\'の多 f{J化を凶っている。いずれにしてもモモと悦ぶ)I~I昨

作 [1 である')ンゴがまだ車内ソミ初期!の幼本であることを考えると，今後におけ

る果樹匂業担合終日の段階的発j民が期待されるが， [riJ 11与に i(lj脳的 lこは UJで

ある rJr地ほ場がIJUI: の!，FHl地から 70km紛れている，という条1'1・ lこ対して，終

日'的にどのように対処するかが，今後lこ伐された課題となろう。

(2海至営規模の拡大と管理運営

①経営規模の拡大 受賞者はモモ守主体にした85 a 前後の果樹作経狩から

米成木があるとは λ ぇ，現{f:のモモと')ンゴの約 8 加の京1:日'規閉まで， ζ の
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15 年 1m!乙著しい拡大を述成してきた。出店池の揚野地15<.が飯坂温泉の近傍

で，次2111ζ都市化されてゆく見通しと，それに伴う地価のお騰で，地区内で

の経営規模の拡大は休!難であると判断し，くから上自民外で、通作可能なと地

の取得を心がけてきた。昭和35'.f t乙問問地から約15km航れた?川島市荒 Jj:士山 15(

l乙 150 a の u出を説得してモモをj針i'iしたのが規模拡大の始まりである。こ

の L地はr!日未!]44 'rn乙公共I!J士山として提供せまるを得なくなったが， li=û '.ft乙前

JZBの情iZ;改祥地15互に造成栽tll'[ し， さらに車rr地上ú.l 15{のj二地を入手して今日にや:

っている。この L地の入手については，そのJt草地選定を突に入念に l吟 i床して

し\る。

まず，受賞者が (]\l.果樹経常として必裂と考えている|ヨ際IYT得3 ， 000 万円

をあげるにji るだけのほ場面積の4担保である。節 2 は，それだけのほ場i自fj~

を j@保するための I~地取得資金を考えて，地{rl日がそれほど向くないところで

ある o tr3 3 帯目は，もちろん最もm~なことであるが，気象， I:tú.l条件とし

て果樹栽IHの適地であることである。つまり1:壊や水利などの基盤条件の検

討のほか，収穫， 11附jのきびしいH寺期的制約から，経営規模の拡大が附難と

[^^I われるそモ経常において， サンゴその他の果樹を複合させるとは首え，約

8 加の果樹経営を，ほとんど家族労f動力だけで管珂!し，しかもJill作形態で連

してゆくには労働力配分 l~.の特段の配慮が必要である。この点については，

同住地周辺ほ場，標高のwれ、構造改善地区ほ場とは気象条件を異にし，摘ら

い，収穫時期!などについては， 日己のi江i]地[5{の中間に当る新地地区のほ場を

選び，作業の競合を避け，労働力分散を念到においた。こうした k記の 3 点

を兼ね合わせて適地選定脅するにはJ;IJIl寺日で出{米るものではなく，それこそ

通作可能な筒|川内で各地を踏斉し，特lζ~Il 該選定地|玄(新地ほ場)について

は，前り取になるほど、季節ととにいJIEiJとなく足を運んで， H寺 1m と f訟を惜しま

ず吟味した。

②家族労働力主体の経営 雇用労働力に依存せず家政労働力だけで，乙れ

だけの果樹関両積経営を維持管理するには，それだけの工夫が必要である。

労働力は 6 人であるが，受賞者は単 l乙r'!己の経営たとけに咋ーするわけにゆか
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ず， 1悲!ズの来初出家のリーダーとして，また農協の役はとしても多くの1時間

がとられる。したがって，新池ほ場については，その地[5<:の地の集['J[栽If? に

は!認さず， 1(lc完結的 lζjlli常しているが，助野地lズのほ場については湯野位

協の集卜Jl'J:陀組織のーはとして， 1十 [h:にうまく組み乙まれたかたちで杓1If!し

ている。

たとえば，阿付:士山川辺の果樹ほ場については， E2 協所千f:地でもあり， /}くい

経験もある IJîい産地なので，その連常明，;1f[!を一切位協に委託lζl討し符力化し

ている。また，構造改善地ほのほ場についても，部分的な協業 l乙は参加して

いる。新地士山氏でのほ場で，その地ほの果樹集FJl生時組織に入らないのは，

そのj也民がまだ民地的な来館栽明の経験の浅い陵地であり，よ自民の架船栽tf~

の技術水準と (Icの技術水準とに格差があり，それに組みこまれるのは決し

て桁 11: にプラスにならないという経営判断によるものである。このように地

域住陀組織との関係においても， (f \'r.経常としての主体を失わないような経

常連符の感覚にすぐれている。

受賞者がこのような梁間続料'を ['1家労働力で支えている基礎には，前述の

ような省)J的技術の開発・導入がある。同時に単なる省力だけではなく，単

位樹脂当りに収益が'){15ÓIII来るような考慮を払っている。これらについて

の特徴は栽地技術の墳で述べられている。ところで現金販売i収入1 ， 225 万 [fJ ，

民業所沢H53万丹というのは，果樹経常 1 日漁りとしてみれば，当地域の平均

出家よりはi~:::j l 、。しかし受賞者家政，民リj家政，次73家族の 3 家族の協業とみ

て， 1 j" î 切りでみればそれらの対であり，果樹経常としては向いものではな

く，むしろ低いという批判もあり得ょう。その批判は肖然であり，時過なら

家族民の;i(('かは謙業lζ:J\ているか，あるいは後継者以外は農業以外の織に就

いているかであろう。それが三三児も {lめて n家農業 l乙従唱していると乙ろに，

受賞者の経常の特徴があると忠われる。

つまり自立経常としての収益が低いという理由で，家族民の ;i(('カ〉が兼業か

再fUl~~志向していたとすれば，今日の経営脱模の拡大はイ~ lìJ能で、あったとい

う乙とである。したがって未成木の多い現状は，受賞者の経常としては諸積
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の段階であり，その自立目標からすれば未だ耐之しつつある成長期であり，

課題はこんとに残されている。

関受嘗者の技術司経営の分析及びその普友性と今後の発展方向

(1)栽培技術

受賞者がモモとリンゴを基幹作目とする果樹t早業謹合経営を怠|ヌi したこと

については，主として労力配分を考慮したことによるとしても，その践には

果樹栽培に対する受賞者の並々ならぬ熱意が夜、められており，事jミそれが飛

躍的な規模拡大となって現われてきている。

i晩生横までを:1めたモモの全IflÎ的な 11民袋栽片!?の実IJólζついては，経常規模

が大きいために必要にj自られたこと，ヤガ、の被害が桶めて少ないことなどに

よるところが大きいとしても，力!~袋栽培がまだi試験的段階であった20if:前の

11寺点で踏み切ったことは，受賞者の省力化への窓慾をノIミすものであり，同H在

にそれが地区における詩及につながった功績は向く J判Hîすべきものと考えら

れる。

リンコ守についても受賞者は#~袋を :ìj-jr11Îしているが， ワンコーの場合はIIIMífil乙

よって有袋と無袋との価格差の|問題があり，特にふじは依然として有袋栽閉

が支配的である。今後における情勢の変化は考えられるとしても，受賞者も

生産量の増加につれて程度の主こそあれ判然乙の問題 l乙 n'( ，!IÎすることになろ

うが，全面無袋の計illH 吾買き通すことを朋待したい。リンゴ~告にふじの1m袋

栽培を可能ならしめるためには，木の栄養生長を抑えて架実の着色を良好な

らしめる ζ とが必要であるとする意見については長付けとなる J出検事例もあ

り，原則的には正しいと考えられるが，問題は栄養生長を押える万法と f'il1支

及び収量とのバランスであろう。

一般に果樹の整枝せん定技術は多分l乙経験的な要素に基づく域を脱11M して

いないが，受賞者はそモの品種特性を考嵐したうえで，既存の技術に改良と

工夫を加えつつある努力がうかがわれるとしても，この点については出に地
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民:内及び他地沢への波及効果が現まれる。また嫡々の細部にわたるせん定技

栴もさる乙とながら，近年の果樹栽塙においては各擦の管型作業主ケ省刀化す

るために，樹高を制限する方的U tζ向かいつつある。基本的にはわい併合ホ;に

よるのが本筋ではあるが，~治iわいn台木のない樹原においては，奴現をせ

ずに樹高をどのように抑えるかが一つの大きな課題であろう。

(2)こんごの経営展開の課題

通作可能とはいえ，ほ場が大きくは70km もはなれた 2 士山 1><:にわかれている

ζ とは，経常的にはそれだけ世話かしい問題をかかえている。滋野地区のほ場

はそそが主体で、あり，新地地IZのほ場はリンゴとモモであるが， rfü積として

はリンゴφ作付が多い。これは両地区のほ場を統合した経常としてうìj力配分

を考えてのことである。つまり，現在の経常の運管却は岡地 1:>< をイ本のも

のとして許制されている。

そ ζ で ， tことえば新士山地i又，協野地図の両ほ場について，それぞれ分HI.

{f者をきめたとしても，それを分別して恰;照!連常したのでは意味がなくなり，

あくまで家政協業組織で管即してゆく必要がある。まして長男家政，次出家

肢が分;iiリして相続するようになると仮定したら，両地区ほ場ぞ踏まえての結

の一体性が崩れてしまい， tfißj の規模拡大がふり出しに民る ζ とになる。

それ故，現状ではそのようなt想定は全くなく，あくまで法人組織による家政

協業で管理してゆく乙とにしている。

しかし，間住地を揚野地区とし通勤まn作を続けてゆくとすれば， 11寺 1mの点

はとも角，石油{illi格の高騰を考えると通勤のための燃料費，また，新地地1>(

ほ場の収穫物も協野農協の系統 l乙乗せるとすれば，その運搬のためのコスト

も見込まなければならない。それが経営を圧迫するほどのものにはならない

にしても， 11:\荷経費が現金経常設の50%-60% も占めている現状では，それ

を減少する上からも，ほ場が両地区にわかれている乙とはうた限り不利であろ

う。いずれは rThj士山ば l乙分散問住するという必要nが出てくるのではなかろう

か。しかし， ζ れはより将来の乙とであって，当耐は成木化を待ちつつ，よ

り一層の収益の拡大が軍主主である。
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受賞者はこの点でも，産品をより有利に販売する手段として，新地地区ほ

場の近く，国道 6 号線沿いに土地を取得し，フルーツパーラー開設の計測を

している。これは農民資本による農業サイドからの自売方式の試みとして湯

野農協でも支援をしている。 ζ の実現もこんごの事であるが， ζ の 11'(売万式

により，いままで 1 kg 5 円もかかった運賃も節約できるし，市場卸売価格で

1 ， 000円のものが， II'{売だと 1 ， 600 円一 1 ， 700円で売れると見込んでいる。これ

がうまくゆけば，三男を担当者にあて，それだけ l司口経常内での語ITJ の場の

拡大が出来ることになろう。

ところで， 3 ， 000万円の目標所得が経常買を差ヨ|いた農業所得を意味するな

ら，これを 3 家族で削っても， 1 丙当り 1 ， 000万円の所得となり，果樹経常と

しても素晴らしいものとなる。しかし，そのためには10 a 当り 37万円ほどの

所得達成が必要であり，現状は25万円の水準であるから，かなりの努力が必

裂である。湯野農協の現荘までの共選共計は，個人仕分けなしの一律プール

計算であったが，本年から個人仕分けの品碍品質による格付け計算するよう

に改めた。このような点も，技術水準の高い受賞者の経常に有利 lこ作用する

と忠われる。
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関護観磯欝鱒

明日の経営を目指して

佐藤

fin出は移動する。モモ鼠 lこ企(\:1 1

なし。

この:つの z i tJたがわたしの大#æl

惚fT終日'の時.( iの銘である。モモの

民地1，'\Ji，むだけでなく， fむの均11作J~!.!: :;f:

全体が多かれ少はかれi.'日作1141刀があ

り，…つのI ，' \J~出 fごと!ぷう。くだもの

づくりで司令き伐るためにはどうある

べきか。わたしはわたしなりに， jち

はミカンのIEI由児ぬから北は北海道

まで，県松jを始め数多くのE23長会祝

祭して，その車内号UJUl:の経'F，'を完射
した。!災地造成も大 :1:jf.!，I'H技術の I)I~

'ffiもミカン lζ教えられた}!:\が多い。

n付平1134"1:，わたしが s下 ilb~県機の

l試(ノ[ê機を購入して{史!りした*i十W，能

不が予知以 LIこよかったため，今日

の，F:lb:iliWl幾えj式による大j七b]iliIF~'

に泥炭し版関拡大を代幼{こした。

モモ， リンコ，ブラムのf~0純計

はÆli tl: なうj )j配分が['Jíìl';となり，ひ

いてはrì'j1空宇?のうまいくだものへの

I足之!とに対応できるものと汚える。ワ

ンゴやナシは IIIJ版記釈によって優良

JII明:の導入が[iJ能で、あるが，モモで

はG)山内以外 lこ丁[立がなし、。モモの経

済樹令が25{1:なら 5 "1:fT}.:こ%をJ'x:111'( 

できるような終't;~'でありたい。この

粁?:?を')ミJüするためにはナ]で多

~立がl~J られるようなH:HQtt.l';がJ必I}ÿ

六郎

であり，その具体的な万法はわい化

税jf~Ýである。わい化紋iだこそ~3t\f';H広

大でi誌も大 ~JJな技術だといじている。

民業'')j働者h i"!:々品化かするこんにち，

!'I家労働)J をid大 l乙出川するために

は， tJjí:~:jの{氏い艇をつくり， �'�'fIIWI" 

3たを作坊にすることによって労)Jの

行 )Jのみならず品質I(，J!'，の成果もあ

がる。モモは花序のお1'1:，も多く，わ

い化栽院は')ンゴより側めて作幼で

ある。また，モモ栽t11fの Jtl裂に近い

なi品のそモ rlHl!Jは，太陽光線を以大

i裂に平!j 1 !Jすることを強剥した L 、。

IljJ I1 のj;23長技今術は;(î lJ j告の技術であ

る ζ とぞれ党し，一家揃って努)J し

ている。わたしたら総子協業i没後の

拶であるフルーツパーラーのill，没も

新地位j必 lこ近い[ii]j丘 6;j線j{}いにIIJ

1山岳町〔保し，ノ)'{j.: l\ qこill，没.(i:万羽し，

(�'j Y'i :fí' と対話を íf:ねながら '1:陀技術
の I('J 1'，封、斗り， (['11'( :fí'に愛されるく

だものづくりになりたい。

以後 tLJ~!l協はくして r!f:~地はあり I~J

ない。あくまでも位協の組織の1\ 1 に

あっての民業料?:?であること奇忘れ

ではならないと山う・。今1[11の受n も

制 i織のパックアップが大きかったこ

とを忘れずにliU出の発反 lこd献し，

栄光の時を r1jすことのないようイl'fl

の努 )j;をいたしたい。
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本農林漁業振興会長賞受賞二二三二

出品財キャベツ経営

受賞者下回英

(滋賀県内島郡新旭町大字安)1:1111445) 

震調受賞者の略歴

下[[1英二氏は滋賀県琵琶湖の西岸，高島郡新旭町(第 1 闘参照)の fí:陵部

にある戦後の開桁地 l乙居住しており，その約住?は，

(1) 者揺きキャベツを主体とする尚地野菜呼作経常を常なんでいる。

第 1 [盟 受賞殺の所作士山 (2) 京都市近郊にて店主する強みを活かして

一「 キャベツの安定高値販売を実現している。

_: ,í.ïO 
ー今、れ〉村

(3) 夫婦 2 人でキャベツ 287 a (5 , 000 kg/ 

10 a )，スイカ 200 a (3 , 400kg/10 a )の作

付で年所得890万円ぞあげており，省力的

で良質多収技術体系を創案している。

(4) 長男(19才)が後継者として就出して

L 、る。

ところに特的があり，京都市場で「新儀キャ

ベツ」の名で知られる野菜路地の中核となっ

ている。

氏は昭和30年(当時28才)に現庄の新旭lHJ

安Jj:)1I，井ノ日赤心地区の IJf:HEt出 i C.:f llJ充入植
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として長野県飯川 l ↑Jから入J1í'iしてきた。氏 lは主訓fI附|附討併手和111凶8{年!ドiι民t野県ウι:飯 /1川11川向百業ρ

校を λ併戸業しており，以後30'rドまで、の約12年 II\J間々な仕事をしてきたが12業の

持品会は令くなかった。

J うまでもなく，氏夫 Ji:の幼山 2 人を抱えでの1J1~~WUfiの二日しさは，オ':.く

準円 l乙つくし難し、ものであった。しかし，氏犬起にとって，出家として安定

した小山・1;1;Ji!劦 ~ li'{r( ù:する乙とは多" 1:の拶であり，この!万附i地から逃げ出すつ

もりはなかった。

1. 地区の概況

氏の選んだこの 1m以地は戦後のiJlM:{i地の 11' では比較的人'1[1ζ泣いと乙ろに

あって，交通1事|踏のブti主がやや遅れているとはいうものの，火1(t，京都lζ近

く， iijすに'1(0J::} 1/ が流れ，ちR:は泣琵INJ 1 乙 Itりい ， rÎIj抜105 m の内地 J-. にあって 11 ，'1

天の l二1Iζは ÌI'vJ束、I1野守のもとにおさめることのできる封勝の地で，

の故郷とするには絶好のところであった。

しかし，この地1'5<:は 5託銀条件の点ではやや特児なと乙ろで，日本百Ijl乙近く，

いわゆるfJ~' 'i定冷地市 lこ}，~する1-. 1乙，琵むNJJ!j<の;;例年で J，;i:{主の気ìlril'lf交汗が少

なく，稲作の収 :~I (!j<i'f，í\ を kげにくいところである o {r:平均気制は14.1'C ， "1: 

'ftjl5?手 I:/j!j:; はが)2 ， 000mm， I咋 fjはじめは12月一ド何で， fH"[は 1 月一 f1U- 2 月

下旬の約30EIfI\J， Qは33'Ciζj主する Iド，;jilí~t 多 ì!，J. で、 11免秋は í ，ド:jKó しぐれ」と IIf ば

れる秋則に悩まされる。ニJ~壊は赤色llí'i壊二/--カ ;80% を， lj め，他lζl沙峰/:， Jズ倒

的の取1:の{j:I\分がI1Mr:するが，訂版により PH 妥結ーIi:すれば作物続出卜-.ljf泊

しており問題はない。

新加II!Jの範IJl:Iで陀業状況をみると，この地域は従米米 ÌÎi.作地域で，前述の

気象条件を利して繊維陀業が発述しており，法業化本は95% にi主する。交通

は!日辺161 け線がH1Jの阿部を ji(JJtiζよじり， j斤南干判J は大F計作iド:叶可市1で則泊迫î 1 r日j

}市i巨1 で!凶1羽(ji泊t己18iけj

それまで私鉄ノパ〈スが今I汁咋It-大F汁作Itll防刊i目吋'IJ をを， 1 臼 40併11主:復していた。 乙のI!fJから大nn fJ

まで‘は 50km，京都市まで1ま70kmで、 IF しく大都， 15近郊地，!日，で‘ある。

2. 営農のあゆみ
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このようなi片付イ 1士山乙入制した氏夫主は，勺主)Jから野菜!~i1 去に/(1]し，まず

vLî JJ\作りを;試み，次いで汁|待相:挺されていたI~X出を将入して I円高山十 I~~I ~~J 

)l~'~の政合終日'によって伝統的な間作民主とはjß った新しい12業経?:i'の ii'{riのa を

H ざして35{1ムー 45{1:頃の 10{1:!，"，jを野 )J したが，その後I'r(，;~~ を 11-_ めてキャベツ

.州瓜の野菜作'.1}門になってノト 11 にいたっている(出 l 夫参照)。

第 1 ~表 作!交日Ij 1 ~伎作物の j実刑及び収従

l
 r
 

i
 

'tr i
 

11仰いぷIHó住宅真。

その他]0
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下回さんのキャヘツ焔 丹精のこもったキャヘツ

11円平1132年最初に作った凶瓜は民業経験のない悲しさ，見守liζ失敗したが，

このうた取についての氏の克信ぶりはこれまたは'Hであって，これが氏の?守口

のその後の荷主な発腿のぷ地をなしたと jAわれる。

位初JのjJg瓜 lζ完敗した氏は，知人から「間瓜栽片!?の IJ というふ、厚い本を

借りてきて-冬家にこもって -1111令部を勾し終え，大~j;:なところは 11日，lLJ して

しまったという。その 111斐あって，子s/+rのpq瓜の il\ 米は 1-- 々で 30 a の vLi瓜

版売収入で 1 {f分の家rjf- 1~ -'5:まかなうことができた。氏の州民fノf: りの技術は

ともかく市場l乙iJ 1せる ill'lf/.Jがで、きるという f'l!J交のものではなく，最近ではI~~I

芸研究の権威者が数多くの/1在地舎はた rllで，特にそのは'H さをtwrtするほど

のもので， ;J<Kí，のきわめて I~ れ、ものである。キャベツについてもまことにけ

:fiíの乙もったもので~/~]: ~J~ではるとおり，一流の水準 l乙i主しているが，氏がキ

ャベツ， VLjJI\の大 Ifli積作付を jj うために良町多収でありながら符)J化に成功

したのは，作物の'I:ti と一体になった栽府政HJの休 Î;JIこ枯逃したたまもので

あるとバえる。

受賞財の特色

1.キャベツ作りとfilli格の不安定

氏がキャベツ作りを始めたのは昭和35年からであるが，これは将j役所から

の勧めによるもので，前 21刈のように漸次作付を増やして4011' ，ζ100 a にし

たが，/?と!のように200 a を ζ すようになるまでには一つの関門があった。

。
口
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それは価格の不安定なことで，特l乙û掃きは全国名地 l乙作付 nJ能地が多い

ために暴訴さ!t:1騰が繰返えされる。氏の経験では暴騰 I 年，暴落2 "j'êの ;lilJであっ

た。けれども， L止に氏の純計の 11"心作ノJになってしまったので，キャベツは

{IIIÎ栴が暴訴することがあるからといっていまさら止めて他に転換することが

できなくなっていた。

そ乙で氏はこのúllÎ格不安定に対して断 11子積倒戦略をとる乙とにした。すな

わち，市場でのキャベツ価格の動向について川念な記録研究を行い，出荷期

の市(}去を 4 月一 5 月 1:1 1) f乙おくことにした。 ζ こで特 l乙注目しなければなら

ないことは，普通足揺きキャベツは 4 月中旬以降の出荷は，乙の時期が端境

l!JJ でイIIIÎ格が上昇する時期なのではあるが， tl lJ子? によって品質が低下し，秋揺

き早H\ しの科長におされて民い 1 1I J かれる。しかし，そのような一般的傾向の

中で，氏の出荷する冬!、: (夏隣きで乙こでは秋招きは気象条件上不平IJ)は@i

かにl況に制It干していてその点では 1'11111"11 が低下しているのではあるが，逆lζifJj

111'( をつけてもらえることに気付いたことで，それは，業務川]，特にお好みか!t
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第 3 菌製;掃きキャベツ11]別{rllÎ撚 (L級規絡15kg袋♂il

3.凹0

2.500 

2,000 

1.500 

ぬ仇俗絡

1.000 
ドピ，絡

-ー 〆一ー ~ 
一一--♂4 '釘伶 F竺♂ / 

/ 

UU 11日41-49 ・下 111氏の IH似した rliぬúIIi f'1i (ド川氏の，ì r..:U ・作成したもの)

第 2表 [I{j ;J'1148作成ii掃きキャベツバ・ i r川IjI I:f!'; ・ Ilí J鉛 l \i::j数 iii
(ì)i.{ι. 袋・指'j)

ﾌJ.侚 

476 

5 529 

10 

11 365 846 

12 372 271 

(比t: 1 袋・狩i波法16.5kg) (71:)ド IIILI;作 fJX:

き!日としては葉伎の|刈い乙とが必盟で， はやわらか過ぎてかえって不適
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内とされるからである。

これは市場tfiUJ 1 の実態の機微であって，例外的な虫扱いによる í~':j ÚI'{で、ある

ことはMiかであるが，一般的な市場動的jの観察で、はとらえがたいものであっ

た。氏のj、Jâな記録研究の努)J は自Ilî~rr去の作成だけでもまことに敬IJ[~(乙{[I'(す

るものであるが(cr13 いく|参!日，i )，それ以 1-.にそれが氏の出荷活動の実践の rt l で

行なわれたものであるところにJ3義があると山われる (W2 去もあわせて参

!!甘されたし、)。

2. 夏播きキャベツ作の改善

さて，氏は反:掃きキャベツ作者ー 113場内{III( の 11寺WH乙 I!\{:ijの最時期J~ ぶつける

べくド記の 2 点 l乙ねらいをつけて，従米の'bì在のやり fJを改持することにし

た。

① !自主 I I'i' I会で 4 ~ 5 月上旬になっても 11J171 を部さない品種の導入と栽陪技

術の確\'，会

② 夫婦 2 人で最大限l乙{ノF付 Ifri積を伸ばすための省力刀法の@i\'，

(A) 生産技術上の工夫とその効果

(1)新品種の導入 誌の所有する向島郡一円においてキャベツ作を始めたと

きは「長交四季穫J を中心I11111開とし，約10年間はこの Jill聞をおし通してきた

が，このJlfi開は10月一翌 3 月出荷するが，冬になると本'汗を受け，表 I IiÍÎの ff

い葉を剥がねばならず 3 月以降になると金|沫が著しく落ちる欠点があった

が， 統一lJ川I1hVl昨JlJ!叩，f卜iIT で、あるのでで、その作什付.が r:!れ!

氏は或る i時l侍寺何気なく 11日11 したテレヒピ守の|ド削i詰泌泌JI川IÎr的耐G“陥Hにζ写つた消f投号者と市場場‘側の7宵与 5泉!巳ミ物

lに乙ついての対i談談でで、， .或る Hrllが「ノ?店頭 l乙出 [Ijl っているキャベツは表 1mの葉

を剥ぎすてぎて味もからく，えぐい。もっと美味しいキャベツを出してほし

~ 'J という訴えをしているのを E若いて，それまで収ほばかりに気をとられ，

食味について考慮が少なかったことを反省させられた。

以来，氏は指導者の怠見を聞き，間前会社のカタログを主主め，闘芸雑誌を

読んで研究した結果， I政相Wl:で金味良く， rlJ' く新鮮さを感じさせる「耐寒大

御所」を女11 り，これを導入した。この品
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あった 4 ， 5 月 11\前の 11聞にも合放するものであったからで，氏はこれを 4 ，

5 FJ になっても長11押させずが k と比I院しでは劣りしないii1lyt のものに{ 1: 心:て

るべく説的JJ7:去を研究した。

(2) 導入した新品種の栽培方法の改良 氏はこのill'lf'IT について，陥何時間を

8 月上旬とし，知l似fll'(ffù'jの後，本~7-8 枚の!?{を 9 月1/ 1- 1<11) 1乙定ftl'( ，

IIIr州は従来の'tl'l1 j より;よく 70cmを東州にとり，株Il'd はやや挟く 10α 、1/1 り 3 ， 500

本栽fll'(することとした。

lHUN ftf'ù'tiの欠点を f!ll うため， JJ巴ゃいま以ぶなど速効性のものを加えた効性

肥料を 80%)己1)巴，残る 20% は"rI付 lこ必ずili肥し， "1:1りj け後のiliJJ自は避けて，

初WJ'I:行の促.ìlliと冬期間'I;WJIl'dの JJ~ I;JJれを主せないよう配f，11.1 した。

íi:flf'(士山は附近 lこ ill物，位1:1くのない風通しのl~l 、矧をiEび，1II !W'dの総収はテ

ーラーによる出 1--後， ji任 i\l(が 1 - 2 cmié {ll l びた l:tll出市剤取市をu う。lII i=h'\H 乙

は I1又楼まで徹氏して雑 i引を{l/ I ばさないようにし，これによって東州に吹く闘

が刺広いIIIH'\J~Iづ?にJillり， 4 - 5 月の 11，，[1立急引によるキャベツのむれ，肉

l札裂球， JJ~切れを防ぐ。

4 月上旬になって球の!肥大が始るとその ifí: みで、株令{ノドがややItfl き，傾いた

側のJ'ìJJ氏Y引になった外活 IU]<がたまり， μ1M と{、11 まって肉改しやすくなるの

で， I:I:J後はその水制り巻竹の隙で突き注し， ;]<制戒して乾燥状態を保つ。

(3) 工夫の効果 乙れによって 4-5 月に: l 'd'， ij しても川町不良でï'l l ljJかれる

ことなく，が|ミと競合っても i正i1Cたいにないl~IYrが認められて H によっては

お kの 2 {?'fの内的で'] 1取られ，以前の?~J部き l'II'I l'， IT による 10月 3 Jj f!¥f::j 1ζ 

較べて， 47, 48ij.' ともに 41)'1のWj;/，己収入を j'.f.ることができた。

羽子1:，京都市場で‘は r(:jgi)の「新儀キャベツ」といえば，お好みiJ't き J-h， 学

校給食11]1こなくてならないものとなっている。

(8) 労力節減上の工夫とその効果

(イ)播謹床除車の雀力 指開!本予定地 ~Iillllこ決め， tl民間 2 カ月前からト

ラクターによる初伝を (ηfl参照) 10-151"11 1):1ζ秘J!Xし， i'I'jJょにJ:lfl れた雑m

FIT {-を地1< l(tÍlこ 11\ して充リr させ，これを鋤込む。これに盟する労働は5 11寺 11 'd
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トラクターによる幸井草云

(240α 分の行 1'{Î :i'~20αlζ対し)で守守11{lの 11'1 で最もうJ)J'を盟する|徐中

作業を節減した。

( 2 )無飯植育苗による省力 MfJJ<! fI11(ffù'î は栽出技術1:，不揃い，従長など

欠点もあるが，小ff[ は捨てる党↑ljでやる o rflH本大御所はiffi そ、ろいがJ泣い、ほう

で特に 11'.]足立になるが，これは何瓜の LH{;:]作業との競合 i二やむを15ずjj うもの

で，似fl{í ~をすれば|三!おいもしなければならぬし， filt似fll'( (乙よって 10() \1"1り汗

!?i労働を 3011を!日!で li\J (乙合わせている。校:ペ1\4811寺!日j(乙対しでかなりなfií'í ù，主とな

っている。

(3) 定植の雀力 トレーラー付テーラ- 2 ï千?を J1J い，ともに魚のト口紅iを上

段10+口，下段 6 ~~f、1 ， ，汁16新を首，1古， i't'îIぷに横付けして 1 箱80株の 1--っき ffi

を Jli;め， 1 fì約 1 ， 300株~夫自，Ji 1 fìづ、つ運転してJtl1l'í 対fI にそのまま乗入れる。

トレラーを小心にして!llljNU約20m ， 26列を iFif命跡を避けてテーラーを前進さ

せながら fll'( えJfß�' 0 frr'(付けは前もって行ったトラクター耕転の後輸の引湖、与を

正取とする。定tlY(後スプワンクラー (1噴水 1 110カ所)をすえ，タ万から約 3

11寺 Wdì11;!Jえする。定fll'( ・海水は10α 、1/1 り 1411事 1mで完了しているから，標準の36

11年 Il'd (乙対し 2211寺山の節減である。

(4 )中耕・防除・除草の省力 前述のとおり，定Ní後のiì~\;llll は入念で、特 l乙

税収をお!えることに問志しているが，出 L較をイ、j けたテーラーで中耕し，生ff

1'/( が小さいうちに除草剤を IIJ l 、る。保不40時↑11](乙対し，実績として26H寺 Irdか

けているだけである。

0
0
 

0
0
 



トレーラ -1せきテーラーで収穫

( 5) 収穫・出荷の省力 卜レラ一千j きテーラ -2f?を )IJ い，収陛 Pι均111 こ

最入れて収穫する。ただし， 11(，，"のキャベツは後進しながら JI\Z穫する。 17L?

に約25折、i分のキャベツを収穫して，泣くの出向小以まで'j 1 :1 \し包装するいj

~11参nな)。規格が LIII心であるから 1 袋 9 ~ 10fliilrjii め， f:;J(数が少ないので夫~，â

で 1 H 4 tì収陸， 100計i包装できる。 il l1::j小九:から大JI;'~ トラックて、五清川jlJ)j i こ

搬入する。完結の!肝'l:tll与 Wd10u 、 1/1 り 4811~'II"d，出恨の 9011与 II'dの半分Jli くである。

b、 L，キャベツ作すでj品引を 10 (1汁り 11811!j'l l 'dで、 fj っている。 弘、iιf:Jの IYr'JJi 

1I~'1 I\J は統，HL214f1明日!となっているから，これをhym とするならば55% に節

ìlr返していることとなる。

関受賞者の経営概況

以".ド 111 兆二氏のIIIXIJf.とキャベツの価格イ;"1;叱を川JI~ した氏の野菜料引の

特色について述べてきたが，ここで氏の粁'Hmv兄 l乙触れておく必'JJiがあろう 0

1. 家自封書成

家肢はみ;人jこ J4・と f出 3 人の 5 人で，主従'jf:fj"はl!{it114 81 1: までは *2f 2

人きりであヮたが， 491 1:から以~J (19 J' , klr(J1~{:jI，;ベ)が;;先出し 3 人となっ

た。 1三lJ.... (2Ly)は知大中業後JJ(firSrl� fl~ で、就職.:{t:{tしている。 'lííl(( f， (iJI 修

'1: はいない。

2 ，土地及び建物・農機具

対11250υ( スプワンクラーによる如慌ができる)， 11137υWI 水路寄っけ肝菜
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作!l J地 l乙Jl J いうる)計287 a ， 外 ([111林16 a ， 七地10α がある。

住物としては，{E阿に隣陪して85rrl の作業場があり，その外 l乙 10rrl の Ul荷

小以が野菜対Hの中心地点 l乙配 [(=~J: されている(第4 いく|参j間)。

第 4 閉 山!日i を 1:f:1J心とした料'pof ~ t:士山の分 {Ii状況及び 1(\俗i

lL lL斗 iム J.L

( H I [l ll~;メ水日11

• r.: 号な片付1

三r虫~J;2:機兵としてはドildのごときものがある。
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1おりに)

R90 " 

140il;'j 

日

2. 作物作付面積

II{時1149{1:!立での作物作付 1(IÎfl'i は I; ，i~のとおりで， fìUi弘前 41><1 を参H討された

5 j}l 王 iL1

6 jJ- n 

7;j H 

l れルみくに I rlJ I:.!J: f大

100アール

し、。

1
4
 

I
r
r
 

手
i
o
d
F，

F

l
 

2
y
J
Z
T
J
I
J
J
 

l
f
t
F
E
l
 

-
-
つ

ω
F
L
J

さざなみ

60アール

キャベツ

287アール

2 }J( ま JL1
3;j 
4;jーヵ

5 ,J- // 
8 Fj- ノノ

カ

ノノ

40 

20 

20 

10 

37 

" 
H 

出Hソ工大御所
127アール

'U f荒fノド {.j

iÍlih'i0,n 
487υ 

2;j-ほiL1

3 'J か
4 }J- 1/ 

, , 
;) IJ 

6 .jj- /1 

8 }J- か

40アーノL

20 

20 " 

40 

20 

30 

" 

" 

久光
170アール

,'.. 

'" 

IJq 瓜

200アール

6 j J-ほ lJ}jノL30 ア
パイオニア

30アール

(! 1:1 Iま品昨 i J-I 土 :ùll寸!こ必人されている11\'りである。
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3. ほ場の作物栽培期間

ほ場のおのおのにおける作物栽J:t'1:WjlllJは::l'l 51'><1(ζ一覧するとおりである。

第 5 思 ほ場の作物続出WJI，'U

(IU 1;l:1¥}Nll1 -7 (flIi48). l,iJ 8 (町村 9)

第 3表粁'F\'収支とうIJ'働!肝fJ (/I{J，杓 148~1: }j工)
1.粁収支

川作1fdiiTiA25ι三総収 1! 1.:
ア-，し kg I ン

240 1 5 ， 00C ロ_00 

ヵ 15013.4331 日1. 15 

Lirit: 
その他高官[lIJ経'H1~はキャベツ・スイ力 lこ{'ì;tro 

2. "))(，到~1I ;jl ，'\J
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4. 経営収支噌労働所得

昭和48{1三における経常収支，労働所得を第 3 去に掲げたが， 49年度は前述

のごとく，所何総額890万円に速している。経常耕地im積は同じであるのに，

従事者数 1 1:'， 1骨に対して，野菜作付jflí磁を400α から 487α に閉したのみで，

290万円の所得増を示している乙とは注百に航する。

M*的にみて，氏夫 1ijの経常改善の努力は乙の地区で、の野菜作作付Iftî積の

限f支を 1 人当り 150α~160αl乙{rt l ばした上に， q:lU読めiで、もキャベツ 5 ， 000kg/

10α ，間江~4， 000kg/l0α の水準を実現した。その販売価格 ifiî でのおfIì'(確保と

ともに，技術，椛討の改薄が今日の厳しいす1態の下1:1 で，まだまだmíJ途に努力

の余地が残されていることを知りえた乙とはま乙とに有難いことである。

おわりに

…ト:IIØ~ニ氏の技術と経ぞ紹介するに当ってまだまだ記すべき事柄がたく

さん残っている。紙jhiの都合で制愛せざるを得ないが，最後に是非記したい

ζ とは，われわれは氏の経常実践の足跡の中に，改めて現代の門知:むを

たということである。

氏夫主の杭勤と研究 r夫は余りにも地道であり，余りにもひたむきであっ

て， 1Î言々しくさえある。 !祭実の就践によって漸く下!日出|刻 し，

夫 14 も ζ れまでの過労から解放されようとしていることは存びにたえない。

健康に保持して長寿を全うされん乙とを祈る。
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キャベツ@スイカの組合せ栽培に取組む

下田英二

まず、第一 l乙今1H1の受賞は12業に全

く事忍換のなかった私を，二十年間に

亘って育てて下さったt~， IIIJ，普及
所，農協及び同僚のl震いと支援の賜

でめります。

私が第二の人生を農業I(.~t きるた

め，長野県より現在住んで、いる琵琶

湖の開北部で，日本海の影響を受け

多雪土也市の事rrJ悶町 I乙入総，移住した

のは，昭和三十年でした。当時，農

業Iζ未経験のうえ，二人の乳幼児を

抱えた現実はきびしく，疲労と失敗

の連続でした。しかし希望を失わず

四年目にして漸くスイカ栽J{2fを HX;J)]

させ， ;!1;の後夏播きキャベツを曽及

所の奨めで導入，夏スイカ，冬キャ

ベツの組合せ栽培体制を確立しまし

た。

御承知の立11 くキャベツは誰でも栽

培出来る反面，すぐ暴騰暴落を招く

といった姻栴変動の激しい作物です。

実際には三年に二年は，暴務のうき

日 l乙合い，生産技さえも出ない状態

が!立々でした。

「キャベツだけが何故 ?J のうた

がいを|附すべく毎年，京都市場l乙往

来し綿密に誠査した結栄，キャベツ

の端境期が四月から五月た旬で，し

かも主11芥のない品質の良い物が高値

比取引されるのぞ知りました。そこ

で、此の条件を備へた品種の「大御所」

94 

の栽培を，当地では技術的に不可能

とされていた気漏上昇期に風通し，

7l<抜き等の栽熔万法を研究して，裂

球，腐敗，むれを防いで此の夏招き

冬どりのキャベツとしては，仰の全

国産地lζ例を見ない四月から五月上

旬にかけて集中的l乙出荷することに

成功しました。乙れにより;不安定価

格を克服し， J~の他無仮舶:予子高やテ

イラー使用による省力化を自分なり

に工夫して，スイカ栽出との調和を

計りました。

私のキャベツ経営の体験が，新加

I町内の新儀，饗庭両}良協で野菜特集

号として掲載発行され， IIIJ内の全農

家に配布されました。乙れが契機と

なって新儀野菜生産部会が設なされ

てからその主産物のキャベツの場合

栽培出家， ifli積共l乙当初より大IIJK

拡大され í新儀キャベツ」として京

都市場で不動の地位を築くにいたり

ましたことは，一会員として喜びも

またひとしおのものがあります。未

だ未熟な点も多く，今後も品fi{ì.消

費者の日脅好等を研究して，大衆野菜

として愛され，喜ばれるのを生甲斐

l乙栽培したいと思っています。fl'p春

!民業高校を卒業して就践した長男と

共 1(.，地域農業発展のために，より

多く仲間を得て路地づくりに史に努

力したい考えです。
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(腿林省草地試験場計画部長/松本 総)

日本農林漁業振興会長賞受賞/鮫島 勉・

(日本大学技獣医学部教授/島 沖 �El 



天皇杯受費

出品財酪農経営

受賞者糸島地方酪農業協同組合
(代表者三 r'f'{ 秀救)

(福 i河原福間市同区大字!な船守522-3)

関受賞者の略歴*島酪農の発展

(1) 地域の概況

糸島問1:íJ.袋詰は福岡市の中心1f[1から国道20号線で四 l乙20kmの );~iili\寺 l乙所夜して

いる。土由形的には南方 l乙 71守FiÜIJ系の末端をなす羽金 JLJ ， íHJIJ，金 JIJ など900

第 1 函 糸島士山万陥位協符内i刈
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糸島地方酪農業協
問組合のメンバー

mf?の壮行二期の山々があり， JUJは糸!述、|勺;もを 1%てて玄海灘lζ臨み，東部l乙

は ill lI ll ， r~' :jfll 111 など400-500m t'ìの{氏 111 が伏ずじする。これらの{氏 111 と、 11: 1誌に

IJJ:I まれて広がる 1 匀I 31町(拓\[�;JrIi f!Cjt'i[5 ，前!以JIIJ ，二丈fIIJ ， ;ぷ摩 IIIJ)が本:陥民地

の特ìif;í~する [x:域である。気候的 l乙は出 11 本 JJ!~で 11二|鈴氷山立2 ， 500mm とかなり

ìWìWJ であるが， 'x(ìlùlは年平均15. 6'C , -(1;[51乙は恨みii地f!? もあり比較的制限で

ある。 I~.'flは花 iホtl~J;i の綾…1'.地問'で，ところによりt{(î場上がみられ全般に杷沃

で新f奈良業に過している。

管内総1">iI~;数l. 3万円 I1 1出家数は8.4TTí (62.3%) を rfjめ，手人 11別(郡

部のみ)では第 I 次42.7% ， {:J"i 2 次17.8% ， ti1 3 次39.5% となるが，域内 lζ

大きな工業はなく，才'fTの尚;業を!徐けば通勤Aít 業者ーがかなりある;f'jU立で，米

だ Ji~*の rfj める VilJ合が l 、(第 1 ;&')。域内8.3T;íの出家のりj 兼業日1];判介は

第 1 表地!友内のj民家情成 (1 970{1~センサス)

jぷ 家 数

ltll 医 11 総 ;í 数
専業農家

1長 業 }込 2長
総出家戸数

u宅 2 ，f，長

右足州市阿部 2, 782;-1 1, 387P 281Fi 1, 106rl 4121'1 694}r 

前原 IIIJ 6, 581 2, 900 665 2, 235 1,)21 1, 114 

→丈fIり 2, 331 1, 264 204 1, 060 513 547 

ぶ燃 fllj 2, 693 1, 792 432 1, 360 590 770 

f� i~1 14 , 387 7, 343 1, 582 5, 761 2, 636 3, 125 
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第 2 表 組合員の地区別経営概況

地区名 組合員数
乳牛飼養頭数 Fφ3f 之 ri可 ~Jf よ自

I~ 育成主|二 111 月II

福附市?柱部 20人 357頭 113頭 470~Ji 30. 24ha 10.141悶 40.38h日

前提{目J 44 853 300 1,153 96.34 27.57 123.91 

二丈 11百 6 53 24 77 5.68 0.97 6.65 

志摩 IIIJ 3 29 14 43 3.27 0.82 4.09 

irk! 弓日 I 73 1,292 451 1, 743 135 目 53 39.50 175.03 

土t!J I'X~ ?ノ: 飼料作治1千立
機械施設(共hîJf子治ぬを除く)

サイロ トラクター ハーベスタ モーア フロロンタ ト

将司 lii'í] rlJ 阿部 46.80hα 43~た 18t1 5台 77守 8台

前!京IIlJ 163.26 94 46 16 19 10 

丈 IIfJ 8.79 9 1 1 l 

志摩町 3.41 7 2 l 

合計 269.06 153 67 22 28 18 

専業農家率が昭和40:l 1~25. 4 %，昭和45:11' 21.3% と比較的自率を占めており，

経営耕地l係績は 1 戸SJí'.均 108 日 (水 11173 a ， 削13 a ， 樹同士山22 a) である。こ

れらは県平均の専業率14.5% ，耕地而積 1 戸平均78 a I乙較べると匂業率，耕

地規模ともに農業主主:的色彩が濃い。

12業の経常形態は本来水稲主体であり， 71< fI15 ， 700加 (67.8%) 畑997加，

樹問地1 ， 745hαの構成が示すように斜地野菜，スイカ，イチコーなど施設I~~l 芸も

盛んであれ半島山麓地帯では温州、|みかん栽培などR'fj業的Jl~~が悦まれてい

る。

畜践としては養豚，肉HJL:J二(繁抗!í綬営)も盛んであるが，特に昭和18 年以

来40年の長い陛'í!.T.;;r持つ酪践は，飼養}二i数としては昭和33年の 252 を最高

としてその後の乳僻の停滞，みかんや野菜などの好調などもあり， 1;j\1芸経自'

への移行，零細続'泣( 1 ha 未満)の兼業への転出などもあって漸減してきた

が現在では川数も 70戸台に安定しその開に飼養頭数は者突に増大して，現在

総数1 ， 922頭 1 戸当り 26.7 iIJH乙達している(第 2 表)。

糸島酪の現況を県全体と対比してみると館主主頭数は県の2.6 万\1jjの 7.3% ，
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飼主主)~数では県の2 ， 100)iに対して3.5% ，生産乳量では県の81 ， 600t のうち

5.6% を占める。 1 ri汁り飼主頭数ではりょの 12. 4:JJ[(乙対して 26.7:Jíi (2.15{汗) , 

l 頭、'i り搾乳ぷはlhl の 3 ， 270kg'V均に対して， 5, 740kg (1. 72{汗)の;J<準 l乙あ

る。

(2) 糸島酪農の発展

糸!己陥12はUfHI18 'r l:f乙 1 ~ 2 則前いの;J<川酪出家14ri がより立こって 1-.) IIJボ

イf南口組lfìを;没収した乙とに始まり， ll 'rff乙ミルクプラント，共 Iríj fíì'í乳所を

i投í't:し， 1fl\ 内 LI:乳消 ~ll~i ttの60% を供給した。この昭和18 {1:~20{ドの刷業郡山

段階を加えて組織的にも，経?朴持iiE 的 l乙も Jjj擦をT紅なしたのは次の Hi合附I2

展iJmmのlIìi如 21 'r 1てから 38{f'O fこ至る j出II" dで，この Il\Hこ糸鳥時出来協同組合へ改まIl ，

指導部の1没 u!~t による i診療，人1:授*，'1，技術指導が出発化し， 31{!: f乙は I~ i'l1: 

附伎業10 カ{!:，n.ílfJjJを樹て n給飼料の用詑給勺基準の:没'よ，酪}:ミ簿記の!励行

による終日改千年を進め，後継者の育成強化のため糸附研究会およびその 11イ r'

部守新設した (11行 38) 。

このようにして昭和39{ド頃からは i、y業向512発民間に入札 i陵地 11..舎の研究，

住 1没，飼料/tlìí';組合の l没収，育1成点牧野の!開j月別f丹J，没を契機としてこれまでの u戸~ï ~f 

り 3 ~ 4 日必副~iß段立附を 5突巳{破佼し， 44 'rr にはついに II日といわれた平均前長期数10:JJi段

階を組える大JJ;V}く川階段終日を礁。:するにボった(出 2 1>(1)。

(3) 糸島郡農組合長の三代の功績

糸陥設、fο'r.)立期[り削)日j の制組l{介子l民乏じ二三乙1'1
1

護すること，② 1'1給肥料の用誌に努め，地)jの総i主主 l乙m点をおくこと，③者

収益は泊二義的とすることをtJllll し，地)j を的援し，;f-T:宇f;~{本の強化をは

かる地iiJ tごが確実な酪Ji~の発展の道を~んだ。このことが今日の酪民の規模

拡大 l乙 i黙して「乳は卜。地から搾る JIお抑制ìl f乙見合った:JJj数);lM;むといった階

段協と 112此の堅実nの礎となったといえよう。

このような系1許は:代 11 組合長 11 1村|経介氏(相手1127~44"1:) にも引き継が

れたが，このllJJ f乙は乳 'l. の{ir'il休の資質 ItiJ 1: f乙:最もかが r1'.がれMl'直市場からの

開牡ノ 1:が導入されたほか，疾病]う|立J ，早期治療，指導力も向九 !ゅ1'1 J: !Iîí\)~~ 
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10 カ年三 1・ II[jíJの実施による飼料基般の活成と制使って九州地区南限r!rf~IH\Y.会，

乳質改善奨励会などに L-.{\i: t乙入1't，あるいは域内での乳牛共進会!万j仕むなどに

積倒的1CI以来日んだ。また l陵地牛舎を確なし，組織的には県附述との牛乳販売

契約，飼料生館組合の組織化，凍結精液への全í[Íj切符えなど，陥}1~Jli代化の

ための全体的な技術，資質の向上l乙大きく献した。

…-代目組合長三円秀救氏(昭和44年~現有:)は統計規模拡大のために必裂

な|糸酪式陵地牛舎第 Hyの土ß投(パーンクリーナー投Ii~;;: )，牛m~改良検定，育

成牧場の 1m投 un 111 ，野 illj111 )，飼料生時総合主l!織の拡大， 72Pの組合は

If152J'� (71 %)を飼料生産組合に組織した。主ら l乙7i; 山 r!i乳供給モデ、ルトJI地

(5 Fî共同)の役力，稲作転換特別対策事業による附畑輪換飼料111)1 の確況な

ど，本格的大型;J<r:日酪眼科討のlînL\'{tζ得りした。以j二のような陥践の発展確

立については乙の三代の総合長の指導性のみでなしこれを I十i心としたイ可能な

技術指導政と組合段の蹴倒的なf誠意工夫と協調*IIHql t乙 f突っところが大きい。

糸烏酪肢の成果は49年の12林大目立ほか 51UIの受賞，組合長 l乙対する民林

大 liiほかの 5 1111の表彰ほか， 5 rrjJの感謝状 lζ示されている。

関糸島酪農経営の技術と経営

(1) 続料生産組合による雀力化と飼料の自給化

糸島地院ではMU;{)t fl寺から「正H立市で飼うもの」というモットーのもとでL:

地を肥沃にし， fl 給飼料の~I::院と利!日 に努力してきたが，出家のとl' 出水準の

向上に見合った所得ぞ確保するためにほi数規模の拡大を迫られた。しかし;J<

EE1fiîX肢からくる l二地利HjJ二の制約，飼料IfDlの不足， ;J<稲作と酷践との労働競

合などがあって10鎖段階を超えるには大きな問要ltが横たわっていた。

この附難を解決した第 1 の条件は， ;J< 111の恭盤整備による川知!輸換和Jfl を

可能にする土地条件の解決であり，第 2 はその基盤の上に立って，糸島地問

の研究会青年日!Sによって研究された柴山による剥給創業|の機械利用体系のf正

った。昭和42年に太郎丸飼料生産組合が発足して以来，飼料生産組合は

現千五までに第 3 表 l乙示す 9 組合52!丸乳él:1, 243 1IJ!' 飼料作付面積 200. 7 加に
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達している。このようにして[r!ij場に凡合った頭数規模拡大のモットーは着実

に実現されつつある。銅料作の拡大は旧制輸換，水íFl事作の利用(借地を含

む)のJIラでんでいる。現在管内のノ'j<.IJ! の一表作は10%程度が利用されている

に過ぎず附肢による米業民家， [~司公民家との相対による貸借，誌と ~I~の交換

第 3 表 糸係員制料~t産組合の組織

創設 耕地 ~L m� 数 館料作付面積
集団名

時期j
戸数

頭積
主 要 な 機 械 装 俄

44 年 48 年 44 年 48 年

ha トラクター 2 tl，デスクモ -73 台

太郎丸 4以下 8Ft 14.7 ハーベスター 2 台，ファームワゴン 3tì 81頭 175m� 9.8ha 20.1加

ドラムモー 71 台

士'0、〉日rぇ 44 9.1 
トラクター 1 台

87 72 10.0 8.7 
，)ヤーモーア l 台

萩浦 45 10.0 
トラクタ -2 合，ファームワゴン l 台

62 75 7.8 17.1 
ハーベスター 1 台，ワヤーモー 71 台

トラクタ -5 台，スピードドライヤー l 合

波多江 46 7 26.5 ドラムモーア l 台，へイベーラ l 台 109 264 13.2 34.7 

ハーベスター 4 台， 77 ームワゴン 1 台

トラクター 2 台，ファームワゴン 1 台

前原 47 15.1 リヤーモーア 1tì 75 118 9.8 23.2 

ハーベスター l 台

トラクヲ -2台，ロャイロテッダー l 台

El� ~II 47 19.2 リヤーモ -71 合 106 178 14.5 21.7 

リヤーモー 73 台

トラクター 3 合，ファームワゴン l 台

恰一1: 47 10 27.4 ハーベスター 2 台 75 181 8.8 33.8 

リヤーモー 73 台

卜うクター l 台， 77 ームワゴン i 台

多久 48 3 11. 0 
マニュアスプレッダ-1 台

44 68 4.3 10.7 
ハーベスター 1 台，モーア l 台

セッター l 台，ライムソーワ l 台

トラクタ -20台，スピードドライヤー l 台

ハーベスター16台，ヘイベーラ i 台

52 153.6 
デスクモー75 台，テッダー 1 台

729 124.3 92.2 200.7 
リヤーモー 79 台， 77 ームワゴン 9 台

マニュアスプレッダー l 台，セッター l 台

ライムソワー 1 台



飼料生産組合の大型機械の持極り利用

青刈トウモロコシのハーベスター

による収穫

ヘイベーラによる乾草詔製

などによる飼料法般の拡大がはかられつつある。 49"1.:調べでは符 I)~飼料作延

I l! i積約300加ト1 1借入地94.3hα(3 1. 4%) であり，地 11 附成では;1< 1 nが213ha(71

%), 対立が88hα (29%) , 反 Yr:冬 fl" ，!iIJ r'ì'で、はu 1'ノト 114h日 (38%), 冬1'r:188hα (62 

%)となっている U:ri4 去)。

第 4 表地船内の飼料作(延) liii積と倒後頭数

年次 fI{{ 44 45 46 47 48 49 

自司 &': 作 3, 144 a 3, 671 5, 819 7, 510 8, 839 11 , 394 

平洋 ヨι 1'1' 9, 432 10, 187 11 , 968 13 , 734 15 , 663 18 , 739 

f'f 12 , 576 13 , 858 17 , 787 21 , 244 24 , 502 30 , 133 

手L ノ 1'. 創設 llJj 数 1 ， 171~Jj 1 , 297 1 , 347 1, 497 1 , 735 1 , 922 

白百 宝、芝 数 100)i 99 85 76 73 72 

1 竺i 1) fHíJ料作 125.8 a 140.0 208.0 278.0 325.0 418.0 

り館料w 10.7 10.7 13.2 14.2 14.1 15.6 

乳午前謎出家の経?可耕地規模は72Ti11137i… i (51 %)が 2hα- 4hα ， 23}i (32 

%)は 4hα以L-.の規模ぞもち，一般に耕地規模の大きな杭狩が創設以数規模も

大きししたがって出数規模の大きい杭では飼料{ノ1:1(11積も大きくなる iば1f(íJ

を示し(第 5 表， tn 6 iO, lljj数拡大が[11)1場 l乙見合ってなされていることをぷ

している。
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第 5 表 乳牛飼主主規模(成牛換算)と経営耕地規模

1ft\司\益側品続、1完i伽\h 
101 201 301 401 501 601 701 801 

200a 300α 400α 500a 600α 700a 800α 1500α 

10頭以下 6 3 9 

11-15 3 6 1 1 11 

16-20 3 6 5 3 17 

21-25 2 3 1 l 7 

26-30 3 2 2 1 

31-50 2 4 5 2 2 1 2 18 

51以上 1 1 2 

12 22 15 13 3 2 3 2 72 

第 6 表 乳牛飼養規模と飼料作延作付面積

主よ竺
100α 101 301 501 701 901 1101 

以下 300 500 700 900 1100 以 k

10頭以下 2 7 9 

11-15 8 3 11 

16-20 9 6 1 1 17 

21-25 1 3 3 7 

26-30 5 2 8 

31-50 4 8 4 1 18 

51以上 2 2 

2 26 21 14 5 3 1 72 

第 7 表機械化による飼料作労働の省力化

権l'lE 都起 施肥 l!i上 サイ
年次 作 物 名 揺積 追肥 ガj取 運搬 術 考

庇散布 整地 指様 鎖ぽ ロ U本1L3 

昭和 イタ?アノライグラス 10a 3.10 0.36 0.42 0.40 8.30 6.20 3.30 ZI.28 背負草地，耕うん機，トレーラ

43 ソ ル コ ーか 7.10 5.30 4.36 0.40 盟臼 6.36 立問 由。f 手科，耕う λ機

トウモロコシ " 7.10 5.30 4.36 0.40 :1;.10 8.0 盟問 トレーラ

イタザアンライグラス " 1.25 0.23 1.10 0.10 2.30 4.40 4.20 2.10 16.28 トラウター， 7 ォレ戸口ハー

48 ソ Jレ コ ーか 4.20 1.50 1.20 0.30 1.15 9.20 6.45 2.25 21.45 ペスター

トウモロコシ " 4.20 1.50 1.20 0.30 0.40 9.32 6.30 2.10 :1;.50 フォレ}ジワゴン

乙のような飼養頭数に見合った銅料作面積の拡大を可能にしたもう I つの

条件は，前述の飼料生産組合の機械化 l乙負うところが大きい。組合のトラク
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糸酪式緩地型共同牛舎

( 2 丙問刊明j共畑七桐同 即刷附附1ド同二渇叩6
育i成戊昨壬牛lド二の運動場， 飼料専用 i
1(ljjが 1;]-1惜している。 ノ

ター，ハーベスター，モーアなどの刊ち処!り和Jfj，サイレージ，乾の集EJI

内共同作業によって生佳作は 1Í111二し， 10 白河り冬{ノfイタリアンで4 ， 000kg ，Jt1

作のソルゴー，ヒエなどでは 2 [rq メ1]， 15 ， 000kgの状穫がある。しかもその tj1.

位当り投ド労働11寺!日]は，機械化によって著しく省力化している(第 F}..:fJ 。

(2) 糸酪式日菱地牛舎の開発普及による釜力化

この地域の夏季尚仇，1I!陀I^f-は 1Î'Î命的とされ， Jt1 JUJ?J5、手L~ll:φの低下，熱射病の{)f:

発，秋季休)J減j誌による受IJfl附などを生じ経?:?の阿川政:内となっていた。

昭和39年糸防で1ま九大jti守=i'ilSの洲本 IF幹教授，問 r学部野村教J受，九州民試

の石:Jf:家長を1=1:1 )心として i陵地牛舎研究会を組織し， !1f{持ナ熱述、断，舎内換気，

通路拡張，飼養~~I; Jfllの省力化 l乙効来的な!境地 II;I~!ド舎として i 糸栴ょにi暖地牛舎」

を完成した。乙れ以後規模拡大のための午合はすべて乙の設;ìIにより現有26

棟が完成している。

その特徴は次のようなI1こ会の構造と万向Ul58 表)，パーンクリーナーによる

焚尿処理の大柄な'fì力化(筑 9 表)にある(写点上)。

第 8 表 持熱対策からみた Ll-.舎構造 (1日式との対比)

n: 糸陥式陵地!I 舎には運動場を併設し夏季夜間放牧， 'l"-t 1，'，HmI乙 I1 ~1樹を ffl'l え防治効果をあげている。
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給飼i鼠 ßtの向さ

午床治iより 10cmr:j 

tH末 i而より 30~50cmr\~:j

注:糸&~式媛地!fぬ舎は ilíí万給飼通路及び中央通路 rlJを!五くし大型!トラクターの通行ができ，内への尚側か

らの進入と附11が河能。従って飼料給与が'作易である。

ζ の糸酪式暖地牛舎の議及により，高組|原詩や受11台率が改高二され，夏李手L

j立の増加と安定，乳質の向とがあって収益を著しく向|二させた(第 31刈)。

またノてーンクリーナーと
メl'会構造による月 lJiJlHß乳;ifの比較 (11日 fn47 ， 48"1:皮)

% 

120 

第 3 図
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fこ省力管1引が可能になった。

このような畜舎fl~~式の改善が糸陥管内の酪出終日'の改芳三の第 2 の物的基盤

し給与が可能になり

であったといえる。

組合員別繁殖カードの活用による診療のシステム化(3) 

時i農経の安定のためには乳牛群の受給率90%以上の維持と定着化をはか

ることが重盟な要因であることはいうまでもない。

乙の観点から糸酪では，昭和38年から{い|休繁9U'î記録を主とした牛名板を普

及し， RR和42年からはさらに繁殖状況記録表(黒板15頭分記入)に切りかえ
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雪山育成牧場

(パハク lこは u酬が)
ある。牧1ゆðlfI l 主主13.9h日。

ていたが{肉体J肥料の資料としてはイぺづ?であった。そこでl別手1146{rから車Ilfì

は日Ij繁刑カード守備えつけ開H，受)jfì状況， I不浮L lîtなどを一日瞭然lこ;担保で

きるカードシステム巻原IIJ し，それを取Iiに刺 t^^l と人[:1受tN r: I!iとのÆ舵，ま

た人 L授引í 長と， ì多段誌との縦のパイプ役として大いにI刊行している。こ

のことによって，組合はの人r:授精， ，診療業lζ士、Jする協力休ililJが椛「人され，

fキ終日の乳'1二の受)j台本の 1(1] J'" 疾病の防止に大きく役。ーっている。

ζ のようなシステムの{能。ーはl可住民税'F~'!ζ対しで迅速，的@f なlJ)Jパ対策を I'J

能にした。そのMMミ，分娩 II'\JI泌は平均13 ， 5 カ月，受)j台本は90% 内 lζ 'i;:定し，

的J1~t&~の指導 'J(業 l乙対する和i介はの 1， ;;111 と!あ)j;をいっそう強化することにな

った。このカードシステムの探川が糸内再発展のzn 3 の盟問である。

(4) 育成牧場の造成による優良後継牛の確保

?有'内の乳{子11'，は従来，長 lilt，j ß，U誌や熊本県天 i~lfなど lIA外へのJユ託によって

育成してう|ぐたが ， *'U.庁出度成長の路神でこれが次第にl村難となった。しかし

氷山内X J.:.!J: l出市であるためr'I家 I守成には問題が多く，しかも i別手1140{f代からの

多出化 l乙対応するためには育成と搾乳の分自mによる符)j化は絶体的な条件と

なった。そこでII{i杭144"j:以来 3 カ所 64haの育成牧場が造成され現{í では域内

で必盟な育成メドのほぼ100% のち1:!新耐光が IIJ能となった。

え牧場の概盟は次の通りである(iXí10去) (写].'(1'.)。

ハ
U



第10表育成牧場ω概要

開設 組合 牧場
入牧実頭数

収干:予
牧場i;

年次
事業主体

員数 前i積
放牧WJII'd

能力
45年 46 47 48 

名 ha l珵i iiJj 頭 史i 4 月 1-.1U iﾎJ1 
7!? 山 44年 農事組合法

13.9 23 25 28 34 11月 k旬 35 

人前原町酪 57 

野日 45 農振興組合 19.8 55 56 60 IPl J:. 60 

周年放牧

泊山 45 福岡市ì[l][LJ 19 30. 1 13 34 48 1 部期開 75 

乳牛育成総合 (45) (26) (67) (100) 放牧

注: ① 泊lli育成牧場の収符能力は周年放牧の場合で75鎖。

② ( )内数字は福岡市野自民協の分を含む。

(5) 新しい酪農の担い手づくり

40年の伝統を持つ糸島酪農の将来性は 2 代目 3 代目の後継者が次々と育

ち，現在経常主の26% が25才以下.の若い|世代で占められ，半数が35才以下で

占められていることによって示される。

単 l乙若いだけではなく伝統(若さ，研究心，労働手段の戸度化 l乙裏付けら

れた協同精神)と合理的精神をもっ高度な経営と技術を身につけた新しい担

い手作りが糸酪の発展のための第 5 の要因となっている。

昭和30年に発足した糸描研究会に，昭和38年には青年部が結成され， 48名

の部員l乙婦人部を含めて経常と生活の合理化のため研究組織が重層的l乙構成

されている。

研究の主なる課題は

1) 大型機械による集団的自給飼料生産の休系化

2) 乾草，エンシレージを含めた貯蔵飼料の確保万法と IVlft互評会

3) 焚ぽのこと地還元

4) 青白申告協議会の月例研究(集計)会
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5) 財人お1\ を rjl心とする制議官}rn労働と !Ic 7fT;の綿布!

6) 酪Ji~-r!j:{r研究発表会への参加l

などである。

終常主の年令別構成は釘11去の通りである。

第11表 持品位終rf_~t主の年令別情成

海外研修 l乙行ったものはアメリカ 5 ?;，デンマーク l 名，ニュージランド

1 名古 l' 7 :g (乙述し海外の新しい隣住技術を蹴倒的に吸収し，相Ti.の研究会で

これぞ普及させ:全体的なレベル向上Jζ役史っている。

(6) 集送乳の合理化と乳質改善

従来組合はは搾乳後 11'( ちにドロップクーラー集乳所l乙般入していたが，焼

模拡大lこともないこれが|必要mになり，昭和46iド共陀ノてルククーラー投詑と共に

l乙トップクーラ-l'éf説法し，れ1搾乳jj'(後予冷したものを 13カ所の集乳所

へ運びバルククーラーに投入している。 47{1三 l 乙1f，!ì)人でもパイプラインとバルクク

ーラーを [1'1結し ， fIM':!:::的な搾乳管1fl1と省)J化をはざすものが現われ，輸送illrH

の運搬と洗浄の労働を解消し，とくに婦人労鋤を軽減しており，*栴的大型

~J.見続の IJ合観j を示している。

乳業工場への輸送は，県酪述タンクローリ -1れにより，午前Iごい 5 集乳所，

午後 7 集乳所分を集め，雪印福|時r:場へ近i送，所要11寺聞は集乳 lζ211寺 11\]，運

送に50分を袈している。従来22カ所にあった集乳所を12カ所 l乙統合，バルク

クーラー冷却，タンクローリー輸送ならびに衛生的取扱技術の向 i二によって

乳質は蒋しく改善されただけでなく椛釘運賃はkg対り 15銭科安くなった。

牛舎内の環境保全，疾病予防，乳質改善のため47年からはパコマ取による

消7与を支fmlji.{立の消毒淡により月 21iï1 (夏)以!二を胞し，扶:11注防 [1: ，乳1'1

改舟;にみるべき効果をあげている。ブワード法による和IHネi検資 l乙よれば， 44 
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雷山市乳モデル団地牛舎内部

(前四組くとり粕飼料)
をトレーラーから凶接投与す i
る 075舎の通風，採光もよい。/

年頃平均1 ， 000万台であったものが現布では年間各月300万台以下，年平均で

は159.8万になっている。

(7) 乳牛鍋養管理の省力化，合理化

1) 糸島式斎舎の採用により夏季のおー熱の著しい緩和，前万通路の拡張に

よる大刷機械による事II飼料の搬入と給与のワンタッチ化による行力(ワj:

真上)。

2) パーンクワーナー設置により糞尿処跨lは著しく省力化し，斉舎の環境を

良好にした。

3) 畜舎に付属する述動場の設 [rl~l~ により立不 5 -10月の日夜間の迎動放牧

が可能となった。

4) 牛乳処理と搬出もトップクーラーとバルククーラーの利用により，急速

冷却が可能になると共にタンクローワ一読乳による乳質改者がみられた。

乳牛の飼主主管l~l労勘を昭和1431，1'と紹介f とを比較すると(抗12表) 1 F=J河り

第12表乳牛管理労働の合理化

飼{主 作業閉1111 汚り労働時|日1 (時分) 通常労 11遜分 労働時 !Jx'j: 1 

飼料 飼料 f1!乳 l~L 子人 数料 政it 働時11:1 娩臨時 11:1"1'11lJ 備 -!� 
次 規模 z続FIl 給 Ij 処FI! 連敗 れ 韓首 1:人 い牧 "111:W 作業 介，:1 主1 、守り

昨{ !点'1 …列つなぎメ;

党問\).， 1 人の

43 15.2 0.40 lω 2 ∞ 0.30 1. 00 l ∞ 0.30 6.40 2433.2 15.0 2448.2 161 通路f*い

対抗式スタンチ

ョン・パーンクリ

48 30.0 lω 0.30 4.00 1. 00 0.20 1.20 0.20 8.30 3102.6 60.0 3162.6 126 ーナー
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労働H年 li 'd lまlÍti数 ityi力 11によってれi I'-WIJJII したが成ノ1: 1 IJ 、1/1 りでは 161 1l'fl t'd から 1

26時間lこ減少した。

(8) 糸酪活動の成果と酪農経営所得の向上

糸島地酪の組織的;円動を要約すると，

1) 組織出動として

①f111tZ 読の強化一指導先日投Wtによる i診療，人1:1受手L，年 rl別繁刑カー

ド，て)j)þ'ji$など

②lJ:lm組織の育成-fMWI:陀Ml介， Jtliﾜ'I:ﾐ ， rli乳供給モデル卜1"11自，

IN，牧助，作品H刊食店主[[合など

( 11[ L 、子づくりと新技術の開発， 21:及-1野1123研究会，長 îJ I'f"f ifll ，婦人部，

l'j.(0; f/ 111;-lZh ，:~会，糸附式陸上山ノ 1--合，J!f結タワーサイロなど

④f村長助成.cJ~;誌の ì;run による 1 ，1î]定装備の正:j度化など， λUiIi，販売， 'Uir; 

にいたるまで‘の約前な組織店勤がなされ，大 1'~Vk川fifiI2の展lJiJ (ζ 

1Y:\'よっている。

2) I~I 内発[内出動

飼料lt政組合，Jt liﾍJ [1:-合， rh乳供給モデ、ルト11地，戊牧場などの協業休

および研究集トJlは夫々のクホループでの斜計合FH化，規棋111、大過1" 11 で、必盟

となり，内発的， 1' 1 主的 lこ組織化されたものであって，組合による 1:か

らの判l しつけでできたものではない。そのため集 1:11の組織出動の内科は

それぞれの条件に適合した多慌のI1ちをとっている。

糸fiiIíはこれらの組織的動寄与 H機的に結びつけ，総介化しながら組織I円

動 l乙反映させ，より山'jJ立なものへ議導する役;liIlを 1"1 1. ってきたといえる。

以一i 宇の努力のおIi栄，乳午前長行部〔はずiT減ったにもかかわらず，乳ノ1-

日Ii数，生搾乳 id:の大中Mな DFi力11 と， fìí. fú: 吋り労働時!日jが者しく減少するな

ど，収益的なぞklllfiilíJ~~粁?:f の)必 IJHIこ導いた。

糸N'M円弱jのあIH1~右指標的 l乙ぶせ IJ ::r113去の主11 しである。

乳牛飼設数別店業所得ぞノjミゼーば::r114去のように20075-300万が28)1

(39%) , 30075-400万が19)î (26%) ， 400万以1:が10(î (14%) , 200 
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第13表糸島地酪活動指標

年度 館養 飼養 l 戸当 年関 生乳
1 P 当り

(昭和) 頭数 戸数 飼養NJj数 集乳量 販売高
生乳糸醗
販売額貯金高 借入金

40年 575頭 990 5.8頭 1, 742 t 68， 269千円 689千円 74千円 169千円

42 819 98 8.4 2, 040 98, 667 1, 006 226 352 

44 1, 171 100 11.7 3, 025 153, 272 1, 532 497 653 

46 1, 347 85 15.8 3, 927 217 , 501 2, 500 607 728 

48 1, 735 73 23.8 5, 291 361 , 621 4, 953 1, 196 912 

指数 302% 74% 410% 304% 530% 719% 
今一一し一一~

48{l�J!' 
rl: : 指数=一一ナでァ X100

40勾一度

第14表乳牛飼養規模別農業所得

乳\化斗規没業模所\得¥¥ 
100乃 101 201 301 401 501 601 701 

以下 200 300 400 500 600 700 以 k

10頭以下 1 7 1 9 

11 - 15 4 6 1 11 

16 - 20 2 11 4 17 

21 - 25 2 5 7 

26 - 30 1 4 3 8 

31 - 50 l 7 5 1 3 I 18 

51 以上 1 1 2 

1 14 28 19 4 3 2 1 72 

第15表乳牛飼養規模別酪農所得割合

ι議町T % 

20 - 40 40 - 60 60 - 80 80 以上

10頭以ド 5 3 1 9 

11 - 15 1 3 7 11 

16 - 20 1 7 8 1 17 

21 - 25 2 4 1 7 

26 - 30 l 4 3 8 

31 - 50 1 3 14 18 

51 以上 2 2 

7 17 27 21 72 
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であって平均的には300万一350万円の所得水準と万以下は15)í (21 %) 

みられる。農業所得 l乙占める断出所仰の'，I;IJ合は(第15表) 60%以 I二が48

を l!cjめ平均では71% が庁内住所得からなっている。j~í (67%) 

塁審糸島酪農協の組織と事業

糸島酪民地は組合tJ.72名，役HIOtí，職n8 名(うち献医師 2 tí ，人 1:授

(立~41火1)。その組織i刈は次のようであるMn匀i 2 名)によって構成され，

拙
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牧
場

r
l
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市
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Z
I
J
t
M
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少
も
丸
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山
牧
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パ
ヲ
名
)

、
8

巴
ノ
:
、

〈
げ
名
d

(
印
名
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回
国
々
出
校
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制
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ハ
四
名
)

第 4 呂

illtitiE1 

組合のが業としては指導事業，信HJ 業，購買事業，販売が業を行ってい

1)指導事業については既に述べたように①獣医師 2 名(診療取 2 討)に

よる迅速的確な治療や予防，②人工授粕日I/i 2 名(授:fì'Hlrli川市制 2 台)によ

るカードシステムによる J受精その他の指導，③乳質改善が業，④牛ît:f.改良

る。

検定事業，⑤経診断事業，⑥i守色申告指導などじr;発な店勤がみられる。

2川訂 fj Uî業では附民 l乙必盟な資金lζ限定して取扱い，制度資金の積倒的
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第16表昭和48年12月末貸出状況

極 類 {Lj二 数 貸付残尚 訴古 考
貯金:H l 保貸付 65 10 ， 171 ， 269円

乳牛導入育成貸付 68 8, 262 , 667 糸酪資金による貸付

民業後継者拡大貸付 2 4 , 750 , 000 

|制叩則農業近代化貸付 54 14, 700 , 000 

音院経常拡大貸付 26 28 , 718 , 461 
ick I 215 66 , 602 , 397 

総 il-L 3 資 双ノ\五 34 (26F�) 207 , 340 , 000 総イペi作1!!資!'(金1をは・泊fI1Mjiiz扱いのい ものや""む。

店、用，湾j112経常の近代化，合理化に努力している。

①48"1:末の貸出状況は第四表のように2億7 ， 000万円である。しかしこれ

らの貸付にあたっては経営診断による綿密な償還計闘が立てられており，

乳代の大きさとの関連からみても焦っきの恐れはないと思われる。

3)購質事業では，飼料，種子，機械を系統組織である県酪連から仕入，

販売しているが，組合の利用率は100% である。47年度の取扱い実績は1. 2

億に達している。

4)販売事業としては管内に集乳所の生乳の県酷経1'1 1叛売とその乳代の取

扱いがあるが， 47年度の販売乳冠は459万トン，乳代は2.6掠 lこ迷している。

このほか， rlj乳販売が金額で約2.6千万円あり，組合財政 lどが与させる

i沫で取扱われている。

関糸島酪農の特色

糸島酪肢は?f~ t乙福!i{dJ果酪の先導的役;iiリを来してきた。地附設立以来，幾多

の困難に迎過しながら今日の発援を見たのは，社会経済情勢の変化 l乙別応し

た組織の控備と適切な組合の誘導によるもので，組合と組合良の信頼関係も

長い歴史と経験によって陪われたものといえる。その特徴的問動としては，

(1) 組織の整備と機能分担協力

組合には管理事業部と指導部とがあり，指導部の下部組織として飼料生産

組合 8 ， LJ-.酔検定組合 5 ，白 Iれ竹協議会があり，ほかに支部12，糸酪研究
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会， <<i\ JlU%l人 (~a)，育成牧場l乙関係する縮技振興会 2 があり，組合と事Il劦-tlの

縦横の述舵組織が街地 lこ協力して効!.lH:，あげている。その 11' でとくに，

①飼料生花*11 íi-による I由民別大別機械平IJJ日組織は， tM料栽Ufう1]鋤のヂ'ìJJ化

によって， #~ti'Wri駁が拡大され， (1 鈴自制~lの{確保 l乙大きく見献している。

② 3 育成牧場による優良後継午の育成は必裂後継!I-. の60% の丙!J\Gを{軒以し，

なお40% のfl.!ìl人背 JJえについて独 \1:の育成午合と ilifVJJ:t)j投 rÎ'ï:'こより jm進し守

成労働の:&ìJJ と 100%近い後継午 i守成 lこ成功している。

(2) 社会経済情勢に即応した適切な指導

糸陥は11日:f1128{r，他にさきがけて糸白地郎副l i'1 の~J ç:;長や附砕を実施してき

た。その主なものとしては，

①H日和3111:の 1- (l J:陥民10カ年計 IIIJjJ による飼主主標準投〉じ時出簿記のjf{，

進，手UI二椛j斉検ft:など終日'能))の特発 lζ努)J した。これがその後の税引安定

と規模拡大に大きな役;r;IJ をした。

(f!{-{;fI139{1: ，こ斯界の権威有を 111心として充足した 1I陵地午合研究会J は，

相手r143{fの[糸flíX;:-U!f地 !I二合 J (300ff);J~jVl)の完成につながり，そのおう月l，ノ i 二

休 l乙対して持熱からの符枠ぞ少なくし，汁if干1"\' II!!作業の行))化を IIJ能 lこし，

組合此の多011飼育への辺を好iいた。

(f1{{:frJ46"1.: ，こ'J!:.fj(話した 1-*Il 劦-H JJIj紫刑カード J H式は受!治不のみでなく，

年WiJ の分娩ネ，分娩!日j舗などを合めた繁男r[成績を lijJ らかにし， fllil人以J*)el~1;の

実態担保を特易lζ し，改者指導の迅速かつ的{総な実施 lζ役、'/:った。また z診療

関係との連携も .h~~ì ~紫栴になり，繁前r)ì~討をはじめ t請疾病の早期治療に役1'1:

った。

以 1--のような組織と指導が今日全組合 t 1の技術と粁11+tの lú]. l". r乙大きく氏献

していると結I治することができる。

関今後の発展方向

(1) ふん尿処理問題

現有までのところ乳!I ‘のふんJ;K IJJJ: lllj は飼料力11 ， ;1<川等へのi芸品によって II\J
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第 5 国 主主|、JI的奴合経常iili けい模式!ヌ!

L 一一 一一一 一一一 一一 L
E是繁聞の労務提供

一一一一一白血」

きゅう肥

柑党副 pt 柏

〆ト

J邑を生じていないが，今後いっそうの多以北でi'l己完結的処理が凶器tになる

と !ιわれるが，現状では既 l乙fì'S 5 [S<] ，乙示すような陥出家と出!芸民家，兼業民

家の稲誌との交換利HJ で処IIJ!されているが，これからはもっと広域の集 I;J[的

院合経営述けい的にふん以処理対策，市舎の集部外移転，商産開地の造成な

どの環場終備が必~と考えられるが，これについては，すでに|市乳供給モ

デ、ル団地育成事業」でふん尿の完全処聞がされることになっており，あるい

は49年度から前原IIlJ ，ζ発足する「畜政経常環境整備事業J による集落整備計

画が樹立されているほか，断次各酪農家の集落外移転が進みつつある。

(2) 飼料基盤の整備と飼料貯蔵施設

糸献では刑設以来粗飼料生陀の努力がつみmねられ飼料の円給率は他の地

域より、(乳飼比40%台)が，飼主主規模拡大の速度が111 められる傾[(1]から

みれば，飼料作物栽埼lliî穣のの拡大が必要となる。糸島地方の/]<[Ejはま

だ、1/..lWlEI状態のものが多くあり， /]<1[1基盤強備の促進が必要であろう。その

ほか水 III の一括借!日， 1[1林転!日による積地造成が必~と考えられる。一万銅

料作物 lírî積を増加させても It5'蹴施設が不足では飼料の年/!，'d平衡給与の達成が

p
h
v
 



できない。 やいこの点では，糸rQX式ともいうべき frJJIラ述続サイロがあり， ノミ、

後 .Ii''t の上円 l没が!日J1与される。

また .JJ で・は波多n削 H'tli''íてまIlfìの場合のようにより行))(1せなスピードド

ライヤ一手IJ)[]の乾中c !tì' I能JJ j:'C も料It:\' の行)] fìJlr1化 lこ布りするであろう。 Mff

1'0由の造成については， 'd~111 地 MHAJj守 h日i場終備 IJL;佐を不IJIIJ して 742加の 1主総

整備と船出来11合民所千7地の主主 I;Jl化が計されているほか，柘181出|メーでは13ha

の山林の:昨日出造成事業が内定し，前原地 rx:は30加の 1I村f林払 げが見込まれ

ている。

(3) 酪農家の休暇問題

rli住民家は，，[:r 1'1!!~休が'li~;1f~化されてきたが，休日12は家出，川市へのìf\Ul 、と働

く者への!日jll の山刀法;!となる。休 111誌がなければ後継;仔の縦保もなつかしくな

る。 この}\~、{については， あTl I乳供給モデ、ルトJHl!Jの 5 r iの糾l介 (1， JUIiJ'I:合

るいは飼料生Jn~創 l{T L:l.1'ill�: h'\J でのへルパー{村liIJが航。ーされつつあり， 今後い

っそうの発股がWJ1与されている。

むすび

糸，If~1山 jン ~XJ~~は①協IriH，!Hill を副長すること，②I地白l!J )J のん悩対主益主 lにζ1明1\λ(}\リ"人f点，1，リ、

と，③市陀収説は :義的とすることとし，料fr~全体の強化をはかることを

モットーに発出し，地道 な経?:?発民の辺をたどってきた。 しかし途

11" で幾多の!村主ff:l乙 11\ 会い，fI{何n30{1:{ ~ (ζ250(î(こも した|時 Ji~(Î 数も乳flHiの

!氏洛，飼料flIIiの内総などにより多くの者は波*化， その他!会iぷ乙転進，脱

帯していったが，初心を忘れず L地拡大(J!持入，借地) ，地))の ríリ 1: により

飼料~t践に見合った着実な頭数拡大をはかつてきたものは，附12組合の技術

指導，組織化，出家 (I{;}.:の椛'汚名ーとしての努力，技術の修仰とあいまってこ

れらのl泌難をみごとに突破し，今日 lごポった。今日:代 11 ，三代Ilのずrl 、終

科者集HI は， 7}l 、の組織的協刀，経常技術の相互切さたくまにより今後一関

の発民を窓|河している。

経済ti!jgうしの変化 l乙即応する組織の幣備と， '也切な誘導をはかつてきた組合
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の指導力，統合力と，組合員の相互信頼関係に培かわれて発展してきた糸島

酪践の経験は単l乙「糸酪成暖地牛舎Jの普及性lζ止まらず，水間 ~=ìゴ。(本とする

わが雨農業の一般的条件からしても水田酪115の発展万式として一般的諮及ドl'

をもつものとして高く評価されよう。

。
凸



伝統生かし新しい酪農業発展へ

糸島地方酪農業協同組合

(代表者三苫秀登)

私i主の内自民協は ， HiW{，j iIJ の pLj f'î[1 を

合む l 川î 3 IIUーにまたがる {}JIIIJJ1~ 協で，

1If1%11 8 "f14刊の出家が千j市出品1l1tを
結成して以来42年の陀史をj":]ってい

ます。現:{L 陥出家72pi ，乳ノ 10 1, 922 

\ÎJi , 11ニi'h り 26. 7ITJl 委設'tl援する;J<[F1

l鳴農地市であります。

戦前の副業何日民投!牝戦後の惚合

NIí出版IJU閣を経て， 11併[130年代後さド

からの，①錦料生産組合て‘の機械化
による n給飼料の集|、J[裁Jff。②市政

環境の改設とう3働ftlm't'I:i!'lJJ:.のため
の糸陥式|陵地のIJ日発と将及。③

組合民ýJIJ繁司I'tカードによる診療のシ

ステム化。@育成牧場をr!:1心とした
優良後継ノドの育成。⑤i'l+l:i'i[I ， ~i';人

1ì'[1 争中心とする新しい船出のfiJい T

づくり。⑥ノてルククーラ-~争中心と

する集送乳合JIH化および午舎消)iμ乙

よる乳政改普等々の組織出動 lこより，

大病水IT[船出としての)6艇に一定の

成果をあげつつありますが，私なり

に考えますと，次の 3 点 l乙集約でき

るのではないでしょうか。

第 l は，内給料lti~料の{刺広という

階段経常合fiH化のnJU!せをつねに迫之jと

し続けて iぐたこと Ilj[Ilfl ・以WJの

沢悦

第 2 1ま，ヂキ問の集トJ] を飢餓して;jぐ

たが，ょた々のり~[，J[ は，続'F\' 発展のifM

f'í1で、内発的 lこ組織されたもので， 22

1おが['.から形式的にM しつけたもの

でないこと。 従って，店、述の組合の

w卜J[は内特がIllii--的でなく，多段化

している処lζ特徴がある I'l¥'rn 

の r?:5lif( 

ZD 3 は，糸I~i\式陵地 '1二舎や組合n

別繁9ìI'[カードの開発 l乙川られるよう

に，その地域の(j然的・社会経済的

'Î行条件 lこ適応した独自の技術を (ift(な
して米たこと一一一例泣1:夫の ifî:視

店、Jíの光 -l，ll は，例外:JYJから f協刊

柏村lí をh以後すること Ji乳搾りは L作

りから」をモットーに，才fJいリーダ

ーを小心に， J共th什…i作i

ツ夕一のj共七 [1同1刈d手利|リl口川!バ川|リj など， 今日でいう

協業化ぞ Htìffi して米ました。これが，

私述内自民協の伝統でもあったわけで

す。

店、i主は，今[11]の栄ある受賞を機に

さらに nll1lh'Kll新 J ，伝統の rfi;みとれ

い組合伐を 11 1心とする組織日動の)J

lこより，隙f及協とお['A+l とが開く車内

びあって， ;J<[[j fìillJ~~一一一水[nJ~~;長発

展の先駆27ーとして， Y.! I 乙M'進を続け

て参る JYr{Ý:で、あります。
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一一一一一一一一一一日本農林漁業振興会長賞受賞一一一一一

出品財牧 野

受賞者惣辺牧野
(代表者 Ijl 村

(吉森県!禾n lJ l ï!i[[j12'(存 H/J今 6 - 1-1不I Hf I 市役所内)

|禾IJllliliの総\'.地jùî積は， 31 ， 834加でありそのJ'.地手Ij汗j の現況は，耕作地

29.9% ，林野率60.8% を占め，林野而積のうち探食放牧 l乙利m している l iI i積

は2 ， 0倒的であり，管外利用分(惣辺地医384ha， l~f撫士山15<:305加，凹代地区1 ， 67

6ha) 守合めると 4 ， 449加を利用している orlJの民業振興は「米，高時，野菜

の特陀化j を主主として総合的な施策をたて， 12業生誌を関っている。蔀院部

門では，牧野などの低位利用地の京地改良，}民業施設の近代化等制ヲミl り，乳

第 1 函受'{t':f-号の所千1:地

120 -

HJ牛， 肉)fYj二などの多耳目化が

進められている。

民業生産の動/1'1]を民業粧U::

能額でみると，昭和47年は7 ，

884万円で昭和40{l:に比べて

l. 7 惜の伸びを示している。

部門別では朝刊重苦1)内はおよそ

l. 4倍の伸び率である。昭和48

年度の苗能生産額は，昭和40

年 l乙比較すると 6.2%の伸び

率で顕著であり，そのなかで

も，とくに肉用牛が 8. 7 倍と



惣辺牧野

のメンバー

なっており， T谷川γj'.Im制 lこ Ilj める ;ii司令は 11計約 140+j'の 18.7%から II{係1148WO)25

.1% と l;1j くなっている。…|荊 1IIIIIiは，か，fi をて~:'r;r ，こヰ，HJ しているので， Jj!( 

牧業の強化lこより ， fi，~:i;t:J~M~の拡大を iヌi りながら ， fj!(牧を 11 1心とした 11 ~戸主

体HJIJ と肥訂正|二を {)(:{J させた地域内の…民体系のHf;進を|刈ろうとしている。繁

航終日については，此牧利JlJ 吾川ノド lこ木作R とがi合した 11q:史的政fT粁 (20jJj

自社主的出家のfJ'IJJZ と，ーサ史館長出家についても fi， û益労働1f(の過 Ahlil:など出

倒的経を.ìfßめている。

ブ11地 fJにおける従米の繁刑料?:?は， 1'1 然牧野金利Jl J してのP: 111政牧といっ

た版めて料!放な形態であった。しかし，必近ではrJi内の放牧地 81、JJ地のうち

6 HI休日70hα) を改良牧野とし，このうち 3 卜紅白 ( 343ha) が dj/F~'牧野で，

市内政牧jJj数の52% にあたる 1 ， 500 を収作している。惣ill牧野を{7;めた di

れ牧野の iiliれはトflll 11 IIîの内川午振興 I'JE'{Jな j'):'， I;IJ 岳民している。

機受賞者の略歴

この牧町は 1III Tlî1Jjの附45km， f~Ji {:i580-650m にいたる ill 日 (:iì1; lI1l W;

にあり，詰と強J;!î.\の 'ìi';W/l山W;I こ{心':íi"i: し， {付l'、νiドえιj矢気i印ìl払!;i

は 1 ， 126mmでで、，担担~I;トrt!矧{別丹出加11山l九町'dが 1孔l月 UUJ: り 5 J月] ド何f リ lに乙わおラよ び， 的J1;が 5miこ述す

るなど牧可〔の生下了条{'I:としては不良であり，放牧JtJJ II'd も 5 刈 Hリより 11 1

fリまで 150 H 前後と;j;1日:甘されている。 L壌はtJ~fJ'i火山氏トで， j'J'J:は lhj'. ，

1'.カ'I Ocm;f'fU立しかなく， PH は5.5，燐般吸収係数は 1 ， 800-2 ， 200 という火

IIWI: I'.壊の特性をノメしている。
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放牧j或景(日本鋭角碕)

関受賞者の経営概要

惣辺牧野の管理体制は場長以下 5 名の場員で連常している。この 5 名で16

3 加の草地の肥培管理と 600 頭あまりの預託牛の管理を行なっており，かな

りの省力化がはかられている。牧場の収入としては預託料，乾草と廃用牛の

販売代が主なものである。預託料は 4 段階に分け， 6 カ月令未満は無料， 6 カ

月 ~12 カ月令が50 円， 12 カ月一 18カ月令が70円， 18カ月令以上が90河であり，

l 日当たりの料金はかなり安い。また， 1j吃草は 1 kg~ t.こり 25円で62， 180kg を

販売し，サイレージは 1 kg 当たり 7 円で 5 万kg を販売している。収入合計で

は770万8 ， 090円の収入をあげている。支出は草地問肥料の360万円などが

なものであり，支出合計は 692751 ， 847円，差ヨ!き 78万6 ， 243 円の黒字を出し

ている。公益事業としての公共営であるので，なおさら黒字であることの意

義は強概されるであろう。惣辺牧野の粁~J[~j;収支の概略は第 1 表の通りである。

関受賞財の特住

1.草地管理

(1)この牧野は，火山灰 i二壊で、あるため，燐酸吸収係数が l、こと，また山

岳地帯のため積雪が多く，牧草の生育に大きな障害を与えている。なお，交

通事情が非常に悪く，早春の追肥がとくに遅れがちであることから目標収量

を 6 ， 000kg/10a 以ヒとし，次の点を考慮して施肥を行なっている。
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第 1 表惣辺牧野の杭'F~'収支の概1111\

1.収入

収入12<:分

放牧料

金制

5, 206 , 59op] 

， iυ~~ 

R メ込 íii託料11 

6 カ月末ir日j 。 11] 26 , 5720J1 

6 ヵ月 -12カ月 50 8;152 407 , 600 

12 カ月 -18カ月 70 14 , 863 1, 040 , 410 

18カ月以 k 90 41 , 762 3, 758, 580 

刀1 、1 91 , 349 5 ， 206 ， 590r~ 

72. 18tj阪売(乾)?しサイレージ !Ui売)

2. 支出

そ

94, 550 

686 , 600 

133 , 000 

172, 000 

285, 000 

34, 500 

509 , 280 

iili 627 ， 而
6, 921 , 847FIJ 

トラクター，揚/1<出燃料1 ft

?究明!機U:Hft去IJ1~

作lIf1 fl脱出修絡的

家形作業H2~分

薬剤'1 ft トーワイン，諸経問

機械施設償却抗

牧訓IIJ等資材

の

1 )積が手!"lí\' Iζ多いため，融公が遅れるので，前年 l乙牧野 l乙 ~wJえぞ準備し，

早森l乙消野剤として利JlJ し 1 週間ほど融空?を早めている。 2)肥料代が牧場

経?:?に占める知合が非常に大きい乙と，また:lfU路!巴の有効利JjlJという観点か
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乾草調製

(放牧即備牧~:)
より乾市剥製する

ら子J機質のおIì給を数年前から行なっている。 3)近隣の牧野からグラステタニ

ー(マグネシウム欠乏肱)の発生が槻刊されているので1".入!肥料， n カ

ル，てんろFî灰~TI~の施肥を行なうとともに，カリの脳川-討を低くよqJ えた 04)

燐轍欠乏トー壊で、あるため，燐般質肥料の民!日 IJr乙í[î;点をおいている。 5:早イ手の

施肥fI寺WJがJl:rlれがちであるので，伊半手 l乙利 IIJする牧 1)<:は，特lζ秋肥の脳JlJr乙

をおいている。さらに1目上手付会珂HJi í，むとして午:jf乙 tEJJJ{ をH1 1何していること

は，放牧地における牧市の生時は，季節をとわず、11'均した収;止を".げること

がí[î;:廷である。

そのため 1 )平訴に向山化成肥料ぞ多 -:.Ik ~こ hlli川することは，イJ食i品繁地が多

くなるので， 行1ギ手の bllilJ巴は， *奔眼目出平:f と杉並日巴不H乙iTI}\~，、(をおいて J包 IIJ した。

2)グラステタニーの目的と良質牧 11F

第 2 表 I!市1147年秋肥の概目的

施肥時期J I 肥 料名% 点以 パμ 上G I hα 、 1/1 り施肥 :1:; ~4α、川l 成ソ分E比
N I P IK 

47.10.31 草1 地化成
A S U 486 ~; 

400 56 

4 () 0 

200 

1, 0 0 0 I 2 2 1  

I 78 I 141176 
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第 3 表 /I{i手IItl8{ ド脳IJBの倒的

h
川
代

h
山
平

。
ル
サ
ハ

肥料名 I ha 、WiMihf l 成分比

ノ!二翌日数料)

7 J] 1311 乾燥党 2, 000 
一~..一、ん

J;j¥ .~~ 200 

9 FJ 7 11 I 乾燥前党 1, 000 

しろ i J災 1, 500 

/"�' l:iF.�ih{i 400 

をつとめて行なった。 11日平!日 7{1:の秋IJ巴ならびに48{1:の施肥の概IIt告は cr~ 2 点お

よびcr)~ 3 支の通りである。

2. 放牧管理

これまでの牧場料日 i'J1ll じて，大 lí凶而íl“11 も限1の牧IX:メベ.:rはま f山!日出iU;j牧 i什1 数がLμ〈くなるため 1 1 ) 

4牧女 I>{穴の i出(1似líh杭if占11iが!μILλし、 lほ王どU，、<]!防!Jの h'出'IU邸4羽鞘i日i がl長之くなり，牧市のロスが多く，利!日本が

;rlH い。 2lìJ， 1}牧 11 数がu:いほど牧 i引の jlJ 'i: i' 1111 刀した。 3lìm牧 11 数がu:くなる

ほどn食 \1 i~が減少し ， !!f牧ノ 1'.の栄位状態がイ~f.Lであったなど lild~ill}，r、(iJ~mj尚さ

れたので，この牧場では叶初から<Íト Il iJì的に163hα ぞ 28牧 IX:に [X:lrlIÎ し， ー牧|メ入I~

.I'-:)5.8hαとし，集約的な 1 FI輪換的牧を行なっている。

lIi将11 48'rf!立は 5 月 1911 ，こ政牧を IJiJ始し， IJνI'.A ，日， cm と fflJ見'ntlの 4

n'flこ分けて放牧し，降がIltかったので10)]1 711 ，こ終牧した。故牧 11 数は15

211 であり，牧|ズの平IJJIJI"I数は5261111で，その延長 11 数は608 H であった。

、干|ドえ勺j均り

なつ fたニ。 I放i氏〈牧i位!正Ed虫到J兵{数 lはま 9幻1 ， 3ω49ωy以Hで c D1換4魚引?今β6ω0 ， 3泣29\1必T札し それ{にこ位爪， サイレー

ジのC Di免t~r した 5 ， 278 C D 会加えると 65 ， 607C D となる。 1 hα 、I~Y:J CD は

1172 C D であった。 11\ ， '11'，牧 IX:は位 11;( サイレージぷ!製寄与行なった IY~I係もあり，
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1 加当fこり CD は1 ， 165C D となった。

第 4表惣辺牧野の牧養力の推移

放牧利用 1 B 当り 初当り 1 一牧区平均 一日当り平
年度 延放牧突頭数

日放牧頭数 滞在日数
初当 CD

均用体釜
l詰 ゴ吋y 

草地jíìi積 放牧頭数

45年度 釘ha 31 ， 626頭 205頭 3.1頭 3.2 日 332.0CO 347g 
成t卜

46年度 103 58,573 380 3.7 1.9 358.8 629 =748.78 

47年度 106 日， 585 412 3.9 1.3 419.5 672 
首成'1:
=785. 18 

48{l'I主 138 91 ,349 600 4.4 1.1 472.3 756 子牛 =810.68

惣辺牧野の牧養力の推移は第 4 表 l乙示した通りであるが， 1 白輪換牧放をし

ない他の牧野と比較して牧養力が25%以上高くなっており，その効果が大き

かった。また 1 日増体最についても約 2 倍の765kgで、あった。以土のことから

1)大牧区による放牧よりも，小牧区 1 日輪換放牧はロスが少なく，土地生産

力を高めた。 2)1 臼輪換放牧することにより，若い牧草を採食できるので，

採食量が増加し 1 日当たり増休量を高くする乙とができた。 3) 1 B輪換放

牧を行なう乙とによって，疾病牛の早期発見ができ，放牧牛への看視がいき

とど、い fこ。

第 5 表採草・放牧完売JIJI1r'U也の生政量

メ目立文月日 hα当り収量 草 丈 cm マメ科率 利用方法

6 月 7 日
オーチヤード 61. 4 

16.0% 36, 520 kg 
シロクローノ〈ー 23.2 

w耳切!Jj放1](牧…)汚名

オーチヤード 67.6 
7 月 6 日 19, 300 2.6 採草利用

シロクローノてー 20.6 

オーチヤード 72.2 
8 月 13 日 12, 200 2.8 ノノ

シロクローノfー 19.8 

9 月 4 日
オーチヤード 48. 2 

放牧利用11 , 200 1.6 
シロクローパー 17.5 

オーチヤード 46. 6 
10月 29 日 16, 000 0.4 ノノ

シロクローノてー 15.0 

JじEh1 95 , 220 
平均オーチヤード59.2

平均 4. 7 
シロクローノ〈ー 19.2 
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3. 草地の収量

牧野内の採草，放牧兼Jlj地における ~t:f~nl誌は出 5 去の通りである。管内の

牧lTf.収最が， 36 ， 000均/haであるのに対して 2. 6 倍の収泣をあげている。

翻受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

1 ，牧場が市庁舎のある市街から 45km も離れた山地にあるため，盟!施設，

連絡施設には不便が多い。しかし，管IH!者と干打帝産課の問は fl家発むによる

1!!~線泡話が設iiせされており，毎日 Jt時lζ述絡がとられ，事故の未然防止や述

?ヰの合開化 l乙役立てている。

2 ，時期:牛は10磁を繋養し，まきq牛二;乃ら

i説i項民的lに乙対して 5印0-7叩@耳頭1五i を f授受F精/古j士丸対1すI象とするのを摂襟!準lに乙， i1tíÊの多い群には 1 カ月交

替で雄を入れかえる。毎年 7 月に…斉に妊娠鑑定を行ない，米妊娠牛 l乙は補

充の陣雄牛によって賠付を行ない，繁殖率は94% まです 11:. げられている。

第 6表符IfIl手?の!ミi ぶ慨IIIX

H寺 II¥J 作業内特 J尚 i}l! 

5 : 30-7 : 00 牧医巡1 11 1 牧移動，発'tWI二尚三忍， r:t数fJí'ri;認，位以状態

7 : 00-8 : 00 4 食 ，\!，IiJ1i気象観 ìWJ
8 : 00-日: 30 牧民;~jl lJ 牧jIdilげl都じ知くず移日動，発'hIj !1二焔:認， L:!数Ji'íÍi.1忍， 長t政状態
11 : 30-12 : 00 業務椴fli 話により -rl1許課へ\~Q{Lî

12: 00-13 : 00 食

13: 00-16 : 00 1IfBIl作業 給/]<.W1iW:r.1l，消 jit，疾病牛治療，
牧J6布fJ|ljj-補修h復， 乾1位W~: 剥以製状 , 施IJ~

16: 00-17: 00 牧[)G~11 1j "1二 認， 態調めいは数{前;必

17 : 00-17: 30 業務如何 1J!1~線t目前によりT!T街路諜へ搬fH

17: 30-18: 30 タ 食

3 ，管11T!者の日諜は第 6 表 l乙示した通りであり，乙まめに柏;1fjJにあたって

いる。技術的にすぐれた管理者ぞれi たことも特徴の一つにあげられるであろ

つ。

4 ，草地の管11 11は，造成前l乙察本ー効果の展示l闘をまずっくり，述irTな施IJ巴

ぞ検討し造成後は各牧民の季節の状泣寄与担保し，放牧のj詰ur北につとめて
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鑓を利用して牧区移動を行なう

いる。早春の融雪を早める工夫や，早期l乙利Jrjを予定する牧lXはとくに秋施

肥l乙重点をおいている。早春のスプリングフラッシュ対策としては， :{~食繁

過を生じやすいI印度化成肥料をおさえ，燐酸質肥料と有機質肥料に前点をお

いている。 l 番車や余じよう取は採取兼用地の生産とあわせて乾草やサイレ

ージを調製し，繁殖センターや農家に販売して連'討を助長している。長疋問

題となっているグラステタニ一対策としては硝離化抑制肥料を使用し，また

詮カルやてんろ石灰を施用じ予防l乙役立たせている。また地力の維持と燐酸

欠乏土壌を fìHなうため，燐駿費肥料l乙車:点をおくとともに有機質肥料も有効

に利用している。

5. 牧草の利用率を向上し，ロスを少なくするため 1 日輪換放牧を行な

っている。 1 日輪換放牧は省力的な管理の iflîからいえば労力を多く裂するが，

この牧場では 2 人で 5 ~10分で牛群の牧区移動ができる。このやり万は，飲

水場を中心l乙 2 牧区以上の出入口をつけ，百:をあけておけばn然に移動する

万法をとっている。また，牛の条件反射を利用して，牛群をよび集めるため

踏をならし，あるいはボーダーコリ犬による追い集めを行なっている。なお，

看視者は，しょう油かすを携行し， lWiづっ与えながら牛の国体観察を行な

い，異常牛を発見すれば布告かくを行なう。補かくは牧区が広いため，独 I':H乙

考案した補かく網を使用する。牧区内での保定は飲水場内に設けた三角:f4"あ

るいは独自の考案による移動式の保定枠を利川している。

6. 飲71<場には，水槽の周聞に深さ 10cm程度の薬浴槽をつけ，肢1m閣らん
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などの事故発生を二分のー制度 l乙減少させている。

7. 外部布役虫に対しては薬浴槽をつくって!~iX r徐につとめ，さらに牧民内

に野市士山を取り入れ適'íと1:利Jljさせるなど牛の管到!には符力化とあわせて*111心

の白、がはらわれている。

乙の牧場は， rlJの内問牛振興の施策と飼養民家の経IP~'i.éJt tfJ とが常者した

位づけで効果をもたらしている l:\~で、そのúIIiúf(は大きい。イ1地条件の惑い環

境にありながら，融引を早めようとする努力や，その述?:;'においての:(ìJJ化

や京地肥前官聞における T!ff究と効率的利川をはかる年々の改諜努力の結果が，

育成成績の向上.と注予?の安定化をもたらし，乳牛牧場以との 11完結ぞおさめて

いる。 ζ のことは肉日円二 lζ対するず5宅地造成による集約放牧jJ式に!切るい一つ

のfl'jJi!';を与えたものとして向く評ú1fi してよいと考えられる。とくにわが国の

ような狭い悶上における草地は，その利}fJを集約化し，効率化する乙とが必

~であれ倒人，公共の別なく，このjJ式は一つのあり万について実証寄与

えたものと言っても過ではない。
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小牧区制で牧養力高める

惣辺牧野

(代表者中村亨三)

出 115 は!被古íJ全国的 lこも有名なj品産

地であったが，現在は県内ーの肉!j ♂

地，:g;で約 3 ， 600 頭が飼養されている。

また， ;J< IJI地，!告でもあるので，水間

との惚合終'].?!; が主で，繁殖を主体と

した夏I[j 冬氾館主主Jj式である。

以前は I~l 然牧野利川のため，放牧

頭数に限界があり出家の鏑主主別捜拡

大が附告!f;であったので，過去の飼養

頭数は 800 - 1, 000 \fßを悦移してい

たが，今[rlj受賞の惣iIl牧野を含めて

三[-JJj:自の市党牧野開設して以来，こ

の 5 年IllJiこ 3.5 {l''iにも熔力11 している。

これらに対応するためには放牧地

の拡張と， t�3. {{[IÜÎ積~りの牧養力の

向ヒを|ヌl ることが大きな諜題となっ

た。このため放牧万法を改め，小牧

区制 lこ改善し，集約的な一日輪換放

牧を実施した結果，牧養力は42% も

高まり，発育成結も良好な結果が1f~

られた。しかし，一日輪換は多くの

労力を援する難点があったので，再

三にわたり官官日作業改苦+の現場検討

会を行ない，ベニの条件反射の利HJ，
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ボーダーコリー犬での迫込み，牧i又w

1こ給水場ぞ設け給水H寺を利)りした牧

区移動の万法などにより，省力化が

凶られるようになった。また，当放

牧地は [-fnIEl IJI系 l乙佼 íi~f し，積常が

多く，副!常がilJiれるので煉J;友を利!lJ

し，入牧を一週間早めた。終?江;I(!îで、

は，支出で特l乙ウェイ卜を占めてい

る肥料~Uの節約を図るため，有機11

1巴料の散(!îや，スプリングフラッシ

ュにより生ずる余剰市を乾京やサイ

レージ l乙 I調製し，議PZL12家 l乙還元し

fこ。

このような経営改善ができた乙と

も現場における検討会の開催， 1[引用

fLt当者と宥視員の25;ぶ疎通がiヌ!られ

たこと。また，若令宥視はの確保が

できたことが大きなまl![)(iと j品われる。

今後は放牧期間の悠長を削るため，

L!li Lrを改良することや，党尿還元を

本絡化し金肥の節約制羽る。また，

冬期間の帝Il飼料確保のため採lt{)制行

地をii5成する計!隔て、ある。



二二二二二日本農林漁業振興会長繋受賞一一 一

出品財肉牛経営

受賞 鮫 勉

(鹿児島県尚於郡末次IßJiilw i1Jj5582) 

藤議盤機審の略歴一一一細作地帯の繁殖肉用牛経営

(1)末吉町地域の概況

鮫島氏の肉用牛繁殖経営は，鹿児島県大隅半島の東北端，宮崎県との出j党，

末吉町l乙所在する。町の地形は東関に長く，東部は 11j 店地帯，中部は平1Il.地

第 1 I到受賞者の所布地 帯lζ医分される。総面積は12 ， 946hα，様

は最高 5 25m ，最低 1 5 5 m ，平均

1 7 7 m ，年平均気蹴 1 5. 7
0

C である。
V川
崎
山 降水量は年間iζ2 ， 6 6 8mmで， 5 - 7 月

l乙年間の 46.3% と集中的lζ多く，

が黒位火山灰の特殊士壊のため災害を受

けやすい。

¥ I 交通条件としては，国道は 2 つの主要
幹線と県道 7 賂線があり，いつれも国鉄，

私営パスが運行されている。鉄道は日豊

本線西都城駅から分岐した志布志線が地

域のりこ1央部を横断し，交通網は整備され

ている。
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末吉町の耕地面積は， 3, 7 2 2 加であり，水田は1 ， 152hα( 3 1 %)あ

り，焔 2 ， 3 8 6hαは台地を中心にしてひろがり，甘薯，麦，煙車，野菜，飼

料作物が栽培されている。その他，桑や茶などの間関地や車地など 1 8 4 加

があわゆるやかな起伏をもった地帯である。町内農家 1 戸当りの耕地規模

は 8 2α と小さく， 1 hα以下の農家が 67. 6 %をしめている。専業農家は 3

1. 3% であるが，一方，第 2 臨兼業農家も 3 1. 7 %となっている。

地域営農類耳目では，全地域 l乙肉用牛が餌養されており，水田との接合経営，

関芸・養蚕との複合経営，裏山利用問など，それぞれ立地条件の特性をいか

して肉用牛飼養が行なわれている。養豚・酪農はごくわずかである。農産物

の売上順位としては肉用牛子とり生産，米煙車，肥育牛となっている。

町内の肉用牛飼養頭数は，約 7 ， 20 0 頭で最近，規模拡大が伸展し，鹿児

島県における肉用牛生産の中核となっている。しかし肉用牛の飼養頭数規模

は 1~2EJi農家が 6 9 %を占めている。末古町は年間 4 ， 40 0 頭の子牛が生

産され，一部町内保留を除き，県内外各地の生産肥育地問;へ出高されている。

(2) 鮫島氏の略歴

鮫島氏は昭和 3 8 年 l乙内用牛 1 頭と耕地 6 0α をもらって分家し， 1 0 年

後に借金と借地によって耕地を5. 61ω( うち借入地3. 6 hα) に拡大し，繁殖

牛 3 1 頭にまで拡大化して，子牛の生産・販売と水稲作を組合せた複合経営

をしている。

耕地面積に恵まれない府東の既存農村において，借地農業によって延 6 5 

1 a の飼料作生産を行ない、とくに成牛は全部基礎飼料である錆料作物によ

って鋸育している。そして過去 4 年間の子牛生産率は 1 00% という優秀な

成績をしめしている。土地条件 l乙恵まれない地域における繁殖牛多頭飼養の

経営方式を確立したことは，日本の肉用牛生産経営 l乙大きな希望を与える乙

とになり，その成果は極めて大なるものである。

現在の役職の主なものは，上高松畜産グループ会長，たけやま系統牛組合

副会長，米吉酉部地区公民館理事，末吉農協畜産協力員，末吉町共済組合評

価班長，黒農林青少年経営指導拠点農場主， PTA役員等であり，地域にお
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ける畜産・農業の指導的役割を果している。

関受歯者の経営概況

乙の経営の年次加経営概況は第 1 表のようである。 4 9 年現主主，水間 3 0 

第 1 表鮫鳥氏の農業概況変選 0α ，畑 30 7α で総経営

47年

水田[伺積 2 7 0 a 

対1I 2 7 2α 

繁嫡守二 1 7 頭

育成ペニ 4lîJ~ 

子牛生産数 1 6 頭

481:ド

2 5 0 a 

2 2 

49iド

300α 

307α 

2 3 l精i 

8l珵i 

1 6 

函槙は 6 0 7 a であり，う

ち水田 1 4 5 a ， 畑 202

α は借地である。成牛 2 3 

頭，育成牛 8 頭の管理労働

を経営主と妻の 2 人で行な
正1・生産額 3， 279，倒)円 4 ， 398 ， 000内

っている。
米生産額 1 ， 620 ， 000円

2 人 1 日当り平均飼養管理労

働時間は延 8 時間，年間農

業従事H寺院の約 65% をおめでいる。田植， l[文穫時の農繁期lζ延 5 0 名程度

の雇用労働を使用している。

施設，機械器具の保有状況をみると第 2 表の如く，成牛(繁殖めす牛)は

第2 表 !tt!i設・機械器具の所有‘状況

降: 労{ 取得年月 取得倒額 I;!;JJWI::�!lf"J 
保j

利1fJ'!司令

施
高 会仁コ= 42年 5 月 350 ， 000内 100% 木造瓦ド 2 階

ノ， 構築 44. 6 400 , 000 〆" " 5ド燦
か改築 45. 5 110, 000 ノノ ノ/ 下11 2 階

倉 44. 6 300, 000 5.0 

ヨ11f又し サ イ ロ 44. 9 100 , 000 100 135cmX240cm 5 革命

電 牧 43. 5 28, 000 "〆 運動場lfJ
耕 荘、 機 44. 10 325 , 000 70 

メ日 機 44. 6 85 , 000 100 
機 " 47. 10 45 , 000 〆/

経貨物自動車必 43. 5 370 , 000 60 
や出 カッター 44. 6 54 , 000 100 

〆r 47. 8 32, 000 " 
{t~~ モーター 43. 7 15, 000 〆〆

回 在自 機 42. 5 160, 000 。

7ζ1 、 ノ f インダー 45. 6 164, 000 。

乾 機 43. 8 60, 000 。

脱穀機 48. 7 000 
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パドックから住宅，畜舎を望む

パドックでの銅育状況 育成牛舎の内部
(牛の状態によるパドックの註分け)

木造瓦葺 8 0 .8m の畜舎に収容し， 1 0α の運動場も附設しである。乙の畜

舎の中には産室および母付子牛別飼飼養室も設けてある。子牛は 4 カ月で離

乳し，餌料給与の関係もあって，月令別 l乙木造瓦葺 4 1. 2mの中 2 階の畜舎

に群飼して運動場3α を附設しである。畜舎の 2 階にはワラと乾草を収納す

るようにしである。

育成牛については，木造瓦葺 39. 6 m の畜舎に運動場を設け，自由に運動，

日光浴ができるようにしてあり，飼養方式はすべて群鏑方式で省力化してい

る。

その他の機械・施設として円形サイロ 5 基，耕うん機，草刈機，カッター，

貨物自動車，田植機，パインダー，脱穀機等がある。

成時牛 1 頭当り固定資産投下額は 1 2 1, 2 7 2 円であり，集約的飼育にか

かわらず機械・施設への過剰投資がさげられている。すなわち町の機械セン

ターを活用して農機具への過剰投資をおさえ，かっ群飼方式によって畜舎施
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設への投資を最小限にとどめている。

震霊長鶴財の特色一一憾先的土地投資と飼料基盤の確立

1. 借金による土地購入と情地の檎極化一一経営の発展推移

鮫島氏は昭和 2 8 年，中学校を卒業すると同時に鹿児島県経営伝習農場に

おいて 2 カ年間研修を受け，その後両親のもとで農業に従事していたが 3

7 年 1 2 月結婚， 3 8 年，肉用牛 1 頭，耕地 6 0α を相続して分家した。

独立した時点では，零細規模であったため農業生産額 1 0 万円足らずであ

り，生活資金をうるために 3 8 年 1 月から 4 3 年 2 月まで関西方面へ出稼に

でた。 4 3 年は跡内の謁店lζ鵠時謹として勤務しつつ農業を続けた。

昭和 3 9 年 4 月以降の土地取得状況をみると第 3 表の如くである。

3 9 -4 3 年 lζ水田 50a ，'l{1! 25 α を 108 万円(内借金 9 8 万円)に

て購入した。 4 4 年lζ南九州畑作営農改善資金 275 万円を借入れ，繁殖用

子牛の導入，高舎の増改築などに活用し，多頭化l乙踏み切った。

しかし繁殖éþ・-経営では子牛を導入して 2 年余にならないと子牛が生産でき

ない。その間，子牛販売収入がないため，農協営農口座の未払金は雪夕、、ルマ

式lζ増え，借入金利息は納付期銀がくるなど苦労が続いた。

そ乙で昭和 4 4 年から 4 5 年にかけて近くの出稼農家などの水田 1 8 2α ， 

矧 3 8 a を借地し， 4 6 年から稲作販売収入も加わり，また子牛も JI国調 l乙生

産，販指できるようになった。 4 6 -4 7 年には1m 8.5α を借地した(水田

の小作料は 1 0α 当りもみ 6 俵，畑は 5 ， 0 0 0 - 8, 0 0 0 円であった)。

さらに毎年，水田の袈小作40- 5 0α と畑の裏小作 5 0α を行ない，飼

料作物のみによる飼料給与体系による繁殖肉用牛経営方式を確立した。以上

のように，この経営の特色の第 1 は，出稼ぎ当時から投資の最優先に土地購

入を考え，借金をしながら土地問積の拡大をはかつてきた(第 4 表，第 5 表，

第 6 表)。

q
t
υ
 



第3 表年次日Ij土地取得状況(鹿児島県末古町鮫鳥 勉氏)

土 地 品1 入 j出

民i 積 I告白 購入価格 資 金 |伝積 地目 小作 *'1 契約年 1M

昭和37年 15 a 水田 円
ノノ 38 a 月!I

" 7 a 宅地

39年 4 月 23 a 水!日 230 , 000 営~t農I自資金
41年 2 月 9a 水 111 160 , 000 

取自得己資資金金41年 11月 8a 水 111 100 , 000 

42年12月 10 a 水rTl 300 , 000 維持資金
43flニ 5 月 25 a 知i 290 , 000 営農資金
44年 10 a 水間 もみ 6* 4 fl'史新

ノr 10 a 水~II 間 7 ， 000円 ノf

45年 66 a もみ 8 依 " 

" 64α 水 111 玄米 3 袋 " 

" 10 日 向fI 5, 000 " 
ノr 42 a 水田 。

" 

" 18 a 白11 6, 000 " 
46年 2 月 15 a 水田 550 , 000 土地

" 8 月 18 a 水間 700 , 000 取得資金

ノ/ 20α ~I1 6, 000 " 
ノノ 23 a 月11 7, 000 〆F

47t!: 3 月 lIa ~II 自己資金
トー一一

300 , 000 

" 25 日 月11 8, 000 " 

" 17α 対fI 6, 000 " 
48年 6 月 3.5 日 水田 110 , 000 自己資金

ノノ 8a 山林 350 , 000 " 

49年 4 月 10 a 山林 " 

" 10 a 対日 " 
49年 40 a 水田[朝日山 実小作

ノノ 55 a 畑 尉緋?ル0∞府0円 ノ，

~， O 

第 4 表末六alrにおける地価の動向
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第 5 表小作料の動向

水間(10α)

刺(10α)

第 8 表 肉用牛 1 玄i'九り飼育労働時間

飼料の調現給与 5 5.6 
運動手入 1 4.3 
数料の搬出入等 7.2 
顔付分挽 2.3 
検後 l箔佼等 2.8 
せ り 市他 4.9 

言十 8 7.1 

第 2 tζ，乙の地域においても昭和 4 4 年以降，土地の所有権問題， lt!J{dlî の

上昇，または資金不足等によって土地取得が|羽難で、あることから，借地で耕

地の拡大をはかつてきた。その際に，経営が留意してきたことは，絶えず

住居に近いと ζ ろの他の人の耕作状況に討:意し，適当な休別地がある場合，

その地主巻探し，借地の相談をして耕地をT@保している。そして小作料は地

域の平均より高くするとか誠実な態度で接してきた。

また近年においてはとくに米の生産調整.で休主n した水田を借地して稲わら

を確保するとともに，裏作l乙は組飼料を生産し， fI給飼料の確保 l乙努めた。

2. 土づくりと飼料作物の確保

(1)鍋料の鵠遼

第 2 の特徴は，事rr規購入の土地および借地の「こトーづくり J のために，農業

改良普及所，農協の指導を積概的 l乙受けるなど，他人の閣を有効に併用した。

そして多量の哨厩杷を土地 l乙投入し，科学的な土地づくりを進めて，飼料基

盤を整備してきた(第 7 表)。

第 7 表 10α 九り飼料作/1'(接担()肥料開子代)
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しかしながら鮫島氏の経営における自作地を含めた耕地の分散状況は第 2

留の如くである。水田が住居より東北方向lζ6 0 0 m 離れたと乙ろに 1 [現地，

耕地の分散状況第2 図西北，罰南方向にそれぞれ 1 km離れた

ところに各 l 団地，計 3 団地ある。畑

はf主窟から東方l乙 3 0 0 m のと乙ろに

l 団地，北西方向 6 0 0 m のと ζ ろに

1 岡地，畜舎周辺l乙 l 団地，計 3 団地

水
田
内

となっている。すべてトラクターが通

行可能な農道が整備されており，作業

能率を高めているといえよう。
第 3 図作付体系

イタリアン

4 • 5 

米

畑

3 

エン変

2 

イタワアン

1 12 8 

トウモロコシ i ソルゴー
イタリアン i ネ ピ ア
エンノf ク !トウモロコシ

粗飼料の作付体系は第 3 図のとおりであり

7 

250α の水田は冬作イタリ

エン麦，夏ソルゴー，イタリアン，

とうもろ乙し，冬作イタリアン，エン麦となっている。

山灰土で生産力が抵いため，経営主は「牛づくりは草っくりに始まれ草づ

くりは土づくりに始まる」という理念のもとに糞尿(堆きゅう肥)は土地還

乙の地域の L蟻は火

アン・ライグラス，畑は春とうもろ乙し，

元し，地力の増進をはかっている。

また，南九チ1'1 は多雨のため，イタリアンの乾草づくりに苦労しているが，

町の農業機械化センターを有効に利用して，乾草づくりの作業能率を高めて

し、る。

0
0
 

(2)飼料給与体系一一飼料作物のみによる給与体系

年間の粗飼料の給与体系は第 4 留のようになっている。

第4 罰年開粗飼料の給与体系



イタリアン播穫後の沈庄作業 49.9 月上旬まきのイタリアンライグラス

1 日の給与回数は 2 間であり，成牛は濃厚飼料は与えず，粗鋼料のみで飼

養し 1 日当りの組鏑料調達設はいなわらを含め成牛 l 頭当り(子牛分も含

む) 6 6 kg位である。育成牛は運動場で自由に運動，日光浴をさせるととも

に，乾草など相館料を十分飽食させ，繁猫基礎牛として長く飼養できるよう

に配慮している。育成牛には 1 臼 1.5- 2 kgの濃厚餌料ぞ給与している。

子牛については，商品性を高めるため別館いを行ない，給与体系は農協の

給与基準によって生後 2 0 日頃から 3 カ月令までモーレットを給与し，乙の

聞に育成用銅料 l乙切かえ以後出荷まで体重の 1 -1 .5% を基準に給与してい

る。

以上のように乙の経営では，濃厚飼料への依存をきわめて{尽くめており，濃

厚館料 1 日当り 1.5kgを給与している事例にくらべると 1 頭当り約 22 ， 0 0 

0 円程度の飼料費が節減でき，経営全体でみると約 4 8 万円の経費の節減で

あり，飼養頭数甥じ模が大きくなるにつれてコストダウンの効巣も大きい(第

8 表)。

第 8 表館料養分の需給状況

A D M D C P 

購入濃厚飼料 22 , 296kg 3, 608kg 15, 294kg 

長i 給車f:l飼料 86 , 513 4, 466 45 , 166 

11'1 給 ヰ三 80% 55% 75% 

合計給与飼料 108, 809 8, 074 60, 460 

必 要 'J主 85 , 890 3, 880 40 , 130 
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ハ…ベスタによる刈取中の鮫島さん

3. 生産率 1 00%の繁殖成鱗

飼養牛は，ほぼ優良牛がそろっている。登録点数をみると， 2 2 頭のうち

7 7 点台 1 0 頭， 7 8 点台 9 頭であり，全体の 86% は{憂良牛といえる。乙

の経営においては繁殖素牛は，系統的にすぐれたものを導入するほか，自家

産の優良子牛も努めて保留し，繁殖基礎牛の整備に努力している。

繁殖成績は過去 4 年間 (45~48 年)における平均分娩間隔は 1 1. 7 4 

カ月で殆んどの牛が連産しており，まれにみる好成績といえる(第 9 表)。

飼養規模を拡大しでも常に 1 00%の生産率を確保できている背景には，

群鯖方式でありながら牛個体ごとの観察を毎臼「きめ細かく j 行なっており，

乙の点について経営主は「発情の徴候は牛の個性でかなりの差があり，牛個

体ごとの特徴を知りつくさなければ一人前の繁殖経営者にはなれないJ と

っている。さらに運動・日光浴が自由にできるような運動場を附設しており，

体型，資質の優良な牛を系統繁殖している乙と等があげられる。

子牛の発育はめすの場合は出荷日令 261 臼，体重 2 4 5 kgで、日令体重は

o .95 8 kg，おすの去勢子牛の場合は出荷日令 249 日，体重 2 7 5 kg で、臼

令体重 1.104kg となっている。

子牛は町内で開設される子牛セリ市で販売しているが，価格は住吉市場の

平均師格に比較してめすの場合は 1 0 7 %，おすの去勢牛では 1 1 0 %とな

っており，常 lζ市場平均よりも高く販売している(第10表)。

乙のように高く販売される要因として，第 1 ，乙繁殖牛が系統的にも能力の

高いものを揃えていること，第 2 ，ζ商品性を高めるため濃厚飼料の別飼い，
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乾草などの給与による発育促進と自由な運動・日光俗による丈夫な子メ1-.1ζ育

てている乙となどがあげられる。

第 9 表繁 5V( I点結

な銭と点数!刊J1 H 。1 次 42 {j 43 {j 44 {j 45 lj 46 {j' 47 {j 48 lj 49 {ド 日 lj

1 A t:j等 40. 1.29 8時 2JJ~ 4 月早 5 J]手 711 ~ 6JJ~ 8 11 ~ 811 干 7 fj ~ 

日 211 ， ,:'Hi 42. 2.28 b 6 11 ~ 611 干 9JJ~ 811t 8M  5JIW~1') 

3A , tiI点 48. 8.10 l ! 

家 .1 A, 品一:1, 43. 4. 3 5 611~ 6JJt 6 J]干 611 ~ ! 811t 

5A , ffi& 47. 6.10 
' 

6A , fi'成 48. 8.10 

5内 7 B fHITI 40. 8.31 8 1111 干 1011 ~ 9J] t 71Jt 8M  611t 611 ~ 611 与

II~笠 8 B, 77.80 46. 8.12 
' 7J]t 6 J]干

9 76.70 38. 3. 9 10 911 t 81H 7J] t 10J]干 811 手 311 干 611 ~ 8 IJ t 
10 76.50 41. 5.30 511 干 4IJ 干 311t 511 手 511 t 5 JI t 811 干

鱗 i1i 2 
I:' ，'j等 39. 8.18 111 早 611 平 7JJ 平 911 t 10Jl平 8 JJ t 211 (百:係) 1 JI t 

77.70 41. 2. 1 5 5!1t 5 )IS 511t 611 干 611~ 

13 76.60 42.10.20 3)] 干 311 干 611 干 411 t 511 t 
14 78.30 43.11.23 1211 干 1211 干 IIIJ 手 1011 早 50lj1 JJ Yiﾋ 
15 77.50 43.11.24 5 1211 t 121H lIIJt 10)1 t 9 J]干

16 77.00 4.¥. 9.16 9 !1平 811~ 71H 7 1J平

17 ょ':j ':ìj 44.11.28 3 10)1 手 911t 711 干 50111 I1 Yiﾋ 
18 77.90 45.4.19 2 311 干 I!I tl211 t 501j2!1 Y定

人
19 77.30 45. 4.27 5!1 t 4 月干 31H 

20 78.10 46. 1. 8 12!1 t 12!1 t 
21 78.90 46. 3. 5 111 t1211 t 
22 78.90 46. 3.10 l Jl死詑1IJ1手

23B 71. 70 46. 6.18 2 7 月 t 811 t 
24 78.80 46.7.15 7 月 t 6 f1干

25 78.40 46. 8. 2 1)1 t 
お 78.30 47. 4.12 9 Jj t 
幻 行成 48. 6.10 3的， 0∞1[1

28 育成 48. 4. 3 306,000 

29 育成 48. 4.28 320,000 

30 育成 48. 6.10 220,000 

31 育成 48. 7.31 320,000 

32 行成 48. 8.11 370,000 

~ 2 1゚ 5 事1 3 宮! 9 g゚ 70゚ 

t 2 鋭 。 3 5 10 13 

5 6 10 13 16 22 16 
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第10表子長t・販売却数と iil!î 1'i'í

め す ♀ お す 合

せり T打年月上! {木 J!t {IH� 体 mゐ icj". イIlI i

481ド 5 月 2 5 5 kg 238 ， 000円 2 9 4 kg 290 ， 0001っ

270 282 , 000 

481 ド 7 月 214 273 , 000 282 348, 000 

481r 9 月 2 4 0 335 , 000 

11月 270 396 , 000 

49ir 1 月 263 508 , 000 I 295 356 , 000 

280 320, 000 

304 322 , 000 

295 327 , 000 

491[: 3 月 1 9 1 231 , 000 258 232, 000 

225 235 , 000 277 248 , 000 

234 377 , 000 229 252 , 000 

230 400, 000 

228 400, 000 

49if 7 月 265 502 , 000 302 233 , 000 

49 1fT二 9 月 226 280, 000 220 320 , 000 

241 241 , 000 

メ1…ミ1、三~l. 3 ， 726 ， 000円 4 ， 221 ， 000円

sy. .r.三j 1 236kgl 338, 700 I 2 7 0 301 , 500 

しかし，鹿児島県におけ

る子牛僻格(去勢牛)は第

5 B誌のとおり変動が大きい。

とくに 4 8 年 1 0 月前後は

4 3 -4 5 万円の高値から，

1 2 月には 3 0 万円前後に

下落した。そこで，価格変

動に対応できる経常の確立

を目指すために，経営主は

第 5 図 fノ !".{ill i;f'Xの変j援拠
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1 I乙，農協が 4 6 乙開始した肉牛の集問委託!J巴育事業と契約し，おす

は委託)j巴する。第 2 I乙子守二を販売する時点、で二(éf二fiHî格 l乙スライドして

íT な側栴であるかどうかを判断し，とくに低い場合は部記の委託肥育をす

る。Bì'} 3 I乙子牛{rllî~慌が急落した場合}芯いきった繁照午の改良更新を行なう。

41乙子午佃i車内の安定基金の保却価格も 4 9 年には 2 0 万円近くなるので，

さらに生産授の節減をはかり，規模拡大をして対応するとしている。

受歯者の経営経済性と今後の発展方向

1. 費用水準と収益性

第 1 1 表は，附和 4 8 年度の実績にもとづくこの経の収支計算譜:である。

第11 表肉バj!:j":部門の収支 (Hf348. 1. 1 ~ 12. 31) 

tiま絞 11M 'I� 'i~ 
ノk 辺光熱 1'1
I,n H *'1 
修キ;rf '1'1 
小山 H 1'11 11 , 300 
?宇陀険1'1' n 
b見守償却J 1~ 

3, 795 
10 , 089 

1, 20:i 
:i13 

10.4 

1.2 
0.;) 

1.2 

21. 4 

1.0 

88, 400 

5, 700 

3, 045 
4, 018 

259 

の
ノu
n
L

内
δ

3

4

0

 401 , 660 

1, 768, 682 

!貯の五
IU ('j: 1 虫、 "1 たりの '1'1111 tì :l:について，⑦購入飼料'，'1 は IH í;;j した了 Fド 16 i1到の、ji.bJ

t:{7り'Xíi とした。 CDHfJ 料，終的1会i'ì'n ， l.以ノ日代[主 11\ 仰し f二子 'j0!ì数で除した。。そ
の日1lの 1'mJ は IJQ' j'.22必で除して、ji.tjj{(jをそれぞれ t~:')どし，参汚までに紙数をす~:fl\ した
ものである。
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乙れからみると，繁頗牛成時(舟:牛) 1 lftJ当り年間飼宵費IfJ は 80 ， 3 9 4 円，

販売子牛 1 illl~1 りにみた年間飼育費用 96 ， 5 5 0 円となっている。さらに，

支払利子，地代等の間接費用を除いて物的費用 lζ限ってみると繁舶成町門」ー l

ITß当り 62 ， 1 3 7 河，販売子牛 1 BJlJi/1 7 6, 6 5 7 円である。全体をi麗して特

徴的なことは，一般的水準 l乙比較して摂月j水準が低いこと，なかでも，購入

飼料費が少なく， 1"'1 紛飼料生産翌月1 をも合めた飼料費もまた割安となってい

る。

前述の費用計算と同じ期間における ζ の経'討の子午販売頭数は 1 6 lîßであ

り，総額 4 ， 398 ， 0 0 0 円で 1 虫i"'F-t:Jでは 274 ， 875 河である。これは，

末 Iif市場のSfi.JS:J{I!lî栴 l乙比較してめすの場合 7 %~j，雄，去勢牛で 1 0 %割高

になっている。 ζ の乙とは，一応集約的飼養の結果とみてよいのではなかろ

うか。

以上の ζ とから， ζ の終?ミ?における子牛 HIJi平均の所得1íJl ~tnれすると 1

78 ， 325 円となり，繁殖雌牛 1 lîJl当りでは 119 ， 515 円となる。かりに

支払利子，地代をないものとして販売価額から物的質問(この場合販売経費，

共済掛金を合む)を罪ヲ|し、て労賃，手1Fí-，地代相当部分として所得額をみる

と，子牛 1 虫i当り 188 ， 200 円，繁殖成時!j-. 1 liJf当り 129 ， 390 円とな

る。費用水準lζ対する子牛販売frflj絡が相対的!こ高;J<ðtl乙支えられて，販売了

!I:. または成Jtf:!t. !I.. 1 lîJi当りでみる自主り t[l~レíI乙いi民主主性を示している。これを

裏付けるように所得本でみると 5 9.7% と驚くべき高L\数字である。

2. グループ活動

鮫島氏は n分例人の終肯を発展させるのみでなく，この地域の良一業を共lζ

発展させようとする熱意をもち， 1 7 名の会員をもっ高松高産ク。ループを形

成し，その r) ーダーとなっている。 4 9 年 9 月現在におけるグループ員の経

営概況は第 1 2 表のようである。

成!t.. ・育成牛の頭数規模別の農家数をみると鮫島氏の 3 0 頭規模を除いて

は， 10lîJi以!二規模が 2F七 6 lîJi規模が l 戸であり 4 頭規模が 4 となっ

ており，拡大の過渡的段階といえよう。
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第12表 クソL ーブはの料収1況かt 4911: 9 凡 30fl .EJUI:

グループ 11 名
耕作 lílí fii 内 IIJ '1 側主2 兎!数 島J H rr 物 (μ) 寸4I7tA…トT予t jのf託iE 剰後f在T 
IH 骨11 計 !攻守 的 F 丹成't l ['11 ,H キ加j ¥ ([開I1 ,i 

店娘 22 1 55 1 77 2 1 1 1 1 25 1 20 1 45 75 l' ﾗ 

0鮫 !~ð 1 18 70 88 4 8 68 35 103 67 。

松/I{，j 以降 55 60 115 2 2 2 6 11 、 30 145 40 

作奇 1:li: 14 18 32 2 10 5 15 72 ﾗ 

OIl F 付 i!? 造 50 40 90 3 3 7 70 20 90 48 

?~ 111 久夫 30 54 84 13 13 84 54 138 39 

fi Jl I 俄 37 44 81 3 30 10 40 68 。

r�j 111 弘夫 20 40 60 2 2 4 50 3 53 43 

Ofi 川 進 50 50 100 2 3 35 10 45 76 

新保!紀!た 13 35 48 2 2 38 25 63 70 ﾗ 

!淀川lI!f r.� 33 56 89 2 2 45 15 60 50 

0和!日光弘 132 127 259 10 3 8 21 22 19 421 29 

役 JL ナ:ェ 45 40 95 4 2 6 70 25 95 35 

~:~ノk 千 I~f! 45 90 135 5 3 9 11 70 185 38 

日永ヒナ 30 40 70 2 3 60 20 80 68 。

0)江永 進 100 190 捌 75145m 29 23 

0鮫 J3 勉 300 300 600 1 23 1 8 1 I 16 I 47 60 30a 900 36 

?~川h'i 33 35 68 I 2 I 1 I 53 15 I 68 70 ﾗ 

行川 11，\:1 ぷ 30 35 65 1 2 1 1 2 I 35 10 I 45 49 

行; Gr:1lは)t!íiJ 化の{Ij1 liiJ

Wil立i は赤T:牝主の者令イヒがf:I札ち， 67~76J'以卜の、 8 もあり，そのう

ち後継名がし、ない民家がその半数に及ぶということである。しかしはがら兼

業・ 111稼ぎ出家の多い地域において，小さ táÎfl\携の rll で 1 7 jiの出家を維持

し，内I lJ!l. ぞ粁?:?の下1 1 ;心部門として生きょうとしている姿は白いものである。

u出条件 lむよLまれない地域で，緋地利IIJ による飼料生践を荻縮として成 fに

している|勾川午;t~~rl守は， Ij:l.にこの地jJのみならず，日本:斜地の民業経'F?の将

う|ぐに希型と指針を与えるものとして，ì'H!lI i されるであろう。
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「三借農業J をモットーに

鮫島 勉

II{杯11371 1'作，Wf地60 a , fD戊句会 l

iゆを1'x ，、分家し， 12業好きの!'I分 lこ

してはれば，どうにもならないj州犯

であった。 地域や近19r 安~~ても;，f<:fF

g~家ほど'/jTj(立政く (l:不までも j在う

!必じだった。

1，え初ぇl<HRIこ討をつけ，ぶ111購入の

ためiJH家 5 "1:も続けました。 4311二次

ワj が'!:，れこれ.r;J、 L家を IVJ けるす iが11'，

米なくなり， )jと作と l)icl.ì主してやれる

となれば内!日午以外 lこないと与え，

i十j九州知!作振興資金257Jj1JJ 令市り，

内 I IJ' I" の多vJi化 lこ断切りました。

手Il'!'.l!っinは 133 だけでやれるI'!{.ìが

II\~ぐましたが， 111J と， i つでも 17fだけ

でやるとなれば給りする i山こよりま

す。初fAlチしたり:が1，'1:まで伐るくら

いの ;li と， i う引になります。，!/(だけ

でやるとなれば I ~J 休の維持を i~. えね

ばなりません。そのためにも 4 ヶ月

で:~lfqLする ιHです。 I~H本の 1 '1 11友も引

く受Ilf:lも Jえくなります。 [-'1 ーは l j1.ltJJ

自m手Lになりますので， 戸|二のりIjfj，íJを

充実主せ雌乳Il与 rl iJ叩 1: 1:)自!と分け l~

勢めすと， 1ベ分けると -11" 1効取が1:

るようです。 {'j:/!:P'í1では色々のi位

引がありますが，受Ilf:ì本寄与 100 %に 1'，

げないと必 Lげの80% にこきつけら
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れない*になります。

現千I:~，tl料のがu‘りてノドÍlI'(段の泌

総でいくらなゃんでもどうにもとより

ません。私はいつもこんな 'Hを行ーえ

はげんでいます。どんな不削ドでも

10人のうち 2 人はし、つも I，mかってい

るのです。その 2 人の 1111こ人るよう

U;努 }Jする*を忘れてはいけない

ようです。色々と勉治するためには，

遊ぶと， i うがを，忘れてはいけません。

遊ぶためには1J:'Hの rp さがなくては

いけません。店、のイメージでありま

す「三:: {t',: J1~ JfZJ ，丈なしの夜、にはうっ

てつけの， i 終かも矢口れません。人の

1:地，人の~，人の主11必を fjf り f.\UI:

にいたっていますが， 1:1分ー人だけ

ではこ ζ までやれなかったと思いま

す。グループあってこそ，受!治不や

ド1:の先行，自，tl料(ノf り， /j続投の改良

も IJ\~ぐたのです。 λu問、JI地~jJ廷でグ

ルーブの離乳時の保7守合もよとまし

たので，グループで、i付与より 'Ì) く売

った人の子安』弘没で削し、，グループ

持んなが!l lJ く GEるよう努)J します。

、 PI 'ì;f; :fJ'の拠点)足場れとしてお L 、

後継者作りに}ç!'Hl~ ります。
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発刊の ギ
‘
品

'7  

」時 と

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認織ぞ深め，農林漁業者の技術改普

及び経営発展の意欲の高場を図るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下賜になる乙ととなった機会lζ，従来の新穀感謝祭を

発展的に拡充して始められたものである。

ζの農業祭は，毎年11月 23 白の勤労感謝の臼を中心として，天皇杯設与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を農林省と日本農林漁業振興会が各方面の

協力を得て開催してきており，昭和49年度は，その13回目を迎えたのである。

第13問農業祭lζ参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 284件で，それら

行事において農林大陸賞を受賞したものは 483点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，調芸，商産，蚕糸，林産及び

水産部門)ごとに天皇杯が，さらに ζれに準ずるものとしての日本農林漁業

銀興会会長賞が12名(団体を合む)に授与された。

農業祭において表彰された乙れら受賞者の優れた業績ζ そは，当証言ーする農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

l乙関係する各方面の方々に大いに稗益する ζ とと思い，引き続きここにとり

まとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の編集l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協)J者各位に対

し深甚の謝意を表する。

昭和50年 3 月

財閥法人 日本農林漁業振興会
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(農林省農蚕盟芸局蚕糸改良課普及展示係長/倉田和平)



皇杯受嘗一一一一一

出品財養蚕経営

受賞者吉田園久

(長野県上水内郡小川村大学高府13832)

機吉田氏の略歴

長野市から国道19号線を松本方向へ犀Jl Iの清流に沿ってさかのぼり、途中

笹平という所で右にそれで大町市への県道長野・大町線をたどると、中条(な

かじよう)村を経て小Jl I村につく。長野市から約25kmの道のりである。小'"

村は隣の中条村とともに西山地区と昭ぶが、多分善光寺平の西方にある山間

第 1 図受賞者の所街地 地帯という所からの呼称であろう。

国閉園

ノ

-6 ー

西iJ l農協の前を過ぎて町

並みを抜ける頃、それまで

の谷間という感じから急に

目先が開けるが、そこで右

手に入り、一方は鬼無里(き

なさ)村・戸穏方面lζ通じ

る三又路のお手、つま先上

りに古田国久氏の住居があ

t る(第四)
| ζ のあたりは標高600~8

OOm の山間傾斜地で耕地と



集落が散在し、土質は第 3 紀閣の重粘な騎士で‘ある。西山地院は養蚕のさか

んな所で、薬閣は47年517 加で全耕地の45% を占め、離販売額は48年 7 億 3

千万円で全農産物販売額の53%強に当たる。養蚕 l乙次ぐものは畜践で25%強、

果樹は第 3 位。水田は少なく 233 hαで、全耕地の17% に当たる。

ζの地区l乙は西I Li農協管下の稚査共問飼育所が 4 カ所あるが、そのうち 3

カ所は多段水平移動式銅育装i背(信光JXJff~~医用自動飼育装開)で各 1 間1 ， 000

箱の飼育能力を持つ。他の 1 カ所は天南青形式で 1 I国 700 箱の能力である。

ζれらの椎蚕共同前育所はilil拐を分担し合い、組合員の行う多|討育の各蚕期

をどれかの飼背所が百|き受けるといったいわゆる広域利府が区!られて、多田

背の抵作安定 l乙寄与している。ちなみに 1 t 以上の繭生産者の培え万は長野

県下第 1 伎で、 48年は24戸、 49年には30戸以上が兇込まれている。

吉岡氏は青年学校卒業後家業の農業に従事し、昭和25年父の死去により 31

歳で経主となった。護主主専業として養蚕規模拡大の契機は、羽生ド長男

校を卒業した時および47年lζ 乙乙が段業構溶改善地i玄lζ指定された時である。

そして養Z授業界の喜多である 10t 養蚕という偉業をなしとげつつあるが、 「や

るなら大きいことをJ といった豪放な性格で、その積極性が養軍部門の飛躍

的な拡大計闘となり、また!支出ーには家族、隣人lζ対するときめ細かい配慮が

労働力の和となり、それらが相まって ζの快挙を達成させているものと見受

第 1 表吉間llil久氏受賞経路

年度 表 I法.~ノ 業 者 表彰の麗類

46年 長野県養護経営協議会 農林省蚕糸園芸局長賞

47 第 6 IÞJ関東地方繭生産性コンクール 設林大目覚
ノ， " 全国繭増践協議会長賞

" ノ" 関東地万繭増産協議会長賞
ノノ 大規模養蚕経営共進会 長野県知事賞

" ノ〆 長野県主主糸業揺興会民賞

48 長野県養蚕経営改善競技会 農林大関賞
ノ.， 多収穫養護農家共進会 長野県知事賞

" 日本農業賞 長野県知事賞
〆〆 ノノ 長野県農協中央会長設

一 7-



ける。本人はこういった性格から近隣の信望が厚く、消防分団長、農業委員

を麿任し、現在西山農業協同組合理事、同組合護蚕専門委員長として地域の

農業振興に貢献している。

これまでに養蚕業に成した功績は大きく、 2 自にわたる農林大臣賞を始め

として、数々の賞を受けている(第 1 表)。

翻吉田氏の経営概況

1.家族構成

家族は吉田氏夫妻と 2 人の 4 人であるが、農業労働力は夫妻と長男の

3 人である。本人はがん丈な体格で、 55歳の働き盛り、妻の三次(みつぎ)

さんは54歳で働き者であるという。一般に妻の労力換算ではその能力を 0.8

第 2 表家族構成

氏 名 年月 日 年令 (49 ・ 10) i 養蚕従事者(能力)

吉田国久 大正 8 年 1 月 14日 55 o (1) 
大正 9 年 5 月 15 日 54 o (1) 

|援元 昭和23年 4 月 18 日 26 0(1) 

茂則 一 昭和26年 2 月 21 日 23 

とみるのが普通であるが、吉田家の場合は後述するように多忙時には家事か

らまったく離れて養蚕に専従するので乙れを1. 0 とみている。長男降元君は42

年に高校を卒業して家業に入るや、父親と共に養蚕の拡大を志し、自ら養蚕

の作柄安定と省力について新知識を導入し、また創意、工夫を凝らして家業の

隆しょうを図る一方、現在長野県蚕業青年同志会委員、小川農業友の会会長

として地域の農業振興に活躍している(第 2 表)。

2. 経営耕地

現在桑関経営罰積は 7hαで、 ζ のうち自家耕作地 480 a 、肥料を提供して

管理・収穫・運搬を委託している契約桑園が 4 カ所、合計220a である(第 3

表)。

桑闘は自作地が 5 カ所 lζ分散しているが、蚕舎付近の比較的平坦な 3 加が

-8-



第 3 表経営耕地面積

面 干貢
種 自

46年 47年 48年

水 出 30a Oa Oa 

通畑 40 10 10 

築 園 310 480 700 

380 490 710 

j幻林・原野 100 100 100 
i悶"- 480 590 810 

中心で、ある。その抱は 4km地点

にあるものがもっとも遠く、そ

の多くは 1 km内外の所l乙散在す

る(第 2 図)。

主力となっている 3 加は畦開

1. 8m 、株間0.9 m のものが主で、

樹令は昭和48年時点で 3 ~20年

が5.3hαで、全体の7halζ対し76%

を占め、薬葉生産能力は最盛期

に入ろうとしている(第 4 表)。

樹令の古いものには疎植奨励時

代のものがあり、それだけに葉

質が良いので主として 3 令築に

{吏用している。

備

46年休耕中

44787年年年イ併3IT0入入a 地地薬契築閣約関に造熱成闘110a 
48$�1'i J\.f{jj~;f8~1Jffi 220a 

山林6旬、原野40a

第 2 図桑閣の分布['g]

第 4 表桑|瀦概況

3. 資本装備

考

主主室は母屋の左手の一段と高い所に 6 棟の軽量鉄骨蚕舎がある(第 3 国)。

-9-



そのうち 5 棟は47年

に第 2 次農業構造改

善事業 l乙際して新設

したもので屋根はト

タンふ、きとし内但1に

は防署ボードを張つ

である。

1 棟は翌48年 lζ建

設したが麗根はせっ

ばんという深く波打

たせたトタンぶきで

あるが、 ζ の方が紡

第 3 図蚕舎等の建物親置

" L' 

" 金宝 i均 1
(l580"")! 今 l

L_ 

L 一一一-，
暑効果が高いという。

蚕舎群の中央l乙貯

桑兼調薬室があり、

母屋の 2 階Iζ上競専

用室がある。乙の上

藤室は 2 階であるが、蚕舎群の床面と同じ高さにあるので、両方をつないで

使用している(第 5 表)。

第 5 表主な養蚕用装置(建物)

4毒 造 備考

5棟昭和47年建築、 1 棟48
年建築、ハネ上げ部分(568.

組4左議

面積
口f

1, 636.0 
232.4 

242.3 

蚕舎はその側壁をはね上げて下屋式屋根に利用できる型であるから、それ

を全部はね上げて銅育場所を広げている。隣り合う蚕舎のはね上げて作った

屋根を互いにつなぐと大広間となる。保温が必要な蚕期には側幕を張り、さ

らに効果を増すためにその外側にビニールシートを張る。

n
V
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調育施設全景

蚕舎の床面は全部コンクリートとし、清掲水洗消毒l乙都合のよいようにし

である。貯薬場は調薬作業主主兼用のものの外、上藤室と蚕舎群をつなぐ渡り

廊下の階下を全部それに当てている。

大農機其・蚕具類は第 6 表l乙示す通りであるが、ショベルローダと条薬切

断機は普通他の経常に見られない特殊な用法を持ち大きな特徴となっている。

第 6表主な養蚕HH剥;;IJ (農機具)

種 類 数量 備

トラック 1'f�' 仁l 1 t 積ダットサン

耕転機 2 // クボタ 10P S 、 3PS

管理作業機 1 // マメトラ180型型

ショベルローダ 1 // 小松ダイヤシャベル 1 t 

動力噴鋭機 2 か クボタ;r\;

灯油媛房機 10// サンヨ一式送風型

条薬切断機 光式

給桑ワゴン 6 // 発注品

条払機 2 // 金

収繭機 3 // 北沢製足踏式

毛羽取機 3 // 動力式日の丸号

4. 経営の収支

昭和48年は年間281籍を 5 閤応分けて飼育する多田育で、総収繭量9 ， 014kg

うち上離収量 8 ， 585 kgを示している。 49年はさらに拡大して 330 箱を 4 回に

分けて館育し、上離i院議10t の見込みがついている(第 7 表)。
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第 7 表養蚕実績

年次 蚕 期 掃立月日 餌育箱数 上繭収量 箱当収繭量

春 蚕 5 月 26 日 70 絡 kg 30. 9 kg 
2, 160.8 

夏 蚕 7 5 50 1, 336.7 26. 7 

48年 秋 蚕 8 20 482.8 24.1 

晩秋蚕 8 20 33 1, 032.6 3l. 3 

晩晩秋蚕 9 7 108 3, 571. 7 33.1 

計 281 8, 584.6 30.6 

春 蚕 5 27 100 3, 178.2 31. 8 

夏 査 7 5 60 1, 756.7 29. 3 

49年 秋 蚕 8 7 70 2, 040.0 29.1 

晩晩秋蚕 9 7 100 ※ 3 ， 000.0 ※ 30.0 

計 330 ※ 9， 974.9 ※ 30.2 

注:※見込み

第 8表収支計算(昭和48年)

区 分 費 自 金 額 備 手号

繭 a収入① 15 ， 124千円 主産物 14 ， 961千円

収入の部 その他 。 副産物 163千円

言十 15, 124 

蚕 種 費 771 281箱

目巴 料 費 529 

E世主'" 薬 費 284 

共同飼育費 559 

光熱動力費 370 

支出の部 桑 費 1, 540 
(養蚕) 農 蚕 具 費 159 

建物農機具償却費 971 

葉樹成園費 215 

用労動費 360 延120人

共 済 桂l 金 92 

そ の 他 35 

言十 ② 5, 885 

養蚕所得 ①一② 9 , 239 所得率61. 1%
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養蚕専業で48年の農業収入は15 ， 124千円であるがその外に農外収入が 300

千円ある。乙れは長男睦元君がショベルローダの資金l乙当てるため、県内諏

訪地方へ寒天製造の出稼ぎに行ったものであるという。

養蜜部門の支出は5 ， 885千円となり、養蚕所得は9 ， 239千円で、その所得率

は61. 1 %となる(第 8 表)。

関経営と技術の特色

ζの経常は家族労働力 3 人、自己耕作桑闘酎積4.8畑、契約桑園2.2加で48

年雇用120人を使いよ離校最8.6t 、 49年 l乙は10t を見込む成果を上げている

が、その経慎'と技術について特色を述べる。

1 規模拡大の経緯

吉田家の養蚕の歴史は礼子く、明治の初期から始めたという。その規模はも

ともと大きく、 2 加の薬劉を保有していた。しかし現在のような大規模化を

J心掛けたのはと、く最近の乙とで、昭和42年長労降元君が高等学校を卒業し家

業l乙入ってからのことである。

吉田氏は長男の;意見に従い、養蚕を主業とすることを決意、してその実行に

移り、 44年にその所有する山林関懇により 30a の桑劉を造成したのを皮切り

に、 45年には2旬、 46年には60a を造成し、 47年 l乙は休耕間30a とそれまで

たばこ、大豆、麦類等を作っていた普通焔30a Iζ も桑を植え、所有築[~~旨 3

70a fζ拡大した。なお同年、山林110a を借入レて桑閣とし、自己管理桑閣を

480a と拡大した。また48年には村内の援護休止民家から 220 a の桑閣を借り

受け、肥料を提役して糾うん管理と桑葉収穫を委託する形式のいわゆる契約

桑闘とした。

乙の契約桑閣から運び乙まれた桑葉は、この外のいわゆる買薬とともに、

吉田家の大規模養蚕を支える軍裂な支点となっている。乙の援護規模拡大に

伴う成果は第 4 関のグラフに示すとおりである。

q
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2. 独自の技術体系の組立 第4 図年次別上蔽収55:の捻移

吉田氏は蚕作安定が経営の碁本であると

いう考え方.から蚕病防疫に力を入れ、その

ための技術は十ニ分にとり入れ、その上に l上

立って各作業を徹底的に省力し、作業開の j総

連けいを円滑にするといった合理的な技術ド

t 

10 

11豆 5

体系を組立てている。

1 )入念な蚕病防疫対策春の養蚕を始

める前だけでなく、 1 蚕期終るごとに蚕舎

を清掃・洗浄する。洗浄はホースを使って

放水しながら行う。それから消毒に移るが、

乙れは念を入れたもので、 3 回薬を変え 4

~5 日がかりである。動力噴霧機を控ってまずダイセンステンレス 1 ， 000 倍

液で噴霧消毒し、翌日は高度さらし粉(クライト) 200 倍液、次はホルマリ

ン13倍液を散布する。

また給桑前には作業衣を変え、手を洗い消毒して給桑にかかる。給桑を終

るごとに調桑場をホースで洗浄して清潔を心掛けている。

2 )鶴育作業 3 令起蚕までは全蜜期とも間山地!玄l乙 4 カ所ある権益共同

飼育所のどれかに委託する。古田家では 3 令起蚕から飼育するが、 3 令から

5 令まで同一蚕座で飼育し、 3 令蚕のためにとくに飼育室や蚕架(選朝日)を

作る乙とはしない。

飼育はコンクリート床l乙蚕躍紙巻 1 枚敷いてその上で 1 段条業育をするが、

3 令起蚕は最初から 5 令最盛期の面積の上 l乙間関を開けて置いていく』 ζ の

3 令蚕麗は給桑ごとに広がり、いわゆる自然拡座され、やがて蚕躍は縦につ

ながり、横l乙広がっていく。

給桑はワゴン形式による 1 日 2 回給薬である。ワゴンは蚕座をまたいで移

動するものであるが、蚕醸のff可外側l乙敷かれている L 字鋼のレール lζ沿って

手で動かす。議座壁は寒冷しゃでその作り方はきわめて特徴のあるものであ
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るからあとで説明する。給桑はいわゆる橋渡し法ともいわれる横置き法であ

る。除沙は全くしない。乙の白然拡盛・無除沙方式は吉田養蚕の大きな特徴

である。

上藤は 2 台の条払機利用による条払上藤である。上藤前l乙蚕躍に上競ネッ

トを敷き乙ù'。上藤時に上藤ネットごと給桑ワゴンにとり上げ、条払機にま

で運びそこで条払いする。上藤ネットは熟蚕を条ごと運搬しやすいように適

宜の長さを持つ。

条払いした蚕はさらに網をかけて、 3授と蜜ぷん議沙と分けるためのいわゆ

る網取りをする。奇麗になった熟議は上競場所l乙運ぶ。上族主にはあらかじ

め組立てた回転藤を横たえて並べ、その上から熟蚕を振り込む。 ζ の振り込

みには特別の形をした自家製の「マス」を使う。乙の「マスJ は組立てた防!

転族の長さを-;1去に持つ細長いもので、その一杯は間転藤 1 組分の蚕が収容

できる。

母屋 2 階の上議室が一杯になれば、蚕舎群の鏑育場を上族議l乙当てる。乙

の際の蚕~あと片付けはあとに述べるように非常に早くできる。

査舎の暖房は灯油送風式である。送風は蚕舎に 2m 位のi高さに張られた30

cm程度の有孔ビニール管を通じて行う。 10台の暖房機への灯油の配給は、蚕

舎群の外の小高い所にある貯油タンクから埋管方式で行われる。送風暖隠は

飼育中ばかりでなく、春期や娩晩秋期には山間地特有の冷湿による繭質低

下を拐ぐため営繭中にも実施して繭質向上 l乙心掛けている。

3 )ショベル口…ダの効率的利用 ショベルローダを蚕舎内で運搬に使用

するが、その活用法は長男降元主主のすばらしい創意工夫である。 ζの機械は

給薬と蚕座片付けの両方l乙威力を発揮する。ショベルローダはタイヤシャベ

ルといわれる 1 t のものを選んで、いる。

給築時の利刑法は、条桑をまず条桑切新機にかけて 1m の長さに切断し、

ζれをショベルローダですくって、各Z在庫の端lζ置かれた給桑ワゴンに配給

する。 1m の長さに切る利点はショベルローダですくったり、運搬するのに

便利であるし、給桑作業もあと片付けにもらくである。乙の配築作業の能率

に
-
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第 5~ 蚕座の側幕の工夫

給桑ワゴンの
レール

は、条桑を切らずに各ワゴンに配桑すると 5~6 人で 4 時間位かかると乙ろ

が、 ζ の方法によれば 1 人で 2 時間位あればできるという。まさに10倍の能

率である。

銅育室を上藤室l乙使うには、その床面を熟査の藤へふり乙む場所にするた

め、まず蜜座を片付けなければならない。乙の作業はJ]がいるし時間もかか

る。 ζζ にショベノレローダが活躍する。乙の機械の利用をより効率的にする

ために蚕路側壁が解体しやすいように作つである(第 5 図)。蚕座は一段で

あるがその側面は寒冷しゃである。工夫はその張り万で、蚕践の側面lζ約 2

m おきに直径 1 cm、高さ約50cm位の鉄棒を支柱として立てるが、その鉄棒の

基は閤定してなくその位置を定めるための浅い穴があって、そ乙へ鉄棒を立

てるようその上端を連ねて床面を押えつけるように一本のワイヤロープを張

る。ワイヤの両端は床面の鍵輪に回定する。乙れらの作業は簡単にできる。

乙のワイヤには寒冷しゃを 2 つ折りにして掛けておいてからワイヤを躍ると

側幕ができ上る。片付けにはワイヤロープをゆるめると支柱の鉄棒は難なく

とり除く乙とができる。

支柱と倒幕を片付けたら、ショベルローダで歪鹿の一端からすくってはダ

ンプトラックに積み上げ堆積場へ運ぶ。乙の片づけを入手でしていた墳はた

とえば10人で 1 Bかかった工程が、乙の方法によれば 1 人で30分あればでき

るという驚くべき能率である。

4 )桑作りは地力増強で 7加の経営桑閣のうち4.8hαは自家耕作するが、

桑作りは養蚕の基礎であるという信念から地力増強に力点をおき、桑葉収量

p
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の増加を計っている。その反面仕立・

収穫は簡易な万法を採用している。

地力増強についてはとくに脊機質投

入l乙力を入れている。その資材は主と

して牛ふんと鶏ふんと蜜ぶんである。

牛ふんは30頭飼育の大酪農家と契約を

結び、その処分に困っている牛ふんを

無償で入手している。その方法は吉田

氏が集団薬閣の一定地点を指定してそ

乙まで運搬の上堆積してもらう約束を

している。その撃は 4t 車で100 台分

もあるという。鶏ふんは寓敗するとぬ

かるみ状になるのでその場所には簡単

な盤根を用意しである。これらの外、条払い上藤したあとの蚕ぷん主主沙を合

せて10a 当たり 1 t 強の有機質物が全桑関に溝掘りまたは散布して施用され

る。もちろん化成肥料、石灰窒素、苦土石灰等も投入する(第 9 表)。

第 9 表 10a当たり施肥量

種類|分

堆肥 I 1, 000kg 

(牛ふん・鶏ふん)

蓋沙 300

灰窒

苦 石灰

化成肥料

(成分

N 

Pz 05 

Kz 0 

20 

100 

37.8 

11. 2 

13.0 

薬園管理作業体系は第10表に示すように、平出血ないし緩傾斜地薬閣と急

傾斜地桑閣とで異っている。平坦地・緩傾斜地では清耕法で急傾斜地では雑

草による草生法または刈草による被覆法である。

肥料は化成肥料を 3 月上旬 1 回 l乙全量を施用する。その施用方法も平坦地・

緩傾斜地と急傾斜地とで異なる。前者では化成肥料を全面施肥してそのあと

ロータリ耕をし、 6 月中旬から 7 月下旬にかけて除草剤を散布する。後者で

は穿孔施肥する。その方法は一人がスコップを地面につき立て、地面とスコ

ップの間にできた関簡に他の一人が化成肥料を投入する作業を桑株ごとに繰

返す。乙れは肥料の流亡を防ぐやり方であるが、別に薬株列に廃条をもたせ

て土の流亡巻肪止している。

害虫はあまり発生しないので 4 月下旬にクワシロカイガラムシの駆除をす

るだけである。加に細菌病関除のために 6 月上旬と下旬の 2 回薬剤散布す

ヴ
4
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第10表桑|羽部里作業体系

SJZ:fj尽・緩傾斜地桑園 急傾斜地桑園

耕 法 清耕法 雑草による草生法又は刈草被

覆

3 月上旬 化成肥料全面散布後ロータ 化成肥料穿孔施用

リ耕

4 月下旬 クワシロカイガラムシ駆除 同 左

6 月上旬 組閣病防除 同

下旬 同 上命 同 左

6 月中旬 除草剤散布

~7 月下旬

11月上旬 有機質溝掘施用 牛鶏ふん溝掘り施用又は散布

~12月中旬 石灰窒素散布 同 1五

苦土石灰散布 同 左

る。

5 )簡易な桑収穫法の活用 多囲育の薬収穫法は簡単な方法をとり上げ省

力を心掛けている。その方法は大部分が根刈桑園であるが、収穫には株元伐

採方式で手間のかかる間引収穫はとり入れていない。それには春切(春の彼

岸切りで夏秋専用桑)と裏切(春秋葉用桑)を約半々とし、春Vめ中には夏

蚕時いっせい伐採する夏蚕専用桑闘を設けている。夏蚕期の繭は軽くなりが

ちなのを専用桑を給与して防ごうとする工夫である。多田育は48年には 5 阻

育、 49年には 4[酉育として桑収穫の複雑化を防いでいる。

なお樹令20年になる桑があるが、これはかつて蚕作安定上葉質を尊重する

乙とから疎植が奨励された当時の名残りで、桑質はたしかに良いので主とし

て 3 令用に供し、春秋葉用薬としている。

3. 買桑と契約桑園の効果

吉田氏は農協のあっ旋により村内の養蚕休止農家の桑葉を買入れている。

0
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48年の買桑は 1 kg当たり 14円24銭となっている。乙れは主として春蚕と晩晩

秋蚕に入れたが、 5 令の最も忙がしい時期に運びこんでもらうので薬収穫の

手数が省けるだけ仕事がらくになる。別に契約築関が 220 a あり、乙こから

48年 I乙82 ， 500kgの条桑が搬入されている。勝守護閣は買薬と意義が異るが、

薬関管理労力と桑収穫搬入労力が省ける点においては同様である。

4. 婦人雇用の活用

藤用は48年が120人、 49年には150人ということであるが、これらは主として

銅育量の多い春蚕期と晩晩秋期 (49年は晩秋期にも)に来てもらう。来る人

は毎年ほほきまっていて、付近20戸の農家からで養蚕に思"れた婦人たちであ

る。

麟吉田氏の技術・経営の分析

吉間氏の養護は家族3人とわずかな雇用労力で48年は281箱の蚕を銅って上

繭8.6t 、 49年には330箱で10t を見込む成果を上げているのであるが、以下

にこのすばらしい成果を支えている経営と技術について若干分析してみよう。

乙の経営ではもちろん多間予ぎを採用しているが、その特徴は春蚕期と晩秋

または晩晩秋蚕期l乙飼育量を多くして繭質の良い時期I乙多収する ζ とをねら

っている。多間育は建物踊設の節約、均等和用という立場から年閥均等掃立

をすすめる向きもあるが、吉田氏は 100 箱飼育できる施設のある乙とから均

等掃立によらず、あえて上記のように蚕期によって重みを持たせて、 多いfl't

期には主主舎の満配近い100箱の飼育を行っている。

銅背面においては、 l 人約30箱の飼育を負担できる技術体系を編み

出している所から、飼育量の多い議期以外はほとんど麗)持者なしに銅背を実

施している。夏期の暑い時は臨時麗用が集りにくいという例も多く見られる

からこの方法は均等掃立より広い餌育面積脅要するが、大規模養蚕技術体系

においては一面のよさを持っているといえる。

普通手労働による条桑育体系では貿桑を入れない場合、 l 人 3~4箱が負

担の酸度とされている。また、台車形式では桑刈機を導入すれば10箱伎とさ
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れている。乙れから見れば吉岡氏の l 人30箱負担技術体系は画期的なものと

いえよう。 ζ のような体系を可能にしている部分技術と経営方法について以

下にまとめてみよう。

1.安定した収繭量を支えるもの一蚕作安定技術の励行

1 )徹底した蓋病防除対策

(ィ)稚蚕共同飼育所の広域利用 l 戸の農家が 1 カ所の共同飼育所のみを利

用するだけでなく、地域内の共詞飼育所が協定して互に利用し合う万式が主

産地においてとられるようになった乙とは、多回育の選作安定上ま乙とに望ま

しいことである。乙の西山地区においても農協管下の 4 カ所の飼育所が年間

の蚕期を分担し合って、 48年には春蚕を 5 月 22 日、 26 日、 30日、夏蚕を 7 月

5 日、 6 日、秋・晩秋・娩晩秋蚕を 8 月 1 日、 7 日、 18 日、 28 日、 9 月 7 臼と

掃立てている。養蚕者は乙の中から自分の希望する掃\1. 日の所へ委託する便

宜がある。

(ロ)念入りな消毒と感染防止対策 古田家では 3 令から飼育するが、その鏑

脊前にはm蚕期必ず入念な洗浄消毒を行う乙とは前l乙述べた。この消毒は 3

種の消毒液を独立に散布するものであるが、ダイセンステンレスは乙うじか

び病や硬化病のようなかぴ病闘に、高度さらし粉とホルマリンはかぴ病閥、

軟化病や!民病の病患となる細菌とウイルス l乙効果があるが、そのきき万には

多少の相通がある。またさらし粉とホルマリンは混合すれば時間とともに効

果を相殺しあうから効果の長続きには期待はできないものの、現行の標準技

術体系 l乙比べればかなり入念なものといえる。

給桑lζ当っては作業衣を清潔なものに変え、手を洗い消毒する乙とは望ま

しい乙とである。給桑後蚕舎群の中央にある貯桑兼調桑室を水洗する ζ とは

野外昆虫から来る蚕病病原が桑葉についている可能性があるので、そのような

病原菌の集積を予防する効果があり、硬化病やウイルス病の予防に大いに役

立つものと考える。

やすワゴン形式給桑装置の効果 ワゴン形式または台車形式のように益座を

またいで走行する給桑装置を持つものは、腰をかがめる乙とがなくまた葉い
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補混用燃料タンクと吉田氏

条桑を持ち運びする ζ ともないので、給桑作業 k著るしく省力になるが、そ

ればかりでなく、給桑を清潔に行える も大きい。一般にft~庫潤辺は病原

i請に汚染されやすいが、これらの方式では桑を市臨床上に置く乙とがないか

ら給与議の病原汚染の機会がそれだけ少くななる。

2 )良繭多収技舗の励行

護主主の目標は良繭を多状する ζ とにある。 iえ離というのは製糸原料繭とし

て望ましい性質を持つことをいうが、使用している蚕lth極関有の形質を十分

に発部し、重さやJf~だけでなく糸歩が多く解じょが良好であることが大切で

ある。問氏は薬を f-分lζ用意し 1 臼 21ïil給桑であるが十分な給桑量を与え、

大規模養蚕にありがちな桑不足を防いでいる。また上諜保護においても有孔

ヒ、、ニーノレ管によって送鼠乾燥を図るなど手当てが行き届いている。

2. 1 人30箱餌膏を可能にしている省力技術の組立

1 )ショベル口一夕、の活用と条桑切酷機との連けい

蜜舎内でショベルロー夕、、を使って省力効果をあげているが、これは隆元君

の考えたすばらしい創意二仁夫である。トラクタ作業機であるマニュアホーク

を蚕舎に持ち乙み益座あと片付けに利用している例は福島県の農家にあるが、

蚕舎内専用としてショベ、ルローダを給桑と華麗片づけに使っているのは隆元

君が最初である。乙れは上議場所を阜く作ることが主目的であるが、使用の
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結果として、重作業から解放されしかも給桑能率を向上し、さらに上藤時の

労働ピークを切り崩すことに大いに役立ち、家族労作経営で10t 養蚕を可能

にする上に大きく貢献している。

特l乙条桑切断機を併用して、 1m の長さに条桑を調桑し、ショベルローダ

で運搬しやすくし、その乙とはまた給桑作業にもあと片付けにも役立ってい

る。条桑を切断するという余分な作業をとり入れる乙とによって、全体から

みた省力効果を増進することがあるよい例である。このような作業体系は10

t 養護を実践しようとしてはじめて思いつく乙とですぐれた利用法といえる。

蚕座の片付けを早くするために蚕座壌の作り方ぞ工夫したのも立派なもの

である。飼育の省力を考えて、 3-5 令期間 II然拡座・ ~rr~除沙をやっていく

ためには援態側面に寒冷しゃを張るが、その眠り万は前述のように設置解体

の容易な仕掛けとなっている。除沙しないため暑い時期には座蒸れが心配さ

れようが、実際には寒冷しゃのためその懸念はないという。蚕舎が高台にあ

ることや信州の高燥な気候も寄与していることであろう。このようにショベ

ルローダと条桑切断機と蚕座屈囲幕の構造の連けいは省力上ま乙とにみごと

な工夫といえる。

2 )条払い機を利用した条払上藤法の採用

条払い法は最も確実で迅速な上藤方法といわれる。乙の綬常では 2 台の条

払機を使って、熟蚕の藤器への導入も横たえた藤器上からふりとむ万法を採

用している。ふりこみに使っている「マスj は昭和43年第l 同天皇杯受賞者

である栃木県の鈴木忠男氏が当時考案したものであるが、吉田氏の技術導入

に熱心な一端を示している。

3 )貿桑等の利用

吉田氏は契約薬閣として肥料を提供して管理・収穫・搬入を委託する形式

の契約を、青蚕を休止した 4 戸の農家と結び合計 220 a となるが、これらの

桑鴎から 48年には82， 500kgの条桑を入手している。その他に賀桑として40， 6

08kgの条桑を購入しているが契約桑圏分と合計すれば、自家労力なしに搬入

される条桑が123 ， 108kg となる。繭1kg生産するのに条桑が30kgいるものとし
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第113安 自家耕作なしに入手する条桑量とそれによる推定収縞塾

条 桑 量 ※ HË定収韓議

契約桑 劉 82 , 500kg 2, 750kg 

貿由 桑 40 , 608 1, 354 

iEL 1 123 , 108 4, 104 
」一一

※換算本:収縮量 1 kg/条築量30kg

てi奴繭量ぞ換算すれば4 ， 104kg となる。総収離量 9 t のうち、契約築関と純貿

桑による繭が4.1 t と推定されるから、半数近い47%が自己労力以外の築で飼

育収繭した乙とになる(第11表)。飼育に必要な築の半分l乙近いものが自家

労力巻要さずに蚕室lζ搬入される乙とが、乙の経営を支える一本の太い柱と

なっている。遊休薬盟を効率的に利用して養蚕規模拡大l乙資している好例と

いえよう。

4) その他の工夫

吉田氏の省力に対する創意工夫は細かい点にまで及んでいる。たとえば主主

産の長さは20m 強あるが、それに敷く遊感紙は普通規格のものでなく、蜜盛

幅 1.5 m !c合せた l隠を持ち長さ 50m のロール巻としたものを特別注文してい

る。開様l乙上藤時熟蚕ふり ζみのために組立てた問転藤を床面l乙並べるが、

その下には組立てた間転藤の長さに合せたピローシートを敷く。乙れもロー

ル巻のものを注文している。ローノレ巻は敷き込む作業が非常に早く出来る利

点がある。

乙の経営の特徴として、吉田夫人が 1 人前の労働力として参加している乙

とである。そうするために多忙時には食事は全部出前物とし、主婦を家事労

働から解放している。

3. 経営の分析

ζの経営は養蜜専業で繭収入15， 124千円であり、養蚕所得は 9 ， 239 千円で

所得率は61. 1 %となる。

乙れによって収益性と生産性を見たのが第12表である。いずれの点、におい
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第12表 収主主性と生産性

亡と 田 氏 農林統計(長野)仁ヨ

桑園10a 当たり組収入 211. 4千円 143. 1千円

〆/ 第 2 次生産費 113.6 108. 7 

/1 純 4又益 97.8 34.4 

1 日当り労働報酬 8.1 3.2 

上繭 1 kg当り第 2 次生産費 926円 1 ， 229円

上繭100kg当り労働時間 114.8時 227.8時

間し、①也代( 1"1 作土也370a分) 82 ， 399円
σわ家族労賃長野県48'年平均214円相銭

第13表労働配分 (48年)

桑とり飼育

第14表 10a当り収線量 (48年度)

14-1 桑園面積と成閥換算

※ IIX，間換算率 35% 

14-Z 霞桑分差引絞繭量

総収繭量 i ※純買桑分換算収繭量 純桑分差引収縮量

7660.2 kg 

※第11表参照

9013.8 kg 1353.6 kg 

14… 3 10a当り収繭量

ても農林統計の長野県平均よりはるかにすぐれている。なお労働生産性の計

算基礎となっている労働配分の状況は第13表 l乙示す。

また土地生産性を示す10a 当たり収繭量として桑閣の総面積に対するもの

A
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と未成闘を成闘に換算した場合の面積i乙対するものを第14表に示す。乙れだ

けの経営で、成園換算10a 当たり 130kgの生産は決して低いものではない。

4. 普及性と今後の発展方向

吉田氏の技術内容と経営方式は今後続出することが期待される 5 t 以上の

大規模養蚕への力強い指針となるばかりでなく、それ以下の中規模経営にお

いても取り入れてよい多くの示唆に富んでいる。

また、今後の発展方向については、吉田氏は現在丈夫でまだまだ働き盛り

といえようが、しかし何よりも将来を明るくしているのは、隆元君という良

い後継者l乙恵まれていることである。 i監元君は勉強家で技術員の指導を受入

れ、また人生の笑探を見学して、その長所の導入に心掛け、よくその経営に

消化させているばかりでなく、創意工夫を凝らして10t 養蚕を可能にした。

同君は自作詩集 f養査に光を求めてJ 183頁を自費出版しているが、その中で、

養蚕のへ愛着と夢をうたい、機械化への憧際、父母への尊敬、家族への思い

やり等を吐露し、そしてたえず自己反省を忘れていない。その中にも 10t

養護への道をひた走りに走ったその道筋が伺える。今後はさらに12t への道

を求めて精進するというが、それは決して夢ではないと期待される。
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麗襲撃鰻麗覇軍関

契約栽培で蚕桑分業方法導入

吉田国久

昭和49年臼本農業祭において，私

が天皇杯の栄誉l乙浴した乙とは自ら

を省りみて紐慌たるものがあります。

当地は山間傾斜地で自営桑函 480

アールが 4 団地l乙分かれており採桑

運搬が大変で到底平担地では考えら

れないこ苦労があった。

しかし，当地は農業停滞ムードか

ら他稼業流出が甚だしく過疎化現象

を鵡こし，遊休桑園が多くなったの

に回毎つけて契約栽熔で益桑分業方

法の取り入れに成功した ζ とが私の

養蚕経営を支えてくれた。

そのほかホークリフトによる蚕糞

蚕沙の処理，ホークリフトとワゴン

による年間燦桑育，灯油の配管装置

による暖房施設，三令以降の無除沙

無拡座等機械化省力化ができたこと

が大裂養護を可能ならしめたものと

思われる。 ζ のような事ができたー

つには小川村が第二次構造改善事業

を受け入れて自立経営農家の育成に

努められたこと』西山農協がζ の事

業主体となって養蚕家の意見守充分

取り入れて積極的に構造改善を進め

られた ζ とである。

第二には西山農協が地域産業の柱

として総力を挙げて養蚕に取り組ま

れた結楽であると思われる。又私は

違蚕防止のためには徹底した消毒を

行い大型養歪であっても釜作安定に

は細心の注意を払っている乙とも大

事な要素であったと思われる。

今後は施設も完備したので今回の

栄養と汚さないよう充分意を用いて

蚕質の改善を図り蚕震の回復と椙倹

って経営の安定と養蚕業の発展のた

めにひたむきの努力を続けたいと思

っております。
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二二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品財養蚕経営

受賞者加藤徳三郎

(板木県芳賀郡市貝町大字赤羽1874)

璽受賞者の略歴

宇都宮から国道 123号線を東lζ20kmほど行くと市貝町にはいり，鴻之宿と

いう部落Iζ着く。鴻之宿lζは東北本線の小山駅から真附線lζ乗換え(水戸線

の場合は下舘駅で真岡線l乙乗換え)約 1 時間20分，七井駅で下車し，国道123

号線巻宇都宮方面 I乙約 3kmで行く乙ともできる。鴻之fEiで国道を南に折れ，

右側 4 軒目が加藤さんのお宅である(第 1 園)。

第 l æJ 受賞者の所在地
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市民町は北関東の平野と

八隅JJJt也とが接すると乙ろ

にあり，北東の半分は山地，

南西の半分が平坦地(芳賀

台地)となっている。人口

約 1 万，回数約 2 ， 100声で，

その 7 割強が農家である。

養蚕戸数は 100戸 lζ満たな

いが，近年急速に養蚕が伸

び， 1 t以上の繭生産農家

が27戸(10年前には皆無)



第 i 表市貝町の養蚕進展状況

年 度 養蚕戸数 繭生産数量 桑扇面積 1 t以上の農家数

3ド 同 kg ha 円

42 17 10, 766 15 2 

43 42 14, 914 29 4 

44 55 22 , 859 42 3 

45 64 31 , 613 60 4 

46 94 47 , 530 91 9 

47 94 68 , 140 109 17 

48 94 82 , 808 127 27 

49(計闘) 96 110 , 000 137 

にも達した新興養蚕地となっている(第 1 表)。

加藤鶴三郎さんは明治42年生れで， 60歳のなかばl乙達していても年令を感

じさせない若々しさがある。大正12年 3 月 lζ赤羽尋常高等小学校を卒業後，

ちに農業に従事し， 50余年の関稲作・畑作・野菜・養畜・養蚕・工芸作物

等種々の作自を経験した超ベテランといっても過言ではない。加藤さんが父

から経営を引きついだのは昭和10年， 26歳のときであり，その時の農地は水

田 2.4ha，桑闘 0.8ha，普通畑 0.2haと平地林 1 haがあった。経営を引きつ

ぐと同時に平地林 3ha を新たに購入して落葉採集用とし，それまで長年行っ

てきた養濯をやめて桑園を普通畑に変え，水田では裏作J乙大麦を作付けし，

焔地では夏作に陸稲と落花生の隔年栽培，冬作 l乙小麦という作付体系をとっ

た。

戦前には小麦の多収穫競争で県ード 3 位という成績を!jXめ，戦中には麻類の

栽培も行ってそれぞれ表彰されるという精農ぶりを示した。戦後にはウドな

どを作付けしてすばらしい収益をあげたという。昭和25年から 3 カ年，市羽村

農業協同組合の理事に就任し， 30年から 3 カ年は市羽村農業共済組合理事の

職にあり，村の賎業発麗のために貢献した。そして，とり入れた作目が次々

と成功し，近隣の人々から加藤さんについて行けば成功間違いなしという

望もえてきた。昭和35年から意欲的に経営の変革にとり組み，周年 l乙平地林
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3 haを開墾して陸稲(もち)の栽培を行ったが，これが38年の不作に見舞

われ，転換せざるをえない状態になった。このことが結果的には養蜜導入の

きっかけとなったことは苔めない。

加藤さんが養蚕に注目したのは繭価が繭糸価格安定法によって支えられた

安定作自であることと，同じ集落内 l乙 l 声だけ残っていた昔からの養蚕家(新

戚)が当時，年間収瞬量 800kg という優秀な成績を収めた乙とによっていた。

了度その時，栃木式近代桑詔の栽培法が栃木県によって唱導され，省力的な

多収穫法であることと問時に高い収益性が約束されていた。加藤さんはとれ

に強い関心脅持ち，その栽培法を修得するため，査業詰験場で 2 1Blも研修を

受け，栽培方法を十分会得した上で養蚕導入に踏み切った。

まず，昭和39年秋l乙山林を開墾して 3 haの近代桑簡を造成し，その後次々

と桑国造成を行い， 47年には稲作転換桑園も作り，現在では5.48halζ達し

ている。年間収繭盤も 42年の1. 7tから47年比は5.7tの実績をあげ県下第 l 位

となり， 48年には6.7U乙及び，その関，数々の表彰をうけた(第 2 表)。

第 23斐加藤徳五郎氏受賞経廃概要

年度 表 彰 事 業 名 表彰の種類等

昭和15年 国策作物多収穫競作 富民協会頭事長感謝状

15 栃木県小麦多収穫競作 県知事褒状 3 等賞

19 麻類生産の増産と供出 陸箪被服本隊長感謝状

43 栃木県養蚕経営改善競技会 県知事堂 2 等

44 同 上 県知事賞 1 等

44 養蚕経営改善競技会 関東農政局長賞

47 栃木県養蚕経営改善競技会 県知事賞，優等

47 養蚕経営改善競技会 農林大阪賞

48 関東地方繭生産性向上コンクール 農林大!日賞

49 大日本蚕糸会 養蚕功労賞

43年からはIIìJの養蚕組合長として地域の養蚕振興 l乙指導的な役割を果たし，

市貝町-の急速な養蚕進展の原動力となったばかりか， 49年 l乙は新しい大規模

稚蚕共同飼育所設立の推進役となり，その寄号したところは械めて大きい。
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さらに，市貝町 l乙隣壊する益子町・茂木町にも加藤さんの成果にならう新し

い養蚕家が続出し，昭和38年にはこれら 3 町の養蚕戸数が合計で16芦しかな

かったものが， 48年には 193戸となり，その影響力ははかり知れないものが

ある。

関受嘗者の経営概況

経営権を引きつぐまで養蚕の経験はあったとしても，その後30カ年は養蚕

をまったく行なわなかったことから，新しい養蚕家といってよいであろう。

39年に養護を再導入して以来，養蚕を主業とした揺作・養畜の複合経営とし

て変貌をとげ， 48年には総収繭最 6.7 t , 49年には 6.2 t の実績をあげた。

(1) 家族構成

家族は本人夫婦と長男夫婦の大人 4 人と孫 2 人の計 6 人であるが，妻ウメ

さんは体が弱いため農作業には従事せず，養蚕 l乙従事するのは 3 名である(第

3 表)。養蚕は本人が立案から実行まで、の中心となり，稲作は長男夫婦にすべ

てをまかせ，冬期の豚肥育は本人が一切を行なう分担としている。親子の仲

はきわめて円満であり，長男夫婦はよく協力し，後継者として恵まれた寄在

である。

(2) 経営耕地

48年現在，桑罰5.48ha，水田 2.3ha，その他0.05haのほか，山林25haがあ

り，計 32. 83haの土地を自家所有している。

桑閣は 7 筆 l乙分かれ，自宅から最速のと ζ ろで約 1 km，平均 800m の範囲

にあり，運搬等は小型トラックを利用している(第 2 図)。

薬品種は主として一ノ瀬であり， 46年以前に造成した桑闘では近代桑園式

の植付および仕立が行なわれ， 47年 lζ造成した稲作転換桑閣では高根刈仕立

がとられている。

(3) 資本装備

養蚕施設は第 4 表のとおりであり，母屋のそばに両国式稚蚕銅育機 2 セッ
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第 3表家族構成

姓 名 続

加藤徳三郎 本人

ウ メ 委

俊幸 長男

トキ子

徳霊 孫

本子 孫

トを収納する稚査室があり，

やや離れて壮蚕銅育用の鉄

(床はコンクリート)

がある。壮蚕用蚕舎に接し

て 2 摺建ての上藤窓が設け

られ，貯桑議(以前は種豚

飼育室であったもの)がそ

のすぐそばにある。約50 a 

の嵐敷地内の東半分は杉と

竹の林地であり，その中 l乙

壮蚕飼育用のビ、ニールハウ

ス 9 棟が設置され，ピニー

第 4表養蚕用施設

施 設

軽量鉄骨蚕舎

稚蚕議(両国式 2 セット)

貯薬室(木造トタン平屋)

上蔵室(鉄骨 2 階建)

柄 年令(48. 11) を妥蚕従事者(換算能力)

65 o (1) 
61 

29 o (1) 
29 o (1) 
5 

3 

第 2 図桑園の配i夜間

JJ 

百「寸

(な)け

113011 

いお
14$11. 

(①ー⑦は祭別を示す)

数主主 面 積 建設(設備)年

ゼ益 f

1. 531. 2m 昭40生存新設， 昭41 ・ 47増設

1. 49.5 か 昭47新設

1. 49.5" 昭43新設

1. 360.0 か 昭43新設
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第 5 表農機具蚕具類(養蚕府)

種 類 数 量 型式，大 き さ等

トラック 2 台 1t,1. 5t 

四輪トラクタ 1 台 井関23Ps.

耕転機 2 台 井関 6 Ps. クボタ 7.5Ps

動力除草機 1 台 佐藤式

動力噴務機 1 台 マルオカ工℃

動力鈎定鉄 2 組 エルパ

動力毛羽取機 l 台 日の丸式

自動収税機 l 台 北沢式

自動収縮毛羽取機 1 台 中村式

条払機 1 台

温風暖房機 1 台 サンエム SPO-1 型

第 6 奇襲 養蚕成績

掃立ir月日 飼育箱数 総収繭量 ヒ繭収量 箱当収繭量

若I kg kg kg 

48年 5 月 22 日 40 1, 572 1, 512 39.3 

6 " 5 か 30 1, 040 1, 000 34.6 

7 か 1 " 30 740 712 24.6 

7 か 18 " 30 894 860 29.8 

8 //23// 30 1, 125 1 , 082 37.5 

9 // 5 // 45 1, 384 1, 303 30.7 

205 6, 755 6, 469 33.0 

49年 5 月 23 日 30 1 , 151 1 , 107 38.3 

6 " 5 か 30 1, 122 1 , 078 37.4 

7 // 5 // 30 1, 023 984 34.1 

7 //18" 25 929 893 37.1 

8 "22" 25 841 809 33.6 

9 // 6 // 35 1 , 196 1, 150 34.1 

175 6, 262 6, 021 35.7 
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ルハウスの延面積は約 1 ， 000ばであるので日:蚕飼育用の総床面積は 1 ， 530

rrUζ達している。

農機具議具類は第 5 表 lζ示すとおりである。蚕舎内 l乙は給桑リフトが一部

l乙設置されている。

(4) 経営収支

48年には年間 205箱ぞ 6 回 lζ餌育し，上繭 6 ， 469kg を収穫し， 49年には 175

箱を同様に 6 間に分けて錦育し， 6, 021 kgの上繭収量をえた(第 6 表)。

養護期間外 fC.， 11月から翌年の 2 月にかけて豚の肥育を行ない， 48年には

100頭， 49年 l乙は 300頭を飼育している。 48年度の農業組収入は16 ， 755千円

の高収入をあげ，養蚕粗収入でも 11 ， 672千円に達した。養蚕所得は 7 ， 517千

円であり，その所得率は64.4% となる(第 7 表) 0 6 t 以上の収繭量をまかな

第 7 表農業経営収支
(f限おJ48勾')

区 分 金 額 備 ミ考

i反 養蚕収入 11 ， 672 千円 6, 469kg 

入 米 i民 入 1, 783 178 俵
円 政

の 議康収入 3, 300 平均単価 33 ， 000XIOO

宮古 16 , 755 

蚕 穣 資 561 205箱

支
BB 和1 費 975 @持 2 号，丸屋，尿素，石灰

出
農 薬 費 151 エルサン，ネオ pps. グラモキソン等

光熱動力奨 256 
の

部
稚蚕共同飼育費 400 100箱

農蚕呉資 434 |関転族， ji妥座紙等
( 

濯{lj1J労力安 694 248人，単価 2， 800円
養
共済樹金 43 

蚕
) 組合負担金 259 指導料，組合費等

そ の f自 382 減価償却費，桑菌代

計 4, 155 

差ヨ i 収入

(養蚕所得) 7, 517 養蚕所得率 64.4% 
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う築葉は一切，自家生産であり，買薬を行なわなかった乙とが高い所得率を

えた最大の要因であろう。

霊童受賞財の特色

(1)米麦作経営から養蚕主業経営への変貌

背の養査を知っている人には，一度境止した養蚕を再び始める ζ とは大き

な抵抗を感じる乙とであろう。飼育作業，桑闘作業のつらさ，違作，繭価の

不安定性など以前の養蚕には臨難さと不安とが始終つきまとっていた。それ

をはね除けるようにして，加藤さんは養蚕を再導入した。もっとも，昭和10

年に経営を引きついだときに，父親の代の養蚕を廃止したので，自分の経営

としては新しいものではあったが，新規導入の要因になったものは養蚕技術

が以前とはまったくといってよいほど変化していたこと，繭価が保障されて

いたこと，違作の対策が確立していたことなどがあげられるが，畑作のなか

では養蚕に比肩できるものがないと判噺したことにもよっていよう。

そして，十分な研修をうけた上で昭和39年に桑闘を造成し，養蚕主業への

道を歩んでいった。そこには，農業経営といっても工業に負けない高収益が

あるはずだという信念があり， 幸いなことにそれまでの努力によって耕地面

積が広く，山林も多く所有していたこと，経営が安定していた乙となどが基

盤となったと思われる。

(2) 急速な養蚕規模拡大と堅実性

昭和38年の陸稲不作の打撃は養蚕導入によって完全に解消することができ

た。 39年秋に 3 加の桑闘を造成し， 42年 i乙は早くも 1 t 養蚕家となり， 44年

以降には毎年40~70a の新規桑園造成を行なって47年には当初の 2 倍の 6.1

加の桑闘をもち， 5.7 t の総収鵡量をあげる大養蚕家となった(第 8 表)。

桑閣が未成の聞は晩秋蚕期 l乙小山・結城付近の桑苗生産地から質桑を行な

って不足分を補填してきたが，現在ではその必要がまったくなくなり，自家

所有の桑顕ですべてをまかなえる特色をもっている。また，腫用労力は近在

の農家からの婦人 4 名によっているが，すべて以前に世話をした ζ とのある関
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第 8表養蚕規模拡大の推移

桑 溺 面 積 10 a 当り
考|年度 総収繭量

収縮議
備

栂付 H手自 2 年目 3 年以上 計

42 a 50 a 330 a 380 a 1 ， 731 1唱 45 kg 

43 380 380 2, 769 73 

44 40 380 420 3, 089 74 山林造成

45 60 40 380 480 3, 806 76 

46 60 60 420 540 3, 013 56 }よ没書る長滋被E援1'Fに

47 70 60 480 610 5, 697 93 稲作転換造成

48 70 478 548 6, 755 123 

49 548 548 6, 262 114 

係で安定しており， 40識から 50歳までであるという。

桑闘を無理なく遂、次増反し，養護施設についても簡易なものが多く，過大

な投資をしていなし九施設についての現金支出は現在まで 150万円以下と見

積られる。さらに蚕具等については回転族などの値上りを見越して予め購入

する等 (49年 l乙新たに 400組購入)を行ない，経営を堅実なものにしている。

(3) 蚕作安定への配慮

加藤さんのように孤立して大規模な養蚕を開始したところで、は，敢涯を共

同飼育する乙とは顕難である。そ ζ で，自分のところで椎蚕飼育をしなけれ

ばならなくなるが，新たに始める場合には，それまでの蚕病消毒技備を素直

に受入れ，母屋を蚕室 l乙使用する乙となく，専用の稚蚕窓を設けてその管理

母極端なまで厳重にするのが常である。加藤さんも母患の近くに稚蚕案を投

し，当初は土室育の建物を作って使用したが， 47i手からは両国式に切替え，

椎蜜飼育は完ぺきなまでの状態でなされている。汚染の機会を少なくするた

めに加藤さん自身が専任となり，消毒はもとより，衣服，はき物の交換まで

励行されている。 ζ のことは多聞育のための婦立を自ら任意、に実施できる長

所も逆に生じている。しかし，稚蜜共同飼育はいずれの場合にも望ましいも

のであり， ζ んとは49年赤羽に建設された樵蚕共同飼育所に委託し，特別の

時期だけ個人飼育をするよう計画している。
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壮蚕沼蚕会。床はコンクリートで給桑 壮蚕餌育用ビニーjレハウスo 宅地内の

1) フトを備えている。冬期は肥育豚の 杉・竹林の中に設けである。

飼育に使用する。

壮蚕飼育については，林地の比較的涼しいととろにハウスを設けるなど，

蚕作安定への艶慮が随所に認められる。

(4) 桑圏管理体系と用途完IJ桑園

多間育委行ない 1 囲の掃立箱数が多くなれば，収穫作業は勢い一斉岱採

によらざるをえなくなる。加藤さんの造成した桑閣の大部分は栃木式の近代

桑調方式であり，交主主伐採を主眼とした収穫法をとるのが原則となっている。

しかし，交互伐採は多量飼育には適さない。乙の矛盾を解決するために，

樹型が出来上った時点から年 2 問の伐採i収穫に変え，収穫労力の軽減をはか

っている。

基部伐採あるいは中間伐採の収穫後l乙次の主主期へ旺盛に築を伸長させるた

めには，それなりのこt作りを必要としよう。加藤さんはそこに重点をおき，

桑園管理体系も冬の有機質(稲わらと堆鹿肥)の投入を10a当たり毎年3 ， 000

kgを励行している。管理作業体系は第 9 表のとおりである。 7 月中旬から 8

月 1二匂に追把をし，年 3 回の施肥回数となるが，分施回数は多いほど桑葉生

産に有効となるので，好ましい乙とである。

桑園は 7 筆所有しているが，多間青lζ対応してそれぞれ収穫する蚕期を決

めている(第10表)。乙のことは桑園管理作業の計画と関連するとともに収穫

作業を単純化する上で必要な ζ とといえよう。収穫作業の機械化はこんごの
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第 9表桑臨管理の概要

時 l羽 {乍 業 使用農機共 {Jllj ご~ι

11月中旬-2 月ド旬 有機質施用 トラック 持f~即]巴，敷わら

2 月ド旬-3 月上旬 :上.駿改良剤施llJ トラクター，ブロー :'Ë泌散布，石灰，燃リ J
ドキャスター

3 月ヒ旬 件1耕 トラクター，ロータリー

3 月下j:1・下旬 手手肥Jjtß用
トラクター，ブロー

桑噂{月j 肥料:J': iliî散布ドキャスター

3 月中旬-4 月上旬 容切 エルパ

3 月下旬-4 月中旬 病虫;if紡|徐 トラック，動i噴
カイガラムシ防|徐，
マシンソール

6 月下十1 ・ ド旬 fM肥hí!î)日 トラクタ 築専用肥料技庁J

6 月下旬J- 7 月上旬 約虫'S防除 トラック，動l後 シントメタマパエ紡除

7 月と旬 l徐草剤散布 ノ.，

〆" グラモキソン散布

7 月中旬-8 月上旬 迫!J巴hí!îm
トラクター，ブロ

尿素全面散布ード、キャスター

8 月下旬 fí念式主剤i技術 トラック，動l噴 グラモキソン散布

第 10霊祭 桑隠の概況 (49年度)

!日途別(tJ:主主)
さ夜 面積 樹令 桑品関 ~I~î 付l!H1離

毛下 春 初 初 5゚il 11免 {:I:立
5J1j (a) ドド) 秋 秋 々 (m) 

l 2 1 2 秋 秋

1 130 
5 
一ノ瀬 。 (一斉flfífj蚕) i=j:l刈 4 X 2 

2 150 10 改良鼠返 。 。 〆/ 4 X 2 

3 50 8 一ノ瀬 。 。 ノ〆 4X2 

4 10 3 " 
。 。 おl'反刈 2.4XO.6 

5 60 3 ノ〆 。 。 〆" 2.4XO.6 

6 100 ノr 。 。 中刈 4 X 2 
4 

7 48 10 〆〆 。 。
" 4 X 2 

()主〕第 H夜と第 5 祭は稲作転換認さ闘，第 21~参j烈
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課題となるもので耕転機装着型条桑刈取機の導入も考慮中という。ただし，

桑闘の改造が先決となり，その乙とも含めて， 47年 l乙造成した稲作転換桑園

では高根刈としている。

中型 4 輪トラクターによる耕転，施肥等，大規模になるほど必要な装備であ

るが，それが所有され使用されている点にも，乙んとの桑閑管理の効率化が

期待される。

(5) 養蚕を優先させる複合経営

加藤さんは常に経営上養蚕を優先させ，稲作を従としている。複合経営で

は部門閥の労力競合がど ζ でも問題となるが，稲作が養蚕労力を侵さないた

めに，春蚕掃立前 l乙早期間植を実施し，稲刈も晩々秋蚕終了後に行なうとい

う徹底ぷりで，稲刈がおくれて米の等級が下っても養蚕の万の収益で十分補

償できるといっている。養蚕期間は養蚕に専念するということは口で云えで

もなかなか実行関難であろうが，その点をよく克服している点は大きな特色

といえよう。

(6) 豚の肥育一一目労力と養蚕施設の効率的手Ij用

48年から壮蚕用蚕舎を利用して豚の肥育を開始した。 49年には前年の好成

績をみて，さら l乙 300頭まで増加させている。養蚕の終了とともに11月から

2 月までの期間に行なうもので，労力の効率化はいうまでもなく，踊設の有

効利用にもなっている点は見逃せない。稲わらは十分にあり，各所で問題と

なる排出物も，堆腕肥として次々に桑闘に持込めるし，桑認の土作りに大き

く貢献するという一挙両得ということになる。

また，肥育豚の飼料は 4 剖を購入するが 6 割は自給するという。その方

法として，桑園 l乙ジャガイモを間作し(把料はとくにいらないという) ，豚の

飼料とするまで収穫せず放置しておき，必要な分だけ掘取って飼料とすれば

よいということである。飼料カブなどの間作もうね聞が広いために行うこと

ができ， 48年の豚の価格低下も開題とならず 1 頭当たり 7 ， 000円の純益と

なったといわれる。養護と養畜をうまく組合わせた乙の方式が，加藤さんの

経営の最大の特色ともいえるものではなかろうか。
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機受賞者の技術と経営について

(1)桑園の多収礎，省力管理

議葉の多収穫に欠く ζ とのできない要閣は株作りと土作りといわれる。株

作りについては，多幹式中刈となる栃木式近代桑闘方式によって加藤さんの

薬関は大部分行なわれており，植付後数年間は交互伐採として株作りがなさ

れ，しっかりした株ができている。中刈の樹型を維持するためには冬期間の

株管理として枯損部分の除去，ときには株下げが必要となる。その点につい

ては現在の加藤滋んの桑闘を見る撮り，もう一歩進める必要があろう。土作

りについては10a当たり稲わら 1 ， 500kg，堆臨肥 1 ， 500 kgを毎年投入し，さら

に石灰 100kg，熔リン 150kg i'施用している。耕転も適宜実施され，申し分の

ないものといえる。 ζ れら株作り，土作りの成果が第 8 表 l乙見られるような

10a当たり収嫡量の増加となって現われていよう。

省力管理については，近代議習方式による無除草体系がとられてきたが，

最近，シントメタマパイの多発があり，除草剤の適用によって少しでも発生

を抑えようとする努力が認められる。シントメタマパイの多発には桑閣は清

耕とする乙とが好まししそのために除箪剤を選:fRして，省力的な除草を行

なうとともに，敷わらは中止して土中培把として施用するのがよいであろう。

その点に一考を要する。桑闘管理にはトラクターが用いられており，作業の体

系化が認められる(第 9 表)。乙んと収穫作業の機械化へと指向する考えがあ

り，そのさいには株下げなどの樹型改造を必要としよう。

(2) 多田育と稚蚕鶴膏

年 6 回，ほぼ均等掃立が行なわれている。大規模化し，施設の効率的利用

とも結びついて実行されて川る。そ乙で，加藤さんは綿密な計画性をもって

掃立期日を定め，徹底した消毒と注意によって摘人の椴蚕銅背に成功して来

た。加藤さんが椎蚕餌育の専任となり，稚蜜用薬も自ら収穫するという警戒

のしかたである。 ζんとは共同銅育へと変えて行く万針であり，加藤さんの

熱意、で近くに稚蚕共同飼育所が新設され，加藤さん伺人ばかりでなく近隣の
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晩々秋蚕収穫の桑園

(品種一の瀬，第 2 図①の桑国)

養蚕家にも寄与するところが大きいものと考えられる。

(3) 壮蚕飼育と上藤の省力化

壮蚕は一段条桑育で 1 日 3 聞の給桑を行なし、，給桑リフトを用いて)[1 の

字型 l乙給桑し，省力化 lζ努めている。そして，壮登用益舎は床面をコンクリ

ートとし， ヒピ守ニ一ルハウス lに乙わお，いてもポリエチレンシ一トで

4 令 lに乙は 2 回 5 令には 3 閏の蚕体消毒を実施し，違作(農薬の害を除いて)

は経験したことがないという。

館育施設は簡易なもので過大投資にはなっていない。 5 令盛食期から上藤

にかけて雇用労力を入れるが，その他の時期は家族労働力で賄っている。上

蔵には動力条払機を用い，全蚕座を条払法で処理する。上族 2 日前 l乙ネトロ

ン蚕網をかけておき，上藤当日は条払い，技選拾い，廃条搬出などの作業を

各自の分担によって併行的lζ進めている。

(4) 経営の分析

48年度の収支は第 7 表 l乙示したが，箱当たり収繭量， 10a当たり収繭量およ

び養蚕粗収入等をみると(第11表)非常に高い収益をあげている乙とがわか

る。なお，投 F労働時間(第12表)についてみると，栽桑労力が著しく少な

い ζ とが特微としてあげられよう。

(5) 今後の発展方向

稚蚕共同飼育所による椎蚕館背の委託が昭和50年度からほぼ完全に実施で

きれば，それによって浮く労力を養蚕の規模拡大へと振り向ける意欲を加藤
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第 11表養蚕経営評価の指標 (48年度)

項 自 数 ;段 好奇 考

箱当たり上総収量 31. 5 kg 

10α 当たり上繭収;詮 118 kg 6, 469kg-;-548(a) 

ノ， w 養蚕粗収入 212 ， 992 内

N N 養資所得 137, 171 IJJ 

〆r N 労働時間 130時間 7 ， 116時間 -;-548(a)

上繭 1 kg当たり労働時間 1. 1時間 7 ， 116時間-;- 6, 469(kg) 

l 尽き当たり家族労働報酬 11 , 718 f'J ( 1 時間当たり 1 ， 467円)

第 12表養蚕投下労働時間 (48年度)

栽 桑 首C 蚕 備 考

株整理 169 il与 IIU 時間

採築 1, 876 

耕転施肥 821 飼育 2, 354 

薬関管理 456 上族 1, 030 労働時間 7 ， 116時間の内訳

収繭 251 (ぞ腹族労働 5 ， 132時間

その他 159 !刊か 1, 984 N 

1, 446 小計 5, 670 
L一一一一 一一…

合計ー 7 ， 116時間

さんは示している。目標として昭和52年には桑踊面積 6.5加，上繭収;匙 8.5

t 1ζ置くといっている。そのさい，とくに労働生産性の向仁を図り，条議刈

取機の導入，薬園の改造，施設の改善を考えているという。 ζ れらのことが，

年々困難となってきている労働力確保の問題を解決して行く一つの方策とな

るであろう。
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寵護襲謹盟盤璽

桑園土壌の改良で繭増産

加藤徳三郎

私が養蚕を始めた動機は，最近，

技術が進み，生産性が高まっている

ことと，繭糸{ilfi格安定法により，織

の古!lj格が保障されている ζ とに魅力

を持ったからです。

勿論，養益を導入するという ζ と

は農業経営の大転換なので，決心す

るまでには，試験研究機関，蚕業指

導所，養蚕農家等，自民見，耳で聞

き，家族で話し合い，これならいけ

るという自信がわいたのでふみきっ

たのです。

ゃるからには，せめて県下ーにな

ってやろうという希望を持ってとり

かかりました。

指導機関の適切な指導，湾問のは

げまし，家族の協力により，年々収

繭量は明大し，一応の目標、が達成で

きたので，これをふみ台として更に

飛躍しようとしているところです。

当町の養蚕農家も年々増加し，農

業の一部門を担うように成長してき

いりました。

来いな ζ とに，養蚕新興同地事業

により立派な稚蚕共同飼育所が建設

されたことは，我々養蚕農家にとっ

て大きな福音であり，明日への大き

な希望がわいてまいりました。

私の経営形態は，養蚕を主幹とし，

水稲と養豚を結びつけたもので，特

l乙養豚は冬期間の労力を利用すると

ともに有機質肥料の確保を目的とし

たものです。

桑鼠の土嬢改良が生産性向上への

かぎであり，土づくりが養護の基本

と考えています。

現在，冬期間を利用して行ってい

る肥脊豚 100@を更に増加し，乙の

有機質肥料により桑闘土壌の改良を

関り， 10アール当りの収繭震を更に

向ヒさせ養護芸部門の拡大を図る ζ と

が念願です。

今回の受賞は，感激のきわみであ

り，養蚕経営を向上させる乙とこそ

乙れに応えるものであると考えて，

家族一周がんばって参ります。

。
ノω4

 



本農林漁業振興会長賞受賞

出品財養蚕経営

骨
貝

同
又

古屋養蚕組合
(代表者萩原一郎)

(群馬県安中市市展134)

麟受賞者の略歴

(1)組合の略歴

吉塵養蚕組合は昭和36年 lζ新農村建設事業によって，群馬式稚蚕共同銅育

所 1 棟 (30基)が設置されたのぞ機会に参加養蚕農家43戸が乙れの管理運営

にあたるための任意組合として発足した。

養護組合設立以来，稚蚕共同飼育を中核として養蚕の規模拡大と繭生産性

向上に努めた結果，養蚕作業の合理化は著しく進展し，一般良作業の共同

化も発展して，農業経営の改善に顕著な成果を収めてきた。当初，椴蚕共i可

第 1 国 受賞者の所在地
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古屋養蚕組合

のメンバー

飼育は 2 令までの銅背のみであったが，その後，組合員の養蚕規模が年々拡

大され，また，省力養蚕技術体系の導入により施設が手狭となったので，昭和

42年に群馬県蚕糸振興事業協会補助事業と農業近代化資金の導入によって既

設の共同飼育所の改造と新たに程床式枇蚕共同飼育所 1 棟 (60蚕架)の場設

を行い，館脊も 3 令まで延長する乙ととした。さらにこの機会に，近隣集落

の荒路桑闘を借り受け200 日の有f~蚕共同桑闘を造成し，蚕作安定の基盤を確立

した。稚蚕共同桑闘はその後休止養蚕家の桑!認を借り受け，現在280αlζ 拡大

した。

昭和45年には大日本蚕糸会総裁iRi松下イ殿ドの御祝祭が行われ，組合員の主主

主主意欲は一段と高まれ養蚕経営合理化の万策が検討された。乙の検討の結

果，民事一般の合理化をも一層促進する乙ととなり，共同利用農業機械(コ

ンパイン 2 台， EH舶機 2 台，パインダ-2 台， トラックター 1 台，動力粉謀

機 3 合等)を購入する ζ ととなった。

組合の運営は組合長， idリ組合長，会計部長，ギ業部長の 4 役と事業部lζ飼

育主任，栽桑主任:~i汽き，合議制をとっている。組合員43戸中40戸が養蚕を

行っており，飼育休 il~組合員の桑悶は税蚕共河桑I~~および規摸拡火民家に利

刑されている。

ζ のように，お鼠養護組合は椛蚕共同飼育喜子心として，養蚕の規模拡大

と技術水準の!臼 kを|ヌ!り，{)f牟せて農業経営の改善が行われた ζ とによれ昭

和48年!支群馬県繭生産性合理化コンクールにおいて最優秀の成績をおさめ農

林大山賞を受賞している。
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(2) 地域の概況

ζ の組合が所在している安中市は群馬県の西部に位授し，国鉄信越本線，

悶道18c乃線の要衝にあって，東は ;}i:jllh'J ñJ，闘は松井 IHIIlJ ， N守は例TjJ，北は

榛名UlJI乙接する総Tüí酪約10klnの 111閑都市である。士山勢はTIJ のほぼ ~I~央を問か

ら東l乙貫流する臨井川によって，概ね調北 2 士山区 l乙分けられ，南部は洪積ロ

ーム台地といわれる河岸段丘であり，北部は聞から東へかけて小起伏の丘陵

および一部泊般原性低地を含むローム台地で地味は肥沃である。気象条件は

内陸的気候の性絡が強く， /r'1三 WiJ平均気J誌は14 0C ， 年前j降雨は1 ， 070mm と比

較的少ない。総人口は約 4 万人(昭和45/r'f)で総 !11:;fI}数は約 9 ， 640J=i となっ

ている。産業別就業人 1:1 構成では筑 1 次泳三業(主に民業) 35.6% ，第 2 次総

業3 1. 8% ，第 3 次業32.4%の都合となっている。 HI例都市のわりには第 2

次，第 3 次i夜業人 11 が多いのは，東邦i活鉛 KKおよび信越化学KKの二大工

場が多くの労働力を吸収していることと，向l崎市，前情市の二大都市 I乙通勤

する人々のベット・タウン化していることによるものである。

農家戸数は総!段階数の41 %に当たる約4 ， 060FÎである。耕地Tlíî積は 3 ， 243 加

でとのうち染隔が1 ， 433hα(44.2%) ，水位11 ， 024加 (3 1. 6%) ，普通畑 703hα

(21. 7%) などとなっている。民業粉住陪舶は第 1 表でみるとおり，総拙 3

， 835否万円で，乙のうち主主査が1 ， 764 f:l万円で全体の46% ，次いで米13.1 %, 

乳牛12.7% ，野菜 8%のJI阪となっている。このように安 Ij=1地域における養蚕

収入は農業生路樹のÊÍ01 枕を占める Z主要な作目であり，民家経営の基幹とな

っている。桑!必 lúî積も ~I: 々拡大されIl日夜135iflζ129加であったものが， 45年に

は146加に増加している。以上のような災t1liから市の民業施策はつねに養蚕を

'1 1心として推進されてきた。
第表 安中市の主要作自の構成 (1lt:l:f1l45$) 

1-'F-図 ílU
をi三絞;紋 来立主主P絞首長(百万円)

fFî図 B日
'1三塁ìalt 粉症二降級(百万円)

( t) 災 数構成i七 ( t) 災 数機J戊比
Hと 3.660 501 13. 1 議霊 主妥 1.592 1.764 46.0 

!< 主fi 2. 057 87 2. 3 肉 斗コ 631 45 1.2 
事!Êl役立類 50 9 0.0 手L Zド 悲 ~:g~~ 488 12.7 
し、も提頁 2.588 77 2.0 肉 inま 8.480 172 4.5 
型f~(際上出) 5.742 307 8.0 'll(,j );}!'I 6.040 132 3.4 
身ミ 総 1. 080 82 2.1 ブロイラ 136, OOO~~ 35 0.9 
工芸作物 752 89 2.3 
その他 47 1.2 合 汗 1- 3. 835 100. 0 
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騒受賞者の経営概況

市屋養蚕組合は市のド[1央から聞に約1.5krnの地点にあり，標高220-230m の

担部に位寵している d 部落の全戸数は113戸で乙のうち農家は70戸である。

古屋部落は凍肩書常習地帯で春蚕期の稚蚕用桑の確保が剖難となる場合があ

るため，平年:蚕共同桑闘は他部落の無霜害地帯 l乙設けて不慮の災害に備えてい

る。

48年における組合員の総耕地面積は第 2 表でわかるとおり， 50.8加で、ある

第 2 表 組合の農業概況 (昭和48年度)

区 7J ¥ 組 辺1=1、 広口i 養蚕農家 養蚕出家 l 戸当り

}コ 数 43p 40戸

水 田 16. 7hα 15.5hα 38.8hα 

土井 普通知{ 2.8 2. 5 6.2 

桑 国 30.3 29.4 73.5 

土也 果樹園 0.2 0.2 0.5 

そ の他 0.8 0.8 2.0 

50.8 48.4 121. 0 

山 林 9.6 9.6 24.0 

原野・その他
iにh1、 60.4 58.0 145.0 

が乙のうち桑闘が30.3hα を占め桑 l認率は60% に及んでいる。次いで，水聞が

16.7ha (32.9%) となっている。乙の地域は平坦地にあるため大部分が耕地

となっており，経営規模拡大に必要な転換可能土地面積は限定されている。

乙のため，当該地域では合理的な土地利用による生産性向上が求められてお

り，これが水田裏作の拡大となって現われている。

水田裏作には小麦が栽培されるが全組合員の70%の水出 l乙作付けされ，共

同作業の推進に伴って今後は地域全般の受負耕作も計岡され裏作小麦は一層

拡大される見通しである。

水田から生産される稲わら及び麦わらの利用による音諜導入も広く行われ
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ている。すなわち第 3 表で、わかるとおり，組合員の 3 分の l の農家は大家畜

第 3 表 組合員の有畜状況

飼養規模 乳 正ド 肥育牛 豚

1 - 2 頭 2 Fl 14ρ 16F1 

3-5 1 2 l 戸 4 

6 -10 2 (※ 2)2 4 

11-20 2 2 

20以上 (※ 1 ) 1 I 

8 18 l 27 

(的 (※ 1 )は乳牛21 と妃育牛 2 ， (※ 2 )は肥育牛 6 と乳牛 1 である。

を飼養しており，乙れの自給飼料率を高めるとともに，臨わら，麦わらの効

不利用を区!っている。家予与は IJ思育t::j-. が1'1:1 1心で‘あるが，乳牛飼養民家の中には

湾各践専業農家 l乙近い大規模のものもみられる。千ヲ畜民家では桑闘の士山)J lfl;援

のため，これら家資の堆!説肥を桑闘に投入して有機質肥料の確保につとめて

いるが，一方， 1!!~家昔話-22家では大規模資産農家と契約して，有機物の供給源

としており，これが本組合の桑闘の生産性向上 l乙大きく寄与している。

乙の組合では年間 5 lilj飼育を行っているが，うもにも述べたように養蚕をゆ

心として稲作および表作去の栽Z去を行っている関係!こ，労働力の調整が大き

な問題となっている。特に春蚕jtJjiCは上族，出納，友メIjの諸作業がw.なって

くるので ζ の労働力の溜正配分母共同科問機械の問問と j七時作業によって巧

みに切り抜けている。

組合員(養蚕農家)の民業従事者数別民家数奇みると第 4 表にみられるよ

第 4 表 農業従事者数別有畜農家数および寅桑農家数

区 ラ〉 1 人 2 人 3 人 4 人 計又は平均|
ドl 数(ω 4Fﾎ 18 11 7 40 

有苦言股家数( b) 12 9 6 27 

(日) / ( b) 一% 67 82 86 68 

員桑農家数( c) 1F1 5 6 3 15 

(a)/(c) 25% 28 54 43 38 

平均収縮;註 604kg 1, 082 1, 628 1, 871 1, 322 
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うに従事者 2 人の農家が18戸で最も多く，次いで3人が11戸となっておりこの

両者で全体の約70% を占め，全組合の平均では l 戸当たり 2.5人となり Jj働

力はかなり忠まれている。

また，買桑農家子i数をみると，従'0jl者 1 人では貨桑民家が1J…iだけである

が 2 人では 18戸中 5 fíで 3 人では 11戸中 6;=勺 4 人では 7 戸í r�l 3 )� 

を行っている。このように労働力があり，経常規棋拡大を指向する出家ほど

積師的l乙行っている。

さらに，設業従事者 4 人の比較的大型農家では 7 f匀ll 6 t=íが有高民家であ

る。 3 人では1Uゴ中 9 r三í ， 2 人では 18T守中 12戸が何らかの家造を飼養してい

るが I 人の場合は有畜出家はない。このように設業従事者が多い出家群ほど

有畜農家率が自く収繭沿も多くなっている。

組合員の技術研修は資業改良諮及職員の [1 'if~の持及川動の成栄によると乙

ろが大きいが，民事業の主業集 1'11*11織育成事業による学習日動が行われている。

また。安中地区証言業青年研究会には 6 人の蚕業 i"i~1二が加入し，谷間の技術研

修 I乙参加しているほか，主主蚕婦人学級もをj:Ii'tî 13[fijほど/Ji~{m されるなど地域ぐ

るみの努力が{iîJわれる。

塁審受賞財の特色

乙の組合の特色は椛挺共同飼育を全蚕期(年間 5 jrm を通じて 3 令まで延

長した ζ とと，従来は年間 3 ffil飼育であったものを夏援と晩々秋援をとり入れ

ることによって，組合員の養蚕規模の拡大と経営を安定させた乙とである。

特に夏蚕の導入は地域の先鞭奇つけたことが大きく詳併される。第 2 は農作

業全般に機械化による共同作業を促進ーし，農作業における労力の調柊をはか

ったことである。すなわち通常，養蚕部門のみの共同作業化は多くの地域で

行われているが，この組合では養蚕作業のほか，稲作については耕起， E上I~育，

消毒，収穫の諸作業l乙トラックター，区I~直機，粉謡機，コンパイン，パイン

ダーを使用して，共同作業を行っている。裏作小麦栽培についても機械化と

共間作業化が進んでいる。第 3 ，乙は養蚕の生践性向上と新しい技術の導入を
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積極的 l乙進めている ζ とである。

すなわち，家音導入によって生諜される説臨胞を桑闘に投入して地力焔設

に努めるとともに，桑制改植を毎年計画的 lこ実施して土地佐藤性の向上~~[湿

っている。また一般に養蚕主産地1~Jは有'[;蚕共同議涼|の総保が則禁1ft.のと乙ろが

多いが，乙の組合で‘は他集落の無利害地fi? に 3 令まで飼育できうる規模の者(~援

共同桑闘を設器していることは特紫lζ僻するものである。さらにζ の組合の

は比較的若いため，新技術の修得ゃ省力装i汽の導入l乙積倒的であり，

I 日 1UTI育給築用の施設は大部分の位家 lζ導入され，また， J:.藤総連絡t リフ

トも大型 2 階建蚕舎に設備されている。

このような経'討改善の結果，総合段の総収縮l誌は 53 t で l 戸当たりし 332

kg , 1 t 以ヒの養選農家26;=Î (65%) , 10 a 当たり~;Zj離;it:;164kg (都市本均の

40% 増) I乙達しておりおし、技術水準が平均主化されている。

関受賞者の技僻，経営の分析および普没性と今後の発展方向

(1)桑園と肥培管理

この組合が位援している山屋部落は凍給与寄常習士山市であるため，災1則的|徐

についてはとくに努力している。桑品種は一の瀬が28加でか:全桑闘の95% を占

めている。 ffl:途別には1'fË蛍専用桑闘が2.8hαで，乙れは共間管理をしている。

春秋兼用薬臨は21. 6hα(73%)，夏秋専用桑闘 5hα (1 7%) の区分となってい

る。仕立は凍絹害を考慮して全部が無挙中刈仕立となっている。植付け距離

は1. 8m xO. 9m X.は1. 5mXO.9m のものが大部分であるが，近年植栽本数の

増加から株間をやや狭くしている。改棋は計画的lζ実施されており，樹令別

には第 5 表のとおりで，樹令15年以上の桑隊|は全体:の10%程度にとどまって

第 5 表 樹令別築関面積

区分

面積

割合
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桑園の共間消毒状況

いる。乙の計画的攻櫛については，蚕期終了後，各組合員の改植必要面積を

とりまとめ，市農協の所有するブ〉レドーザーのf背市計画をたて，抜根，整地

は乙のブ、ルドーザーで一斉に行い，植付けは共 11'1]作業によって実施してい

る。この改植は俗年続けているので桑闘は全体 l乙若返り，生産力増強 l乙寄与

している。

!J巴培管理は桑調土作りとして 12月に堆蹴肥を10 a 当たり 1 ， 500kg と，苦土石

灰90kg を施HJ してし咋。施肥は毎年 3 - 4 月 l乙⑧持 2 号を 10 日当たり 210kg

を施し，夏肥は春蚕収穫後の 6 月中~…F旬 l乙⑧特 2 汚ぞ 120kg1ftli用している。

さらに晩秋宣言!日桑の増収と葉質保全のため，初秋蚕期収穫j!'l後 l乙追肥として

尿素を10 日当たり 40kg を施している。有t蚕専用桑闘には堆臨杷3 ， 000kg と⑧持

1 号を300kg程度長抱月j している。

除草にはグラモキソンとシマジンの併用によって桑国管関作業の省力化を

民i っている。病害虫防除は 3 月下旬 l乙カイガラ虫 8 月にはスリップスおよ

びクワハダニの共同消毒を実施している。

桑の収穫法は春蚕期は株元伐採の一斉収穫と一部高橋式仕立の間引収穫を

行っている。夏蚕期は春切桑園の間引収穫，初秋蚕期には春秋兼用桑閣の間

引収穫，晩秋蚕期は中間伐採，晩々秋蚕期は夏蚕使用桑園の新崎、収穫密行っ

ている。

(2) 育蓋技術と経営

①稚蚕飼青 昭和48年度の掃立状況は第 6 表のとおり年間 5@]で合計1 ， 27
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6 箱の飼育を行っている。飼育所の消毒は各蚕期 2 回づっ行い，蚕休消毒

は各令 2 回実施して，常 l乙違作の防止に心がけている。

飼育所の運営は出役制によっている。掃立i苦 1 箱につき l 人出役が原則で

出役者には賃金で臼~が支払われる。男女間および飼育，薬栽倍間 lζ格差を

設けた時間給11îUを採用することによって，賃金と労働)Jの無駄を少なくする

ように努めている。このほか自家用自動車を提供する者に対しては，常ー通車

650円，軽自動家400丹のガソワン代が支払われ， 4 kmほど離れている稚蚕共

詞桑劉の管理や摘桑，桑運搬に使}刊されている。

飼育料金は 3 令まで~i'Î~町たり 1 ， 700円のほか株主主共同飼育所土lii没 l乙)政令した

近代化資金の返済財源として箱均たり 1 ， 000円の 11武課金を徴収している。乙の

ほか，この組合では{ll!集溶の組合段以外の者から飼育の委託を受けているが，

その数 i誌は48年に311箱 l乙達している。委託料金は 2 令までで箱当り 2 ， 800円，

3 令まででは5 ， 000内で乙の校入が組合の健全財政 l乙大きく寄与している。

乙の組合ではJト!:主主飼育の省力化を iヌi るため群馬県蚕糸振興本業協会が益百

業の体質改善のために実施している助成事業によって r 1 FI 1 nUr守給梁施設j

を昭和48 /"1:から 3 カ年計阿によって設備する ζ ととし，現千五大 1115分の組合は

が 1 - 2 セットを所有している。

tt遜飼育施設は 21終日:ての大型蚕舎が多く，最多選期には悲しかけによっ

て対応している。全[1が条桑背を実施しているが，特l乙 4 令期には適蹴保持

のため， i:品j武機の導入によって飼育環境の整備と改善に努めている。

上藤は全戸が上藤ネットを併用した条払い法を採用しており，間転藤の将

及都合も 100% である oJ:.藤窓は 21特が多いが，間転藤l乙熟蚕を振り込んだま

ま昇降リフト寄与利用して 2 ß告に運臨するなど省力化 l乙努めている。さらに，

τ
B


m
h
d
 



1 日 1 悶育給桑施設

繭質改善に注意、を払い，温風機を槙極的 l乙使用するなどの努力をしている。

乙のような地道な努力の積軍ねによって，乙の組合の養蚕成績は年々向上

し，第 7 表にみられるような成果を得ている。

第 7 表 繭生産状況

年次
養蚕 指 立 量 (籍) 収溺量 (kg) 1 FI 当たり

戸数 春 初秋 晩秋 春 初秋 晩秋 掃立最 収溺量

46 40 250 370 350 970 8,800 12,100 12,100 33,000 才打 kg 
24.25 822.5 

47 40 200 373 380 953 8,016 12,574 13,033 33,623 23.83 840.6 

48 40 427 399 450 1,276 17,860 15,129 16,200 49,189 31.90 1,229.7 

47/48 100% 214 107 118 143 223 120 ~ 146 134 146 

(3) 普:&'1全と今後の発展方向

市原地域は農業振興地域の指定 l乙伴って，養蚕主産地 l乙指定され，養蚕 l乙

|謁する公共投資，養蚕振興施策の計iぬi的，効率的な導入を図っている。すな

わち，養蚕主産地集fJl営農推進事業，養蚕業の体質改善補助卒業等によって，

桑|ゑ|の集団化，老朽桑隅の改組などの碁盤整備，経常近代化施設の導入が促

進されている。市においてもこれら振興事業に意欲的に対応しているほか市

独自の 1:.地基盤整備事業，経営近代化袈備事業を行っている。

この組合は，これら割，県，市の養蚕振興事業を積極的 l乙導入する ζ とに

よって，農業経営の安定と拡大に努めている。椎蚕共同飼育所の連常，桑の

栽培技術，蚕の飼育技術については，地域lζ適合した標準的技術を組合員が

十分理解したヒで経営にとり入れており労働力の適正配分と地域を担当して
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いる蚕業改良普及職員の適切な指導によって，組合員個々の生産性向上に努め

ている ζ とは，近隣集落の模範的組合となっており，とくに，椎議共同飼育

の安定的技術を信頼され，年間多数の委託飼育が行われている ζ とは乙れの

証左といえよう。

また，組合員の年令構成も比較的若しさしあたって後継者の問題は起っ

ていないが，乙のことが組合結成以来10数年経っても養蚕を休止する農家が

少なし全員が高い技術水準に支えられた強い団結が続いているものと忠わ

れる。

ζ の組合の今後の計繭としては，地域内には桑調の規模拡大の余地が少な

いため，地域外の休止養護農家の薬組を{昔用する等によって規模拡大を図る

ζ ととし， 48年の組合員平均1. 3 t の収縮長ぞ1. 5 t までに高める乙とを目標

としている。

今後は後継者問題が生じてくると 13われるので，今から組合を中心とした

計画的な対策を槌立する必要があろう。さらに， ζ の組合を一層発展させる

ためには，農業簿記の導入等によって，組合の経理内特の明被化と経営改善

に努める乙とが大切であろう。
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麓藍韓盟聾調

60 t の目標達成へ意欲

古屋養蚕組合

(代表者萩原一郎)

古屋地区は，農家収入の80% を養

蚕収入に依存し，また凍霜害の常習

地帯として有名な集落であります。

昭和36年まで養蚕飼育は個人飼育

であって，蚕作も緩めて不安定で，

とりわけ凍霜害に遼遇すると稚蚕用

桑の確保も囲難で増産も思う様l乙出

来ませんでした。そこで組合員と度

重なる協議の結果，昭和36年群馬式

土室30蚕架の共同飼育所を新農村建

設事業により設置し共同餌脊を始め

ました。

建設当時は蚕種業者並びに産融処

理が複数であったため，蚕種業者別

l乙銅育室を分離して飼育を始め 3 年

目でやっと，蚕品種と産繭処理の統

ーが出来て，共詞の目的を達成する

ことが出来ました。稚蚕周桑園も組

合員の桑園を管理桑閣として使用し

てきましたが， 38年より無霜害地l乙

3.5haの共同桑園を確保し，稚蚕周

桑として良質な桑葉を供給する ζ と

ができました。

昭和38年より夏蚕及び晩々秋蚕を

共詞飼育所を利用する乙とにより年

間 5 問飼脊を行い特l乙夏蚕期と麦刈

田植の農作業が重なり，労力配分l乙

困難となるので田植機 2 台，コンパ

イン 2 台，パインダー 2 台，共同購

入し農作業を能率化し夏蚕lζ専念す

ることができました。 42年霞床式60

2妥架を増設し，設備を近代化して，

3 令 5 間完全飼育を実現することが

出来ました。なお45年高松宮殿下の

と筏察を頂き，乙れを契機に組合員

の増産意欲は益々高揚し，生産基盤

の整備と飼育技術の改善を進め 2 t 

以上 7 声 1 t 以上20戸となり紐合

員総収繭量53 t I乙増産する事が出来

ました。

更に乙の度の受賞を期比指導機関

の積極的指導を頂きながら共同桑園

の地力維持l乙務め繭質改善に取りく

み，組合員一時一致団結と和をモッ

トーとし遊休桑園の活用を計り， 60 

t の生産数量の目標達成をする様頑

張り度いと思います。
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皇杯受賞

出品財林地肥培

受賞者柿下高寿雄

(静岡県榛原郡中川根町文沢 4425)

欝受賞者の略歴一一一 20 年におよぶ肥培歴

静詞県金谷林業事務所管内の 4 市 15 町のうちで，林地肥培実行面積は中111

第 l æJ 受賞者の所在地 根町だけで実に 50% を占め，肥

料の使用量は 50% をこえている

(末備の酎表参照)。これは，い

J叫Øl つに受賞者柿下高寿雄氏をリー

J、

J宇

〈交通〉 金谷田H 下泉
率直ま〉“』日『司叫骨-下然観下'1'

大井111鉄道

8 弘m

F~誌=誌記---文沢

J ダーとして，昭和 26 年に造林技

術，森林経営にいち早く林地肥

培を導入して，その普及をはか

った結果である。

受賞者の柿下高寿雄氏は静岡

県安倍農学校卒業後，東川根村

および相良町の農会技術員とな

り，昭和 12 年には 29 才にて，ご

尊父の病気のため家業の農林業

をつぎ，現在に至っている。 ζ

の閤，東111根村村会議員， PTA 
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第 1 表柿下氏の受賞歴(林業関{系)

年 度 fラ 事 x 玄宝，.
JitI. 内 容

昭和 42 年 林地肥 tg コンクール 林地肥階協会長賞

43 林業経営推奨行事 大日本山林会長賞

43 林業経営コンクール Îf11[潟県林業女[織普及会長賞

44 県中央櫛樹祭(環境緑化) !ゑ緑化推進委員長賞

48 林地把培コンクール Iム'" 林 大 i五 ~ol. 

48 Li寺林コンク一川長男名義) 中日新聞社主催 第 3 {立

会長，教育委員，中川根町民生委員，問教育委員，東111恨農協駿事，北榛原

農協理事，中川根町教育委員として，地方自治，産業振興，教育椙祉のため

地域社会l乙大きく貢献している。

柿下氏の窟住する中111根町は静i河県のほぼ中央部，大井111の中流域にあた

る(第 l 盟参照)。中川根町の総面積は 12 ， 213hα で，その大部分が森林で林

野率は 88% という高いf直径示し，そのうち 90% が私有林という，文字どお

りの民有林地帯である。交通は東海道本線金谷駅より大井川鉄道(金谷

千頭開)があり，そのほか大井川沿いに県道が通じているが，幅員が狭く交

通事情は{更利なととろではない。

柿下氏は家業を継いで以来，茶・シイタケとともに森林経営を精力的に営

み，これらの規模拡大と経営，技術の進展につとめてきた。そして昭和 30年

から，茶闘での把効iζ ヒントを得て，他lζ先がけて林士山肥培を始め，所有iJJ

林7L 2hα( うち 25.0ha は氏が購入した林地である)のうち， 54.3加をクヌ

ギ林などを含めて生産性の高い人工林とし(人工林率 76%) ，さらにそのう

ち 48.0加に肥料を掘し，枝打，間伐なども施肥と組合わせて合理的施業を行

ない，多大の成果をあげている。 ζ のように，柿下氏の肥培陸は 20 年にも及

び，全国でも稀な貴重な存在である。 ζれでまも，林地肥培および林業経営

の分野において，全国的な表彰を受けているが(第 l 表参照) ，今回の受賞

財一一 24 年生スギ肥培林は肥培林としては林令も高しかっ肥培期間も長い

点l乙従来にない特異性がある。それは柿下氏の積年の努力の集大成であり，

また普及面でも広く期待されると乙ろである。
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以上のように，柿下氏は若い頃から一貫して自らの生業と地域社会のため

に献身的に努力してきた人である。今回受賞の林地肥培のみならず，茶・シ

イタケ経営においても研究熱心で、，自ら開発した技術を地域の人々に惜しみ

なく低授し，乞われて県内各地で講演して普及苗でも多大の功績をあげてい

る。また林業関係では次の関係諸面体一一林業技術協会・林地肥培協会・林

木育屈指会・林業薬剤協会・静悶県林業知識普及協会・静岡県林業会議所・

中川根可森林組合・日本の山をよくする会一ーに属し，林業の研讃lとはげん

でおり，各題の研修，規察旅行には積越的 l乙参加している。また林業関係の

既住の受賞歴も前述のように前後 6 聞に及び，その優秀性がうかがわれる。

麗受賞財一一肥培林地の概要

柿下氏の|幻林が菩在する中川根町の気象条件は，年平均気温は約 15.2'C ，

年平均雨量 3 ， 089mm という温暖多雨の気候はスギの生育l乙適した環境で，降

雪も少いのが常である。この地方の地質は中生層の水成岩で形成されており，

土壊は比較的関植質に富み，全般的l乙日巴沃であるという乙とができるであろ

う。一般に中腹以下の部分は Bo型土壌(適潤性褐色森林土)が分布し，スギ

の適地であるが，中腹より尾根筋にかけては Bo(d)型土壌(やや乾いた適潤

性褐色森林土)が分布して，スギよりヒノキが第 1 適木と判定されている。

今回の受賞の対象となった肥培林地は，大井川の支流である珂内Jl I (中Jl I

根町下泉町より東北方向へ分岐)の源流地域の文訳(ブンザワ)にあり，北

商面の1. 44加のスギ 24年肥培林地(昭和 26 年植栽)である。附近一帯の地

質は中生代の徳山群層 l乙属し，基岩は砂岩，頁岩の互層lζチャートなどが介

在して構成されている。壮年期地形のため急傾斜面の林地が多い。受賞林地

は河内Jl H乙面する斜面下部の崩種ないし歩行土で，きわめて膿質な Bo型土

壌である。その標準土壌断面の模様および 2 ， 3 の化学的性質は第 2 表に示す

とおりで，概して肥沃な林地という ζ とができるであろう。

受賞林の現時点(昭和 49 年 10 月)における生育状況は下司のとおりである

(写真参照)。
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受賞林分の平均木の胸高内板 受賞林分

第 2 霊祭 受賞flEt古林地の様準断簡とその化学的性質

!問 以
さ 1: 0,'" 一1:ず1:' "石!際 Hlﾏilli 

{j'z: cm 

A, 10 10YR Y, し ic lm 後き 81段状

" y, A, 14 CL ~わ " 

8 , 26 " y, " 3 め lf1百t1 
i て多 I'Jjf,\i.1;i\ 

8 , 35 " y:� " c5m h 

)し

8 , 十 10 " y:� G 

注:(1) ?ンセルニ!二色阪による

林

(2) LiC-> 終結土 CL →悩Z1磁土

(3) 矢子供三ï; Rapid Test による。

..6.・
1コ. 24 年生

立木本数: 1 ， 150 本/加

平均樹高 17.3m

平均胸高直径 20.4cm

幹材積 339m /加

it 'f. [自 n 1'1 

PH C % N% C/N ii'l ~足利 'JI "f1 ~刃 JI
(H, O) 70' 1.天(%) 燐括主

p.p.m 
4.8 7.0 0.46 15.2 0.15~0.20 50~70 

5.4 3. 7 0.27 13. 7 
(JýJi る i江)

〆， 10~30 

5.0 3.20.2512.8 く0.07 10 
(欠)

5.4 2. 0 O. 16 12. 5 " 50 

(以上，標準地 0.1加の毎木調査による)

乙の加あたりの林分幹材積 339m は静岡県下のスギ林分収穫表(静岡県調

整)の l 等地の 24 年生時の値 218m を大きく上廻っている。また標準木を伐

倒して樹幹解析した結果によると，最近の連年成長霊は 27-28m/加に及び，

乙の施肥効果がもたらす成畏量は，今後施肥を中止しでもなお数年は持続す
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第 2 函樹幹解析木の樹高成長曲線 第 3 図樹幹解析木の材積成長曲線

品j ;曻j !l\木材税
20 -

1,, 1 

。/。 0.3白

/ 15 

/ / / 
0.2 

10 

。 l

5 

.,,0 休令 件令

15 24 5 10 15 20 24 5 10 20 

るであろう乙とは，国立林業試験場における地のスギ、成木施肥誌験事例より

推定できるところである(注: 無施肥の場合のスギll3(穫表一一 l 等地一ー

での 25 年生時における林分幹材積の連年成長量は 27-16rri/加である)。な

お樹幹解析木より求めた樹高成長曲線，材積成長曲線は第 2 図，第 3 図 lζ示

すとおりである。

題受賞者の肥培技術一一育林技術との融合

受賞財の 24 年生スギ、肥培林が植栽されたのは昭和 26 年で，いまだ戦後の

混乱期を完全に脱却した時代ではなく，日常生活lζ最も重要な物資である食

糧も不充分であったため，前生樹のスギ林を伐採したあと 2 年間ほど植林

と陪特にソパ，アヅキの間作を無肥料で行なっている。したがって，間作で

地力を消粍したこと，およびスギ人工林 3 代呂の林地で，皆伐による地力低

下を考惑して，植栽後 4 年自の昭和 30 年より，当時ようやく出まわった思料

を購入，施肥を開始したのが柿下氏の 20 年の肥培躍の始めである。

施肥は単 l乙植栽時l乙行うという線香花火的なものではない。林木の一生を

通じての森林生態系，林木の変化をも考慮して，肥培育林体系の理念に沿い，

現在まで前後 12 聞の施肥を行っている。そのうち 7 回は除伐，間伐，および

枝打後iζ施肥して，開伐後の閉鎖促進，枝打による成長減退防止につとめ，

施肥と育林保育とを合理的に組合わせて，施肥のシステム化をはかつている。

ハH
V

司
g

ム



受賞林に近いスギ 4特5 年生

林分に対する成木施目肥巴効果

( 矧加……の引川…l口岬一一l咋淵明一…年輔臨恥一前耐酌…よ川巾り怖施肥帥叩施制目肥巴
lけ7れば林令の増加ととも lに乙年総隠が i

せまくなるのが慈通であるが，抱肥 i

したため均一な年輪縞の材が得られ i

ている。 I

使用肥料は肥料 3 要素を含有する化成肥料と，林地で 3 要素中最も肥効の

大きい窒素単肥(当然のことながら，化成日目料よりはかなり安価である)を

適当に組合せて，林地施肥の効率化，合理化をはかつている。乙のように化

成肥料と窒素主義肥を適当に組合わせる方法は，今後の肥料需給事情が世界的

に逼迫するであろうことを考慮すると，省資源的な林地肥培の効率化のひと

つのパターンとして軍要な意味をもつであろう。

BEt吾効果は無施肥の対照林地がないため，正確なととろは不明であるが，

現時点での成長量は前項の受賞財一一肥培林地の概要のと乙ろでのべたとお

りである。なお受賞の肥培林地は前述のようにごと嬢生産力の高いと ζ ろ(注:

静岡県調整のスギ林生産力スコア表によると， 40 年生時点の樹高で示される

地位指数は 22.47 と高い値である)であるので，受賞肥培林の成長が地力そ

のものによるものであり，施肥効果はあまりないのではないかという疑問が

でてくる。 ζの疑問lζ答えるため，受堂林地より 300m ほど下流の同一斜面

上のスギ 45 年林分K11 年前より施肥した林分の標準木を伐倒して，その胸

高円板をみると写真にみられるように，胞肥後 11 年間の直径成長量の方が施

肥前 11 年間より上廻り，明らかな施肥効果がみられた。乙の乙とは，受賞林

地の生産力はもともと高い部類に属すが，それでもなおよく施肥効果をあげ

ているものと判断してよいであろう。

柿下氏の所有林を全般的にみると，それぞれ生産自標を下記のように，い

ちおう定めて，計画性のある肥培を組み込んだ林業経営に努力している。

可
E

品

弓
l
よ



(生産自標)

大径材 Db > 30cm 
普通材 Db 20-30 

(伐期令)

>50年

30-50 

(施肥回数)

>10回

7 -10 

柱材 Db 20 25-30 7 -8 

そして 40 年生時点での柿下氏所有林全体の平均収穫期待値を 425rri /加と，

いちおうの自擦をおいて，乙れを上廻るよう林地肥培を展開し(肥培率=把

培林地荷積/人ヱ林前積= 48%) ，かっ技術の研究に励んでいる。

施肥呈については，植栽木の成長 l乙対応させて，各種:の袈践を考慮して決

めているが，その平均的な数字を示すと下記のとおりである。

〔植栽後の施肥〕植栽と同時施肥は濃度障害の危険をさけて行なわず，，/l百栽

後苗木の活者を見とどけて 5-6 月頃施肥する。以後 2-4 年生頃までは

毎年 2 月中，下旬lζ施肥。施肥量は窒素 (N) で槌栽木 l 本あたり 10-159 。

〔枝打後および間伐後の施肥〕 連続または隔年，あるいは 3 年目毎に冬期

l乙施肥。施肥廷は林令および土譲の肥沃度により異なるが，おおむねN で 80

- 120kg/hα。

〔伐採前の施肥〕 自己採前 5 ， 6 年前より 2 ， 3 年施肥。施肥量はN で'150kg/

hαていど。

以上のように，柿下氏の林地肥;唱は現持の一般の林地把培にくらべると，

かなり多肥の部類に属し，今後なお検討すべき点もあるが，後述のように経

済的にみても引き合っている ζ とは注目に観しよう。また幼令時の施肥効果

ぞ下刈の i詰よりみても，受賞林地では 3 年間で下刈を終了している(乙の地

方では一般に下刈は 6-7 年を要する)。また病虫害も受賞林地lζは全くな

く， {也の所有林についても若干の兎寄を除いてはほとんど皆無で，施日巴林地

としてはきわめて健全であるといえよう。なお樹幹の形状比(平均揺高戸F均

胸高TI室径)は 85 を示し，かなり高い髄であるが，乙の地方が降雪の少ない乙

ととあいまって，未だ冠雪害などの雪害を受けた経験はない。

受賞者の林業経営
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第 3表保有土地

区 分 数 ;設 (陥 考

山 林 71. 22ha ほかに，県行造林地 13加を所有する

茶 関 0.40ha 20 年前から，すべてヤブキタ砲に改嫡済み

長11 0.20ha 林業用苗畑 0.10ha を含む

シイタケ原木 発生 7， 000本 48 年の伏込み本数 1 ， 500本

柿下氏の経営基盤である保有土地は第 3 表 l乙示すように，その 99% は山林

であるが， 0.4加の茶閣は 20 年前ーから他に先がけて県の優良品麗「ヤブキタ J

K改植し，小面積ながら有利な，良質な茶留経営を行なっている。畑地0.2加

は自家菜闘とするほか， 0.1加を林業用苗畑とし，描林用苗木のほとんどは附

近の精英樹より採麗して自家養苗し 2 間床替 3 年生の平均商長50cmの健苗

を養成して，造林成績の向上に努めている。そのほか，シイタケ原木(コナ

ラ，クヌギ)にも施肥して原木対策を講じてきたが，針葉樹の人工造林の進

展に伴ない，シイタケ栽培の規模は次第に減して， 48年度の新規伏込み本数

は 1 ， 500本である。

さて林業家としての柿下氏は 71加の山林を所有して，ほぼ中庸(中の上)の経

営規模の経営者である。所有山林は 18 団地 l乙分散しているが，その大部分は

住居を中心に 4 km の範囲にある。しかし地形が題、綾なため，林道，作業道の

開設には掴難が多く，伐倒木，苗木，肥料などの運搬には架線を有効に利用

第 4表保有山林の現況 (昭. 49. 8. 1) (単位:加)

I H 国 N V VI ¥'II vlll IX X XI XII 

人
スギ 3.83 9.88 10.97 3.66 4.97 1. 35 1. 67 1.11 6.79 0.88 0.18 45.29 

ヒノキ 2.58 3.47 0.56 0.52 0.34 0.27 7.74 
工 クヌギ

コナラ 0.71 0.50 0.05 1. 26 
林
小小 7.12 13.85 11. 58 4.18 5.31 1. 62 1. 67 1.11 6.79 0.88 0.18 54.29 

天然林広葉樹 0.53 1. 00 2.15 1. 58 0.361 0.59 0.71 4.36 2.15 13.43 

溺立菱地 3.50 
dzbコh 百十 7.12 13.85 12.11 5.18 7.46 3.20 2.031 1. 70 7.50 5.24 2.33 71. 22 
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している。

柿下氏の保有山林の令級配器は第 4 表に示すとおりで， 71加のうち，スギ.

ヒノキの人工林は53加に及び， 1-2 令級で約20加， 3-4 令級で約15ha，

5 -6 令級で約 7 ha , 7 令級以上が約llhα と 30年生以下の若令部が多い。柿

下氏は ζ の不法正な令級配置:の林分を肥培して，なるべく早期に法正的な蓄

積配霞にいくらかでも近付けたいとの希望と期待とをもって，幼令林日巴i告の

ため林分閉鎖後の成木林把培をも他l乙先がけて実行し成果をあげている。

柿下氏の農林業の労働の月別配分は昭和 48 年を例にとると第 5 表に示す

とおりで，自家労ブコについては茶業で繁忙の 6 月を除いてはほぼ平均した稼

働状況はあり，鹿用労力も無理なく雇用できる時期にほぼ平均的に麗用して

おり，両者を合わせ全体的にみて合理的な労働配分という ζ とができるであ

ろう。また作業別の労働配分を昭和 48 年度を例にとり示すと第 6 表のとお

りで， これによると約56% が林業関係で，あとの 44% が茶園関係，シイタ

ケ関係その他である。退政化の烈しい奥地山間部の林業家として，まずは無

難な労働力の配分と患われ，日頃の努力苦心のほどが偲ばれる。

柿下氏の林業関保分の経営収支状況を昭和 47， 48 年の両年度にわたりみる

と第 7 表および第 8 表のとおりで， 47 年， 48 年の(収入ー支出口粗利益)は

それぞれ 431万円， 603万円となっており，氏は 8 桁の林業経営を臣標に努力

精励している。

さて主題の林地肥培の経済効果については，無施肥の対照林分がないため，

施日記林と無施和休の対比という形で直接比較できないが，受賞林地1. 44加に

要した施肥l乙関係する諸経費の後括合計は第 9 表 lζ示すように，約 414千円

である。これに対して当該林分が過去 24年間にあげた生産量は間作物吾除

いても，間伐木で約795千円に達し，差51約381千円となり，施肥に要した費

用は間伐収入で、間収してなお余剰利益がでた計算になる。乙れに施肥による

材積増加分の金額，下刈の早期終了による利益額などを加算すれば，肥培に

よりかなりの経済効果をあげえたものと推定される。
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第 5表昭和 48 年月別労働配分 (単位:人)

海!日
士出格
縞栽 施 B~ 枝打 伐出 稚主草 山林管理 茶 農作業 ilt 
下刈

l 0.3 5.8 16.8 6.0 8.6 5.0 42.5 

2 0.5 2.5 15.1 5.1 5.0 6.0 34.2 

自 3 7.4 2.7 11. 8 9.7 11. 6 19.2 3.0 5.2 2.9 73.5 

4 6.2 6.9 2.5 2.1 27.4 6.4 5.5 6.0 63.0 

5 1.3 1.4 1.1 0.2 92.4 0.5 96.9 

家 6 1.0 27.4 0.2 3.8 32.3 4.0 68.7 

7 0.8 30.3 6.9 。ー 7 29.3 10.0 78.0 

労 8 0.3 32.6 1.4 3.4 1.6 19.7 59.0 

9 0.3 24.5 25.5 0.2 1.3 18.0 69.8 

10 13.9 9.8 7.9 5.9 21. 3 58.8 

カ 11 16.9 2.5 8.0 21. 8 49.2 

12 6.8 15.7 6.5 14.0 5.51 24.0 72.5 

小言f 17.3 131. 2 16.5 64.5 94.3 77.1 53.8 183.2 128.2ι17662I2 1 

1 29.3 12.9 

2 32.7 4.7 37.4 

産室 3 0.4 5.6 3.0 9.0 

4 5.3 4.3 5.3 19.9 

5 5.0 19.6 19.6 

用
6 1.0 1.0 

7 

労 B 

9 15.0 4.0 19.0 

10 16.0 9.8 2.6 28.4 

カ
11 22.5 16.0 39.5 

12 9.0 11. 0 5.0 25.0 

小言十 5.0 21. 7 47.5 112.7 31. 9 22.2 241. 0 

言十 22.3 152.9 16.5 112.0 207.0 109.0 53.8 205.4 120.2 1, 007.1 

F町υ
守
1
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第 6 表作業別従事者別労働配分(昭和48年度) (単位:人)

自 家 労 告語 Jffl 用 労 働
iEL 3 

森組労務 臨 時
本人 ヨZ 長男 嫁 ilt 

斑( 2 名)
~i 音|

男 女

予ぎ fill 6.7 1.5 9.1 17.3 5.0 5.0 22.3 

2.0 2.0 2.0 

0.4 9.6 10.0 3.7 3.7 13.7 

下刈 60.7 60.5 121. 2 15.0 1.0 16.0 137.2 

施』巴 3.9 12.0 0.6 16.5 16.5 

枝打 64.5 64.5 47.5 47.5 112.0 

関伐 0.8 20.5 21. 3 7.8 7.8 29.1 

伐木造材 9.4 20.3 0.3 30.0 16.0 8.6 24.6 54.6 

出材 43.0 43.0 57.0 23.3 80.3 123.3 

防2立兎な・摂どu 14.2 8.1 22.3 22.3 

そのイ也
12.9 17.6 1.0 31. 5 31. 5 

雑 :f; 

(小計) ( 173.5) (13.5) (189.3) (1. 3) (377.6) (150.3) (35.6) (1. 0) (186.9) (564.5) 

シイタケ
5.4 27.5 42.1 2.1 77.1 10.0 21. 9 31. 9 109.0 

関係

茶関係 33. 7 78.6 53.6 17.3 183.2 2.6 19.6 22.2 205.4 

農作業 127.7 0.5 128.2 128.2 

合計 212.6 247.3 285.5 20.7 766.1 162.9 57.5 20.6 241. 0 1. 007. 1 
L…ー…

森組労務班員 A. 50才 105.4日，住み込みで就労，自給 4， 200 円

B. 35才 57.5 日，通い か" 4， 000 円

(労災，中退共lζ加入，組合手数料 7%，計 520 円加算)
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第 7表昭和 47 年・ 48 年収支状況(林業関係分)

(1)昭和47年 収 入 支 出

金 額 iJlli ミ号 金 額 俗ミ寄

千円 338m 
ごF河

素材 6, 085 2足を.場8含d丸むと太(1換7060算4本本) で 労賃 800 経J;H5ì3務

村上 茸 459 総lli 180kg その他 1, 470 

造補助金林 34 34 ， 062 月

言十 6, 578 2, 270 
い叩ー

(2) 昭和48年 収 入 支 出

金 者真 封t 手書 金 古賀 備寺号

千円 309m 千円

素材 8, 487 足2を.8場含II丸むi と太(1換050算60本)本で 労:íií' 821 立五E苦労務

推茸 869 乾護 235kg その{t!1 2, 567 内お8 表3りRのは第と
造被助林金 59 58 ， 795 円

9, 415 言十 3, 388 

第 8表昭和 48 年支出(その他)内訳

区 分 金 百R 俗 主寄

肥料代 2肌 000伺 Iwみどり 400袋×位5円

竪._~-芳一ー-fp-i---ー 23 ，主
林道負担金 40， 420

伐出関係 342， 986 I 運賃，販売手数料，林道利用料，トランシーパー，木引税等

林業雑誌購読料 5 ， 650 I 林木育種，林業技術，現代林業，大日本山林会

視察・研修 132, 555 シンポジュム，研修会等

常一秀一芳一樫一L____ーー 173 ， 1!守一ーJ一三三二三三二!一秀雪空
間体加入負担金 5， 000 I 林業会議所
椎 主主 44， 460 I 苗木 9000円 300本 X30円程箇35 ， 460円

返 済金 1 ， 260 ， 177 I 森林組合へ

そ の 他 289， 250 I 絡用資，交通，通信，ガソリン ， h包業計磁手数料

-~t------.--l 示6，泌 r;.-~-~;-半面

ヴ
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第 9 表林地把矯効果の経済計算

①(費用)

〉詮\ 肥料名
投 入 ;滋

耳ま 術 価額
後 価

10α 当り 1. 44ha Irっき (p =0.06) 

11日. 30 硫 安 5kg 72.0kg 360円/20kg 1 ， 296内 3， 693円

31 N 8 115.2 360円/20kg 2, 074 5, 577 

32 ⑧ 11 守 30 432.0 780円 /15同 22, 464 57, 059 

34 E立 3誌 15 216.0 800円/20kg 8, 640 19, 526 

35 ⑧ 1 号 35 504.0 750円/15kg 25, 200 53, 676 

38 N 40 522.4 750円/15kg 26, 120 46 , 755 

40 l渓 表 25 360.0 800丹/20kg 14, 400 22, 910 

43 N 45 648.0 760内/20kg 24, 624 32, 940 

44 か 44 633.6 740円/20kg 23, 443 29 , 535 

45 ヤマミドワ 12 172.8 700円/15均 8, 064 9, 604 

46 ⑧ 11 号 35 504.0 720内/15kg 24, 192 27, 141 

48 ヤ 7< ドリ 52 748.8 690円/15kg 34, 445 34, 445 

30-48 DI:! 料 代 itコk 214 ， 962月 342 ， 863月

N 肥料 i室長聖・散布労働授 I 図 3 人 X 12伺 X 2 ， 000円 72, 000 

1. 44 ha の 林 地 肥 培 Zを 用 ぷ口込 青，. 414 ， 863内

施目巴;[tは柿下氏の記録による。

② (収益)
γ一一

現在価額
年度 務 類 生産量 価 額

p = 0.06) 

布1î nB. 38 足場丸太(小) 500本 60 ， 000円 107 ， 400円

関 下 42 足場丸太一般用材 331本 220, 305 312, 390 

伐
氏
実 47 N 61. 3nﾎ 681 , 200 722, 072 

収 絞 計 961 , 505 1, 141 , 862 

j取施肥 fI日. 50 
1 本 600 円 X 200本 390, 000 347, 150 

入
N 450 X 600 

日巴熔による間伐奴入の増加分 571 , 505 794, 712 

差引き残額(利議 794 ， 712 - 414 , 863= 379, 849 円

以上要するに，柿下氏の肥培を組み込んだ林業は経営的にみても優秀なも

のという乙とができるであろう。またその故に，普及サイドからみても価値

の高いものといえるであろう。

n凸
司

2
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罷林地肥培一一今後の展望

地球という閉鎖系は資源的に有限である。人類はいずれの臼にか，資源の

限界につきあたるであろう。食糧と同様，いくら再生産がきく資源といって

も，森林資源もやがては人口の増加による需要増大に追いつけず，バランス

をくずす時がくるであろう。

このようなノてックグランドのもとで森林資踏を考えてみよう。わが国は

森林率 68% という間・界で有数の森林悶で造林も進んでいるが，人 I~l 1 人あた

りの森林面接はわずか 0.25加で， tぜ界の平均のうéÍ l乙も ììlttl t.こない数字である。

しかも人口が増加し，文化が進めば進むほど木材の需要最は加速度的に増大

する。例えば木材を原料とする紙の生産が公害問題々どともからんで，今後

不足するであろう乙とは昨今新聞の報ずるところである。通産省の推計で、は

昭和 55 年の需要は昭和 47 年の 2 倍近い 2 ， 700万トンに達すると首われ，こ

れだけの紙巻生産するには 6 ， 800万 rrì の原木を必裂とするが，その調達は次

第に困難になるであろう。要するに，木材は現在わが国では 65% を t陥入 l乙依

;序しているが， ζ れを世界的にみても不足資源，不足物資となるであろう。

このような危機感，背景のもとで森林資源の増強，森林生磁力の増強は I~

明の重要問題である。林地肥璃はその技術的方策として大いに研究，推進さ

れなければならぬであろう。

いっぽう近年とみに環境保全の問題がクローズアップされてきた。原生林

や法葉樹林を生産性の高い針葉樹の人工林化するのも，おのずから限界があ

り，また限界がくる時も近いであろう。また今後は広葉樹 I乙 i浪らず，針葉樹

林でも環境保全の立場から，木材生産を寵接目的としない公主主林の比重が増

大するであろう。裏をかえせば，それだけ木材生産林は面積的に制限を受け

るわけである。そうなれば木材生産林，主として針葉樹人工林は地力維持を

はかることはもとより，進んでその生産力の増強をー庖1はからなければ増大

する木材需要には対応できないであろう。林地肥培は乙のような新しい視点

より見直されねばならない。

ハ
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近年良質材生産が強調されるあまり，林地肥培などの生産力増強の声は消

された感がある。しかし外材が自由に無制限に輸入できる時代はもはや過ぎ

った。わが閣の l 部に特殊な良質材生産林業の重要な乙とはよく判るが，

諸外国の資掠戦略，資源ナショナリズムによって，外材の輸入が次第に規制

されるであろう将来を考えれば，木材の量産技術は重要である。乙うした情

勢のもとで，柿下氏が林地肥培で天皇杯を受賞されたことは誠に意義が深い。

附表金谷林業事務所管内の市町村別造林面積と肥熔実験(昭. 48) 

造 林 面 積
肥培商積 肥料使用量

再造林 拡大造林

ha ha ha ha kg 
藤枝市 8 24 32 72 13, 000 

島田市 2 22 24 17 3, 000 

掛川市 6 10 16 33 6, 000 

関部町 1 3 4 4 700 

本川根町 8 25 33 38 7, 500 

。中川根町 23 25 48 280 60, 000 

)1 1 根町 17 37 55 120 24, 000 

そのイ也 1 18 19 3 500 

言十 66 185 230 567 114, 700 

-20-



さらに優良材生産に意欲

柿下菖寿雄

私がIU林 lζ施肥を始めたのは固型
肥料が製造されはじめの頃で，約20
年位前のことです。その当時は山林
肥料の袋もわら製の粗末なかますの
袋の為，吸湿性の肥料でしたので肥
料がとけて軟くなり，かますに付着
しノて割った経験も有ります。俵分率
が低く今考えると大変な肥料だった
と思います。それにも増して施肥の
手ほどきの本も全々なし勉強する
ζ とも出来ず困りました。
幸いその後，日本林地肥陥協会が

発足したので，最速加入して毎年笑
施主れる現地研修会にはかかさず出
席しました。林業家として出席され
る方では私が一番出席回数が多いの
では無いかと思います。現地研修会
の最後のシンポジウムが一番興味が
あり，先生万の御話巻御伺して大変
勉強になりました。
また私の林業経営では私が林業経

営lζ取組んだ昭和12年頃は森林が荒
廃してーせい林では23年生の林が最
も古い林でした。乙のような経営状
態でしたので，私は一年でも早く伐
採の出来る林を作ると云う事が，私
が林業経営で生きる道でした。この
目的の為i乙約15年位前から幼命林l乙
対する肥培に非常な関心を持ち，ま
た林士i品目E培協会の現地研修会の勉強
も手伝って，幼令林l乙対する本格的
な肥培を実施する様になりました。
伐採林の少い経営で肥料代金を支

払い，また運搬施設等金銭高でも苦
労しました。また国の要請も有り，

昭和20年頃から拡大造林を実行して
労賃並 Ir.労働力に付いては苦労しま
した。併し今考えますと比較的安い
労働力で造林撚育が出来たことは大
変幸いであったと患います。IlíÉ今は
賠林可能地で殆んど造林が完了し，
年毎に下ì<Uの労働が減少して行きま
す。 ζ の余った労働力を優良材生産
の枝打，間伐シボ丸太生産に向けて
行きたいと着々笑行に移しており，
本年は枝打完了の林も出来たので，
試験的にシギメL太生援に着手致した
いと思います。
私の20年来の経験から致しますと，
私は最初幼令林肥培i乙取組み，その
後成木林l乙対する把培Iζ10年来本格
的lζ取組んで活り，その後優良材~ミ
産の枝打，間伐を災行して居ります。
林地肥培については部落で林業肥料
を共同購入して全員笑行する様にな
りました。
また優良材生産の枝打l乙付いても

年毎l乙実行面積が増加し，あちこち
に枝打林が見られることはま ζ とに
将来心強いことです。林業の特殊事
情の為簡単に経営方法の変更には問
題があると忠いますが，実際に効果
が有る事が林業者l乙実証が出来れば，
勤きの少い林業者も実行するものだ
と思います。私の部落でも将来シボ
丸太の生産，優良材生産の仕事を必
ず皆様の協力を得て，立派に出来る
時代が来るのでは奴いかと希望と期
待を持っております。

句
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一一一一日本農林漁業掠興会長賞受賞一一一一一一

出品財乾シイタケ

受賞者石 原 主季 士

(岡山県~泣郡落合町大字田原山上4024)

璽受賞者の略歴一一日本一のシイタケ生産者への歩み

国鉄姫新線の津山と新見のほぼ中間1(，美作落合(みまさかおらあい)駅

がある。ここは落合z軒汀の中心地で

lに乙乗り換え，東南の方向 l乙旭J1 1 f乙沿って下るにつれI幻が迫ってくる。距離に

して約 8km，所要11寺問 1微分後の昆ニヒ(だんど)停留所で下車する。旦土は，

落合町l乙合併した，沼津田村の役場所在地であり，ここまでは交通の{更に恵

まれている。旦土から西方に約 6 km, 111 合いの，幅員の狭い，曲りくねった道

銘は途中で、舗装がきれる。この~Li道を登りつめると，急iζ台地が開け， 10声

第 l æJ受賞者の所在地 余りの農家が散在し，農地も耕されてい

る。乙こが田原山上(たわらさんじよう)

鳥取 t._.V'.r---.. '1ミ |であり，地名はまさしく ζ の地域の特徴
r ・~-'・つ|

「“ 岡 山 1:/ν A をあらわしているように思われる。
石原慧士(いしはら・さとし)氏は，

大正13年，乙の地iζ生まれた。詞家は田

原山上では筆頭の名家であり，尊父の忠

市氏は現在73歳で健在， I日津田村の村長

を 2期つとめ，その後，新たに発足した

落合町の町議 l乙選出され，長らく地方自

。
〆ωn

L
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治に貢献した。忠市氏の人tfJjは極めて温厚篤笑で倍望浮く，子弟の人格形成

に大いに好25響を与えたことは推察に難くない。忠市氏は，昭和37年 l乙態授

袈章を授けられ， 46年 i乙勲 5 等双光旭日主主が絞勲されている。

慧士氏は 4 人の主(3妹をもっ長男である。昭和19年，隣接する御津町の旧

制中学を卒業した後，飛行機製作所に入社， 20年 1 月，陸軍航空隊に入隊し，

l 年数カ月の開，故郷を離れたが，終戦によって帰郷し，家業l乙励 tr ことと

なった。

石原家は，戦前には米100 表，大立 100俵の小作料が入る地主であった。

農地改革によって貸付地を解放した後は，祖父の代から始めた植林と竹材主主

産を主業とし，また，農地改革の際l乙返還してもらった農地(水田70a ， 対11

30α) の耕作を副次的に営む自営的な農林家となった。むろん，その規模は

この地域では最大層に属していたが，悲士氏は， I先祖のIr1産を守っている

だけでは人の位のためにはならない。新しい仕事を始めなくてはj と考え，

昭和20年代の中頃には，豚の多頭飼育，肉用l::!二謹牡の育成，養蜂などの新し

い部門を導入したりした。条件 I乙恵まれない山間地域農業の活路を経営の多

角化に求めたのであった。そして，その一環として，他 l乙先がけてシイタケ

栽培にも着手している。

このような先駆的な活動の中にも，氏が活発な行動力と旺盛な自立心の持

ち主であることがうかがわれる。しかし，この時のシイタケ栽培は極的舗が不

良であったために失敗に終札また，新規に始めた畜産部門も本人の病気入

院のために徐々に整理ぞ余儀なくされた。その結果，昭和30年前後lこは背林

と竹林の経営 lζ主力巻注ぐ乙ととなった。それ以降，いわば専業的な林家と

しての途を歩み始めるのであるが，当時，燃料革命によって薪炭生産は斜陽

化し，それに伴って広葉樹資源の新たな利用方途を求めなければならず，加

えて，育林経営という長期投資を成立させるには短期的な収入確保につとめ

る必要があった。そこで，住目されたのがシイタケ生産であり，五原氏は県

の技術指導にこたえて昭和34年に再度，シイタケに「挑戦J することになる。

それからの石原氏のシイタケにかけた情熱は，確かに「挑戦」と呼ぶに相応
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しく，むろんシイタケとともに生きる愛情をもって乙れにとり組んだのであ

るが，原木から製品の販売に至るすべての過程において，自らの試験研究の

結果を基礎に技術的にも経営的にも改良と革新を重ね，今日では我が国トッ

プ・クラスのシイタケ生産者としての定評を揺ぎないものとした。同時に氏

は，シイタケ生産の発展のための普及指導にも著しく積極的であって，自ら

開発した新しい技術をJ措しみなく公開しながら仲間づくりにつとめており，

落合町，真庭郡のみならず岡山県におけるシイタケ産業振興の原動力として

寄与してきている。氏は現在推されて，落合町椎茸生産組合長，真庭椎茸生

産者連絡協議会長，岡山県椎茸生産協議会理事等の要識に就いている。また，

乙れまでシイタケ関係の各撞コンクーノレや表彰行事において数多くの受賞を

経験しており，すでに農林大臣賞を 3 由，林野庁長官賞 2 間を獲得したほか，

第11田農業祭(昭和47年度)においては日本農林漁業振興会長賞の栄誉に輝

いている。したがって今回の本賞受賞は 2 度邑であり，乙の 2 年簡における

成果が特に顕著であった乙とが高く評揺されたのである。

話士氏の人柄は卒直明朗で，かっ謙虚さを失わない。一般からの人望は摩

く，特に教育や消防面での地域社会(町，郡) f乙対する貢献は大きい。昭和

48年に日本PTA連合会長から特別功労賞を授与されたことなども，氏の人

柄の一端を示すものといえよう。

関受賞者の経営概況一一合過程が合理化されている

大規模シイタケ生産

岡山県は，シイタケ生産の代表的な新興県である。昭和35年には乾が 7.0

t ，生が65.4 t にすぎなかったが，その後めぎましく増大し， 47年には乾が

181.5 t ，生が2 ， 204.8 t f[達している。 12年間における倍率は，乾25.9倍，

生が33. 7倍と大きし同期間における全盟平均の倍率(乾 2.8 倍，生1 1. 5倍)

をはるかに上回る。昨今では，岡山県のシイタケ生産量は，乾が全国の都道

府県の中で10位前後に位し，生は屈指の地位を保っている。

乙のように，乾，生ともに全国の上{立を占める乙とが本県の特徴の l つで
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あるが，シイタケ生産量を 第 2 闇農林事務所見IJ シイタケ生産量(昭和48年)
(数値は j二段が乾，下段が生の~ìUf トン数を示す。)

農林事務所別にみると第 2

図のとおりである。すなわ('一一\ /欠 鳥取県
ち，気候条件と交通条件の

差を反映して，南部の平坦

地では生が主体であるのに

対して，北部の中国山系寄

りでは乾lζ ウエイトがかか

っている。落合町が含まれ

る勝山地方は乾の主産地で

広
島
県

ある。

さて，石原氏のシイタケ経営は年とともにその規模及び内容は充史してき

た。第 l 表は最近 5 カ年の原木構成の推移会示しているが，年間 2 万本を新

たに伏込み， 48年には10.1万本の栂木を所有し，そのうち発生本数は 8.1万

本に及ぶ。岡山県調査によれば，県内約1. 1万戸のシイタケ生産者のうち保

有楠木が 3 万本を超えるのは僅かに141 戸にすぎず，石原氏の樹木保有料は

第 i 表石原誌の宿木伏込み本数等の段移

年 伏込み 原木入手先 樹 tﾆ 所有

度 本数 自己山林 その他 本数
ヲ性本数

購入 ナ フ クヌギ

44 22， 000本 6 ， 000本 16 ， 000本 10 ， 000本 lO, O004 2, 00021 90, O00446, ood 
45 19, 000 9, 000 10, 000 10, 000 5, 000 4, 000 96 , .00 55 , 000 

46 20, 000 5, 000 15, 000 16, 000 3, 000 1, 000 104, 000 65 , 000 

47 17, 000 9, 000 8, 000 13, 500 2, 500 1, 000 101 , 000 81 , 000 

48 20, 000 20, 000 2, 000 18, 000 101 , 000 81 , 000 

個人経営としては県内最大規模であるという。樹謹別には，ナラが 5 部強，

クヌギが 4割弱，その他が l 割弱J乙分かれる。原木の入手先は，乙の 5 年間

に
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第 2表石原氏の品fÆ別種保i数

{犬込本数 121号 W-4号 試験菌

昭. 44 22 ， 000本 26万個 17万個 1 万個 44万個

45 19 , 000 22 15 1 38 

46 20, 000 23 15.5 l.5 40 

47 17, 000 22.4 15.2 l.5 39.1 

48 20 , 000 27 17 2 46 

平均では自己山林からが約 3部，購入が約 7割となっており，将来の原木不

足見通しにそなえて自己山林に原木を温寄する傾向を強めている。次l乙，植

樹のI話題ZJIj構成は第 2表にみるように，春出系と秋出系がほぼ 6対 4 の割合

であるが，氏の卓越した認泣吾技術が見込まれ，撞萄メーカーの{衣頼を受けて

試験闘を 5%程導入している。さらに，氏が設備している生産施設は第 3表

に示すように，楠木造成の面でも直接生産の面でも完備している。 ζ の中に

は氏が自ら工夫して改良を加えた機械や氏特有の施設(特に乾燥関係)も含

まれているが，効率的に利用しており，決して過剰な投資ではない。資産額

は，前年度末で楠木造成用が85.5万円，菌接生産用が333.9 万円，合計419.4

万円であり，昭和48年度の減価償却費は，橋木造成用 29.2万円，直接生産用

93.1万円の合計112.3万円と計算されている。

労働力は，シイタケ関係には本人夫妻を中心に自家労力が延べ511. 0人，

用労力(男 6人，女 5 人)が延べ1 ， 094.5人従事する。なお，石原氏は135.45

加の山林(橋場面積3.70hα，スギ、人工林8. 95ha ， ヒノキ人工林2Q48hα，アカ

マツ人工林14. 92ha ， 竹林15.54加を含む)を所有しており，その経営に延べ

339.5人(育林258.1人，伐出81. 4人)の麗用労力が従事する。月別，作業到

の労働配分は第 4 表のとおりであって，ほほ平均化しているといえる。

さらに，最近 5 カ年間のシイタケ生産量と販売額(手取り額)を示せば，

第 5表のように激増傾向にある。なかんずく乾の伸びがめざましい。乾シイ

タケの内訳では，一般と比較して「どんこ」と「ζ う ζJ の占めるウエイト
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第 3表石原氏の施設整備状況 (使用中のもの)

口に口3 名 購入価額 耐用年数 購入年次 備 考

ド )1ノ 20千円 3;下 昭和 42年
権

90 3 ノ"チエンソー
木
集材機 600 5 44 

11Etコ2 

98 3 45 チエンソー
成
接種作業室 561 10 47 

用
貨物自動車 230 5 48 

20 20 36 3rrl 
浸 水 宇品i

60 20 42 7rrl 

300 5 36 31. 5坪
フ レ ム

670 5 42 50, 0 
直

100 20 38 300m 

作 業 道 200 20 41 600m 改修を含む
450 20 45 600m 

室
320 16 40 11坪

接 乾 土唱
300 16 42 8坪

180 8 40 80枚差
乾 燥 機

200 8 42 ノr

原木抑制小屋 90 7 40 18坪

生 主投 7Jく 施 設 250 8 41 2, 000m 

乾 燥 機 80 8 42 30枚差

175 8 46 34 " 

貯 水 宇主 200 20 41 60仇d

産 温， 7Jくボイフー 250 8 42 

1昆 風 機 70 8 43 

浸 水 手習 38 5 44 移動式 2 ケ

選別・保管室 550 16 46 20坪

月 乾燥・作業主 819 10 47 12坪

乾 燥 機 500 8 48 6倣差

オートトランス・レギュレーター 100 15 46 

無段変圧トランス 100 15 46 

貨客兼用自動車 740 5 43 1. 5 t 積み

運搬用トラック 300 3 46 1. 5 t 中古

軽乗用自動車 100 3 46 中古

-27-



第 4表石原氏のシイタケ・山林関係労働配分 (昭和 .48)

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6fl 7fl 8 月 9 月 10月| 明 12月

伐採， ]~切り 8.7 16.0 14.3 50.0 89.0 

長世 t!i ]]2.5 80.5 74.5 267.5 

!R I市 40.5 27.4 47.3 53.7 168.9 

iX 込 80.6 26.0 106.6 

十1'1おろしまでの特到! 61. 5 61. 0 38.1 20.0 180.6 

!f'lおろ し 22.3 22.3 

什J 場 t皆既 7.0 4.0 3.0 5.0 40.0 

採取乾燥 16.9 42.8 171.1 2.5 25.0 57.8 45.3 41. 0 402.4 

'.1:しいたけ出荷 76.1 58.9 11. 0 20.4 23.0 4.3 5.0 79.6 278.3 

選別，包装， W苅 21. 0 19.0 6.0 4.0 50.0 

シイタヶ :n 237.8 216.7 193.9 45.2 106.1 ]]1.5 85.0 77.1 84.8 77.9 100.0 79.6 1, 605.5 

f'ヨ 主主ñ)1労力 49.0 50.0 48.0 44.0 48.0 48.0 46.0 44.0 40.0 26.0 36.0 32.0 511. 0 

;�( 泌m01J 188.8 156.7 145.9 201. 2 58.1 63.5 39.0 33.1 44.8 51. 9 64.0 47.6 1,094.5 

111 林 T1 林 61. 5 5.3 15.0 19.0 51. 9 60.5 3.8 41. 1 258.1 
( kjVfJ 
のみ) ~足 i臼 81. 4 81. 4 

第 5表石原氏のシイタケ生産量，販売額及び単価

4吃シイタケ 生シイ タケ (参考)県平均のシイタケ単価

生産量 持Hd!i 販売額 生産丞 (!皇乳室悩先) 級ヲ宅額 L乾Z シ森イi!タE ヶ入m札似 l入R札森生迎シーイ共タケll[i単価所

|協和44年度 1,000k
g 

2, 55~ 2 ， 55G河 6, 000k
g 380河 2 ， 28臼千f1l 1 ， 859 円 430符

45 1, 500 3, 020 4, 530 5, 700 400 2, 280 2,168 450 

46 1, 950 3,110 6,065 5, 200 400 2,080 2,840 460 

47 2,192.3 3, 229 7,080 3, 917.1 578 2, 264 2, 138 658 

48 2,176.6 4, 061 8,839 8, 839.0 714 3,880 3 ， 62む 568 

が特に大きいことが目立つ。すなわち， 47年には乾シイタケの総量2 ， 192kgの

うち， rこうしん」が877kg， r どん乙」が548kg， rζ う ζj が767kgぞ占め， 48

年には 2 ， 177kgの構成は上記のJ[J.l'î K ， 762kg, 653kg, 762kgとなっている。また，

前掲第 2 図の結果と対比すれば，石原氏の経営においては生シイタケのウエ

イトが比較的高いことも注目される。

さいとに，石原氏のシイタケと山林を含めた全経営の収支を示せば，第 6

表のとおりである。説明を加えるまでもなく，著しく高収益である乙とが知

られよう。
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第 6表石原氏のシイタケ・山林経営収支

昭和 47 年度 昭和 48 年度

金額 備 二4匁ヨユ 金額 備 考
円 内

生乾シイタケ 7, 079 , 707 2, 192.3kkg g 8, 838, 645 2, 176.6kg 
収 シイタケ 2, 264, 049 3, 917.1 3, 880, 408 5, 430.9kg 

用材関係 820, 000 2, 487, 852 

入 竹材 ノ.， 860, 000 440, 000 

言十 11 , 073 , 756 15, 646 , 905 

原木材
1, 020 , 000 231 , 000 

150, 000 

種菌代 459 , 000 37.6万個 X 1. 22 621 , 000 45万個 X 1. 38

支 減価償却費 700, 000 (概算) 1, 123, 000 P 7f乙よる

雇用労賞 1, 412 , 070 延べ964.5人 2, 131, 461 延べ 1 ， 094.5人

自家労賃 966 , 043 男 303人，女273人 1, 102, 766 努285人，女226人

出 一般管理費 577 , 554 2, 296 , 970 

(シイタケ計)( 5, 284, 667) (7, 506 , 197) 

山林労務費 1, 203 , 639 延べ339.5人

他

計 5, 284, 667 8, 709 , 836 

差ヨ!残額 5, 789 , 089 6, 937 , 069 

関受賞財の特色一一一自主的な研究と努力で築き上げた高水準

の技術と経営

石原氏のシイタケ生産において最も注目すべきことは，すべての分野にお

いて科学的な検討が加えられ，細心の配慮がなされていることである。以下

に主要な特徴を列挙してみる。

(1)原木対策として，購入原木については立木翼いを原則とし，可能な限り

南向き山林を対象lζ十分な枝枯らしをする。また，自己山林については，現

存する広葉樹林68加を地利的条件及び現在立木の樹穣等を基準に利用可能な

33hα と利用困難な35加とに大別し，前者では萌芽整理等によって積極的に樹

種を改善するとともに伐期を18年から 15年程度に短縮し，後者については作

業道を 2路線900m 開設したほか，クヌギの人工造林を行なっている。
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(2原木は，橋場の条件を考慮して長さ 1m で玉伐る。長すぎれば乾燥のた

めに楠付き率が低下し，短かすぎれば所要労力と橋場面積が増嵩ーする。撞菌

は樹皮の溝に植え込み，生節，死節を関わず節の前後には必ず接謹し，接種

数は楠木の末口径 (cm) の 2 倍を標準にしている。

(3)クヌギの葉枯らし原木は縦積みにし，その他は横積みにして約10臼間仮

伏せする。生木状態のものは 1 週間前後横積みにし，その後は井桁積みにし

て通風をはかる。本伏せをなるべく早く完了し，雑菌の繁殖を紡ぐ。

(4賭場は自己山林中のアカマツ林を利用し，下木 l乙常緑広葉樹があって適

度]乙庇陰が保たれている。なお，標高がやや高く，山上であるため風衝地に

は垣根や防風ネット等の風避けを作設し，摺場を保護する。各楠場l乙は配管

が施され，夏期 l乙はスプワンクラーで撒水する。橋場の配置は，春出系大径

木は fどん乙」採取を目的にして明るい尾根筋に，春出系小窪木は運搬に便

利な凹地 l乙，秋出系は作業道の潤辺とというように区分している。新橋の伏

込み地は毎年新しく選定する。

(5溌生管理として，秋出系品種 J乙対しては 8 月下旬から 9 月にかけシケ打

ちを行なう。降雨が少ない年には10月末から不時栽培lζ着手し，翌年 2 月ま

で 2 回発生操作を加え，生で出荷する。春出系品種についても刺激効果を期

待して10下旬から 11月にかけて摘起しする。その後春先まで露地栽培する。

さらに 5 - 6 月には春出系品種の抑制による不時栽培を行なう。したがって，

シイタケの採取をみないのは夏期の短い期聞に限られる。

なお，発生の段階で楠木に水分が多いのにコモをかけたり，ハウスに入れ

たりするとザラ橋となりやすいので， 7 -10日間風にあてて「水抜き J をす

る。乙のことによって肉質のしまった良茸ができる。

(6採取の適期を逸せず，また省力化のために橋場の路網を整備するととも

にモノラックを使用する。特に椙対的に有利な「乙う乙 j 生産のために， ζ

の ζ とは大事である。

(7臨燥については，氏が最も得意とすると乙ろである。乙れは氏自身が長

年にわたって寝食ぞ忘れて努力してきた実験研究の成果にほかならない。次
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節でやや詳述する。なお，昭和49年度の全国乾シイタケ品評会(農業祭参加

行事)に出品し，農林大臣賞を受けた氏の製品( í乙うしんJ )は，カサは

丸型で整ーであれ全開するも緩はわずかに巻込み，色沢は鮮明で，ヒダも

整ーで淡黄色をおび，乾燥は良く，香気が高く，品格はきわめて優れ，ひと

きわ目立つものであった。

(8理2品の販売は，乾は全量を県森連共販所l乙出荷して系統利用し，生は市

況をみながら大阪(昭和46年 4 割， 48年 2 害日) ，神戸(46'年 4 制， 48年 3 割)

姫路 (46年 2 割， 48年 5 部)に分けて出荷する。単価は前掲第 5 表にみるよ

うに，県平均をかなり上回る(生は，石躍氏のそれは躍先制lî格であり，県森

連の共販価格は市場手数料 8.5% と運賃ぞ加えたもの)。これは製品の品質

が擾れている ζ と， í どん乙 J ， í 乙うこ」の割合が多い乙とのほかに販売

方法が巧みである ζ とを示唆している。

(9肪務対策としては，機械化と作業路開設等によって省力化につとめ，ま

た，現場作業には携帯無線機を用いて労務管理の合理化を闘っている。雇用

労賃は地場水準よりやや優遇し，年 2 問慰安旅行を実施し，失業(雇用)保

険加入ぞ検討するなど，雇用条件の改善につとめている。

(10経営成果を分析するために，椎茸山林経営簿・生産施設台帳・従業員就

労|脹・費目別仕訳|脹・経営収支計算簿等を備えている。これらのi帳票によっ

て，上記した経営内容が知られるのである。

欝受賞財の普及性と効果

乙の地域の気象条件は，我が国のシイタケ主産地である大分，宮崎県など

と比較して雨量が少なく(l50CÀn暗号) ，かっ，寒冷却j問が長いため，シイタ

ケ生産には必ずしも適しているとはいえなし九にも拘わらず，石原氏の10数

年にわたる努力と創意工夫によって，その不利性を克服し，上述のように安

定した経営を確立する乙とに成功したのである。そして，この成果は，田原

山上地区のみならず，町，郡，県下全域 l乙拡がり，また，過疎にあえぐ中国

山地における経済開発のひとつの方向を示すものとして注目されている。氏
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自身は決して宣伝的な行動をとるわけではないが， ζれまでも研究会や協議

会の中心的な寄在となっており，その経営と技術巻積極的iζ公開する乙とに

よってシイタケ生産の発展に寄与してきている。特に l 昨年，日本農林漁業

振興会長賞各受けてからは視察者も著しくふえ，その普及性はいちだんと増

しているように思われる。

さて受賞財から学ぶべきことは，さきに指摘したように原木対策から製品

の販売に至る全過程にわたっている。そして，それらの内容についてはすで

に述べてあるので，乙乙ではシイタケの乾燥技術について特記してお乙う。

というのは，氏は自力で実験室を設け，素人ばなれのした専門的な詰験をく

り返し，その結果を集大成し，これによって，いわゆる特技がなくても機械

的に高級均質の乾シイタケの量産を可能にする技指を確立しているからであ

る。

石原氏は，乾燥の要点として茸にあてる相対温度，乾燥室内の風速及び気

流の移動に注目する。いうまでもなく相対温度は加湿すれば低下するが，外

気視が低ければ一定温度まで上げるのに要する熱量は大きし所要熱量の差は

乾焼時間と品質にも影響する。そこで氏は，次のような基準乾燥温度表を作

成して，一般生産者の便宜に供している。

外 気 潟 |乾燥開始温度(上限)
15

0 

C 以下のとき I 150

十 35
0

C 

15
0 

C -25
0 

C のとき|外気混+35
0

C 

250 

C 以上のとき I 25。十 350 =6ぴ C

ただし，標示温度は多孔披ドの熱気叢の温度であり， 7 - 8 割乾燥するま

では初温のままでもよいが， 7 - 8 部乾燥した場合は仕上機にまわす。また，

晴天で外気温度が低いとき，歩止り 12%以下の茸のとき，薄葉物ゃ小葉物が

多いとき，エピラ枚数が少ないと.きには，上の基準表に 3 _50 C を加算する。

なお，石原氏は乾燥機の点火と消火には自分で工夫したタイム・スイッチを

つけ，自動的，機械的に作業ぞすすめ，夜間作業は行なわない。

風速については，室内が0.5弓ぬcが適正とされており， ζれを超すと品質
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が低下する。室温の上昇につれ上昇気流を生ずるが，排気不十分な設備では

気流を妨げ，局所的 lζ高温多湿になれいわゆる「煮えこ J ができる。また，

熱風式乾燥機の外箱がスチール製一重張りである場合には外壁の近くで低温

多混となって品質が低下する。それを避けるために，石原氏は旋風回転式乾

燥機の入気を強制送風し，排気された多恨の空気が完全に鹿外l乙追い出され

るように排気簡巻つけるとともに，乾燥機の外部に断熱材を貼り付けて室内

の温度と湿度が均等に保たれるように工夫している。乙の点は，前回受賞後

i乙新規開発した技術であって，その効果はかなり大きいようである。

-33-



同志の協同の力が必要

石原慧士

Httf産業は薬効の研究表明と共J乙

益々人類 l乙紋ぐ ζ との出来ない，栄

養と薬用食品として奨来が要約され

て来ましたが，それ故に今後一層薬

効豊かでI味覚と美氏富んだ良IIß r c::仕

上げて行くと共に，名人惑とレて個

人的良品を作る丈でなく，機械的数

値的乾燥法を究明して悶肢の全製品

を向上させなければなりません。

之氏対して今迄額々試験を続けた

結果，外気潟により乾燥空気の吸混

'V:l: r乙大差是発見、外気温プラスミ三十

五と言う乾燥巡ìlfil を得ました(熱気

宗祖)。更に大きな問題として乾燥空

気の交換量があります。今夜何れの

乾燥機でも交換最を多量に必要とす

る初期は色々の掠抗を受けて交換i乏

が減少しており，余り交換を嬰しな

い中間以後lζ於て抵抗が減少して，

必要を数倍上廻る交換遺とはり，単

に燃料の損失のみでなく，品質にも

非常に悪い結果を招いております。

之を防ぐ為;乙排気口面積を縮少し

たり乾燥空気の循環が行なわれてお

りますが前者に於てき迄排気間続
縮少しても排気量に変動がなく，又

後者にあっては絶対湿度が高まり乾

燥時間をいたずらに延長致します。

廻転式の欠点(乾燥空気の交換が少

い為妥ヒダに難点が出易い)。熱風式
の欠点(交換量が多い為に傘表面iζ

犯が出難い)。此の前機の欠点を相殺

して美点のみを取り入れた乾燥法の

追求乙そ目下の急務であります(乾

燥空気の既ち漏皮と質そして量)。
現在廻転，熱風の両機によって両

府の試験を続けており相当の進歩を

見ておりますが改善の途上にありま

す。発展~続ける日本経済の先頭lζ

Ht主主産業を位遣さす為には絶えづ考

へ続けなければならない。此の様は

大きな問題があり，之に身を投じる

事に依って突に人↑立最高の意義と喜

びを感じ続けて行ける事を大変有難

く思っております。更に進めて関係

者共同の力で取組み技術の達成と共

l乙産業基盤の総立を計らねければな

りません。この為に関係者相互のつ

ながりを「同志の友」への発展が必

要であり陪志の共隠の力で前記の洋

々たる椎葺産業の将来を必づ摘み取

る事を熱望致して居ります。
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二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品 uオ林業経営

受賞者樋口守正

(tirH'(jJ民八久:ítlí! ，U本/11]大~f:~打点3361)

欝受賞者の略歴一一先駆的篤(農)林家

樋口守正氏の居住する黒木町は福岡県南東部のなぞ占める八女林業地域

の中心地であり，鹿児島本線羽犬塚駅から分11疫した矢部線の終点黒木駅より

矢部川の支流笠原}I! f乙沿い東へ約 4kmのと乙ろにLtむ。八女林業地域は明治

以降幾多のさしスギ品磁を選抜育成し，その特性をいかした造林の実施と知

伐期林業の点で全国的lζ有名な林業地である。

第 l æJ 受賞者の所在地
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氏は大正10年 1 月黒木町lこ

生まれ，昭和11年部|潟県立八

久設業学校を終えるや民林業

l乙従事した。 flß和 6 年父の死

亡とともに泣産を相続したが，

そのときのはi林は26haであっ

た。間16年 7 月応自民役l乙服

し終戦後22年 5 月復員，家業

l乙復帰するや氏はその経営を

めぐる立地条件からみて林業

すなわち 111林の拡大の必要性



第 1 表家族権成と労働能力

氏 ;g I先制 年令 労能 働力 m 当|備 考

樋仁i 守正 本人 53 1 0 1i 塁米脳作，2 Z脊E林
/ノ 文校 主: 51 0.8 論:85そのめ|一部家事
ノノ 良夫 長男 22 1.0 果米樹作 茶育林 49年度より参加

// !日J 子 次女 20 O. 5 米作，茶，その他|農協勤務

ノノ 国子!三女| 17 。 |高校生
〔注〕 長女は!lV乙妹zいでいる。

を痛感した。そこで林地移動の少ない土地柄に屈せず自家立木の売払い代金

を資金として28年以降 4 侶にわたり計13haを取得し，現在山林39ha [注〕を

所有するにヨさった。

〔注〕 氏の林地は15簡の j沼地よりなり，氏は乙れを 14簡の林班としてそれぞれ経

営目標を定め集約説g業を行なっている(うち 2 簡のtÆJ:Jlは隣の矢部村に

ある)。

氏の経営は農林被合形態であり，乙れを支える労力源は氏の家族が主体を

なしている(第 1 表)。その労働配分は後にのべるが， ζζ で注目すべきは長

男良夫君 (49年 3 月東京農大卒)の49年度よりの経営参加である。これは単

lζ労働力不足を解決するのみでなく氏自ら良き後継者を育成した ζ とを示す。

氏は八k林業の特徴であった短伐期電荘材重点の在り万に対しその将来性

に疑問をもち{印ζ先じてその転換を企て，夙にその経営に優良材(無節柱材)

生産を取り入れた。すなわち先進地で調査した枝打ち，間伐，施肥等の技術

を参考に自己経営の改善を進めるとともに地域の林業者の啓蒙にも努めた。

氏のかかる篤農家的活動は自己経営のみならず地域に生産，経営両技術の

進歩開発をもたらし，現在地域の貴重な指導者的存在となっている。かくし

て地味ではあるが氏の地域への貢献の模様は第 2 表の各表彰によって知るこ

とができる。
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第 2表樋口氏の表彰陛

年次 音官 11う 1¥'L I ぷ i、tIAUf 者

34 苗代品評会 l 等 黒木/UJ長

38 富有柿品評会 1 ~r; 福岡県知事

40 消防協力 治防庁長官

40 育林コンクール 1 tii� lìfdY良策/fJ~

40 層土緑化 会長賞 県緑化J位進委員会

41 富有純日1評会 l 吋;m~・ 品H1(dt~~矢1/事

42 木材共版協力 所長 l~r 筑後世林事務所長

45 林業普及事業 感謝状 ぷlIì心県知事

46 篤 j民家 表 民; J~友会長(八火地区)

49 全国林業経'自唯奨行事 j員十本大 !~fi賞 江主林大 111

璽受賞者の経営概況一一将来を期待される経営

1.土地利用の現況

氏の所有土地は 40.15haでその利用状況は第 3 表の通りで， ζ 乙で、lt林被

合経営が営まれている。

第 3 表土地利用の状況

総数 水田
:組i

みかん茶 村i その他言| 休二1::林|ザツ榊ウ林i 計
ha ha ha [ha [ha [ha [ha ha i ha / 1m '11m 

Ml3330 山。。40.15 0.45 0.15 / 0.15 I 0.30 / 0.10 / 0.70 

% % 

~_I トLJ100 1.1 

備考;ザツ林は岩石士山等の更新困難で人工林化の余地はない。

、

v 

2. 部門別生産状況

(1)農業部門:地勢に原因する少ない農地を有効に生かしてこの経営は次

の生躍を行なっている。

米一 O.45haの水聞はlOa 当り 540kg という高い生産を挙げているが自

家用委主とし現状維持の万針である。

ウ
t

q
べ
一v



長伐期林分 (60年生 2 林班)

茶・柿一茶は0.15haの茶闘に施把 (2 ~ 3 年ごと 7 月比若灰または苦

150kg程度，年間生葉 1 kg当り配合肥料 1 kgを施す)し良質のものを生産

し当面は特に病虫害防除に意を用いている。 0.3 haの柿園はこの経営での得

とするもので，その生産する富有柿は品評会で H立に入賞すること数度に

およぶ。なお茶，柿については今後さらに研究を進め品質向上による訳益の

増大に努める。

みかん一温州、|みかんを0.15h3.栽培し施肥，消毒lζ意を用いているが，

みかんの将来性は懐疑的で、ある。

卵- 250羽程度の養鶏で主婦の労力を活かして現金収入の補いとして

し、る。

(2) 林業部門:氏は林地の拡大をはかりながら優良スギ品種〔注〕の導入

(試験植栽を含め)により人工林化を進め現在の林分構成(第 4 表)を造り

上げた。この内容はさらに長伐期林 (16.39 ha，伐期60年)と短伐期林(18.

45ha，伐期30年)に分けられ，林分毎にそれぞれ毘標生産材に適った育林技

術を施し経営の弾力性と収益性の増加をはかっている。

〔注〕 早生忍!として ヤイチ 5 %，ヤマグチ 5 %，ワカツ 5 %，オオブチ 1 % 

クモトオシ 2 %，ヨシノ 2 %，中生型ではアカパ40% ，晩生型ではホン

スギ40% を導入している。(%は樋栽割合)。
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第 4表齢級配置表面積 ha ，蓄積ぱ，( )成長壁ぱ

樹平\齢級 1 -5lj三 6 -10年 11-15年 16-2凶手 21-25年 26-30年 31年一 その他

i日桜 0.23 2.25 4.80 5.55 10.25 4.96 1. 00 29.04 

人 スギ
5(786 7) (89) (1643 ) (74) (14) (408) 

議E立 1,443 3,38 1,934 460 7,796 

I日磁 0.40 2.00 0.70 2.10 0.40 0.10 5.80 

ヱ ヒノキ ( 5 ) (21) ( 5 ) (1 ) (1 ) (33) 
議flミ 50 260 96 31 37 474 

面積 0.63 4.25 5.50 7.65 10.65 5.06 1.10 34.84 

林 (72) (1l0) (169) (75) (15) (441) 
主蓄積 626 1,703 3,479 1,965 497 8,270 

I面積 1. 21 1. 54 0.58 3.33 
ザツ林 (2 ) ( 4 ) (1) ( 7 ) 

蓄積 45 78 40 163 

t'J 林 im!首 0.83 0.83 

筒積 。 ω 4.25 6.71 9.19 11. 23 5.06 1.10 0.83 39.00 
ム日 :�r (74) (114) 1 (170) l(-75) (41957 ) 

(448) 
干害駁 671 1,78 3,519 965 i 8,433 

備考: ヒノキは尾根筋l乙結えたものであり 50-60年ととのものは既に{えられ

ている。なおスギ林の中には100年に近い長大木も散在している。

次に林業部門における生産をのべれば次のようである。

木材一現在は主伐を極力抑え，間伐による収入にW]{ りながら将来に備

えているので生産量は年間60m'程度と少ないが，しかし閤伐する小径木も枝

打ちを行ない，麗き丸太lζ向けるなど収益性の向上l乙猪めている。

竹材一主としてシラタケ，マダケで竹材空産が目標でイノシシの害さ

えなければ年々伐竹可能で，主としてノリ竹に 9-11月頃出荷している。

苗木ーさしスギ菌(ヤマグチ20%，ヤイチ30% ，ワカツ 30% ，ヨシノ

20%) を毎年7 ， 000-8 ， 000本さし付けを行ない，その約80% を得苗し自家用に

供するほか森林組合を経て販売もする。

3. 作業道整備と機械類導入

氏の山林は前述のように分散しているので集約施業と省力可能のためには

林道，作業道の整備が必要条件となる。そ乙で氏は既設林道lζ連結させて 6

線4， 490mの作業道を自力かつ共同氏て開設するとともに刈払機，除草剤の使

用により下刈の省力化をはかつている。

39-



また農作業を含めての省力のために導入している機械類は第 5 表の通りで

ある。

第 5表導入機械類

世|農 農林兼用 林業専用

てインダー乾燥機肋蹴倒殻蜘植醐うん機 ト(ラ1tッmク) 散動力紛線い開払綴チェンソー

導入年次 47年 43fT' 46lド 43$ 47$ 47年 47年 47年 47年 46年

4IJ 3、 数 l I I 

4稼8働lj:時間rj1 10 20 150 10 15 70 320 30 250 100 

農林EIJ佼月]

i口L ;~60% 12480% J~30% 

今後溺m!:手数 3 2 2 2 3 3 l 3 

前1ft年数 5 8 5 8 5 5 3 5 3 4 

4. 労働配分

家族 5 名(第 1 表)のうち48年度までは男 l 名(本人)，女 2 名(妻，次女)

が従事し，総投入量758.1 人/日のうち自家労錨 569.7 人/日 (75% )とな

っている。したがって残り 25% が躍用労働に依るのであるが(第 6 表，第 2

図)， 49年度からは長男良夫君が参加するので殆んど自家労働によって賄われ

る ζ とになる。

第 6 表部門別月別労働配分(人/日)昭和48年度，( )はうち震用労働

部Fヘ月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

作
(8.0) (12.0) (18.0) (28.0) 
26.5 30.5 11. 0 16.0 8.0 26.0 5.0 123.0 

茶 18.5 
(12.0) (6.4) (18.4) 

9.6 8.6 33.0 14.6 6.4 4.8 5.6 27.2 128.3 

果 樹
9.0 11. 0 15.8 13.8 9.0 13.6 11. 8 4.0 10.8 17.6 11.0 127.4 

コf乙てj 林 (17.0) (19.0) (17.0) (30.0) (15.0) (28.0) (16.0) (142.0) 
(茂木，竹 20.0 34.0 38.0 24.6 31. 4 46.2 38.2 42.0 32.0 306.4 
林を含む)
卵，その他 6.2 5.6 6.2 6. C 6.2 6. C 6. 6.2 6. C 6.2 6. C 6.2 73.0 

言十
(17.0) (19.0) (20.0) (12.0) (17.0) (30.0) (15.0) (14.4) (28.0) (16.0) (188.4) 

35.2 58.1 64.8 79.5 60.1 68.6 85.0 61. 8 70.2 70.6 49.2 758.1 
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第 2 図部門別月別労働配分
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5. 部門知j現金収支

48年度の収入総額 4， 104 千円に対し支出は 1 ， 327 千円である。収入におい

て農・林両部門はほぼ伺額であり，支出ではその比率が段業63%，林業37%

となっている。その部門別収支の状況は第 7 表のようであるが，氏の経営の

場合悶下伐採を控え自に抑えながら将来の保続的収益増大に備えているので

林業収入はこの程度となっている。

なお既往 5 カ年の部門別生産額(第 8 表)は氏の農林複合経営の安定を示

すものといえる。

第 7表部門別現金収支昭和48年度，( )は自家消賀で外数字lx J;:ﾆ J卦Y知ミヒ H 主主

休材 白木

メ口合、

米 茶 事Ii みかん ﾟ゚ その他 ヴ M

(1千03円) 千(56円) (ï~ (千4 円) (2千9円) (千65円) (2千60円) 
千円 千円 千円 千円 (260千)河A 奴入

319 385 221 121 749 266 2,061 1, 75C 220 73 2, 043 4, 104 

B 収出 113 162 73 44 432 9 833 463 31 。 494 1, 327 

C A-B (103) (56) (3 ) (4 ) (29) (65) (260) (260) 
206 223 148 77 317 257 1, 228 1,287 189 73 1,549 2,777 
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第 8表既往 5 カ年の部門別生産額( )は自家消費で外数字

主官 Fう f!F 十~iて 桁 みかん 木 Jオ

年 数量 金額 数量 金額 数量 金額

44 
m' 千円
65 1, 043 

45 48 656 

46 72 1. 1';'9 

47 61 1.178 

48 63 1, 750 

アバ
竹材 一国?← 町ノト帰 卵 その他

数51 金額 数量金額 数量金額 数量金額 金額

44 * 千円 本 千円 (110 )kg (1 7)千円 (9l)kg (30) 二9千5匹 (187 )千円

45 54 4, 500 46 3.210 482 367 2宮1‘.39古87773 )一一-
45 55 77 

{74j 5 3(1.21050 j {1487) 3 (9307) 3 (3130) 3 

46 38 61 
(80。0。) 
5.8 

(96) 3 3(1.30080 ) (2419) 3 (9307) 5 (3150) 9 2(.262414 ) 

47 
42 71 

5(8.55000 ) (96) 1 3(1.11080 ) (2610) 4 (9318) 2 (4103) 4 2(.291287 ) 

48 110 220 5.600 73 
3(1.21200 ) (2794) 9 (9614) 3 (6256) 6 4(.216004 ) 

備考:昭和45年は裕容のため茶，桁の収穫が減少

そのイ也はギンナン，コンニャク，シイタケ，クワである。

欝受費財の特色一一林業部門の拡大と保続性の確立

八女林業地は林地生産力の大なることで知られ平均成長量17 m'/ha，平均

蓄積 130 m'で主伐材積は27-28年で 550 m'/haを越えると ζ ろもあり，乙れ

がこの地域に短伐期林業を成立させた所以である。

氏はかかる立地条件を考慮し農業においては茶と柿の品質改善に重点をお

き他の作目は原則として現状維持にとどめる。他方拡大した林地はその経営

目標を明確にし林業生産の保続性と収益性の増大を図る。乙のことは山村的

立地における農林業の在り方ぞ示したものといえる。
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枝打ち林分一伐倒は磨き丸太に
(17年生 2 林班)

(1)林業部門の拡大と経営呂標の確立

氏が経営の将来を按じて拡大した林地39ha (うち人工林35ha) はその管理

育成よろしきを得れば震に林業のみで自立可能な規模であり，したがって，

ここまで拡大した氏の努力(相続時に比し50%増)は先ずもって高く評僻さ

れて良い。

次iζ氏は木材需要の将来を見通しその林地を短伐期林と長伐期林に[K分し

生産自標を定めて(第 9 表)経営の弾力性増大をはかるとともに，本格的な

枝打ちと周到な密度管理〔注1]による間伐を実施し優良材生躍を臼指して

経営の収益増に努め着々成果〔注 2 )を挙げている。

〔注 1 J 福間県林業試験場の調査によれば氏の経営の場合，スギ林の収量比数は

0.3 前後であり，その密度管理の適切なことを示している。今後さらに

間伐を適期IC行なう乙とにより優良大径材の必要条件である年輪総の均

一化も期待できる。

〔注 2 J 例えば 2 林班での適切に枝打ちされた胸高富径10cm，樹高 3mの立木

(他で1000円/本翠度のもの)が磨き丸太用として適切な乙とが認めら

られ 2， 600~ 3, 000円/本で敬司 i された。
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第 9 表林地別経営目標

林 長 伐 期 林 短 伐 期 林 付ツ林 竹林
所在地 総面積

班 面積 摘 要 面積 ;商 要 面積 面積

1 I ~\~木町笠原
ha ha 月間3伐材は一般建築材 ha 一期ス般3ギ0建tzEF1築碩試材験, 目標伐 ha 

01110a 1 
2.01 1. 06 0.70 0.15 

校1， 0B打0雪年丸災，施 l 苦ß保残 校産fJ笑施， !j若丸太生 モウソウ)
2 I " " 太関伐材はシボ1. 42 1.16 0.26 

3 1 1/ " 
0.64 0.10 援往生三rnた施， 大径木IJミ 0.22 3tスG0年柱ギ材I，fh筏一般試建験築，伐材耳M 0.14 0.18 

0.19 0.09 枝産打災施， 1変良材生 。 .08 一紋建築材， ';~往材 0.02 (白骨，
4 I " ノノ

モウソウ)

" 年校主，伐打間材笑伐施は材ぷ，1は節部勝保柱丸残材太10，0 " " 1. 90 1. 70 0.10 0.10 

6 I " 〆，

" " " " 1. 06 0.34 0.24 0.48 

7 I " " " " 0.70 0.35 0.35 

8 I " " 年枝大，子径JI渇笑木伐路':È材E， Elは部騰保丸残太10， C 
0.38 0.22 0.16 

枝打爽胞(ヤマノ柱)グ材I渇チ伐, 2年青年，学ス習ギ林品稜，伐笑験矧3林0 
9 か " アカパ丸，ヨ太シ, 1. 46 0.15 材はl密 0.48 0.28 0.55 

建間伐築材用は'il.t柱， 一般 一般建築材，電柱材 (マダケ)
10 " 〆〆

3.50 2.54 0.43 0.53 

間伐材は浴校F自
11 か " " " 1.16 0.84 0.25 0.07 

12 " " 5.03 
f〆 " 1. 79 " " 3.24 

13 
うた部村

" " ニタノキ 6.50 6.50 

矢部村 関伐材は'Iä絞用
14 " " 薮之迫 13.05 4.60 7.40 1. 05 

言十 39.00 16.39 18.45 3.33 0.83 

備考:ザツ林は吏新関難地，林班 1 - 7 , 9 , 10, 14は相続地 8 のうち大部

分と 11 ， 12, 13は戦後の取得地である。
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(2) 将来の経営成果の見通し

氏の経営はこの目擦にもとづき木材生産を行なっているが，前にものべた

ように年々の伐採量ぞ抑制しながら将来の林分育成l乙鋭意努力している現状

である。したがって，成長量を参酌した分期間林分推移の試算表(第10表)

をみても所謂含み資産の多い;極めて将来性のある林分構成になっている乙と

がわかる。すなわち今後10数年後には年々 1 haづっの主伐が可能で、あり収益

において現在〔第 7 表〕の数倍を挙げうる乙とが期待される。

第10表針葉樹林分期別齢級移動表 cr萄{1'J ha，蓄積m')

I~、\分\trI弱1自1\在笠1Z級¥ i 
(1 -5) (6 -10) (11-15) (16-20) (21-25) (26-30) (31- ) 

1 2 3 4 5 6 7 

以上

[街綴
(1. 50) (1. 00) (2.50) 

0.63 4.25 5.50 7.65 10.65 5.06 1. 10 34.84 
I (63) (221) (278) (585) (460) [ (l7,607) ]

3寄 E立 626 1,703 3,479 1, 965 497 8,270 

酒税 (3.56) (3.56) 

Il 2.50 0.63 4.25 5.50 7.65 10.65 3.66 34.84 

蓄積
(41) (174) 2[I,87] (1, 633) [ (Z87,O35) ]
414 1,335 336 4,122 1, 670 9,877 

i前積 (5.10) (5.10) 

III 3.56 2.50 0.63 4.25 5.50 7.65 10.75 34.84 

蓄積
( 6 ) [108) (140) (2 ,341 ) [ (26,595) ]

57 833 1,752 2,816 4,904 10,362 

市街 (5.65) (5.65) 

N 5.10 3.56 2.50 0.63 4.25 5.50 13.30 34.84 

言書綴
(30) [14) (98) (2,842) ((2,984) ) 
300 110 1, 223 2,089 6, 172 9,894 

備考: 1 分期は 5 年， ( J は間伐材積， ( )は主伐面積または主伐材積，
(( )J は主間伐合計材積ぞ示す。なおこの表は，短・長伐期林分毎に

成長室を加味して分期毎にその移動を推算したものである。

(3) 生産基盤の整備と協業の促進

集約な施業には作業道の整備を必要とすることは論を持たない。とくに氏

の場合においては林地が10数箇所に散在している不利な条件を克服して自力

開設はもちろん， ft主の林地保有者との協業を前提とした共同開設を行なった

点にその特色がある。すなわち田地化によってまとまった間伐材を確保し生

産費の軽減により校益の増大をはかった ζ とである。かくして氏の山林は l

団地を除き林道，作業道が整備し今後の施業を容易にしている。
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自力かつ共間開設の作業道
(古久慈線)

ζ れは前l乙のべたように 6 線 4， 490m (第11表)で各路線の利用範国民は幼

齢林が多く閥伐のほか枝打ち，施BE，下刈等の諸作業に役立つているが，さ

らに今後は磨き丸太，人工シボ材の生産を容易にし特に共同作業(森林組合

作業を含め)を有利にした。

なお氏は図面と対照可能の記録簿を作製(昭和34年開始)し自己の経営を

計画的に進めているとともに，他方において25名の農林家と罰地施業計簡を

調製し作業道の共同開設を含めて小規模所有者の協業促進に寄与したのであ

る。

第 11表開設作業道…覧

路線名 延長 受益者数 施行年度 自己林地との関係 作業道利用状況

m 人 昭 まを67市林作で直3瓶業田三道一m作林償B業問圏? 遣円 在題称洛多路く聞線山怯とのも幼ほ帥か，古久恵 1, 100 11 44 
ち肥，下
に使用してい

奥 江 1, 300 8 44 株5 林道主~作1-業下道部上は表i
告のる濡。利林用組が合簡集単材に機な

古賀倉 500 3 46 上10林部班一作業道

粟野々 540 7 45 9 林班一作業道 報量ないでいまで150m
3 林班一作業道 導易や共毘

建 乏ιムヨJ 250 4 40 作業 になっまで150m
た。

共有林関係 800 44 

計 4, 490 
I 
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欝受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

1.技術・経営の分析

八女地方においては従来電柱材を主目標とした短伐期経営が行なわれ，た

めに費より量lζ重点をおいた早生型のスギ品種が多く纏えられており伐期も

25-30年が一般的であった。

樋口氏は早くから電柱材一辺倒の行き方に不安を持ちその経営l乙良質材，

大窪材生産を採り入れ将来に備えた。すなわち，他l乙先じて所有林分を長・

短両伐期I乙区分しそれぞれ生産自擦に応じた技術を施している。いま氏の経

営における針葉樹林(人工林)の木材生産目標を表示すれば，次の閣となる。

，----Jl氏自制イ
ネ主材一何時丸太

吋 L-シボ丸太
「盛良材生産→

木材生産一寸 しサミ佳材一内装用材，化粧板間等

[，小径材一電柱材，柱材等
」一般材生産ーイ

」大径材一構造用材，板材等

(1) 導入品種

氏は乙れに適するスギ品種と育林技術を導入するとともに自己山林に試験

林を設け共同研究の場とするなど試行錯誤の努力を忘れない。すなわち，品

種選択に当っては心材が赤く晩生取は大径材用IC.，心材が黒いものは短伐WJ

で柱材，電柱材用に振り向ける方針であるが，乙れも土壇条件により変化す

るので試験結果を参考としてその用途を決めるのである(第12表)。

(2) 保育技術

氏の林地は地位が高く 35年伐期でおおむね 450 m'/ha- を期待でき，また

林道，作業道から各林分が約 300 m以内 lζ在るので地利級も高い。此処で氏

は平均3 ， 500本/haを陥栽し本格的枝打ちと密度管理の理論に漉う間伐を励行

(林分によっては施肥)し優良材生産l乙当っている。福岡県林試訴j製の林分

密度管理図 i乙氏の林分調査の結果を当てはめると 35年生林分の平均において
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第12表樋口氏の植栽品種の特徴

口下口3 理 系 統
針葉型

心材色 成長型
適応地力

備 考ー
及び形状 上中下

ヤイチ インスギ系 葉鋭l直角線身細型，長 赤色 早生型 。 。 。 肥上大長成成長長良劣るく
--

望接Z先長端触者身細認型湾了長曲, 
建築材fC適す

アカノて アヤスギ系 赤色 中生型 。 。 る

ホンスギ ホンスギ系 赤色 |挽生型 。 。 建最や築両乾材級燥品にと弱麗して
型鞠，泊 黒宿赤色l沫ぴをた E手生型 。 。

-，uや
ヤマグチ アヤスギ系 カ〉し、

ワカツ アヤスギ系 鋭型突, 淡赤色 早生型 。 。 君樹て幹上事官完長櫛成長4と旺し

オオブチ インスギ系 際陸陀線端と裂鋭の突中と複間線裂 赤褐色 平生型 。 。
I乙j匿す

る

ウラセパル系 接線~ 黒黒な色い離しI 早生型 。
電柱材lζ適す

ヨシノ す

クモトオシ アヤスギ系 接触型 黒褐色 早生型 。
7E満通草であ
る

樹高17.5m ，絢高直径22cm，立木本数1 ， 400本jha，立木材積 460 m'/haとな

り収量比数は0.85を示す。いま氏の保育における除・間伐の基準を表示すれ

ば第13表となる。

第13表除・ i認伐基準 他付本数3 ， 500本/ha

樹高 m 6.5 9.0 11. 0 13.5 17.5 

(林齢)年 (10) (15) (20) (25) (35) 

IJ旬高直径cm 9. 0 12. 0 14.0 17.0 22.0 

除伐本/ha 除自伐然枯主主200
500 

関伐本/ha 500 500 400 

エL 木本本/数ha 2, 800 2, 300 1, 800 1, 400 1, 400 
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笠原青年部の山(スギ品種実験林，

伐期30年， 9 林班)

なお長伐期林分についても引続き密度管理の考慮のもとに適時間伐を行な

い年輪l揺の一様な大径木の育成ぞ自指している。

2. 普及性と今後の発展方向

氏が自己の研究体得した技術を自己の援合経営に実施し優れた成果を挙げ

つつあること自体その生産・経営の技術は自然に他i乙普及するものであるが，

さらに氏は積極的に機会ある誌にその実態を地域農林家lζ伝え技術改善に協

力している。例えば優良材生産の育成指針。ともいうべき「黒木町林業育林体

系」の槌立に際して果たした氏の指導的役割，また自己山林中にさしスギ品

種12を描栽しこれを学習林として笠原地区青年層の研究訓練の場とする等，

実践巻通じてその技術を普及している効果はけだし大なるものがある。

要する l乙氏が家族労働を主とするその複合経営において今後の林業の在り

方を指向している乙とは，転換期にある八女林業地域の指標的容在であると

いえよう。

また氏の経営の発展性であるが，乙の経営は前にも述べたように保続性と

収益性に富み将来を期待しうるものである乙と，および良き後継者を育成し

得たこと等からみて十分期待してよいであろう。
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詳細な経営計画書を作成

樋口守正

第13屈農業祭l乙参加出来，又受賞

の栄によくし私にとりましては一生

の内身にあまる光栄に存じています。

私は戦後父の財産を遺産相続し，

其の後面積抵大を計り遺産時より約

倍近い面積を確保できました。そ ζ

で私が考えました ζ とは，先づ経営

計画書作成，測量するには器f)戒を持

っていないので目測反別，植栽年度，

本数，下刈回数， r徐間伐の本数年度

等を記入して置けば，もしもの乙と

が有っても後継者の代になっても，

一見すれば I~I 分の山の令級別は勿論

の ζ と，本数迄はっきりと確認でき

ると思い作成致しました。

又林業を営むならば今迄通りのや

り方では到底他の林業地帯に遅れ立

打が出来ないと考え，町 lζ は林業

研究会が結成されていましたが，若

人のグループ結成を 2 人で話合いを

して決め，先、づ部員募集に付いては

iJJ林所有者で経営熱心である乙とと

し， 20名程度募集ができましたの

で，私の山のー?誌を青年T~ríの学習

林の場所として提供して，先づ活

動費もないので造林用苗木は一部

は補助を受けましたが，不足分は

私が提供し下刈等に付いても一日の

人夫費の半額を支払い，その金を青

年部の運営費に当て，又研修費とし

て毎月積立金貯をして岐阜県今須林

業，京都府北山林業(シボリ)，最近

では愛媛県久万林業地等の先進地視

察をし，現在では肥埼林業及び優良

材生産に部員一向日夜頑張っていま

す。

年度始めは事業計画，年末には町

内の比較試験林の成長量調査等も行

なって町の研究会の資料に提供して

います。

林業経営は他の農麓物に比して長

年月を有するので今後尚一層勉強し

て，地域社会のため大いに貢献する

覚悟であります。
4護
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発刊の と ;ま}ア

」時

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認織を深め，農林漁業者の技術改善

及び経営発展の意欲の高場を関るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下賜になる乙ととなった機会fé，従来の新穀感謝祭を

発展的に拡充して始められたものである。

ζの農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の日を中心として，天皇杯授与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を農林省と日本農林漁業按興会が各方面の

協力を得て開催してきており，昭和49年度は，その13閉店を迎えたのである。

第13回農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 284件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 483点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，園芸，畜産，蚕糸，林産及び

水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁業

振興会会長賞が12名(団体を含む)に授与された。

農業祭において表彰された乙れら受賞者の優れた業績とそは，当部する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

に関係する各方面の方々に大いに稗益する ζ とと思い，引き続き ζ 乙にとり

まとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の編集lζ御協力をいただいた執筆者及び縞集協力者各位に対

し潔甚の謝意を表する。

昭和50年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



天皇杯受賞/鈴広蒲鉾工業株式会社...... ・・・・・… ......6
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日本農林漁業振興会長賞受繋/本郷虹ます漁業生産組合....・H ・.....・ H ・ .17

(農林漁業団体職員共済総合監事/野中六郎)
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(温水養魚開発協会専務理事/黒 田竹弥)
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受賞者鈴広蒲鉾工業株式会社
(代表者鈴木崎吉)

(神奈川県小111原市風祭 2 4 5 ) 

関水産ねり製品生産地としての小田原

小田原にては、すでに徳川時代より水産ねり製品が製造、販売され、明治

中期には20数軒がねり製品を専業し、その製品は、関東かまぼ乙を代表する

ものであった。

大正末期までは、その地先海域での各麗漁獲物を原料として優良製品が作

られたが、昭和初期、地先における優良原料魚の漁獲減少により生産が需要

に応える乙とが、かなり困難となった。当時、以西トロール漁業の主要漁獲

物であったグチが、水産ねり製品原料として登場し、関西方面にて盛んに用

いられた。小田原の業者は、乙れに着目し、長距離輸送によって生ずる原料

鮮度低下の製品への悪影響などを長年にわたって培われた技術にて克服し、

在来品に匹敵する製品を作り、小田原かまぼこの声価を一層高めた。

小田原は、わが国における最大の水産ねり製品名産地であり、また一方、

わが盟有数の観光地である伊豆・箱根地区の玄関口としての地の利もあって

「小田原かまぼ乙」は、広く全国にその名を知られている。現在、小田原に

はねり製品業者16軒が営業し、小田原滞鉾協同組合を結成し、業界の発展に

力を尽している。なお、その名産地としての利点もあってか東京の大メーカ

ーなどが進出してきている。
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受賞者夫妻

(中央)

霊童受賞者の経歴のあらまし

鈴広蒲鉾工業株式会社、代表者鈴木広吉氏は、明治31年 6月 6 日、小田原

!日本陣、大清水家の三男として誕生、 3 才lζて鈴木家先代、第 6 代広吉氏と

養子縁組した。大正 2 年 3 月小田原第一尋常高やj、学校卒業後、父鈴木広吉

氏の家業、かまぼこ製造業鈴広鞠店の業務に従事し、昭和 4 年、第 7 代鈴木

広吉を襲名、鈴広商店主となった。昭和26年 3 月、個人経営を株式会社に改

め、昭和27年 3 月社名を変更、鈴広蒲鉾工業株式会社となし、社長となり現

在lζ至っている。

なお、鈴木家は、慶応元年鈴木権右衛門氏が小田原にて魚蒔を営ひかたわ

ら、かまぼこ製造を始め、明治中期第 6 代広吉氏のとき、かまぼ乙製造を専

業として今日 l乙主っている。

受賞者鈴木正吉氏は、大正 2 年より家法来の技術を体得する一方、その旺

盛な研究心により小関原地区の最優秀かまぼζ 寄生産し、また各種の水産ね

り製品を考案、創製した。その成果は、戦後毎年開催されている全閤水産練

製品品評会に氏が出品した各種製品の数多くの受賞がそれを物語っている。

すなわち、昭和27、 28の両年には、板付かまぼ乙 lζて、 38年には詰合かまぼ

こにで、また47年、 49年比は五色真砂l乙て、それぞれ農林大臣賞を受賞し、

この他の賞を上記品評会 i乙て待問受けている。

医霊長年の研鍛練磨の結晶である受賞財

ヌド品は、深刻化する原料魚の不足 I乙対処する一助としての副資材の活用、
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鈴広蒲鉾工業株)の近代的な工場

及び|噴好の変化、多様化する消費者l乙愛好される製品の創製を目的として、

氏の創意、工夫により、元来のかまぼこに新しい味と外観が付与された調味

かまぼこともいうべきものである。

すなわち、優良かまぼ乙の原料魚肉のすり身に野菜、水産物(例えばカニ、

エどなど)、ハム、コンビーフ、チーズ、椎茸などを混和、現成し、一方、ウ

二、小倉館、挽茶、卵黄などをそれぞれ微粉とし、また、更にこれらを適当

に配合して五色の微粉を調製し、これらを上記の成型品の表面に真砂のよう

にふりかけ、乙れらを加熱、製品としたもので、その外観から商品名を五色

真砂と称、している。

本品は、人工着色料を全く用いず、化学調味料の使用を極力抑え、その風

味、色沢にすぐれる一方、価格は、かなり大衆的である。本製品の出現に刺

激され、乙の種の水産ねり製品が全国各地l乙て盛んに作られるようになった。

にしていうならば、氏の長年l乙買って培った水産ねり製品についての広

汎な技術の結品ともいうべきものであろう。

髄製造技術、機器の改善

氏は、かまぼ乙製造技術及びそれらに用いる機器につき数多くの改善、発

明をなしている。元来、水産ねり製品、とくにかまぼこは、適性原料の選定、

捜雑な製造工程の管理、各種製造技術の習得などに多くの困難がある。かま

ぼζ の製法の大要は、次のとおりである。
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魚肉採取機 スクリュープレス

摺 機 自動成型機蒸煮装鐙

頭部、内臓を除いた魚体を魚肉採取機にかけて精肉を分離し、乙れを水11側、

脱水した後揺演機にて荒ずりし、次にこれに約 2.5% の食塩及び適援の各種:

副原料を加え、十分嬬ずりする。これを裏漉し、得られた fすり身」を速や

かに成型し、 70-80
0

Cにて加熱後、冷却して製品とする。

これらに用いる原料魚は、赤身のものは不適当で、赤身魚肉は、かまぼこ

の弾力を形成する性質をもたない。かまぼこ原料魚は、乙の蝉力形成能ぞ有

する自身魚肉が用いられる。一方、かまぼ乙は、純自である ζ とが好まれ、

小田原特産の「蒸しかまぼこJ は、その純臼であることを特長のーっとして

いる。しかるに大正末期から次第に地先海域l乙てのオキギスなどの優良原料

魚の漁獲が減少し、前述のように以西トロール漁獲物で、あるグチ類を原料と

して用いぎるをえない情勢になった。当時、これら漁獲物の輸送にかなりの
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時間を要し、鮮度低下が生じやすく、乙れから採取した肉は、十分に水晒し

しないと色沢の良好なものが得られない憾があった。

グチ類 l乙は、シログチとキグチの 2 種類があり、前者は、水晒、脱水がか

なり容易に行なえる。一方、キグチは、シログチより美味であるが、水晒し

すると脱水が困難となり、水分を多く含むため弾力のある製品が作れない。

氏は、キグチのこのような欠点を除くため、水晒・脱水方法の改良につい

てかなり長期間努力し、乙れらに用いる器具を考案し、また水晒しに際し、

食塩の適量を使用水l乙添加する乙とによって脱水が十分に行なえることなど

を発明し、キグチを原料魚として使用可能にした。また買に、次の如きキグ

チの欠点の改良l乙成功した。すなわち、キグチの肉は、在来法の如く食塩を

塩ずりの当初に一度に添加すると、弾力の強い製品が得られないが、氏は、

添加すべき食塩を塩ずりの状態 I乙応じて逐次添加する新規な方法を発明し、

弾力ある優良製品の製造を可能にした。

このように当時利用価値の少なかったキグチから優秀なかまぼζの製造を

可能にしたことは、水産ねり製品業界のみならず以西トロール漁業に貢献す

る ζ との大なるものであった。

また、氏が「蒸しかまぼ乙」の蒸煮方法を改善した ζ とは、大きな業績で

ある。古くから木製品を加熱するためには「せいろj を用い、それに収納し

た品物を均一に蒸煮するためには、かなりの労力が必要で、あった。これを改

良したのもが蒸気式箱型蒸器で、昭和20年代に多く用いられたが、乙の装置

にでも均一加熱がなお困難であった。氏は、乙の改良に努力し、 f蒸気散ら

し式蒸器」を考案し、均一加熱l乙成功した。乙の乙とは、小田原をはじめ全

国の蒸しかまぼ乙業者に大きな恩恵を与えた。

乙の他数多くの考案を行っている。たとえば、衛生的かっ自動的な連続蒲

鉾冷却機、製品l乙有害な脂肪の分離可能な採肉水洗装置などを考案し、また、

各種の着想、方針号機械メーカーに示し、新規装置・機械の製造ぞ委託し、

その完成に協力している。最近、業界の注目するものとしては、液体窒素を

用いた蒲鉾急速凍結装置の実用イ[p)成功がある。上記各新規機械・装置は、
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研究室 排水処理施設

後述の近代化せる新工場lζ設置されている。

近年にいたり、小田原市嵐祭lζ新工場を建設し、近代的製造機器・施設を

備え、生産の合理化をはかり、また詰験室をおき、製品の品質管理、衛生管

理に務め、一方排水処理に努力し、 B 0 D 1000-1300ppm の排水原液を10-

12ppm 程度(神奈川県規準 :BOD 、 20ppm 以下)に浄化する乙とによって、

公害の防除に成功している。

関製品の衛生管理について

最近、合成殺繭料AF2の食品への使用が禁止され、ねり製品にでも、長期

間保存の必要上AF ，を使用していたと考えられるケーシング詰かまぼ乙、リ

テーナかまぼ乙について食品衛生法にもとずく製造・保寄基準の改正が告示

された。

鈴広蒲鉾工業株式会社は、ケーシング詰かまぼこ、リテーナかまぼζを製

造せず、短期間に消費される在来ねり製品のみを生産し、全製品ICAF2を全

く使用せず、乙の度の食品衛生法の改正i乙関連する点は、ほとんどなく、一

方従来から細菌汚染防止対策には十分の注意を払っている。乙れについて、

概要を述べると次のとおりである。

製品の製造に際しでは原料魚、製品の品質管理を厳重に行い、その重要

な管理項目として細菌検査を行っている。乙の検査は自社試験室にて日常

行う外、小田原保健所にも依頼し検査の厳正を期している。工場内におけ

1
i
 

苛
2
4



る細菌による二次汚染の防止には、とくに注意を払い、工場の施設、器具は

すべて清潔を旨とし、また工場内の温度、原料・製品の品温管理を行い、更

には製品への空中よりの溶下細菌の防止に注意している。

加熱・冷却の終了した製品は、直ちに- 5 --10
o

Cの冷蔵庫に搬入し、中

心温度- 2 oC までに冷却後出荷する。製品の配送は、すべて保冷自動車によ

り、荷受店に到着するまでの問、製品の温度が、かならず10
0

C以下に保持さ

れるよう保冷車の蹴度を管理している。製品は製造後通常 3-4 日以内に消

費されているが、夏期にては製造後 4 日目、冬期にては 6 日自になお指1残

っているものは、すべて囲収している。製品にはすべて製造月臼が記入され

ている。

なお、鈴広蒲鉾工業株式会社の製品の95% 以上が、東京都及び神奈川県内

l乙て消費されているため、上述のような流通、販売が可能になっている。

震調技柿?の公開、普及について

前述の如く、工夫、考案した新技術、及び新工場の諸施設は、すべて公開

し、業界への普及に努めている。鈴木氏の技術の優秀さは、全国開業者の広

く認めるところであり、従来から数多くの業者がその技術の習得を希望した。

氏は間業発展のため、 ζ れら開業者の子弟を技術見習生として受け入れ、氏

の開発した各種製造技術を公開、習得させている。昭和初年以降10数名を数

え、なお、この麗の受け入れは、先代広吉氏の時代にもあり、いわき市の「江

名かまぼこJ は、乙れら習得者によって始められたものである。

また、公的機関にでも氏の技術協力を求め、昭和35年には富山県庁より、

また昭和47年には福島県水産試験場よりそれぞれの県下水産ねり製品業者の

技術講習会講師として招へいされた。

関研究者への協力

71<産ねり製品は、科学的に興味深い研究課題の多くあるもので、乙れにつ

いての研究はかなり盛んに行われている。しかしこの研究を行うために

-12-



は、まず一応ながらその製造技術ぞ習得する必裂があり、またその研究の過

程においてしばしば工場にての品験が必要となる。氏は乙れら研究者の希望

を快く受入れ、また適切な助言を与えるなど、水産ねり製品研究の推進 l乙大

きな貢献をなしている。

現在、海外より入荷される新規漁獲物、とくに水産庁が開発に尽力してい

る深海魚の水産ねり製品としての適性試験に関し、東海区水誌研究所の研究

に協力している。乙のため外国人研究者など、の工場への訪問・見学がかなり

多い。

盤業界への貢献

鈴木氏は、前述のとおり技術耐にて業界へ大いに貿献しているが、

年小田原蒲鉾協同組合の理事長に就任し、業界発展のために尽力してきた。

とくに戦争中原料不足に儲む業界のため、農林省lζ磁力詰願し、特産地小田

原の夜来の業績をかわれて、特認により思料及びその他必要資材の配給を受

ける乙とができた。このため戦争による技慌の低下、施設の荒廃を免がれる

ことができ、幸いにも小田原は空襲から免がれ、戦後速やかに生産が軌道に

のり、当時の鴎翼reな食糧事f青lζ大きな賞献をした。

近年かまぼこ業界は、原料不足に踏み、全間滞鉾水産加工業協関組合連合

会が原料魚特別対策委員会を作り、種々調査、検討している。鈴木氏も本事

業に積極的に協力している。本年春、鈴広蒲鉾I業株式会社にては、鈴木専

務、鈴木常務両名が、北米グチ資源開発特別委員に任命、現i話局査を委唱され

た。間氏は、他の 3 委員とともにミシシッピーチ討を中J[} としてメキシコ湾の

グチ資源の調査、グチすり身開発についてのアメリカ官民との討議などを行

い、麗々有益な結果をえ、業界の原料対策lζ大いに被益した。

鈴木氏は、現荘全国蒲鉾水産加工業協同組合連合会の相談役として全国業

界の技術面の向上に尽力している。

前述した長年に亘る農林水産業へ貢献した功績により、昭和42年11月黄綬

褒章を賜わっている。また、昭和36年及び42年には産業功労者として神奈111

qo 
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県知事より表彰を受けた。

属議経営について

鈴広蒲鉾工業株式会社の過去 3 カ年間の主要勘定の推移は、下記のとおり

である。

46年 47年 48年

資 本 金 20, 000, 000 円 20 ， 000 ， 000 内 20 ， 000 ， 000 円

法定積立金 10, 000, 000 13, 000, 000 14, 500, 000 
別途積立金 16, 500, 000 20, 000, 000 21 , 500, 000 
7叶ち~ J二 高 930 , 027 , 747 1, 143, 567 , 587 1, 565 , 072, 224 
ρ口斗Z手 業 手リ 益 371 , 415, 150 397, 071 , 706 584, 898, 446 

経 戸巾与 利 益 81 , 111 , 547 58, 543 , 026 130, 250 , 592 

なお、神奈川県内における水産ねり製品生産高と鈴広蒲鉾工業株式会社の

それを同一品種に限って昭和48年についてのものを示すと次のとおりである。

かまぼ引回げもの!焼 ~盤

配
一
副

5, 709 トン 2， 966 トン

147 // 207 /1 

上記以外の昭和48年中に鈴広蒲鉾工業株式会社における生産量は次のとお

りである。

(1)珍味かまぼζ 114 トン

(2) むしもの、及びゆでもの

(3) 伊達巻

(4) しおから

147 トン

46 トン

77 トン

関一般社会への貢献

昭和47年に建設した風祭工場は「見る工場」と称し、一般人などの見学を

勧迎している。地の利もよいためか、月間平均 1 ， 300 人ほどの同業者、排水
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処理関係者、食品衛生関係者、学生生徒及び各種団体の人々などが見学して

いる。とくに設けられた歩廊を通って見学した後、説明室にて配布したパン

フレットにもとずいて更に説明し、また見学者よりの各種の質関に答えるな

どして金品への知識、理解ーを深めることに努めている。教材入手を希望され

る教育関係者に対しては、工場内部の写真.撮影、作業の詳細な説明などに積

極的な協力を行っている。

かねてより鈴木氏は、社会福祉、学校教育へ大きな関心をもち、それらに

対する功績により昭和38年 6 月及び10月の 2 間にわたり紺綬褒章を賜わって

し、る。
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醒墨鰹罷置置醒覇

研究と努力で良い品物を

鈴広蒲鉾工業株式会社

(代表者鈴木麗吉)

本格的l乙私が家業を継いだのは15

才，それ以前も小学校から戻ると，

すぐ浦鉾づくりの手伝いをさせられ，

以来日年にもなりました。製氷も冷

蔵庫もない時分で， 10月から春 5 月

頃まで寒い期間だけの製造で，ゴム

長靴などもなく，木板張りの流しを

素足で走り，氷柱(ツララ)のさが

る軒下での魚の頭切りの水仕事で，

手指が霜やけで膨れあがり，想像を

絶する卒さでした。蒲鉾屋にかぎら

ず，なんの商売にも当てはまります

が，あの頃の人はみな忍耐強かった

とおもいますが，今の時慣には通用

致しますまい。

かまぼ乙製造は音も今も原理はお

なじで，一定量の魚肉を揺潰機で{司

自揺ればよいというわけではなく，

原魚の大小，鮮度，気温などで練り

工合いを変えるのがコツで，現在は

便利な冷凍すり身が盛んに使われて

いますが，これとてもただ解凍して

練ればよいという訳では決しであり

ません。水産練製品の生産は以西底

曳網漁業の発展と加工機械の進歩の

おかげで 120 万トンの年震に達し，

日本の食品加工の重要位震を占めま

したが，顧みて感無量です。

最近，国の内外ともに原料魚の漁

獲減少がみられ，海洋法とやらで日

本の漁業の行くすえが案じられます

が，乙の際会国の同業者は手をつな

ぎ，原魚確保I乙協力せねばなりませ

ん。私はいつも従業員には，研究と

努力で良い品物をつくってくれれば，

安心して売れ，お客様も信用して貰

ってくださると指導して，その達成

には衛生的かつ能率的設備をとり入

れ，働らきやすい条件づくりを考え

ております。第27回全国蒲鉾品評会

i乙例年通り板付蒲鉾のほか，天然色

素の研究品・種々の特殊製品を出品，

皆様の御参考にと心がけましたが，

はからずも受賞の栄に浴した次第で

す。私は，練製品は水産加工食品だ

が，決して水産加工食品にしてはな

らないとの信念で，これからも努力

を続けたいと存じております。
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日本農林漁業振興会長繋受

出品財ます養殖

受賞者本郷虹ます漁業生産組合
(代表者田仲義男)

(秋田県由利郡象潟町本銀ß)

関受賞者の地域概要

1.象潟町の位墨

象潟町は秋田県の西南端にあって，東は仁賀保町l乙接し，東経 140度 3 分

15 秒，西は日本海 l乙面し， 139度 52 分 08 秒，南端は山形県遊佐町lζ接し，

北緯 39 度 6 分 17 秒，北は金浦町lζ接続し，北緯 39 度比分 02秒に位置して

し、る。

2. 象潟町の語積

東閤は約 9.6 km，南北は 10.8km で，総面積は約 125.09 平方 km である。

3. 象潟町の地勢

南東l乙東北第一の円錐形鐘状複合の出羽富士と称怠れる鳥海山がそびえ，

商は象潟海岸の砂丘と，県境小砂111の火山性岩石海岸とが形成され，土地全

体が海抜約 1 ， 350m から大きな傾斜をつくっており，標高別にして 400m 以

上， 50~400m の土地がそれぞれ約 40% を占め， 50m 以下の土地はわずかに

凡そ 20% である。山林原野が多く，耕地化された部分が少ない。本郷地匿は，

象潟町lζ合併された上郷村の一部であり，標高 600m の高地にある。

4. 象潟町の気象

象潟町は，秋田県では最も気候の温暖な地域として知られている。日本海
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本郷虫工ます漁業生産

組合のメンバ

ぞ縞てて，アジア大陸と対していることによって，大陸に発生する高低二つ

の気配配置の影響と，白本海を北上する対馬暖流の近竣にともなう影響を受

けている。春は 3 月上旬から北西の季節嵐が衰え，南東の暖風が融雪を提し，

桜の開花期は 4 月上旬で，東北地方としては早い。梅雨期を経て 7-8 月の

夏型気候にはいる。夏は豪雨期であり，日量 100mm以上になる。 11 月上旬に

初霜を見て，初警は 11 月中旬である。本格的な冬にも，町の海岸沿いの地区

は，移動性高気圧，大陸の気圧の変化，温帯低気庄の通過に左右されて，積

雪は最深 30cm，冬季の平均気韻は 4.6
0

C であるが，本郷地区は積雪 5-6

m ，気温は平均零下 6
0

C になる。

震塁本郷虹ます養殖漁業生産組合の設立

人口は凡そ 13 ， 000 人で，その中漁業者は約 300 人である。その中には，本

郷虹ます養殖漁業生産組合の 52 名の組合員もふくまれる。

本郷地区は象潟町の東南部に位し，鳥海山の麓I乙源を発している(奈曽)11) 

沿岸の山間高冷の典型的な純山村地帯にある。昭和 25 年本郷土白区の住民に

よって，豊富な未利用湧水が発見された。その湧7Jくを利用して，若干の人々

が，自家用として虹ますの養殖をはじめた。

乙の虹ます養殖の成功I乙刺戟されて，秋田県内の湧水に恵まれた地域では，

虹ますの養殖が行われるようになった。つまり，本郷地区の虹ます養殖が，

秋田県内における虻ます養殖事業の発端であるといえるのである。しかし，

。
。
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慈殖場の会景

議殖技備は当時一般では極めて未熟なものであり，幾多の失敗が秋田県内の

各虹ます養殖地におζ ったのも当然で、あった。

昭和 33 年秋田県は虹ます養殖指導のために，象潟町本郷地区l乙「県営養

殖場J を設け，秋田県内の各虹ます養殖業者に対し，技術から成魚の販売に

いたる迄凡そ 10 カ年の長きにわたって，指導を行った。その結果秋田県内に

おける護鱒事業は，年を逐って繁栄の度を深める ζ とになった。

昭和 43 年，秋田県は，本郷地区の「県営主主鱒場J の活動が，その設立の自

的を達したため，その施設は一切ζ れを象潟町l乙移管することになった。 ζ

の移管を契機として，本郷土忠臣内 52 人の農家同主全員によって，水産業協

同組合法による「本郷虹ます養殖漁業生産組合」が設立されたのである。

関組合設立後の概況

昭和 43 年 5 月 2 臼，県による設立認可を得て，法人としての登記を完了し，

初代組合長として田仲義男氏が就任した。しかしながら，移管後は菌ちに組

合員の協力と団結とによっただけでは，その経営が維持しがたいので，技術

面に対しては特に県からの指導が引続き行われた。

県からの移譲施設は，次の如くである。

(1) 養殖地(コンクリート池)

(2) ふ化場(鉄骨ビニール)

(3) 監視舎(木造平屋建)
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凶作業場(木造平鹿建) 40m 

(5) 格納庫(木造平屋建) 60m 

(6) ミキサー (15 馬力) 2 基

(7) 運搬車(1. 75 トン) 1 台

また，その後組合員の増資によって，次の施設が取得された。

(1) ふ化;場(鉄骨ピニール) 108m 

(2) やまめ養殖池(コンクリート池) 198m 

(3) 監視舎(木造平原建) 49. 5m 

また，山村援興事業として， 300 万円の助成金があった清水川分場工事は，

次の如き内容で昭和 48 年 4 月に完了した。

(1) 養殖池(コンクリート池) 1, 699m 

(2) 作業所(ブロック造 52. 7m 

以上の施設により，鳥海山麓の自然湧水を利用し，虹ます及びやまめの親

魚飼育を行い，種卵，語苗を生産し，秋田県内及び他の諸県の河)1 1，期招放

流のための供給を行ってきている。また，その外組合は食用魚の生産震を行い，

これを販売してきている。

昭和 49 年 4 月 l乙，秋田県内水面水産指導所により発行された「秋田県内水

面漁業の生産及び流通調査書」によると，同県内における虹ます，やまめに

関する状況は次の如くであり，本組合の地位がζ の面について高いことが示

される。
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(1) 虹ます ①稚魚(経営体 3 ，面積 650rrl ，生産量1， 640 , 000 kg) 

②成魚(経営体 38，面積 47 ， 830rrl ，生産量 414 ， 730kg)

(2) やまめ ①稚魚(経営休 1 ，面積 4 ， 150rrl ，生産量 1 ， 017 ， 000kg)

②成魚(経営体 21 ，面穣 17 ， 290rrl ，生産量 18， 975kg)

過去 3 カ年間及び 49 年度 9 月末迄の，本組合の事業実績は次表の如くである。

----\----、 昭和 46 年 1St f!R 'frJ4 7'cf: I笠 限手[l 48 年度 昭和49年 9 月末迄

務卵販売 iU 8, 170, OOO~立 10, 250, OOOlil 10, 560, 000*.立 150, 000fil 

虹 十問一食 販売盛 1 ， 639 ， 500尾 1, 805, OOO!c1�: 1, 341, 0001'6 850，∞o尾

ま
斤j M!.販売ill 22 , 743kg 25 , 033kg 22, 880kg 24 , 015kg 

極lJlJ 奴 55i硲 4 ， 033 ， 000円 5 ， 160 ， 000内 6 ， 503 ， 000円 120, 0001' ] 

す 穏苗販売商 7 ， 469 ， 000円 7 ， 975 ， 000円 6， 611 ， 000円 3 ， 957 ， 0001 日

食用魚板売高 7， 991 ， 000内 8 ， 723 ， 000円 8 ， 825 ， 000円 11 ， 409 ， 000同

穣卵販売議 ----¥-- 508，∞0続 750 ， 000粒 ¥----¥  

や 穣宙開1売汲 228 ， 000尾 303, 000Þ'6 439 ， 000隠 ----¥¥  
トーや

ま
食用魚販売笠 689kg 510kg 1, 002kg 393kg 

種卵販売商 --------¥ 509 ， 000内 825 , 000 [13 --------1 
め fÆ Ë自販売商 ----1 ， 348 ， 000円 2 ， 165 ， 000円 3 ， 341 ， 000円

食用魚販売商 415 ， 000 内 263 ， 0001弓 522 ， 000内 303 ， 000内

言十 ¥ ¥¥¥  19 ， 908 ， 800内 23 ， 978 ， 000円 25 ， 451 ， 000円 19 ， 130 ， 000内
し一一

また，過去 3 カ年の収支は，次の表によって示される。

---------昭和 46 年度 昭和 47 年度 I!B 和 48 年度

収 入 金 在自 22 ， 221 ， 690内 25 ， 885 ， 762内 31 ， 376 ， 821内

(中虹ます販売お) (19 ， 493 ， 300内) (21 ， 858 ， 000円) (21 , 939 , 000[g) 

(中やまめ販売j{'lj) 415 ， 300円) ( 2 ， 120 ， 000円) ( 3 ， 512 ， 000円)

(中期末棚卸高) ( 1, 201 , 876円) ( 1, 171 , 57619) ( 1 ， 594 ， 461 円) I 
(I'þ後殖地織設術品ú) --------戸-戸J戸♂4 ( 3, 000 , ooorrJ) 

(中そのイ也) 111 ， 514内) 736 ， 186F号) ( 1 ， 331 ， 360内)

支 1:1:', 金 者自 (14 ， 699 ， 276内 18 ， 474 ， 836円 244 ， 229 ， 273内

(中人件費) ( 2 ， 766 ， 700内) ( 3 ， 519 ， 200円) ( 4 ， 577 ， 950円)

( r争後真直後) ( 6 ， 676 ， 024内) ( 6 ， 621 ， 345月) ( 8 ， 271 ， 677河)

(中通信連級資) 861 ， 138円) 922 ， 7731弓) 950, 687[g) 

(中その他) ( 4， 395 ， 414円) ( 7 ， 411 ， 518円) (10 ， 428 ， 959内)

当 期 利 主主 7, 522,G4P:l 7 ， 410 ， 926円 7, 147, 548IIJ 
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また，運営のための組織は，次の如くである。

(組合員 52 名)

組合の運営方法は，次による。

(1)理事会において事業計画を策定し，委員会が検討の上，総会の承認を求

める。

(2) 管理運営については，担当責任者を組合員より定め，右責任者の指示lζ

従って，組合員が交替で飼養管理にあたる。

(3) 組合設立以来，今後の施設補修費として，各自の毎年の収入からその10

%を積立し，現在 50 万円の残高がある。乙れらは，不時の災害発生の際取

りくずし，補修に充当する。

騨出品財の特徴

秋田県においては，集落経営 l乙対する指導が行われてから，年久しいので

あるが，農家が共同で農業以外の事業をも営み，成功している例も少なくな

い。例えば，養鯉の協同経営も成功しているものも多いのである。

本郷地区l乙は 56 戸が散在しているが，内 4 戸は非農家であり， 52 声の全農

。
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家が集落経営を行っており，稲作，養鱒，マッシュルームを三本の柱として

いる外， 27 頭の牛も餌宵している。

稲作についていえば，陪地誌の水田は傾斜地を改良しなくては拡張する ζ

とはできないのであるが，改良の末 89加の水間が保存されており，その90%

迄がトラクターによって耕作されている。そして，その度当収穫は 650kg I乙

及び，秋田県内平均皮当 538kg をはるかに ζ える成功を収めている。しかも，

稲作の 70% は， (ササニシキ)である。

虹ますの養殖成果は上記の如くであるが，その経営内容は漁業生産組合と

しても，極めて優秀であり，乙の閣の組織としては，全国にその例が少ない

内容である。

自然湯水を活用し，県より多大の指導を得たとは云え，今臼の成功は組合

員の協力によると ζ ろが少なくない。

本組合の特筆すべきところは，下記の如くである。

(1)経営面の特徴と効果

①親魚餌育による穣卵及び種苗の供給は，他の県においては夫々県の機

関によって行われているが，秋田県においては，本組合が行っている。

②稲作へのプラス部門として，集寵ぐるみで援鱒事業にとりくみ，農業

の多角経営として農関期における地元労働力を活用し，毎年 20 名前後い

た出稼ぎ者は，現在ほとんど皆無に至っている。

③全組合員が鐸年他県の虹ます養殖油を訪問し，先進的な技術の研究と

採用を行っている。

④採卵後のやまめについては，実費をもって，全組合員に平等に供給し，

保存加工にふさわしいものをつくるよう指導し，動物性議自質摂取の一

助としている。

⑤組合員は常勤者の 6 名を除き，交替で飼養管理l乙従事しているが，就

労者は年間延 300 人に及んでおり， 48 年度の乙れらへの労賃は， 352 万

円支払われている。昭和 48年度では，水産業協同組合法に定める従事分

量配当は，乙れらの人々に一人当り凡そ 12 万円が分配されている。
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⑥過去 3 カ年聞における本組合の主要勘定の推移は，次表の通りであっ

て，経営の健全性が示される。

¥¥¥¥  46 年度末 47 年度末 48 年度末

出 資 金 5， 535 ， 000円 9 ， 048 ， 000円 9 ， 984 ， 000円

法定準備金 750 ， 000f弓 1 ， 610 ， 000円 2 ， 480， 000円

特別積立金 920, 000円 1, 780, 000円 2， 650， 000円

予 tt sli: 9 ， 951 ， 489円 13 ， 096 ， 713円 13 ， 041 ， 157円

棚卸資産 1 ， 201 ， 876円 1 ， 171 ， 576円 1 ， 594 ， 461 円

+誇 築 物 1 ， 707 ， 322円 1 ， 958 ， 401円 4 ， 530 ， 322円

建 物 420 ， 000円 596 ， 851円 1 ， 622 ， 700円

当期純利益 7 ， 522 ， 414円 7 ， 410 ， 926円 7 ， 147 ， 548円

(注) 1 借入金はない。

2. 48 年 3 月末現在の組合員 l 人当り出資金摘は 19 万 2 千円である。

3. 出資金等の資本勘定の増加がいちぢるしい。

4. 常勤者は参事，職員 5 の計 6 名である。

なお， 49 年度の生産計画は，次の如くである。

(1)種卵生産計画

①虹ます(発限卵 14 ， 178 ， 000粒

②やまめ(発眼卵)

(2) 種高生産計画

①虹ます( 0 年魚)

②やまめ( 0 年魚)

(3) 食用魚生産計画

①虹ます( 1 年魚)

②やまめ( 1 年魚)

③虹ます( 2 年以上)

(4) 親魚生産計画

①虹ます

1 ， 440 ， 000粒

1 ， 731 ， 000尾

569 ， 000尾

200 ， 000尾

5 ， 000尾

12 ， 000尾

5 ， 900尾
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②やまめ 5， 000尾

r 15 ， 618 ， 000*立
計|

1 2 ， 527 ， 900尾

また， 49 年度の純益目標額は， 6 ， 380 ， 300円である。

(2) 技術踏の特徴

①養殖に関しては，県の指導により新しい技術がたえず導入されている

ばかりでなく，本郷地区の冬季 5m 余にも及ぶ豪雪に対して，養殖が完

全に行われるように，次の措置がとられている。

イ.カマボコ型鉄骨の上を堪化ビニールでおおい，その内部lζ採卵場と

等調液による洗卵施設をつくり，受精率を高めるとともに，採卵作業

の省力化をはかつている。

ロ.早期採卵と薬浴とを励行し，採卵後は週 2 回，離魚については撰別

移動毎に薬浴を行っている。その結果，卵より稚魚への歩留りは，一

般の場合 70% 前後であるが，本組合にあっては 80% に達している。

また，薬浴励行の結果，魚病の発生はほとんど皆無である。

②近親交配によって劣性遺伝が発生する ζ とをさけるため，採卵するた

めの親魚は，他県から必ず 3 年毎l乙移入し，良質の魚卵及び魚苗を得る

ことに努めている。従って配給する魚卵及び魚苗は，極めて良種のもの

である。それらの結果，本組合が昭和 43 年 5 月に設立されて日が浅い

のにもかかわらず，次の如き表彰を受けている。

(1) 昭和47年11月 21 日，秋田県知事より秋田県集落農場化事業地域賞。

(2) 昭和48年11月 7 日，農林大臣より優秀集落農場(水産部門)としての表
三包r

彩。

秋田県としては，内水面漁業については，有用河川の設定，主産地形成事

業の推進により，生産の拡大と経営の安定とをはかることにしているが，本

郷虹ます養殖漁業生産組合の存在は，発展する協同体としての活きた模範と

いえる。
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採卵風景

ま fこ，単に秋田県内の事例としてのみならず，広く全国的にも好く，漁業

生産組合の経営に大きい示唆を与えるものと信ぜられる。

また秋田県には，いまだ広大な未利用水域が残されているので，県は溜池

等の利用による養殖漁業の開発をはかるととに鋭意努力されているが，本郷

虹ます養殖漁業生産組合の事例が，その開発指導上，適切な参考になるもの

と思われる。

なお，本郷集落の稲作については，昭和 41 年，第 1 次構造改善事業により

改良工事を実施し，基盤整備と施設の近代化をはかるとともに，稲作の生産

組合を設立して協同経営の効果をあげている。即ち 10a 当り労働時間 56 時

間， 10a 当り生産量 650kg ， 1 時間当り生産性 1 ， 089 時間の実績である。つ

まり，稲作部門の合理化によって生じた余剰労働性の活用が，養鱒事業であ

ったともいえるのである。

題出品者

本郷虹ます養殖漁業生産組合の組合長である田仲義男氏は，大正 11 年!日上

郷村字本郷i乙出生した。父祖の代からの農業者であって， I日上郷村立高等小

学校を，昭和 12年卒業後，農業に従事してきている。

氏は秋田県庁による集落計画が実施されるや，積極的に参加し，昭和 43年

4 月，本郷虹ます養殖漁業生産組合が設立されると，組合長lζ推挙され就任

し，今日に至っている。就任以来，衆望を担って組合の事業拡張に努め，そ

pnv 
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の経営の堅実化 l乙力を尽してきている。氏の組)苧誠実しかも指導力のゆたか

なことに，組合の今日があるといっても，決して過言ではない。

また，本郷虹ます養殖漁業生産組合が設立される前，氏はすでに昭和41年

4 月には，上郷農業協同組合理事に選任されている。そして，昭和 47 年 4 月，

象潟町会議員に当選し，農林漁業界の代表者として，地方自治行政の一層の

確立に貢献している。
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盤塞譲翠置聾聾聾

山間高冷地湧水利用の養魚経営

本郷虹ます漁業生産組合
(代表者団仲義男)

我が本郷虹ます漁業生産組合は東

北ーの秀峰鳥海山麓の豊富な水資源

の活用を図ることをねらい昭和43年

に組合が発足しました。当初より集

落ぐるみで突施する乙とが今後の運

を円滑にする乙とに着目したもの

の，先l乙集務の数人が「ζ い」など

の養殖に失敗した経緯を知っている

のでそのまとめのため集会を数回も

重ねた状態でありました。以来県内

の内水面養殖事業の主産地化をめざ

して施設の拡充と単に‘虹ます、の

みならず込やまめ、 九、わな、等の

冷水魚類の生産l乙努め，職員 5 名を

配置し採Qß-→ffl字化→飼育→叛売まで

の一貫した養殖体系を敷く。一方経

験を生かした技術の向上により早期

採卵及び薬浴等の技術的な定着化の

成功により稚魚の歩留まりは一般的

には70%前後とされているが当組合

は80%以上に達する成績をあげてお

ります。

経営の内容は発足当時は苦しい状

態であったが県単の護魚振興資金の

l 貸付け閉山して事業吋

し45年には事業も軌道にのり現夜は

組合員に利益配当をするようになり

ました。このほか稲単作の農業経営

へのプラス部門として集落ぐるみで

養鱒事業にとりくみ水揚げ，運搬，

池清掃などの基幹作業は農作業のピ

ーク時と競合しないので組合員の労

働力を活用する ζ とにより徐々に出

稼者の減少をみております。また，

特に ζ の事業の成果は広く集溶内に

おける協業体制 i乙結ひeっき農業構造

改善事業をまっ先にとり入れ土地基

盤整備を行い，更に町の生活改善セ

ンターを活用し食生活の改善と当組

合生践の魚類の料理講習会を活発に

実施し町民の食卓にのぼる様になり

喜ばれております。

今後は高騰する年間 1 千 5 百万円

を超える餌代と機械化省力できない

問題はありますが，園内の動物蛋白

源の需要の増大に伴い将来とも汚染

きれない魚の供給ができるよう農業

の多角経営の一環として更に前進し

て行きたいと思います。
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一一一一一日本農林漁業振興会長歯受賞一一一一

出品財乾のり

受賞者長田利光

(愛知県常滑市大野町Vtll/JijI61)

騒受賞者の略歴一一陰の努力

第 i 図受賞者の所在地
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愛知県常滑市は昭和29年 4 月に

常滑町，鬼崎町，西浦町，大野町

及び三三和村の 4 町 l 村が合併し，

32年 3 月比隅部の小鈴谷町の一部

の四地区を加えて市制20年を迎え

ている。常滑焼の陶器の町として

知られているが，知多半島の西海

岸中央部に位置しているので，丘

陵部は農畜産業lζ，平たん地は商

工業Iζ恵まれている。西部は伊勢

湾lζ面しているので，漁業が盛ん

である。人口は 55 ， 000人 (13 ， 000

世帯)で緩慢ではあるが，増加し

ている。

長田利光氏の住む大野町は市の

北端で，矢f]多干f:î 1乙接している。道



大野漁港

(小型底ぴき漁船とつり船)

路は整備されているので，名前屋から自動車で行けるが，名鉄常滑線を利用

すれば便利である。

常滑市l乙は大野，鬼崎，常滑，小鈴谷の 4 漁協があるが，氏は大野漁協の

組合員である。氏は大正12年乙の地の漁業者，長田憲次氏の長男として生れ，

地元大野尋常高等小学校高等科卒業後，菌ちに家業である漁業に従事し延な

わ，一本釣を操業していた。

昭和16年には徴用により海軍工廠l乙勤務していたが，翌年志願して海軍に

入団し，終戦まで軍務lζ眼していた。復員後は再び漁業l乙従事し， 24年には

若くして大野漁協の理事lζ選ばれた。

大野町は名古屋港にも近く，伊勢湾奥部なので，漁場環境の変化もあり，

漁船漁業の発展は多くを望めない状態になって来た。そこで， 36年にノリ養

殖業l乙着目して，この年組合内の希望者をつのった。

愛知県はノリ養殖業には古い歴史があり，知多半島では既に10年以上前か

ら詰験されていたので，乙の地方では比較的新しいと言う乙とができる。希

望者が18名集ったので，漁協内にノリ組合をつくり共同で養殖を始めたので

ある。氏は率先遂行するが，温厚篤実な性格であるので，翌37年には組合長

l乙選任されている。組合長として 2 年間組合のため努力したが，その他の

期間は理事として，常に組合の中心となって，ノリ養殖業に専念し，組合員

の所得の向上により漁家経済の発展を図り，組合経営の改善lζ努めている。

自らは進んで表面に立たないが，地元消防団，観光協会等のためにも尽力
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している。ノ~養殖業については，研究を怠らず，平常から主主より質の生践

に努め，擾良品を出荷しているので，ノリ品評会で、数回受賞しているが，日

頃の努力が認められ，今回，最優秀の賞を受けたものである。

夫婦で協力して，強殖に従事しているが，両親と長男の助力を受け，家族

中心で、健全な経営に当っている。なお，弟，次弟もノ~.護Yì~i業を家業とし，

現在，弟は組合長l乙選任されているが，兄弟三人協力している姿は，沿岸漁

業者の模範として賞することができる。

盤受賞財の特急一一量より質

出品財は第 8 位i愛知県乾のり日会で受賞したものである。愛知県下でノ

リ養殖をしている漁協で第一次審査をし，優良品を第二次務査に付し，出品

財204点の中から 10点を選んでいる。 ζ の10点巻原諜，選別，裁断，すき製，

乾燥，色沢，製品整理について審査し，結審の結果， 100点満点の上，経営面

でも健全であると認められた。ノリは壁より質の時代になっているので，現

在に合った製品である。

層調受賞者の経営概況一一省力化と合理化

日本のノリ養踏の生産は，綿ひぴ養殖，人工採苗等の普及によって，増産

が凶られたが，天然の気象，海況に影響される ζ とが大きく，昭和40年初めは

30-40億枚程度で，韓国からの輸入約 5 億枚を加えて需要がまかなわれてい

た。

その後，浮流し，冷蔵網等の技術が|摘発され，昭和44年以降は天然の影響

を克服して， 60億枚をsp:年作として維持できるようになった。昭和48年度は

天然環境にも恵まれ， 90億枚以上に達した。しかし，必ずしも良品ばかりで

はなく，品質の良くないものもあった。最近は養殖資材も備上りし，労賃も

くなっているので，ただ量産する時代は過ぎ，質を向上する必要があり，

各県とも ζ の方向で進んでいる。

愛知県のノリ養殖の歴史は古く，漁場にも恵まれ，生産量は全国でも常に
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沖合保養施設

上位を占めている。特l乙，太平洋岸の恵まれた地帯にあるので，工業の発展

に伴い，埋立，港湾の拡張等によってノリ漁場の衷失があり，最近の13年間

で，約3 ， 000加のノリ漁場が失われたのである。

しかし，国の助成もあり，防波導流柵及び沖合保全施設の設量により漁場

を造成し，浮流養殖，冷蔵網の普及等によって漁場の沖出し，未利用漁場の

開発に努めた結果，約11 ， 000加増加し，ノワ漁場関積(区間漁業権，免許面

積)は14 ， 000加となれ 10年前の約2.4倍に拡大されている。

大野漁業地先も，沿岸漁業構造改善事業として， 5 ， 335千円の事業費(国庫

2 ， 668千円，県費 1 ， 778千円，漁協889千円)で，次のような沖合保全施設を建設

し，消波効果によって， 1 ， 500柵の漁場を造成した。

保全施設

目岸， 400m -600 m ，水深 6 m，鋼管161本(長さ 13m ，経165.2mm)設置方法

(海岸線平行方向12m，沖合万向22.5m ，間隔で打込み， 12m の鋼管問を

12怖のシルバーロープで連結)この 1 区画に 5 枚のノリ網を張る。

大野漁協は現在はノリ養殖漁協として発展しているが，下記の通り組合員

は48名である。小人数でまとまっているが，経済事業等を促進するため現:tE，

常滑市内の 4 組合の合併の計画がある。
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大野漁協の概況

区 分 46年度 47年度 48年度

組 正 35人 34人 32人

l口L 託を 15 15 16 

員 50 49 48 

役 員 E議事 5 人，臨事 2 人 同友 同左

職 !口主主 2 人 同友 同友

{l言 貸付金 2 ， 218千円 3 ， 231千円 4 ， 694千円
用芸議評

情入金 2, 218 3, 231 4 , 694 

購質事業取扱I潟 12 ， 625千円 12 ， 552千円 32 ， 413千円

販売事業 7 ， 732千枚 7 ， 332千枚 13 ， 449千枚

取 扱 148 ， 139千円 140 ， 013千円 233 ， 651千円

主な漁業の経営体数

ノリ養殖 26, 小型蔵ぴき網 4 , 磯建網 10, 

船びき網 4 , 一本釣 13, 

大野漁協のノリ養殖状況は次の通り，経営体数は26で，漁場が限られてい

るので，間定ひびは一定であるが，漁場は沖合へ拡張し，浮流ひびを増加し，

品質の向とと増産を図っている。

大野漁協ノリ生産状況

Eま 分 46年度 47年度 48年度

3i棟E」1百主L 
器定ひぴ 297千ぱ 同左 間 ti.

浮流か 349 同左 時左

柵 間定ひぴ 1, 652 間 時

数 浮流か 990 1, 220 同左

枚 間定ひぴ 5, 782 枚 4, 956 枚 同左
数 浮流 H 3, 150 3, 660 開左

生産枚数 7， 685千枚 9 ， 475千枚 13 ， 349千枚
ノ〆 金額 145, 723千円 171 ， 189千円 207 ， 904千円

間 1. 年度 (11月 -5 月)

2. 区画漁業権免許面積 1 ， 298千rr:!
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ノリ養舶の技術は県水路試験場の研究に基づき，普及員が産者の一時及lζ

努めているので，各地域の一般技術の優劣はほとんどなくなっている。しか

し，その技術を如何に地先に合った万法で，忠実に実行するかが，生態性を

向ヒする乙とになるのである。長田利光氏が中心となって，現在の大野漁協

の発肢を I~I ったのであるが，主な特徴をあげれば次の通りである。

1. 養殖技術

新技術の導入 新技術はできるだけ早く導入することに努めているが，ま

ず研究グループが試験し，その結果によって，士山先に合った万法で一般に欝

及している。研究クツレープは若い者から 4 人を選んで，者い新鮮な力を引出

す努力をしている。

品議改良 糸状体は組合が共同で培養していると乙ろもあり，また，偶人で

も管理している場合も多いが，此処は，沿岸には土地がなく施設ができない

ので組合では熔接せず，他の組合から優良品種(糸状体)ぞ共同購入して，

組合員に配付している。現在は，色が黒く，つやが良い品種で、あるカナダノ

リを主として養殖しでいる。

支柱の節約 悶定ひびの謎男~!場は地蔵は砂地であるが，砂層が浅いので，

支柱竹が抜け易い。そ ζ で種々試験した結果，支柱を両側の網ひびの共通と

することが，一番良いことが判った。 ζの方法によれば，風波i乙耐えるだけ

でなく，支柱の節約になり一挙両得になった。

浮上いかだ この養殖場は，名古展瀦に近く，港内にある火刀発電所の温

排水の影響もあって，他の海域よりも，7l<蹴が 1 - 21立高いので，擦付後ア

オノリの附着が多い。そこで種ひびを浮上いかだに張札アオノリぞ i徐き好

成績を j二げている。また， ζ の条件を逆lζ利用して，復;良占i!1 を生践している

のである。

養殖場の合理的利用 養殖場は各側人l乙公平に害iJ~てるため，区爾待 i乙分

け，毎年抽選しているが，ひび主l!て万法等その年の養嫡万法を決定して，場

剖りをして，準備が終ってから抽選して，各人が相互に助け合って，養踊場

を合理的に利用できるようにし，しかも密殖にならないように努めている。
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採苗場 浮上ひぴ

加工技術現在のノリ養矯業は各自が製品にするのが普通である。特に此

処は土地が少なく，正組合員は農地はとiく，漁業専業である。したがって，

ノリの干場は確保できないので，火力乾燥が主体である。ノワ摘機，ノワ切

機，脱水機，すき機，乾燥機，冷蔵庫等各種の機械を設備しているが，近代

化資金を利用している。なお，組合では，いち早く，金属検出機を購入して，

ノリ製品は総てこの機械を通し，金属雑物の混入を防いでいる。

氏は，研究心が強く，常に工夫を加え，技術の改良に当ると共 l乙，省力化，

合理化 l乙努めている。

2. 経営

氏は，現在はノリ養殖業が主業であるが，ノリ養嫡作業の暇な夏( 6 月~

8 月中旬)には小型底ぴき網漁業を操業している。漁場は常滑から野間沖の

地先水面であり，漁獲物は，ヨシエビ，クルマエピ，シャコ，アナゴ等であ

る。漁船は木船で2.42t ， 17馬力(ノリ養殖時期には資材運搬等lζ使用して

いる)。

夫婦で働いているが，両親と長男が助力している。ノリ養殖盛期の11月~

翌年 3 月の閤は 4-5 人臨時に傭い約50万円の支出がある。

ノリ養殖

ノリ船は0.79 t で 13馬力。期間は 8 月中旬~翌年 5 月。
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養殖相m数，網数

~\\\『 46年度 47年度 48年度

柵 数 124 134 144 

支 柱 楠 84 84 84 

浮r 動 相t 40 50 60 

f調 数 396 428 460 

生産金額

¥¥¥¥  46年度 47年度 48年度

枚 数 377千枚 396千枚 621千枚
ノ 金 額 6 ， 953千円 6 ， 860千円 8， 910千円

単 信五
, 

(100枚)
1 ， 844 円 1 ， 731 円 1 ， 435 内

県平均単価 1 ， 117 円 1 ， 507 円 866 円|

底ぴき水揚金額 337千円 120千円 285千円

生臨金額計 7 ， 290 か 6, 980 // 9, 195 // 

所 得 2 ， 068 か 3, 660 // 3, 688 // 

以上のように，ノリの品質は良く，県平均単価よりも毎年上廻っている。

なお，氏の弟は現在大野漁協の組合長に選任されているが，ノリ養殖業に従

し，次弟も独lLしてノリ養殖業者となっているので，兄弟協力し，養殖，

加工の面でできるだ‘け協同作業を実施し，機械の共間使用に努めている姿は，

模範となる経営と言う乙とができる。

盤今後の発展

ノリ養嫡業の技術は進んで，広く養殖業者に普及しているので，独特の技

術は余りないが，ノリ養捕は自然海を和用するので，養踊場の環境が第ーで

ある。 ζ の大野漁港地先は，名古屋港の出口に近く，前記のとおり，火力発

電所の温排水の影響もあり，都市排水等の影鱒もあるが，幸い当地には公害

になる工場もなく，一般の公害防除の努力もあるので，養殖場の環境は悪く

なっていない。したがって現状の環境が維持できれば，ノリ護殖の生産は続
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き，経験と技術を生かして，より優良品の生産が可能であろう。

大都市近くの漁業のあり万としての模範となる。しかし小組合なので，ま

とまり易いが，今後の発展を図るには，合併して，経済活動等を活発に進め

る乙とを期待したい。

養嫡の経営形態であるが，養fI車場が個人別lζ分けられ，個人毎の製品が生

産されるので，偲々に種々の機械を導入して，省力化を図っている。 ζ のこ

とは一面，養殖の管理が行き届き，製造も念入り lζなり，生臨意欲を盛んに

することになるが，一万，偶人毎 i乙各穣機械を購入する ζ とは過剰投資とな

り，特に最近のような高物価の時代には問題が多い。

養殖，製造技術にも関連するが，協同でできる作業は協同作業として，機

械を有効に活用することである。乙の場合漁協施設の共同利用の道もあろう。

なお，養殖場の利用は高度に活用する必要があるが，漁協が中心になり，

強殖にならないように，厳に努めることである。乙の点，当組合の方法は模

範として，広く利用できる。
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襲撃翻置醒輔

うまい"のり作り"に全力

長田利光

私は今回日本農林漁業振興会長室

を受賞致しましたが，乙れは私個人

が受賞したのでは無く，大野漁業組

合が近年愛知漁連のり共販所で乾の

りが品質味共に良く，最高値を続け
て組合業績が上ったので大野漁業組
合を代表して受賞したのだと思いま

す。

私たちの組合では五年くらい前か

ら大型自動乾燥機を導入して大量生

産体制をとりましたが，量よりうま

いのりを作ることに切りかえ，うま

いのりを作ることに専念して簡りま

す。漁場の位震は知多西部で伊勢湾

l乙函し最北端で，冬期は北西の季節

風l乙乗り木曽)11の水を受け，のり養

殖には好条件にめぐまれて属ります

が，中電火力発電の溢排水l乙依り水

沼が高く，秋芽l乙育が乗り，育を無

くすることに苦労しましたが，冷蔵

庫に依る短期冷凍で一応成功しまし

た。

大野漁場ののり養殖は十余年の歴

史しかなく，良い地子のり品種が有

りません。去年までは全国ど乙のの

り品種を養殖しでも一回摘み採れば

全部丸薬となってのり葉が厚くなり，

味は良いが穴が多い製品が出来てし

まいました。今年は冷蔵庫で短期冷

凍をした結巣，三回ぐらい摘み採り

をしても其の品種が残り，製品も良

くなったかと思われます。来年度は

九州地方，広島地方より有良品種の

のりを入れ，さらに品質の向上をは

かると共に大野漁場にうまいのり地

子品種を作りたいと思います。

常滑市内 l乙は四つの漁業組合が有

り，のり養殖漁場も南北IL長く，そ

れぞれの特色が有りますが，海洋汚

染の取り締り強化に依り海も一層き

れいになって来た現在，市内のり養

殖業者一丸となってうまいのりを大

量に生産，出荷し全国の皆様κ乾の

りは自然食品であって，味を付けな

くてもそのまま焼いて食べれば本当

にうまいんだと知って戴きたいと思

います。

幸いにして愛知県水試尾張分場に

はベテラン技舗が大勢居られ，私た

ちのどんな小さな事項でも親身にな

って話合いに乗って戴けます。一人

の力ではどうにもならない事でも，

組合員と指導機関が心を合せて事l乙

当れば，私の夢も阜く現実の物とな

る事でしょう。
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